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第 1 章 はじめに
Source Insight をお買い上げ頂きあ りがと う ございます。 Source Insight 
は、 10 年以上に渡り改良を重ね進化し続けている製品です。 Source 
Insight は生産性を向上させ、 プログラ ミ ングを楽し く します。

この章では、 Source Insight の機能についてご紹介します。
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はじめに 第 1 章
製品概要

問題点

開発者の周辺には、 多数のソース  ファ イルが存在します。 第三者が記
述したプログラム ソースや関数を扱わなければならないこ と もあ り ま
す。 そのコードがどのよ うに動作するかを理解し、 関連するファ イル
についても調査や確認が必要です。 自身が作成したコードではない
コード も、 また、 かな り以前に記述したコードについても理解するこ
とが求められます。

世界で有数の開発者のひと りであっても、 プログラム中の無数に存在
するプログラム部分をすべて見つけるこ とは不可能ですし、 また、
コードを理解して、 それを記憶しなければ、 作業の生産性を向上させ
るこ とはできません。

Source Insight は、 このよ う な問題に対応する最適なソ リ ューシ ョ ンで
す。

ソリューシ ョ ン

Source Insight はプログラムの理解と修正作業の効率を向上させるよ う
デザインされています。   Source Insight の目標は、 ソース  コードを明確
にして簡単な方法で情報を示し、 プログラマが大規模で複雑なプロ
ジェク ト を修正できるよ うにするこ とで、 プログラ ミ ング チームの生
産性を高めるこ とです。

プログラムのソース  コードを自由形式の情報データベース と して考え
てください。 そこにはク ラス、 メンバ、 機能情報だけではなく、 多く
の重要なコ メン ト も含まれています。  
ソース  コードには履歴もあ り ます。 実際、 多くの大規模なプログラム
は何年にも渡って多くのプログラマが関わり、 作業時間は長くな り ま

You

Source
Insight

Your Program
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第 1 章 製品概要
す。 以前のソース  コードがわかりにく くても、 無視するわけにはいき
ません。

Source Insight はプロジェク トのソース  コードを取り巻く情報サーバー
と して機能します。 Source Insight があれば、 プログラム内のシンボル
情報やテキス ト情報に簡単にアクセスできます。

プロジェク トに新規に参加した場合でも、 Source Insight を使用するこ
とで、 直ちに生産性の高い作業を開始できます。
Source Insight ユーザー マニュアル 19



はじめに 第 1 章
製品の特長

Source Insight は、 C/C++、 C#、 および Java プログラムを解析できる、
プロジェク ト指向のプログラム コード  エディ タ  / ブラウザです。 ソー
ス  コードを解析し、 作業中に独自のシンボ リ ッ ク情報のデータベース
をダイナミ ッ クに管理して、 役立つコンテキス ト情報を自動的に提供
します。

Source Insight は、 優れたプログラム エディ タであるだけではな く、 参
照ツ リー、 ク ラス階層ダイアグラム、 コール ツ リーを表示するこ と も
できます。 また、 ソース  コード と任意のプログラ ミ ング エディ タの
ソース情報の迅速なナビゲーシ ョ ンも特長です。

Source Insight は、 ソース  コード と ソース情報に対して、 素早く、 革新
的なアクセスが可能です。 多くの他のエディ タ製品と異なり、 Source 
Insight は、 編集中にソース  コードを解釈して、 役立つ情報を素早く提
供します。

図 1.1  Source Insight は、 革新的な構文フォーマッ ト とダイナミ ッ クな関係表
示を使用して、 ソース コードをわかりやす く表示します。

常に最新の情報 

プログラムの開発中はコードが頻繁に変更されるため、 コンパイルさ
れないコード中のシンボルを含めて細かい精度でコードを表示できる
こ とは重要です。 Source Insight は、 プロジェク トのソース  ファ イルで
20 Source Insight ユーザー マニュアル



第 1 章 製品の特長
定義されている関数、 メ ソ ッ ド、 グローバル変数、 構造体、 ク ラス、
およびその他の種類のシンボルについて独自の高性能なシンボル デー
タベースを作成して利用します。 Source Insight は、 このシンボル デー
タベースを利用してコードを瞬時に表示します。 プロジェク ト をコン
パイルした り、 コンパイラに依存するファ イルを提供する必要はあ り
ません。 コードの編集中でも、 ファ イルに影響を与えるこ とな く、
ファ イルに関する情報を素早く更新できます。 シンボル機能は、 各 
Source Insight プロジェク トに自動的に組み込まれます。 余計なタグ 
ファ イルをビルドする必要はあ り ません。

状況に応じたダイナミ ッ クな型解決  

Source Insight は、 ク ラス継承を含む変数の型を、 編集中にダイナミ ッ
クにデコード します。 状況に応じて、 ク ラスの正確な情報が提供され
ます。

ファイルごとにシンボル ウィンドウを表示

シンボル ウ ィンド ウは各ソース  ウ ィンド ウの横に表示され、 ダイナ
ミ ッ クに更新されます。 各フ ィールド内を移動してファ イルの概要を
素早く表示できます。 47 ページの 「シンボル ウ ィンド ウ」 も参照して
ください。

図 1.2  シンボル ウィンドウは各ソース ファイル ウィンドウの左側に表示され
ます。

ファイル名

このフ ィールドに入
力して、 リス トの項
目を迅速に選択でき
ます

シンボル ウィンド
ウ : ファイルで宣言
されているすべての
シンボルがリス ト さ
れます。 各シンボル
には種類を示すアイ
コンが表示されま
す。 アイコンをク
リ ックして、 シンボ
ル全体をドラッグ 
アンド  ドロップで
きます。

ソース ファイル 
ウィ ンドウ

シンボル ウィン
ドウ ツールバー
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はじめに 第 1 章
シンボル ウ ィンド ウのシンボルをク リ ッ ク して、 シンボルに素早く
ジャンプできます。 また、 シンボルをコードにド ラ ッグ アンド  ド ロ ッ
プして再配置するこ と もできます。 シンボル ウ ィ ンド ウは、 名前、 行
番号、 または種類でソートできます。 シンボル名の最初の数文字を入
力するだけで、 該当するシンボルに素早く移動します。  シンボルを素
早く識別できるよ うに、 #ifdef-#endif 入れ子レベルとシンボルの種類を
示すアイコンも表示します。

コンテキスト  ウィンドウでの宣言の自動表示 

コンテキス ト  ウ ィンド ウは、 Source Insight 2.0 で追加された革新的な
機能の 1 つです。 カーソルの位置の識別子、 または入力している内容
に応じてシンボル定義を自動的に表示します。 55 ページの 「コンテキ
ス ト  ウ ィ ンド ウ」 も参照して ください。

コンテキス ト  ウ ィンド ウはバッ ク  グラウンドで動作し、 作業履歴を追
跡します。 識別子をク リ ッ クする と、 シンボルの定義が自動的に表示
されます。 識別子が変数の場合、 宣言をデコード して基本構造または
ク ラス  タイプを表示します。

コンテキス ト  ウ ィンド ウは、 プロジェク ト  ウ ィ ンド ウで選択されてい
るファ イル、 リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウのシンボル、 ク リ ップ ウ ィンド
ウで選択されているク リ ップも自動的に表示します。

コール グラフとコール ツリー ダイアグラム 

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウは、 シンボル間の関係を示す Source Insight の
革新的な機能です。 バッ クグラウンドで動作し、 ユーザーが選択した
シンボルを追跡します。 このウ ィンド ウで、 ク ラス階層、 コール ツ
リー、 参照ツ リー、 その他を参照できます。 59 ページの 「リ レーシ ョ
ン  ウ ィンド ウ」 も参照して ください。

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウの利点は、 何も特別なこ とを行う必要がない
こ とです。 作業中はバッ クグラウンドで動作していますが、 必要なと
きに呼び出すこ とができます。
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第 1 章 製品の特長
リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウは、 グラフ ィカルまたはアウ ト ラ イン形式で
表示できます。 複数のリ レーシ ョ ン  ウ ィンド ウを開いて、 異なる種類
の情報を表示するこ と もできます。

図 1.3  リレーシ ョ ン ウィンドウは、 型への参照、 および関数からの間接参照
を表示します。

構文フォーマッ ト  

構文フォーマッ トは、 詳細かつ簡単な方法で情報を提供する、 Source 
Insight の革新的な機能の 1 つです。 ユーザー定義スタイルのリ ッチ テ
キス ト書式を含む、 大幅に改良された表示機能を提供します。 Source 
Insight は、 プロジェク トの単語およびシンボ リ ッ ク情報に基づいてス
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タイルを自動的に適用します。 101 ページの 「構文フォーマッ ト と ス
タイル」 も参照して ください。  

図 1.4  構文フォーマッ トは、 コードを一目でわかるようにします。 上記の例
では、 Source Insight の一意なコ メン ト見出しスタイル、 入れ子の括弧、 およ
びさまざまなシンボル参照スタイルが表示されています。 左余白の黄色い
マークは編集された行を示しています。

構文フォーマッ トは、 コードを読むと きに役立つ情報を追加します。
たとえば、 ローカル変数への参照とグローバル変数への参照を区別し
て表示できます。 また、 関数への参照と  C 関数形式のマクロへの参照
を区別して表示するこ と もできます。 構文フォーマッ ト を使用するこ
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第 1 章 製品の特長
とで、 識別子が何を参照しているか、 またスペルミ スがないか一目で
わかるよ うにな り ます。

図 1.5  [Style Properties] ダイアログ ボックスで、 ユーザーはフォーマッ ト  オ
プシ ョ ンを編集できます。 [Preferences] ダイアログ ボックスで、 ユーザーは
どの言語要素にスタイルを適用させるか制御できます。

状況に応じて名前を変更 

Source Insight のインデッ クスを使用する と、 ワンステップで変数、 関
数、 およびその他の識別子の名前を簡単に変更できます。 Source 
Insight の状況依存マッチング機能は、 ローカル スコープ変数、 グロー
バル スコープ識別子またはク ラス  スコープ識別子の名前を変更しま
す。 307 ページの 「Smart Rename」 も参照して ください。
Source Insight ユーザー マニュアル 25



はじめに 第 1 章
混在言語の編集 

Source Insight は、 HTML およびアクティブ サーバー ページ ファ イル 
(ASP および JSP) をサポート しています。 スク リプ トはシンボ リ ッ ク
に閲覧可能で、 適切な構文フォーマッ ト を使用して表示されます。

図 1.6  ASP および HTML に組み込まれているスクリプ ト も構文フォーマッ ト
を使用して表示されます。

コード  ベースでインターネッ ト検索のようなキーワード検索

[Search Project] コマンドを使用する と、 インターネッ トの検索エンジ
ンに似た、 キーワード形式の検索を行う こ とができます。 指定した行
数内で、 1 つ以上のト ピッ クを参照するコードのセクシ ョ ンを検索し
ます。 たとえば、 「save disk (copy または duplicate)」 と入力する と、
Source Insight は、 「save」、 「disk」、 および 「copy」 と 「duplicate」 のい
ずれかの単語を含む検索を行います。 この際、 「saves」、 「saved」、 およ
び 「saving」 のよ う な変化形の単語も合わせて検索します。  301 ページ
の 「Search Project」 も参照して ください。
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第 1 章 製品の特長
シンボルの自動補完 

Source Insight は、 識別子の名前の入力を開始する と、 可能性のある識
別子の名前の一覧をポップアップで表示します。 関数名、 変数名、 深
いレベルまでのク ラス と構造体フ ィールドを表示できます。 変数 ( 継
承を含む ) の型は瞬時にデコード されます。

すべてのシンボルとファイルに素早く アクセス

Source Insight は、 他のエディ タよ り も多くの役立つプログラ ミ ング情
報を提供します。 シンボル定義をダイナミ ッ クに追跡するだけでなく、
便利な形式で情報を提供します。

Source Insight を使用する と、 ブラウザで Web サイ ト を参照するのと同
じよ うにプロジェク ト を参照できます。 ローカルまたはグローバル シ
ンボルをダブルク リ ッ クする と、 Source Insight は定義を表示するか、
または情報ウ ィンド ウをポップアップします。 シンボルをク リ ッ クす
る と、 瞬時に、 プロジェク ト内にあるそのシンボルへのすべての参照
が一覧で表示されます。 シンボル参照ダイアログ ボッ クスでは、 正規
表現を使用してシンボルを検索できます。

プロジェク ト指向

ネッ ト ワーク上の複数のディ レク ト リ も含む、 ソース全体のディ レク
ト リ  ツ リーを  Source Insight プロジェク トに追加できます。 ファ イルが
含まれているディ レク ト リがわからない場合でも、 ファ イル名を素早
く指定できます。 Source Insight は、 各プロジェク トのシンボルと イン
デッ クスの独自のデータベースを自動的に保守します。 プロジェク ト  
レポートおよびクロス リ ファレンスも生成されます。 ソース管理プロ
グラムでプロジェク トのファ イルを更新する と、 Source Insight はシン
ボル情報を自動的に更新します。

チーム プログラ ミングのサポート

Source Insight は、 コード  ベース全体をスキャンし、 必要に応じて再同
期を行うため、 プログラ ミ ング チームのメンバが行った変更が自動的
に反映されます。

シンボルの定義や使用方法に直ちにジャンプできるので、 プログラマ
はプロジェク トやファ イルの構成を考慮する必要があ り ません。 ディ
レク ト リ 、 マシン、 ファ イルなどの情報を知らな くても、 モジュール
とその他のシンボルにアクセスできます。

Source Insight を使用するこ とで、 各プログラマは、 複数のグループで
作成された大規模で複雑なプロジェク ト を簡単に理解して編集できる
よ うにな り ます。

参照を素早く検索 

Source Insight のシンボル インデッ クス機能を使用する と、 プロジェク
ト全体にわたってシンボルへの参照を素早く検索して、 アクティブな
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ソースのリ ンクを含む一覧を作成できます。 244 ページの 「Lookup 
References」 も参照して ください。

コンパイラ  エラーや検索結果へのハイパー ソース リンク

ソース  リ ンクを使用する と、 リ ンク されている場所を素早く移動でき
ます。 ソース  リ ンクは、 あるファ イルの場所と別のファイルの場所を
接続しているハイパーテキス トのよ うな リ ンクです。 ソース  リ ンク
は、 検索結果と一致する場所へのリ ンク、 およびコンパイラ  エラーと
エラーの場所へのリ ンクに使用されます。 任意のファ イルの仕様を解
析して、 それらのファ イルへのリ ンクを作成するこ と もできます。
ファ イルを変更する と、 ソース  リ ンク も更新されます。 たとえば、
ファ イルにテキス ト を挿入する と、 正しい行を指すよ うに リ ンクが更
新されます。  111 ページの 「テキス トの検索と置換」 も参照して くだ
さい。

プロジェク ト全体の高速な検索と置換 

Source Insight は、 プロジェク ト  ファ イル内を高速に検索および置換で
きます。 各検索の結果は、 検索結果ウ ィンド ウに追加されます。 この
ウ ィンド ウには、 検索結果へのアクティブなソースのリ ンクが含まれ
ます。 Source Insight は、 検索インデッ クスを使用して、 プロジェク ト
全体を素早く検索します。 正規表現を使用した検索もサポート されて
います。

複数のビューで構成されたプロジェク ト  ウィンドウ

Source Insight のプロジェク ト  ウ ィ ンド ウは、 プロジェク トの内容を複
数のモードで表示します。 ファ イル リ ス ト  モードでは、 カレン ト  プ
ロジェク トのすべてのファ イルを一覧で表示します。 プロジェク ト  
ウ ィ ンド ウからプロジェク トのファ イルを開いたり、 プロジェク ト  
ウ ィ ンド ウに Windows エクスプローラからファ イルをド ラ ッグして、
ファ イルをプロジェク トに追加できます。 50 ページの 「プロジェク ト  
ウ ィ ンド ウ」 も参照して ください。

プロジェク ト  ウ ィンド ウには、 シンボルをカテゴ リ別に表示、 ファ イ
ルをカテゴ リ別に表示、 およびすべてのプロジェク ト  シンボルを一覧
で表示するモード もあ り ます。 素早く項目を見つけるには、 名前また
は名前の一部に部分一致機能を使用します。

Source Insight は、 数百万行のコード と数十万のシンボル宣言を含むよ
うな、 大規模なプロジェク トでも処理できます。

外部コンパイラおよびツールとの統合

Source Insight は、 カスタム  コマンドを使用して、 コンパイラ、 make 
プログラム、 フ ィルタ、 ソース管理プログラムなどの外部ツールを統
合します。 プロジェク ト を  Source Insight 内 からコンパイルできます。
コンパイラのエラーは編集時に自動的に追跡されます。 外部ツールは、
Source Insight 内からシェル コマンド  ウ ィンド ウで同時に起動できま
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す。 プログラムの出力は、 ファ イル バッファに転送できます。 また
は、 エラー メ ッセージ用に解析できます。 外部ツールを起動する、 独
自のカスタム コマンドを追加できます。 134 ページの 「カスタム コマ
ンド」 も参照して ください。

クリ ップボード と定型コード格納用のクリ ップ ウィンドウ

ク リ ップ ウ ィンド ウを使用して、 コードの並べ替えおよび定型コード
の挿入を簡単に行う こ とができます。 ク リ ップ ウ ィンド ウには、 必要
なと きにソース  ファ イルに追加するテキス トのク リ ップが含まれてい
ます。 ク リ ップは、 複数のセッシ ョ ンにわたって自動的に保存され管
理されます。 また、 ク リ ップは、 元の関数またはシンボルを記憶して
います。 63 ページの 「ク リ ップ ウ ィンド ウ」 も参照して ください。

2 段階の行改訂マークと選択した行の復元

Source Insight は、 変更した行の余白 ( 行を削除した場合は次の行の余
白 ) に行改訂マークを表示します。 この機能によ り、 ファ イルで変更
した場所を簡単に確認できます。 変更した場所がわかるだけでなく、
[Restore Line] コマンドを使用して元のテキス トに戻すこ と もできます。
[Restore Line] コマンドは元に戻すこ とができます。 このコマンドは、
パワフルな Undo ( 元に戻す ) 機能を提供します。

各ファイルにおける作業の変更履歴は、 ファ イルを保存した後も保持
されています。 行改訂マーク も、 ファ イルを保存する と色が変わり ま
す。 ファ イルを保存した後でも、 Source Insight を終了するまで、 それ
までと同じよ うに、 変更した行の確認、 オ リ ジナルの行に戻す、 コマ
ンドの Undo を行う こ とができます。

ドキュ メン トの種類および言語の拡張 

ドキュ メン トの種類を定義して、 Source Insight に新しいファイルの種
類を追加できます。 これによ り、 異なる種類のファイルに対して、 異
なる編集、 表示、 言語解析オプシ ョ ンを設定できます。 92 ページの
「ドキュ メン ト  タイプ」 も参照して ください。
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独自のカスタム言語を追加するこ と もできます。 カスタム言語には、
構文規則、 構文フォーマッ ト  キーワード、 および単純な解析表現を指
定します。 82 ページの 「カスタム言語」 も参照して ください。

図 1.7  ファイルはドキュ メン ト  タイプにマップされ、 ドキュ メン ト  タイプは
言語にマップされます。 新規ドキュ メン ト  タイプと言語を追加できます。
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クラ ッシュ  リカバリによるフルタイム保護の実現

Source Insight は、 編集作業を透過的に、 しかも頻繁にリ カバリ  ファ イ
ルに記録します。 このため、 コンピュータがク ラ ッシュしたと き、 変
更を保存していない場合でも、 それまで行った変更を回復できます。
これは、 作業を中断してファ イルを保存する自動保存機能ではあ り ま
せん。 アイ ドル状態のと きに、 それまで行った変更のみリ カバリ  ファ
イルに記録されます。 リ カバリ  ファ イルが変更を記録する頻度は指定
できます。

継続されるワークスペース 

ファ イルのセッ トおよび他のセッシ ョ ン情報をワークスペースでグ
ループ化できます。 すべてのセッシ ョ ン状態をワークスペース  ファ イ
ルに保存して、 他のワークスペース  ファ イルからのセッシ ョ ンを簡単
にリ ス ト アできます。 Source Insight は、 終了時に現在のワークスペー
スを自動的に保存します。 Source Insight を再度実行するか、 他のプロ
ジェク ト を開く と、 ワークスペースがリ ス ト アされます。 Source 
Insight を終了したと き、 プロジェク ト を閉じたと き、 あるいはマシン
がク ラ ッシュしたと きでも、 以前の状態から再開できます。

カスタマイズ可能なメニューとキーボード  

キーボードだけでな く、 マウスのボタンやメニューもカスタマイズで
きます。 カスタマイズした設定は、 設定ファイルに保存でき、 Source 
Insight 実行中に簡単にリ ス ト アできます。 別の 「セッ ト アップ」 プロ
グラムを使用するためにカスタム  マクロを記述する必要はあ り ませ
ん。

Windows 2000/XP および Windows 9x/Me のサポート  

Source Insight は、 フローティング ツール ウ ィンド ウ用の半透明ウ ィン
ド ウやターミナル サーバー セッシ ョ ンなどの Windows 2000/XP の機能
をサポート しています。

優れた Windows ユーザー インターフェイス

Source Insight は、 32 ビッ トで実装され、 複数のインスタンス、 ロング 
ファ イル名、 UNC ファ イル名、 右ク リ ッ クのシ ョート カッ ト  メ
ニュー、 およびツールバーをサポート しています。

コマンドやオブジェク トのプロパティへの簡単なアクセスを提供する
ため、 Source Insight は、 ウ ィ ンド ウの多くで右ク リ ッ クのシ ョート
カッ ト  メニューを使用します。

ウ ィ ンド ウは、 柔軟に対応できるよ うに、 メ イン  アプリ ケーシ ョ ン 
ウ ィ ンド ウから分離して表示した り、 結合して表示できます。
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フル機能のエディ タ

Source Insight は、 ファ イルごとに複数回の [Undo] / [Redo] コマンド、
自動インデン ト 、 構文の色分け、 対応する括弧の表示、 行番号の表示、
キース ト ローク と コマンドの記録に加えて、 ブロ ッ ク、 関数、 段落、
単語全体の選択用の特別選択モードなど、 優れた編集機能も提供しま
す。 マウスは完全にサポート されています。 同じファ イルを複数の
ウ ィンド ウで開く こ とができます。 ワークスペースは、 以前のセッ
シ ョ ンのファ イルと ウ ィ ンド ウを リ ス ト アするために使用されます。

ド ラ ッグ アンド  ドロップ編集

Source Insight は、 ソース  ファ イル間およびク リ ップ ウ ィンド ウのク
リ ップ間でテキス トのド ラ ッグ アンド  ド ロ ップ編集を行う こ とができ
ます。 シンボル ウ ィンド ウからシンボル全体をド ラ ッグ アンド  ド
ロ ップして、 関数の並べ替えを簡単に行う こ と もできます。 プロジェ
ク ト  ウ ィ ンド ウにファ イルをド ラ ッグする とプロジェク トにファ イル
が追加され、 ク リ ップ ウ ィンド ウにファ イルをド ラ ッグする と新しい
ク リ ップがロード されます。

主要な企業で実証済み

Source Insight は、 主要なソフ ト ウェア企業に携わるプログラマが使用
している、 業界でも有数のエディ タです。 これまで、 数千のファイル、
数百万行のコード、 および数十万のシンボル宣言を含む、 大規模で複
雑な商用プロジェク トで使用されてきた実績があ り ます。

スピーディで便利

Source Insight の目標は、 ソース  コードを明確にして簡単な方法で情報
を示し、 プログラマが大規模で複雑なプロジェク ト を修正できるよ う
にするこ とで、 プログラ ミ ング チームの生産性を高めるこ とです。 プ
ログラ ミ ング関連したあらゆる情報を素早く入手可能な、 優れたプロ
グラム編集環境を提供するこ とによ り、 Source Insight は作業効率を向
上させます。

システム要件 

オペレーティング システム :
• Windows 2000/XP/Vista

• Windows NT 4.0 SP3 以上

• Windows 98/Me

• Windows 95 (Internet Explorer 4.0 以上必須 )

マシン : Pentium またはそれ以上 (Pentium II またはそれ以上を推奨 )  
メモリ : 64 MB (128 MB またはそれ以上を推奨 )
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ディスク空き容量 : 4 MB ( 最小インス トール ) または 12 MB ( フルイン
ス トール )
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テクニカル サポート

Source Insight のテクニカル サポートおよびセールスに関する質問は、
エクセルソフ ト株式会社までお問合せください。

Web サイ ト : http://www.xlsoft.com/jp

開発元の Web サイ ト : www.sourceinsight.com
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第 2 章 セッ ト  アップと
クイック スタート
この章では、 Source Insight のインス トールと実行手順について説明し
ます。 Source Insight セッ ト アップ後にクイ ッ ク  ツアーが起動します。

Source Insight のインストール

Source Insight インス トールはとても簡単です。 ほとんどの場合、
Source Insight は自動的に設定されます。

Windows NT/2000/XP へのインストール

マシンにソフ ト
ウェアをインス
トールする権限が
あることを確認し
て ください。

Windows NT ベースのシステムに Source Insight をインス トールするに
は、 HKEY_LOCAL_MACHINE レジス ト リ を更新する権限が必要です。
しかし、 Source Insight をインス トールした後は、 ほぼすべてのユー
ザーから利用可能です。 Source Insight はユーザーごとに別々の設定情
報を保存します。

バージ ョ ン 2 からのアップグレード

バージ ョ ン 2.0 または 2.1 からアップグレードする場合、 403 ページの
「バージ ョ ン 2 からのアップグレード」 の情報を参照して ください。
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バージ ョ ン 3.0 および 3.1 からのアップグレード

バージ ョ ン 3.5 では、 インス トールで使用するプロジェク ト とフォル
ダに関して重要な変更が行われました。 バージ ョ ン  3.0 または 3.1 から
アップグレードする場合、 401 ページの 「バージ ョ ン 3.1 またはバー
ジ ョ ン 3.0 からのアップグレード」 の情報を参照して ください。

CD-ROM の挿入

Source Insight をインス トールするには、 Source Insight の CD-ROM を 
CD ド ラ イブまたは DVD ROM ド ラ イブに挿入して ください。 セッ ト
アップ プログラムが自動的に起動します。 自動的に起動しない場合
は、 CD-ROM のルート  フォルダにある  Setup.exe を実行して ください。

Source Insight は通常は CD-ROM で提供されます。 CD-ROM 以外のメ
ディアをご要望の方は、 エクセルソフ ト株式会社までお問合せくださ
い。 

インストール先の選択

セッ ト アップ プログラムでは、 Source Insight のインス トール先のディ
レク ト リ名を選択します。 デフォルトでは、 C:\Program Files\Source 
Insight が選択されます。

メモ : バージ ョ ン 2.x を続けて使用したい場合、 バージ ョ ン 2.x. と違うディ

レク ト リにバージ ョ ン 3.5 をインス トールしてください。

Source Insight をインス トールするには約 4 MB のディ スク容量が必要
です。 .NET Framework の場合、 さ らに 6 MB のディ スク容量が必要に
なり ます。

メモ : リモート  ネッ ト ワーク  ド ラ イブに Source Insight をインス トールしな

いでください。 Source Insight のセッ ト アップ プログラムは、 マシン

のレジス ト リ を変更します。 ネッ ト ワーク  ド ラ イブにインス トール

する と、 他のユーザーから正し く利用できません。
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バージ ョ ン 3 とバージ ョ ン 2 の併用

Source Insight の
以前のバージョ ン
を継続して使用で
きます。

たとえば、 バージ ョ ン  3.5 と  2.x を同じマシンで使用できます。 それぞ
れ別のレジス ト リ設定を使用するため、 併用しても問題あ り ません。
しかし、 下記のガイ ド ラ インに従ってください。

• マシンにバージ ョ ン 2.x をインス トールしている場合、 バージ ョ

ン  2.x. と違うディ レク ト リにバージ ョ ン 3.5 をインス トールして
ください。

• バージ ョ ン 2.x とバージ ョ ン 3.5 のインスタンスを同時に実行し

ないでください。

• プロジェク ト  ファ イルは互換性があ り ますが、 バージ ョ ン  3.5 
用に別のプロジェク ト を作成するこ とをお勧めします。

• バージ ョ ン 2.x のプロジェク ト を開くには、 [Open Project] ダイア

ログ ボッ クスで [Browse] ( 参照 ) ボタンをク リ ッ ク し、 以前の 
.PR ファ イルを指定する必要があ り ます。 新しいディ レク ト リに
バージ ョ ン 3.5 をインス トールした場合、 バージ ョ ン  3.5 のディ
レク ト リに以前のプロジェク トは含まれません。

• [Options] > [Load Configuration] コマンドで以前の設定ファ イルを

開く こ とができます。 2.x のディ レク ト リで以前の *.CF ファ イ
ルを選択して ください。 新しい設定ファ イルの拡張子は .CF3 に
変更されているこ とに注意して ください。

Source Insight の設定

Source Insight は、 スタート  メニューのプログラム メニューに追加され
ます。

セッ ト アップ プログラムがファ イルのコピーを完了する と、  名前と組
織名を入力する画面が表示されます。 この画面は 1 回のみ表示されま
す。

シリアル番号の入力

継続して使用する
場合、 シリアル番
号を購入する必要
があります。

Source Insight を実行する と、 シ リ アル番号を入力する画面が表示され
ます。 Source Insight を評価版と して使用する場合、 シ リ アル番号を入
力する必要はあ り ません。 Source Insight の評価期間は 30 日間です。 シ
リ アル番号を入力しないで Source Insight を評価版と して使用するに
は、 [Try it] ボタンをク リ ッ ク して ください。

Source Insight のライセンスを購入した場合、 シ リ アル番号を入力して
ください。 いったんシ リ アル番号が入力される と、 Source Insight を継
続して使用できるよ うにな り ます。

メモ : シ リ アル番号はユーザーではなくマシンに適用されます。 同じマシン
上のすべてのローカル ユーザーが同じシ リ アル番号を使用します。
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コモン プロジェク トの作成

次に、 コモン プロジェク ト を作成するかど うか選択します。

コモン プロジェク
トは一般的に使用
される宣言を含む
外部プロジェク ト
です。

Source Insight で C ランタイムや Java 標準パッケージのよ うな標準ライ
ブラ リにシンボル展開などの機能を提供するには、 それらのライブラ
リ用に別々のプロジェク ト を設定する必要があ り ます。 カレン ト  プロ
ジェク トにシンボルが見つからない場合、 Source Insight はプロジェク
ト を検索するためソート しなおします。

それぞれのコモン プロジェク トについて、 対応するファ イルを保存す
るディ レク ト リ を指定します。 ディ スクにライブラ リのソース  コード
をインス トールした場合、 Source Insight で、 プロジェク トの基本と し
てそのソース  コードを使用できます。 たとえば、 C ランタイム ライブ
ラ リの関数 strtok への呼び出しをク リ ッ クする と、 Source Insight は 
strtok のソース  コードを表示します。

この時点で作成されたプロジェク トは自動的に、 シンボル パスに追加
されます。 後でパスを変更する場合は、 [Options] メニューの 
[Preferences: Symbol Lookups] コマンドを実行して ください。 後からプ
ロジェク ト を作成してパスを追加するこ と もできます。

304 ページの 「Setup Common Projects」 も参照して ください。

プロジェク トの作成

プロジェク ト とは
ソース ファイルの

集まりです。

Source Insight はプロジェク ト単位で構成されます。 プロジェク ト とは
ソース  ファ イルの集ま りです。 プロジェク ト を作成する場合、 プロ
ジェク トにファ イルを追加して ください。 Source Insight は、 プロジェ
ク トのファ イル データベースにプロジェク トに含まれるファ イルを記
録します。

[Add and Remove Project Files] ダイアログ ボッ クスで、 個々のファ イル
または全ディ レク ト リ  ツ リーをプロジェク トに追加できます。 詳し く
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は、 153 ページの 「Add and Remove Project Files」 も参照して ください。
を参照して ください。

図 2.1  [Add and Remove Project Files] ダイアログ ボックスで、 ソース ファ
イルをプロジェク トに追加できます。

新規ファイルを作成した場合、 ファ イルは保存時にプロジェク トに追
加されます。 プロジェク トのディ レク ト リ またはサブディ レク ト リに
新規ファイルが表示された場合、 [Synchronize Files] コマンドを実行し
て、 新規ファ イルをプロジェク トに自動的に追加するこ と もできます。
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第 3 章 ウィンドウの説明
この章では、 Source Insight のユーザー インターフェイス と ウ ィンド ウ
について説明します。

Source Insight アプリケーシ ョ ン ウィンドウ

Source Insight のユーザー インターフェイスは、 主に下記の項目によ り
構成されています。

• ト ップ画面のメ イン  メニューと メ イン  ツールバー。

• ファ イルを編集するソース  ファ イル ウ ィンド ウ。

• 結合または分離可能なツール ウ ィ ンド ウ。

Source Insight は MDI (Multiple Document Interface) アプ リ ケーシ ョ ンで
す。 つま り、 各ソース  ファ イルは Source Insight アプ リ ケーシ ョ ン 
ウ ィンド ウ内の子ウ ィンド ウ と して表示されます。
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Source Insight アプリ ケーシ ョ ン ウ ィンド ウの上部には、 メ イン  ツール
バーがあ り ます。 ユーザーは、 このウ ィンド ウで大半の作業を行いま
す。

図 3.1  Source Insight のメイン プログラム ウィンドウに、ソース ウィンドウ 
( 中央 )、 シンボル ウィンドウ ( 左側 )、 リレーシ ョ ン ウィンドウ ( 右側 )、 コ
ンテキスト  ウィンドウ ( 下部 ) が表示されています。 コンテキスト  ウィンド
ウは画面の下部に結合して表示されます。

ツールバー

メ イン ツールバーは Source Insight プログラム ウ ィ ンド ウの上部にあ
り ます。 [View] > [Toolbars] > [Main Toolbar] コマンドで、 メ イン ツール
バー全体のオン、 オフを切り替えるこ とができます。

[View] > [Toolbar] 
メニュー項目で、
表示するツール
バーを指定できま
す。

メ イン ツールバーは、 小さなサブ ツールバーによ り構成されていま
す。 各サブ ツールバーは、 [View] > [Toolbars] メニューを使用して、 分
離して表示できます。 メ イン  ツールバー内で、 サブ ツールバーをド
ラ ッグして移動するこ と もできます。

各ツールバーの位置は、 設定ファ イルに自動的に保存されます。

ツールバーのアイコンはそれぞれ、 Source Insight のコマンド と対応し
ています。 各コマンドの詳細は、 第 5 章を参照してください。

メ イン メニュー
とツールバー

コードの編集、 表
示を行う ソース 
ファイル ウィ ン
ドウ

シンボル ウィン
ドウ - ファイルご
とに定義されてい
るシンボルを表示
します。

コンテキスト  
ウィ ンドウ - ク
リ ッ クまたは入力
した内容に関連す
る宣言やその他の
情報を自動的に表
示します。

ステータス バー

リレーシ ョ ン 
ウィンドウ - 参
照、 コール ツ
リー、 その他のリ
レーシ ョ ンシップ
を表示します。
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第 3 章 ツールバー
標準ツールバー

標準ツールバーには、 基本的なファイル操作が含まれています。

編集ツールバー

編集ツールバーには、 切り取り、 コピー、 貼り付けのよ うな基本的な
編集操作が含まれています。

検索ツールバー

検索ツールバーには、 検索コマンドが含まれています。

ナビゲーシ ョ ン ツールバー

ナビゲーシ ョ ン  ツールバーには、 ファ イル内およびファイル間を移動
するコマンドが含まれています。

 Print 

New Save All 

Save As Save

Open 

 

Cut Copy Paste 

Undo Redo

 

Search 

Search 
Backward

Search 
Files 

Replace 

Search 
Forward 

 

Go To  
Previous Link 

Go To  
Next Link 

Go To Line 

Go Forward Go Back 

Bookmark 
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ウィンドウの説明 第  3 章 
シンボル ツールバー

シンボル ツールバーには、 シンボル情報へアクセスするコマンドが含
まれています。

ウィンドウ ツールバー

ウ ィ ンド ウ  ツールバーには、 ウ ィンド ウを調整するコマンドが含まれ
ています。

ヘルプ ツールバー

ヘルプ ツールバーには、 オンライン  ヘルプへアクセスするコマンドが
含まれています。

ビュー ツールバー

ビュー ツールバーには、 コンテキス ト  ウ ィンド ウやプロジェク ト  
ウ ィ ンド ウのよ う な補助的なウ ィンド ウを表示、 非表示にするコマン
ドが含まれています。

 
Symbol Info 

Browse Project 
Symbols 

Jump To 
Definition 

Lookup 
References 

 

Tile 
Horizontal

Tile One 
Window 

Tile Two 
Windows 

Cascade 
Windows 

 

HTML 
Help 

Help Mode
 

 

View 
Project 
Window 

View 
Context 
Window 

View 
Relation 
Window 

View 
Clips 
Window 

Activate 
Search 
Results 
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第 3 章 ソース ファイル ウィンドウ
ビルド  ツールバー

ビルト  ツールバーには、 プロジェク トの実行ファイルをビルドする際
に使用するコマンドが含まれています。 これらのコマンドは、 カスタ
ム  コマンド と して定義されます。

ソース管理ツールバー

ソース管理ツールバーには、 ソース管理システム  ( バージ ョ ン管理シ
ステム ) へのアクセスに使用するコマンドが含まれています。 これら
のコマンドは、 カスタム コマンド と して定義されます。

ヒン ト : これらのコマンドを素早く編集するには、 [Ctrl] キーを押したままで

ツールバー ボタンをク リ ッ ク し、 [Custom Command] ダイアログ ボッ

クスを表示します。

ソース ファイル ウィンドウ

開いたファ イルはそれぞれ、 別々のソース  ファ イル ウ ィンド ウに表示
されます。 Source Insight は MDI (Multiple Document Interface) アプリ

Build 
Project

Clean 
Build

Compile 
File

Run 
Project

 

Check Out Undo 
Check Out 

Check In Sync To Source Control 
Project

Sync File To Source 
Control Project
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ウィンドウの説明 第  3 章 
ケーシ ョ ンです。各ソース  ファ イル ウ ィ ンド ウの左側には、 シンボル 
ウ ィ ンド ウがあ り ます。 このウ ィンド ウは非表示にできます。

図 3.2  ソース ファイル ウィンドウ。

ソース  ファ イルを開く と、 個々のソース  ファ イル ウ ィンド ウが表示
されます。 通常の編集に関してはすべて、 このウ ィンド ウで行います。
ソース  ファ イル ウ ィ ンド ウは MDI ウ ィ ンド ウです。

ソース ファイル 
ウィンドウはファ
イル バッファを表
示します。

言語が添付されたファイルを開く場合、 シンボル ウ ィンド ウがソース  
ファ イル ウ ィンド ウの左側に表示されます。 ドキュ メン ト  オプシ ョ ンを
選択してシンボル ウィンドウ チェッ ク  ボッ クスを設定するこ とで、 シ
ンボル ウ ィンド ウを使用するかど うか指定できます。 194 ページの
「Document Options」 も参照して ください。

ソース ファイル ウィ
ンドウはアプリケー
シ ョ ン ウィンドウの
フレーム内部に表示
されます。

複数ドキュメン ト  
フレーム領域

シンボル ウィ
ンドウ

ソース ファイル ウィンドウのテキスト領域
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第 3 章 シンボル ウィンドウ
図 3.3  ソース ファイル ウィンドウの左側には、 シンボル ウィンドウがあり
ます。

シンボル ウィンドウ 

シンボル ウィンド

ウは通常、 ソース 
ファイル ウィンド

ウの左側に表示さ
れます。

シンボル ウ ィンド ウは言語が添付されたソース  ファ イル ウ ィンド ウ
の左側に表示されます。 シンボル ウ ィンド ウには、 ファ イルで定義さ
れているすべてのシンボルがリ ス ト されます。 たとえば、 すべての関
数、 構造体、 ク ラス、 メ ソ ッ ド、 マク ロ、 定数、 その他の情報がシン
ボル ウ ィ ンド ウにリ ス ト されます。 シンボル ウ ィンド ウ  リ ス トの各
項目の左には、 シンボルの種類を示す小さなアイコンがあ り ます。

Source Insight はバッ クグラウンドでファ イルをスキャンし、 シンボル 
ウ ィ ンド ウを動的に更新します。 新規宣言を入力する とすぐに、 シン
ボル ウ ィ ンド ウにシンボルが表示されます。

シンボル ウ ィンド ウを使用する と、 各ファ イル内を簡単に移動できま
す。 ファ イルの概要を素早く表示するこ と もできます。 シンボル ウ ィ
ンド ウから別のウ ィンド ウへシンボルをド ラ ッグするこ と もできます。
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シンボルを素早く識別できるよ うに、 #ifdef-#endif 入れ子レベルとシン
ボルの種類を示すアイコンも表示します。

図 3.4  シンボル ウィンドウは各ソース ファイル ウィンドウの左側に表示さ
れます。

シンボル ウ ィンド ウの下部には小さなツールバーがあ り ます。 この
ツールバーには、 リ ス ト をソートするコン ト ロールと  [Browse Local 
File Symbols] コマンドを実行するボタンがあ り ます。 シンボル ウ ィン
ド ウを右ク リ ッ クする と、 シ ョート カッ ト  メニューが表示されます。

シンボル ウィンドウのカスタマイズ

シンボル ウ ィンド ウの設定を変更するには、 シンボル ウ ィンド ウを右
ク リ ッ ク して、 [Symbol Window Properties] を選択します。 318 ページ
の 「Symbol Window Properties」 も参照して ください。

シンボル ウィンドウの幅の変更

シンボル ウ ィンド ウの幅を変更するには、 ウ ィンド ウの右端をク リ ッ
ク してド ラ ッグします。

変更したシンボル ウィンドウの幅の固定

シンボル ウ ィンド ウ  ( および、 他のファイルのシンボル ウ ィ ンド ウの
すべて ) の幅を変更して固定するには、 ウ ィ ンド ウの右端をド ラ ッグ

ファイル名

このフ ィールドに入
力して、 リス トの項
目を迅速に選択でき
ます

シンボル ウィンドウ : 
ファイルで宣言されて
いるすべてのシンボル
がリスト されます。 各
シンボルには種類を示
すアイコンが表示され
ます。 アイコンをク
リ ックして、 シンボル
全体をド ラッグ アンド  
ドロップできます。

ソース ウィンドウの
テキスト領域

シンボル ウィンドウ 
ツールバー
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第 3 章 フローティング ウィンドウ
してサイズを変更した後、  シンボル ウ ィンド ウを右ク リ ッ ク して、
[Record New Default Properties] を選択します。 ウ ィ ンド ウの幅、 シンボ
ルのソート、 シンボルの種類のフ ィルタ リ ングが記録され、 以降に作
成される新規ウ ィンド ウのデフォルト値と して使用されます。

フローテ ィング ウィンドウ

フローティング 
ウィンドウは、
Source Insight の
メイン ウィンドウ

に結合できます。

フローティング ウ ィンド ウは、 メ イン  アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィンド ウ
の手前に表示されます。 フローティング ウ ィンド ウは、 メ イン  ウ ィ ン
ド ウの端にド ラ ッグして、 メ イン  ウ ィンド ウに結合するこ と もできま
す。 ツール ウ ィ ンド ウには次のウ ィンド ウがあ り ます。

• プロジェク ト  ウィンドウ - プロジェク ト  ファ イルとシンボルを表

示するマルチモードのウ ィンド ウ。

• コンテキスト  ウィンドウ - 状況依存の情報ウ ィンド ウ。

• クリ ップ ウィンドウ - 簡単なコピー、 貼り付けのためにク リ ップ

ボード形式のク リ ップを表示するウ ィンド ウ。

• リレーシ ョ ン ウィンドウ - コール ツ リー、 ク ラス  ツ リー、 その他

のリ レーシ ョ ンシップを表示するウ ィンド ウ。

図 3.5  クリ ップ ウィンドウは、 Source Insight のメイン ウィンドウの手前に
表示されるフローテ ィング ウィンドウの例です。 プログラム ウィンドウの端
に結合することもできます。

ヒン ト : フローティング ウ ィンド ウを結合するには、 マウス  カーソルを結合

するウ ィンド ウの端までド ラ ッグします。
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ウィンドウの説明 第  3 章 
透明なフローテ ィング ウィンドウ

Source Insight は、 半透明なフローティング ウ ィ ンド ウをサポート して
います。 これは、 ゲームのヘッ ドアップ ディ スプレイ  ( オーバーレ
イ ) のよ うなものです。

フローティング 
ウィンドウは、
Windows 2000/XP 
では半透明にでき
ます。

Windows 2000 または Windows XP ( 半透明モードをサポート ) を使用し
ている場合、 フローティング ウ ィンド ウにウ ィンド ウを透明に切り替
えるボタンが表示されます。

ウ ィ ンド ウが透明の場合、 フローティング ウ ィンド ウ内のオブジェク
ト をク リ ッ ク していない限り、 ウ ィンド ウの下のテキス ト をク リ ッ ク
できます。

プロジェク ト  ウィンドウ

[Open] コマンドまたは [Project Window] コマンド  ([View] メニュー ) を
実行する と、 プロジェク ト  ウ ィンド ウが表示されます。 プロジェク ト  
ウ ィ ンド ウにはプロジェク ト内のすべてのファ イルとシンボルがリ ス
ト されており、 ファ イルが含まれているディ レク ト リに関係なく、
ファ イルを素早く開く こ とができます。

図 3.6  プロジェク ト  ウィンドウ

プロジェク ト名

この編集フ ィールドに
ファイル名を入力できま
す。 入力すると、 リス ト
はフ ィルタ リングされ、
ディ レク ト リに関係な く、
入力した内容と一致する
ファイルのみ表示されま
す。

閉じる

最大表示

拡大

透明にする

ツールバー

これらのボタンで、 プロジェク ト  ウィ ンドウのビューを切り替えることがで
きます。 5 つのビューがあります。

1. ファイル リス ト  ビュー - プロジェク トのすべてのファイルをリスト

2. ファイル ディ レク ト リ  ビュー - ディ レク ト リごとにファイルをリスト

3. ファイル タイプ ビュー - ドキュ メン ト  タイプごとにファイルをリス ト

4. シンボル リス ト  ビュー - プロジェク トのすべてのシンボルをリスト

5. シンボル クラス ビュー - クラスおよびタイプごとにシンボルをリスト
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第 3 章 プロジェク ト  ウィンドウ
プロジェク ト  ウ ィンド ウは Source Insight のメ イン  アプリ ケーシ ョ ン  
ウ ィ ンド ウの横に結合するか、 または手前に表示できます。

プロジェク ト  ウ ィンド ウの下部には、 プロジェク ト を開く、 プロジェ
ク トへファ イルを追加する、 プロジェク トからファ イルを削除するボ
タンを含む、 小さなツールバーがあ り ます。

ファイルを開く

ファ イルを開くには、 プロジェク ト  ウ ィンド ウのファ イル名をダブル
ク リ ッ ク します。 プロジェク ト  ウ ィ ンド ウを右ク リ ッ クする と、
シ ョート カッ ト  メニューが表示されます。 プロジェク ト  ウ ィ ンド ウの
上部のテキス ト  ボッ クスに入力する と、 入力した内容と一致するファ
イルのみが表示されます。 入力した内容とファ イルを一致させる際に
は使用されないため、 ファ イルが存在するディ レク ト リはあま り重要
ではあ り ません。 ファ イルのディ レク ト リがわからない場合は、 リー
フ名を入力するだけでかまいません。 プロジェク トのほとんどのファ
イルは、 わずかなキース ト ロークで開く こ とができます。

プロジェク ト  ウィンドウ ビュー

プロジェク ト  ウ ィンド ウ  ビューには 5 つの異なるビューがあ り ます。

• ファイル リス ト  ビュー - プロジェク トのすべてのファイルを リ ス

ト します。

• ファイル ディレク ト リ  ビュー - ディ レク ト リ ごとにファ イルを リ

ス ト します。

• ファイル タイプ ビュー - ドキュ メン ト  タイプごとにファ イルを リ

ス ト します。

• シンボル リス ト  ビュー  - プロジェク トのすべてのシンボルを リ ス

ト します。

• シンボル クラス ビュー - ク ラスおよびタイプごとにシンボルを リ

ス ト します。

プロジェク ト  ウ ィンド ウの下部にあるツールバーのボタンをク リ ッ ク
して、 これらのビューを切り替えるこ とができます。
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ファイル リス ト  ビュー

ファ イル リ ス ト  ビューは、 カレン ト  プロジェク トのすべてのファ イ
ルを リ ス トで表示します。 ワイルドカードの入力やテキス ト  ボッ クス
に入力するこ とによ り、 作業ディ レク ト リの変更も可能です。

図 3.7  プロジェク ト  ウィンドウの 「ファイル リス ト」 ビュー

シラブル ( 音節 ) マッチングを使用する場合、 ディ レク ト リに関係な
く、 ファ イル名の一部を入力し、 ファ イルを検索できます。

ワイルドカードで
リスト をフ ィルタ
リングするには、
ワイルドカードを
入力し、 [Enter] を
押します。

ワイルドカードを入力して [Enter] を押すと、 指定と一致するファ イル 
リ ス トがフ ィルタ リ ングされます。 たとえば、 *.c を入力して [Enter] 
を押した場合、 ディ レク ト リに関係なく、 プロジェク トのすべての *.c 
ファ イルがリ ス ト されます。 ワイルドカードを削除するには、 * ( アス
タ リ スク ) を押し、 [Enter] を押します。

ノンプロジェク ト  ファイルの参照

ディ スクを参照する際にプロジェク トの一部ではないファイルも表示
するには、 ド ッ ト  (.) を入力し、 [Enter] を押します。 現在の作業ディ レ
ク ト リの内容がリ ス トで表示されます。 プロジェク トの一部である
ファ イルのみを表示するビューに戻るには、 ** ( アスタ リ スク  2 つ ) 
を入力し、 [Enter] を押します。 または、 プロジェク ト  ウ ィ ンド ウの
ファ イル ディ レク ト リ  ビューに切り替えます。

ファイル ディ レク ト リ  ビュー

ファイル ディレク
ト リ  ビューはディ

スクのディレク ト
リ構造を表示しま
す。

ファ イル ディ レク ト リ  ビューは、 ディ レク ト リ と ファ イルを表示しま
す。 このビューを使用して、 基本ディ レク ト リ と ファ イルのメンテナ
52 Source Insight ユーザー マニュアル



第 3 章 プロジェク ト  ウィンドウ
ンスを行い、 ノンプロジェク ト  ファ イルを簡単に開く こ とができま
す。

図 3.8  プロジェク ト  ウィンドウの 「ファイル ディ レク ト リ」 ビュー

シンボル リス ト  ビュー

シンボル リスト  
ビューは、 プロ
ジェク トのすべて
のシンボルを表示
します。

シンボル リ ス ト  ビューは、 プロジェク ト  シンボル データベースのす
べてのシンボルのリ ス ト を表示します。 これは、 [Browse All Symbols] 
ダイアログ ボッ クスに表示される内容と似ています。

シンボルを素早く検索するには、 シンボル名の一部を入力します。 入
力した内容でリ ス トがフ ィルタ リ ングされます。
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最初に疑問符 (?) を入力して正規表現を指定するこ とで、 シンボル名
の正規表現検索を行う こ と もできます。 たとえば、

?Insert.*Stack

は 「Insert」、 0 文字以上の文字、 「Stack」 を含むすべてのシンボルを検
索します。

図 3.9  プロジェク ト  ウィンドウの 「シンボル リス ト」 ビュー

ファイル タイプ ビュー

ファ イル タイプ ビューは、 ドキュ メン ト  タイプごとにファ イルを表
示します。

図 3.10  プロジェク ト  ウィンドウの 「ファイル タイプ」 ビュー は、 ファイル
のカテゴリ  リス ト を表示します。
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第 3 章 コンテキスト  ウィンドウ
シンボル クラス ビュー

シンボル ク ラス  ビューは、 シンボルをク ラスおよびタイプごとに表示
します。

図 3.11  プロジェク ト  ウィンドウの 「シンボル クラス」 ビューは、 プロジェ
ク トのシンボルをカテゴリ別に表示します。

コンテキスト  ウィンドウ

コンテキス ト  ウ ィンド ウは、 ソース  コードを編集、 表示する際に、 関
連する情報を自動的に表示する画期的な機能です、

コンテキスト  ウィ

ンドウはコンテキ
ストに基づき、 シ
ンボル情報を表示
します。

コンテキス ト  ウ ィンド ウは、 入力またはク リ ッ ク した内容に関連する
情報を表示する、 結合および分離可能なウ ィンド ウです。 たとえば、
関数呼び出しをク リ ッ ク した場合、 コンテキス ト  ウ ィンド ウは関数の
定義を表示します。 変数をク リ ッ ク した場合、 コンテキス ト  ウ ィンド
ウは宣言を解読し、 基本構造と ク ラス  タイプを表示します。
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コンテキス ト  ウ ィンド ウは、 プロジェク ト  ウ ィ ンド ウで選択されてい
るファ イル、 リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウのシンボル、 ク リ ップ ウ ィンド
ウで選択されているク リ ップも自動的に表示します。

図 3.12  ウィンドウの下部には選択されているシンボルの宣言が表示されま
す。

[Context Window] コマンドを実行し、 コンテキス ト  ウ ィンド ウのオン、
オフを切り替えるこ とができます。 [Activate Global Symbol List] コマン
ドは、 コンテキス ト  ウ ィンド ウを表示してから、 シンボルの名前を入
力できるよ うにテキス ト  ボッ クスにフォーカスをセッ ト します。
[Browse Project Symbols] ダイアログ ボッ クスに似ています。

ファイルのプレビュー

コンテキスト  ウィ

ンドウはプロジェ
ク ト  ウィンドウで
ファイルを選択す
ると、 ファイル プ
レビューを表示し
ます。

プロジェク ト  ウ ィンド ウが手前に表示されている場合、 コンテキス ト  
ウ ィ ンド ウにはプロジェク ト  ウ ィンド ウで現在選択されているファ イ
ルが表示されます。 ク リ ップ ウ ィンド ウが手前に表示されている場
合、 コンテキス ト  ウ ィ ンド ウには選択されているク リ ップの内容が表
示されます。

宣言と定義の表示

ソース  ファ イル ウ ィ ンド ウの識別子名をク リ ッ クする と、 コンテキス
ト  ウ ィンド ウには自動的にシンボルの宣言が表示されます。 関数や他

コンテキスト  ウィ
ンドウはソース 
ファイル ウィ ンド
ウで選択されている
識別子に関する情報
を表示します。 ここ
では、 クラス メン
バ関数の定義を表示
しています。
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のシンボルが、 パラ メータおよび他の定義情報と共に、 コンテキス ト  
ウ ィ ンド ウに表示されます。

コンテキス ト  ウ ィンド ウはク リ ッ クまたは入力するシンボルの種類を
判断します。 たとえば、 変数をク リ ッ ク した場合、 変数の宣言が表示
されます。 変数がデータ構造インスタンスまたはポインタである場合、
コンテキス ト  ウ ィンド ウには構造やク ラスの定義が表示されます。

コンテキス ト  ウ ィンド ウは、 プロジェク ト  ウ ィンド ウ、 リ レーシ ョ ン 
ウ ィ ンド ウ、 ク リ ップ ウ ィンド ウのよ う な他のウ ィンド ウの選択内容
を追跡します。

図 3.13  コンテキスト  ウィンドウ ( バックグラウンド ) がクリ ップ ウィンド
ウで選択されているクリ ップの内容を表示している。

コンテキス ト  ウ ィンド ウの動作を要約する と、 下記の表のよ うにな り
ます。

表 3.1: コンテキスト  ウィンドウの動作

アクシ ョ ン コンテキスト  ウィンドウの表示

ソース  ファ イル ウ ィンド ウの

識別子を選択 ( ク リ ッ ク )
コンテキス トに基づいてシンボル
定義を表示します。

複数のシンボルが一致した場
合、 一致のリ ス ト を表示しま
す。

プロジェク トで一致するシンボル
が 1 つしかない場合、 シンボルの

宣言を表示します。
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構造を表示するベース タイプの解読

コンテキスト  ウィ

ンドウはベース タ
イプを動的に解読
します。

コンテキス ト  ウ ィンド ウはタイプの階層を上るこ とで、 ベース となる
構造タイプを決定します。 つま り、 typedefs はベース構造タイプに解
読されます。 たとえば、 下記のよ うなコードの場合。

struct S { ... };
typedef S T;
typedef T *PT;
PT ptvar;
.
.
ptvar->foo....

ptvar->foo の foo を選択した場合、 コンテキス ト  ウ ィ ンド ウは PT 
ptvar の宣言を探し、 struct S が見つかるまで、 タイプの階層を解読
します。 そして、 struct S 内のフ ィールド  foo の宣言を表示します。

コンテキス ト  ウ ィンド ウはク ラス階層も動的に解読します。 つま り、
範囲にある メンバを探しながら、 ク ラス派生階層構造を探します。

コンテキスト  ウィンドウのカスタマイズ 
Context Window Properties コマンドを使用して、 コンテキス ト  ウ ィンド
ウの設定を変更できます。 上記のよ うにベース  タイプの解読をオフに

ソース  ファ イル ウ ィンド ウへ

入力

自動完了機能が無効な場合、 コン
テキス ト  ウ ィンド ウは接頭辞一

致を表示します。 一致する情報が 
1 つしかない場合、 シンボル定義

を表示します  たとえば、 「Insert」
と入力した場合、 「Insert」 で始ま

るすべてのシンボルを表示しま
す。 「Insert」 とい う名前のシンボ

ルが 1 つしかない場合、 「Insert」
の宣言を表示します。

プロジェク ト  ウ ィンド ウで

ファ イルを選択

ファイルの内容を表示します。

ク リ ップ ウ ィンド ウでク リ ッ

プを選択 
ク リ ップの内容を表示します。

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウでア

イテムを選択

選択されているシンボルの定義を
表示します。 リ レーシ ョ ン ウ ィ

ンド ウのシンボルが参照の場合、
参照の位置を表示します。

表 3.1: コンテキスト  ウィンドウの動作 ( 続き )

アクシ ョ ン コンテキスト  ウィンドウの表示
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して、 コンテキス ト  ウ ィンド ウがどのよ うにカーソルを追跡するか制
御できます。 171 ページの 「Context Window Properties」 も参照して く
ださい。

図 3.14  [Context Window Properties] ダイアログ ボックス

リレーシ ョ ン ウィンドウ

リレーショ ン ウィ
ンドウを使って、
関数呼び出しツ
リーや参照ツリー
を見ることができ
ます。

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウは、 現在選択しているシンボルと他のシンボ
ルの関係を表示する  Source Insight の革新的な機能です。 現在の動作状
況を追跡した り、 リ レーシ ョ ン情報を自動的に表示するなど、 コンテ
Source Insight ユーザー マニュアル 59



ウィンドウの説明 第  3 章 
キス ト  ウ ィンド ウのよ うに機能します。 [View] > [Relation Window] コ
マンドは、 リ レーシ ョ ン ウ ィ ンド ウのオンとオフを切り替えます。

図 3.15  リレーシ ョ ン ウィンドウは、 型への参照、 および関数からの間接参
照を表示します。

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウはバッ クグラウンドで動作し、 ユーザーが選
択したシンボルを追跡します。 ク ラス階層、 コール ツ リー、 参照ツ
リー、 その他を参照できます。 リ レーシ ョ ン ウ ィ ンド ウの利点は、 何
も特別なこ とを行う必要がないこ とです。 作業中はバッ クグラウンド
で動作していますが、 必要なと きに呼び出すこ とができます。 複数の
リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウを開いて、 異なる種類の情報を表示するこ と
もできます。

アウト ラインとグラフ  ビュー

リレーショ ン ウィ

ンドウでアウト ラ
インとグラフ  
ビューを表示でき
ます。

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウには、 アウ ト ラ イン  ビューとグラフ  ビュー
の 2 種類のビューがあ り ます。 グラフ  ビューはシンボル同士を線で接
続し、 グラフ  ノード と してシンボルを表示します。 [Relation Graph 
Properties] コマンド  ( リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウで使用可能な右ク リ ッ
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第 3 章 リレーシ ョ ン ウィンドウ
ク  シ ョート カッ ト  メニュー ) によ り、 グラフ  ビューの表示方法をコン
ト ロールできます。

図 3.16  同じ リレーシ ョ ン データのアウト ライン ビューとグラフ  ビュー

リレーシ ョ ンシップのタイプ

リレーショ ン ウィ

ンドウは異なるリ
レーシ ョ ンシップ
を表示できます。

リ レーシ ョ ンシップは計算上最も速いものから最も遅いものまで リ ス
ト された 3 つのカテゴ リに分類されます。

• Contains – 現在のシンボルの内容を表示します。 たとえば、 構

造体のメンバ。

• Calls – 現在のシンボルによって参照されている他のシンボル

を表示します。 たとえば、 現在の関数に呼び出されている関
数。

• References – 現在のシンボルを参照している他のシンボルを表

示します。 たとえば、 現在の関数を呼び出している関数。

リレーシ ョ ン ウィンドウの性能

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウは多くの処理を行います。 一部のリ レーシ ョ
ンシップは遅くな り ます。 非常に大規模なプロジェク トでは、
「References」 リ レーシ ョ ンシップは処理が最も遅くな り ます。

リレーシ ョ ンシップのルール

リレーショ ンシッ
プには表示する情
報を決めるルール
があります。

表示される リ レーシ ョ ンシップはシンボルのタイプによって決ま り ま
す。 [Relation Window Properties] ダイアログ ボッ クスで、 異なるシンボ
ル タイプに表示する リ レーシ ョ ンシップを指定できます。 たとえば、
「Calls」 では関数のリ レーシ ョ ンシップ、 「Inheritance」 ではク ラスの
リ レーシ ョ ンシップを表示するよ うに指定できます。
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リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウがシンボルを拡張して新規レベルを表示する
場合、 拡張で表される リ レーシ ョ ンシップは拡張するシンボルのタイ
プに基づきます。  これは、 各リ レーシ ョ ン  ウ ィンド ウが複数のリ レー
シ ョ ンシップを潜在的に表示できるこ とを意味します。 273 ページの
「Relation Window Properties」 も参照して ください。

コール グラフ

関数呼び出しグラフ  リ レーシ ョ ンシップは、 特定のパスのみを表示す
るよ うにフ ィルタ リ ングできます。 [Relation Window Properties] ダイア
ログ ボッ クスの [Call Graph Filtering] ボタンをク リ ッ クする と、 除外す
る特定の関数を指定してフ ィルタ リ ングを制御できるダイアログ ボッ
クスが表示されます。 コード  メ ト リ クスの規制による機能もフ ィルタ
リ ングできます。

Source Insight は C マクロを正当な関数形式のシンボルとみなすため、
C マクロはコール グラフに表示されるこ とに注意して ください。 C マ
クロは [Call Graph Filtering] ダイアログ ボッ クスでフ ィルタ リ ングする
こ と もできます。

複数のリレーシ ョ ン ウィンドウ

複数のリレーシ ョ
ン ウィンドウを使

用して、 同時に異
なるリレーショ ン
を表示できます。

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウで右ク リ ッ ク、 または新規リ レーシ ョ ン  ウ ィ
ンド ウ  コマンドを選択するこ とによ り、 複数のリ レーシ ョ ン  ウ ィンド
ウを使用できます。 2 つ以上のリ レーシ ョ ン  ウ ィンド ウを使用するこ
とによ り、 リ レーシ ョ ンシップの複数のタイプを表示したり、 同時に
異なるターゲッ ト を追跡できます。 たとえば、 あるウ ィンド ウでは選
択した関数によって呼び出されている関数を表示し、 別のウ ィンド ウ
では選択した関数を呼び出す関数を表示します。

リレーシ ョ ン ウィンドウのカスタマイズ

[Relation Window Properties] コマンドは、 リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウ  
ツールバーまたは、 シ ョート カッ ト  メニューからアクセスできます。
このコマンドから表示する リ レーシ ョ ンシップ、 およびウ ィンド ウの
表示方法を制御できます。 273 ページの 「Relation Window Properties」
も参照して ください。

[Relation Graph Properties] コマンドを使用して、 リ レーシ ョ ン  ウ ィンド
ウのグラフ  ビューの表示方法をカスタマイズするこ と もできます。
272 ページの 「Relation Graph Properties」 も参照して ください。
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クリ ップ ウィンドウ

ク リ ップ ウ ィンド ウは、 ク リ ップを表示する分離および結合可能な
ウ ィンド ウです。 ク リ ップ ウ ィンド ウへテキス ト をド ラ ッグ アンド  
ド ロ ップした り、 ク リ ップ ウ ィンド ウからファ イルへテキス ト をド
ラ ッグできます。

図 3.17  クリ ップ ウィンドウ

ク リ ップとは

クリ ップは、 コー
ドやボイラープ
レート  ( 定型 ) テ
キストの再配置に
便利です。

ク リ ップはク リ ップ ボード形式のドキュ メン トです。 実際、 ク リ ップ 
ボードは Source Insight ではク リ ップとみなされます。 Source Insight で
は、 た く さんのク リ ップを使用できます。 ク リ ップは他のファイルと
似ています。 他のファイルと同じよ うに編集できます。 ク リ ップと他
のファイルの違いは、 ク リ ップはセッシ ョ ンの間に自動的に保存され、
Paste From Clip コマンドで簡単に貼り付けるこ とができる点です。

ク リ ップは特に複数のファ イル間でコードを再配置する場合に便利で
す。 ク リ ップはボイラープレート  テキス ト を頻繁に挿入する場合にも
便利です。

[Clip Window] コマンドまたは [Activate Clip Window] コマンドを実行し
て、 ク リ ップ ウ ィンド ウのオン、 オフを切り替えるこ とができます。

新規クリ ップの作成

新規ク リ ップを作成するには、 [File] メニューまたはク リ ップ ウ ィ ン
ド ウ  ツールバーから  [New Clip] コマンドを実行します。 新規ソース  
ファ イル ウ ィンド ウが表示されます。 他のファイルのよ うに、 編集や
入力が可能です。 ファ イルを閉じた場合でも、 ク リ ップはファイルが
削除されるまでク リ ップ ウ ィ ンド ウに残り ます。

このフ ィールドに入力
してクリ ップを選択し
ます。 このリストは入
力した内容でフ ィルタ
リングされます。

他のクリ ップ情報は上部
に表示され、 どこからの
クリ ップかを表示しま
す。

開いているすべてのク
リ ップのリス トです。
それぞれ、 クリ ップの
テキストの最初の行を
表示します。
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新規クリ ップを作
成するには、 テキ
ストをクリ ックし
てクリ ップ ウィン
ドウへドラッグし
ます。

[Copy to Clip] コマンドを使用してク リ ップを作成するこ と もできます。
エクスプローラからファ イルをク リ ップ ウ ィンド ウへド ラ ッグして、
ファ イルをク リ ップと して開く こ と もできます。

クリ ップの保存

ク リ ップは、 Source Insight プログラム ディ レク ト リの Clips サブディ
レク ト リに自動的に保存されます。 Clips サブディ レク ト リに作成した
テキス ト  ファ イルは、 Source Insight の起動時に自動的にロード されま
す。

検索結果ウィンドウ

マルチファイルの
検索と置換結果
は、 検索結果ウィ
ンドウに表示され
ます。

検索結果ウ ィンド ウは、 [Search Files] コマンドまたは [Lookup 
References] コマンドを実行する と作成されます。 検索結果ウ ィンド ウ
のそれぞれの行は、 行番号のファ イルに対応しています。 検索結果
ウ ィンド ウに リ ス ト された一致には、 ソース  リ ンク  ( 一致が見つかっ
た場所へのハイパーテキス ト形式のリ ンク ) が含まれます。

図 3.18  検索結果ウィンドウは、 リス ト されている一致ごとにソース リンク
を表示します。 各ソース リンクはファイル中の位置に対応しています  上記の
検索結果ウィンドウは、 あるソース リンクのターゲッ ト位置です。

ソース リンクは 2 
つの場所を接続し
ます。 これらのリ
ンクは検索結果と
一致した内容を接
続します。
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検索結果ウ ィンド ウの各セッ トの一致には、 検索に使用されたパター
ンを リ ス トする検索見出し、 続いて一致回数が表示されます。 検索見
出しは Source Insight によって解析され、 それぞれの検索パターンは検
索結果ウ ィンド ウの左側のシンボル ウ ィンド ウに表示されます。

たとえば、 下記の検索見出し、

---- GetStockObject (23) -----

は一致回数が 23 であるこ とを意味します。

検索結果ウ ィンド ウは、 実際に編集可能なも う  1 つのファ イル バッ
ファです。 ウ ィンド ウから行を削除して結果を削除するこ と もできま
す。
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第 4 章 Source Insight の概念
この章では、 Source Insight の概念と機能について説明します。 少し時
間をかけて読むこ とで、 Source Insight に関する多くの情報が得られま
す。

この章を読むと、 Source Insight の機能について詳し く知るこ とができ
ます。 Source Insight のコマンドの詳細は、 第 5 章を参照してください。

プロジェク ト

プロジェク ト とは
ソース ファイルの
集まりです。

Source Insight はプロジェク ト単位で構成されます。 プロジェク ト とは
ソース  ファ イルの集ま りです。 Source Insight は、 プロジェク トのファ
イル データベースにプロジェク トに含まれるファ イルを記録します。

新規ファ イルを作成した場合、 ファ イルは保存時にプロジェク トに追
加されます。 プロジェク トのディ レク ト リ またはサブディ レク ト リに
新規ファ イルが表示された場合、 [Synchronize Files] コマンドを実行す
るか、 Source Insight がバッ クグラウンドで自動的に同期するよ うに設
定するこ とで、 新規ファ イルをプロジェク トに自動的に追加するこ と
もできます。
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プロジェク ト を開く と、 Source Insight の一部の操作が変更または拡張
されます。 たとえば、 プロジェク ト  ウ ィンド ウでは、 ディ レク ト リに
関係なく、 プロジェク トのファ イルがすべて リ ス ト されます。

図 4.1  Source Insight プロジェク トのコンポーネン ト

プロジェク トには
シンボル データ
ベースが含まれて
います。

プロジェク トには Source Insight が管理しているシンボル データベース
が自動的に含まれます。 プロジェク トにソース  ファ イルを追加する場
合を除いて、 別のタグ ファ イルを生成する必要はあ り ません。 Source 
Insight が自動的にタグ ファ イルを生成します。

各プロジェク トには、 個々のセッシ ョ ン  ワークスペースがあ り ます。
ワークスペースには、 現在開いているファ イルのリ ス トやウ ィンド ウ
の位置のよ うなセッシ ョ ン情報が含まれます。

プロジェク トには個々の設定情報があ り ます。 単一のグローバル設定
を使用するこ と もできます。 設定には、 [Options] メニューから設定し
た内容を含む、 カスタマイズした情報が含まれます。

このマニュアルは、 特に明記されていない限り、 プロジェク ト  ファ イ
ルが開かれているこ とを前提と して記述されています。 プロジェク ト
を開いている場合と開いていない場合でコマンドの動作が異なる場合
は、 その点を説明します。

カレン ト  プロジェク ト

カレン ト  プロジェ

ク ト とは Source 
Insight のインスタ
ンスで開いている
プロジェク トのこ
とです。

開いているプロジェク トがあれば、 それをカレン ト  プロジェク ト と し
て参照します。 同時に開く こ とのできるプロジェク トは 1 つのみです
が、 Source Insight の異なるインスタンスを実行して、 各インスタンス
で異なるプロジェク ト を開く こ とは可能です。

Source Insight は他のプロジェク ト を開き、 シンボル宣言を検索するこ
とがあ り ます。 しかし、 Source Insight の各インスタンスで同時に開く
こ とのできるプロジェク トは 1 つのみです。

A Project

Source Files
Data Files:
* source file list
* symbol database

Workspace:
* session state
* open files
* window positions

Configuration:
* preferences
* customizations
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プロジェク トの機能

Source Insight のプロジェク トにはいくつか重要な機能があ り ます。

• プロジェク トは論理的にファイルを関連付けます。

• 開く ファ イルを指定する場合、 ファ イルのド ライブやディ レク

ト リ を指定する必要はあ り ません。 Source Insight は、 プロジェ
ク ト  ファ イルが異なるディ レク ト リやド ラ イブにある場合でも、
すべての場所を認識します。 129 ページの 「コマンド  ラ インの
構文」 も参照して ください。

• Source Insight は、 プロジェク トのすべてのシンボル宣言に関す

るデータを含むシンボル データベースを保持しています。
Source Insight を使って、 シンボルを素早く検索するこ と もでき
ます。 ソース  ファ イルが保存される と、 シンボル データベース
は自動的にインク リ メ ンタルに更新されます。 この結果、 Source 
Insight は常にシンボルの位置を把握しています。 たとえば、
ソース管理システムによってファ イルが変更される と、 Source 
Insight はそれらのファ イルをプロジェク ト  シンボル データベー
スと自動的に同期させます。

• Source Insight はコール ツ リー、 参照ツ リー、 ク ラス階層のよ う

に、 プロジェク トのシンボル リ レーシ ョ ンシップを表示できま
す。

• Source Insight は、 参照インデッ クスを使用して、 シンボル参照

のプロジェク ト全体の検索を高速化します。 参照インデッ クス
は、 ファ イルを編集または保存する と、 インク リ メ ンタルに更
新されます。

• 各プロジェク トには、 個々のセッシ ョ ン  ワークスペースがあ り

ます。 プロジェク ト を開く と、 すべてのセッシ ョ ン状態はリ ス
ト アされます。 プロジェク ト を閉じる と、 開いていたすべての
ファ イルは閉じられ、 ワークスペースは保存されます。

• 各プロジェク トには、 個々の設定ファイルがあ り ます。 つま り、

各プロジェク トで個々のメニュー、 キーボード割り当て、 スク
リーン カラーのセッ ト を使用できます。

プロジェク トの作成

[Project] > [New Project] コマンドを使用して、 新規プロジェク ト を作
成します。 プロジェク ト名および Source Insight がプロジェク ト  データ
を格納する場所を指定します。 250 ページの 「New Project」 も参照し
て ください。
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プロジェク ト  ディレク ト リ

プロジェク ト を作成する場合、 プロジェク ト ご とに 2 つのディ レク ト
リ を指定する必要があ り ます。

• プロジェク ト  データ  ディレク ト リ  - Source Insight がプロジェク ト  
データ  ファ イルを格納する場所です。 たとえば、 .pr ファ イルは
こ こに格納されます。 デフォルトでは、 新規プロジェク ト を作
成する場合、 Source Insight は 「My Documents\Source 
Insight\Projects」 フォルダにプロジェク ト  データ  ディ レク ト リ を
作成します。

• プロジェク ト  ソース ディレク ト リ  - プロジェク ト  ソース  ファ イル

の場所です。 以前のバージ ョ ンの Source Insight では、 プロジェ
ク ト  ルート  ディ レク ト リ と呼ばれていました。

これら  2 つの別のフォルダを使用するこ とで、 Source Insight のデータ
をソース  ファ イルと別の場所に格納できます。 さ らに、 Source Insight 
のプロジェク ト  データ  ファ イルは個々のユーザー データ  エ リ アに保
存されるため、 同じマシンの他のユーザーからアクセスできません。
しかし、 両方のフォルダで同じ場所を使う こ と もできます。

プロジェク ト  ソース  ディ レク ト リの場所を編集するには、 [Project 
Settings] コマンドを使用します。 263 ページの 「Project Settings」 も参
照して ください。

プロジェク ト  ソース ディ レク ト リ

プロジェク ト  ソー

ス ディレク ト リ

は、 ソース ファイ
ルの 「ホーム」
ディレク ト リ と見
なす場所のことで
す。

プロジェク ト  ソース  ディ レク ト リは、 ソース  ファ イルのメ インの
ディ レク ト リ と見なす場所のこ とです。 プロジェク ト  ソース  ディ レク
ト リは、 ほとんどのソース  ファ イルを含む最上位のディ レク ト リ また
は 「ルート 」 ディ レク ト リです。 プロジェク トの 「ホーム」 ディ レク
ト リ と見なされます。 Source Insight は、 このディ レク ト リに関連する
プロジェク ト  ファ イル名を正規化します。 (71 ページの図 4.2 を参照し
て ください )。 デフォルトでは、 Source Insight は、 プロジェク ト  ソー
ス  ディ レク ト リ とプロジェク ト  データ  ディ レク ト リ を同じにします。
プロジェク ト を作成した後、 [Project Settings] コマンドを使用して、
ソース  ディ レク ト リ をディ スク上の任意の場所に設定できます。

プロジェク トの場所の選択についての詳細は、 250 ページの 「プロ
ジェク ト を保存する場所」 を参照して ください。

いったんプロジェク トが指定したディ レク ト リに作成される と、 ネッ
ト ワーク  ド ラ イブや UNC パスを含む任意のディ レク ト リ と ド ラ イブ
からファ イルを追加できます。

たとえば、ゲーム  プログラムのプロジェク ト を作成する場№・ 痰 … あ
げます。 ソース  ファ イルをカテゴ リ別に分類し、 それぞれのカテゴ リ
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別にディ レク ト リ を作成する と します。 必要なディ レク ト リ を作成し、
ルート  ディ レク ト リが C:\Game であるプロジェク ト を作成します。

図 4.2  プロジェク ト  ソース ツリーのサンプル。

ゲーム プログラムのプロジェク ト  ソース  ディ レク ト リは C:\Game で
す。 「Presentation」、 「Core」 ディ レク ト リおよび 「Core」 のサブディ レ
ク ト リにソース  コードがあ り ます。 Source Insight プロジェク トには、
これらのすべてのディ レク ト リのファ イルが含まれます。

ファイル名の正規化

Source Insight がファイル名を表示し、 そのファイルがプロジェク トの
一部である場合、 名前とパスを分かりやすいものに変更し、 他のすべ
てのディ レク ト リ  パスと重複しないベース  ファ イル名をつけます。 こ
の処理はファ イル名の正規化と呼ばれます。 多くのプロジェク トは
ファ イルを複数のサブディ レク ト リに分けて保存しているため、 この
処理はとても重要です。 また、 ディ レク ト リ  ツ リーをフラ ッ トにする
と、 ファ イル名の最も重要な部分の入力や選択がとても簡単になり ま
す。

正規化されたファ
イル名は、 常に
リーフ  ファイル名

で始まり、 括弧付
きのディレク ト リ  
パスが続きます。

正規化されたファ イル名は、 常にリーフ  ファ イル名で始ま り、 括弧付
きのディ レク ト リ  パスが続きます。 ファ イルが同じ ド ラ イブにある場
合、 ディ レク ト リ  パスはプロジェク トのソース  ディ レク ト リに対する
相対パスです。 ファ イルが同じ ド ラ イブにない場合、 またはプロジェ
ク ト  ソース  ディ レク ト リ  ツ リーの一部ではない場合、 フル パスが括
弧付きで表示されます。

プロジェク ト  ウ ィンド ウで正規化されたファ イル名を参照しない場
合、 [Project Window Properties] コマンドを使用し、 [File Directory] 
ボッ クスをチェッ ク してディ レク ト リ名の リ ス トに別の列を追加する
こ とで機能をオフにできます。

前述のゲーム プロジェク ト を使用した例をいくつか示します。

C:\Game\Presentation

C:\Game\Core\Battle C:\Game\Core\EnemyAI

C:\Game\Core C:\Release Build C:\Debug Build

Project Root:
C:\Game

ファイル パス : 表示されるファイル名 :
C:\Game\File.c File.c

C:\Game\Core\File.c File.c (Core)

C:\Game\Core\EnemyAI\File.c File.c (Core\EnemyAI)

C:\SomeDir\File.c File.c (C:\SomeDir)

D:\OtherDir\File.c File.c (D:\OtherDir)
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プロジェク ト  リス ト

プロジェク ト  リス

トには、 最近作成
したプロジェク ト
のリストが含まれ
ます。

プロジェク ト を作成する と、 Source Insight はプロジェク ト  リ ス ト でプ
ロジェク ト を追跡します。 プロジェク ト  リ ス トは 1 つのみで、 Source 
Insight を最初に実行する と きに作成されます。 ファ イルの名前は 
Projects.db3 で、 「My Documents\Source Insight\Projects」 ディ レク ト リに
作成されます。 プロジェク ト  リ ス トにはプロジェク トが作成された
ディ レク ト リ を含む、 作成または開かれたすべてのプロジェク トの名
前が格納されます。

プロジェク トにファイルを追加する

いったんプロジェク ト を作成して開いたら、 プロジェク トにソース  
ファ イルを追加する必要があ り ます。 2 つの方法があ り ます。

Source Insight で新規ファイルを作成して保存する と、 カレン ト  プロ
ジェク トにファ イルを追加するかど うか確認する メ ッセージが表示さ
れます。 新規コードを記述して新規ソース  ファ イルを作成している場
合、 この方法が最も一般的です。

[Add and Remove 
Project Files] コマ

ンドを使って、 プ
ロジェク トにファ
イルを追加しま
す。

既存のソース  ファ イルがあ り、 カレン ト  プロジェク トにこれらのファ
イルを追加する場合は、 [Add and Remove Project Files] コマンドを使
用します。 このコマンドを使用する と、 ディ レク ト リ  ツ リー全体を含
む既存のファイルを、 ディ スクの任意の場所からカレン ト  プロジェク
トに追加できます。 詳細は、 153 ページの 「Add and Remove Project 
Files」 および 157 ページの 「Add File List」 を参照して ください。
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プロジェク トにファ イルを追加する と、 以下のよ うな影響があ り ます。

• ファ イル名がプロジェク トのファ イル名データベースに格納さ

れます。 Source Insight でファ イルのリ ス ト を表示する と きに、
ファ イル名がリ ス トに含まれます。 たとえば、 [Open] コマンド
を使用する と、 ファ イル名がリ ス ト  ボッ クスに表示されます。

• ファ イルは言語形式に基づいて解析されます。 シンボル定義は

プロジェク トのシンボル データベースに追加されます。 各ファ
イルで使われる言語パーサーはドキュ メン ト  タイプによ り決定
されます。 92 ページの 「ドキュ メン ト  タイプ」 も参照して くだ
さい。

• ファ イルが Source Insight 以外で ( たとえば、ソース管理システム

によって ) 変更された場合、 Source Insight がプロジェク ト  シン
ボル データベースを同期できるよ うに、 ファ イルの変更日付が
ファ イル名データベースに記録されます。

• ファ イル名の表示方法が変更されます。 ファ イル名はプロジェ

ク トのソース  ディ レク ト リに正規化されます。

• ファ イルは、 コール ツ リーのよ うにシンボル リ レーシ ョ ンを表

示する と き検索されるプロジェク ト  コード  ベースの一部になり
ます。

プロジェク トからファイルを削除する

カレン ト  プロジェク トのファ イル リ ス トからファ イルを削除するに
は、 [Project] > [Add and Remove Project Files] コマンドを使用します。
ファ イルがプロジェク トから削除される と、 ファ イル内のすべてのシ
ンボルはプロジェク トのシンボル データベースから削除されます。
Source Insight はディ スクからファ イルを実際に削除しません。 153 
ページの 「Add and Remove Project Files」 も参照して ください。

プロジェク ト を閉じる

カレン ト  プロジェク ト を閉じるには、 [Close Project] コマンドを使用
します。 プロジェク ト を閉じる とプロジェク トは中断されます。 この
ため、 Source Insight は編集したファ イルを保存するかど うか確認メ ッ
セージを表示した後、 すべてのファイルを閉じます。 実際に中断する
代わりに、 Source Insight は何もプロジェク ト を開かないで続行します。

プロジェク ト を開く

プロジェク トを開
くには、 [Open 
Project] コマンド
を使用します。

異なるプロジェク ト を開くには、 [Project] > [Open Project] コマンド  
(252 ページの 「Open Project」 も参照して ください。 ) を使用します。
Source Insight では同時に開く こ とができるのは 1 プロジェク トのみな
ので、 既に開いているプロジェク トがある場合、 カレン ト  プロジェク
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ト を閉じるかど うか確認する メ ッセージが表示されます。 カレン ト  プ
ロジェク ト を閉じる と、 選択可能な既存プロジェク トの リ ス ト  ボッ ク
スが表示されます。

プロジェク トが開かれている場合、 プロジェク トの設定ファ イルと
ワークスペース  ファ イルがロード されます。 この結果、 表示、 メ
ニュー、 キース ト ロークの設定が変更され、 以前のセッシ ョ ンで開か
れていたファイルが再び使用されます。

プロジェク トが開かれている場合、 現在の作業ディ レク ト リはプロ
ジェク トのソース  ディ レク ト リに変更されます。

プロジェク トの削除

プロジェク ト を削除するには、 [Remove Project] コマンドを使用しま
す。 このコマンドは、 Source Insight が作成してプロジェク ト と関連付
けたプロジェク ト  データ  ファ イルをすべて削除します。 ソース  ファ
イルは削除されません。 281 ページの 「Remove Project」 も参照して く
ださい。

プロジェク ト設定の変更
[Project Settings] 
コマンドを使用し
てプロジェク トの
インデックス オプ
シ ョ ンを設定しま
す。

[Project Settings] コマンドを使用して、 カレン ト  プロジェク ト を管理
するさまざまなオプシ ョ ンを設定できます。 開いているプロジェク ト
がない場合、 [Project Settings] コマンドはデフォルトのオプシ ョ ンを設
定します。 次回以降作成されるプロジェク トでは、 このオプシ ョ ンが
使用されます。

新規プロジェク ト を作成する と、 [Project Settings] ダイアログ ボッ クス
が表示されます。

プロジェク トで個々の設定を使用するか、 グローバル設定ファイルを
使用するかを指定できます。 プログラムのソース  ディ レク ト リの場所
やインデッ クスするシンボル情報の種類を指定するこ と もできます。

263 ページの 「Project Settings」 も参照して ください。

チームでの作業

Source Insight はチームでの作業で効率的に動作するよ うに設計されて
います。 チームのプログラマがコード  ベースを編集する と、 Source 
Insight は自動的に編集を認識し、 シンボル情報を更新します。 また、
多くの新規コードをプロジェク トに追加した り、 モジュール間で移動
した場合も、 Source Insight は行われた処理を追跡します。
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ネッ トワークの使用

ローカル ファイル
をプロジェク トに
追加することをお
勧めします。

Source Insight は、 各チーム メ ンバが個々のローカル マシンでプロジェ
ク ト  ソース  ファ イルのコピーを使用した場合に最も効果的に動作しま
す。 通常、 ソース  コードの 「マスタ」 コピーは中央サーバーで管理さ
れます。

図 4.3  典型的なネッ トワークにおけるソースの管理。

プロジェク トにリモート  ファイルを追加する

ファ イルのローカル コピーではなく、プロジェク ト  サーバーのソース  
ファ イルに直接アクセスする必要がある場合もあ り ます。 もちろん、
ネッ ト ワーク上のすべてのファ イルを直接、 開く こ とが可能です。 し
かし、 別のユーザーがファ イルを開いている場合、 ファ イルがロ ッ ク
されるか、 ファ イルの競合が生じる可能性があるこ とを常に注意して
ください。 また、 リモート  ファ イルをプロジェク トに追加しない場
合、 Source Insight のプロジェク ト機能は十分に活用できません。

必要な場合、 リ
モート  ド ライブか
らプロジェク トに
ソース ファイルを
追加できます。

プロジェク トに直接サーバーのファイルを参照させる  1 つの方法は、
ワークステーシ ョ ン上にプロジェク ト をローカルに作成し、 [Add and 
Remove Project Files] コマンドを使用して、 リモート  サーバーからプロ
ジェク トにファ イルを追加する方法です。 この方法では、 Source 
Insight のシンボル データベース  ファ イルはマシン上にローカルに格納
されますが、 ソース  ファ イルはサーバーにあ り ます。  153 ページの
「Add and Remove Project Files」 も参照して ください。

[Project Settings] コマンドを使用して、 サーバー上のリモート  ソース  
コード  ディ レク ト リ をプロジェク ト  ソース  ディ レク ト リ と して指定

Source Insight
recognizes when files change
and updates local symbol
database information

Main Server
with master copy of
project source codeSource Control software

copies files between
server and workstation

Workstation
with local copy of
source code

Workstation
with local copy of
source code

Workstation
with local copy of
source code
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する必要があ り ます。 この方法では、 ファ イルはローカル プロジェク
トのデータ  ファ イル ディ レク ト リではなく、 メ イン  ソース  ディ レク
ト リに大して相対的に表示されます。 263 ページの 「Project Settings」
も参照して ください。

ソース管理の使用

典型的なネッ ト ワーク環境では、 各開発者はワークステーシ ョ ン上に、
個々のローカル ソース  ファ イルを持っています。 開発者がファ イルを
変更する場合、 最初にソース管理ソフ ト ウェアを使用してファ イルを
「チェ ッ クアウ ト 」 します。 ファ イルがチェッ クアウ ト されたら、 ロー
カル ファ イルを編集します。 変更を反映する場合は、 ソース管理ソフ
ト ウェアを使用して変更したファ イルを 「チェッ ク イン」 します。 開
発者のローカル マシンから メ イン  プロジェク ト  サーバーにファイル
がコピーされます。

別の開発者がソース  ファ イルの 「最新」 バージ ョ ンを取得するよ うに
設定している場合、 ソース制御ソフ ト ウェアを使用して、 その開発者
のローカル ディ レク ト リ と メ イン  プロジェク ト  サーバーを 「同期」
させます。 プロジェク ト  サーバーから開発者のローカル ワークステー
シ ョ ンに最新ファ イルがコピーされます。

Source Insight は、 各ファイルの 「更新日時」 タイムスタンプとファ イ
ルのサイズを確認して、 ファ イルの変更を認識します。 ファ イルの変
更が検出される と、 ファ イルを再解析して、 開発者のローカル マシン
上の Source Insight シンボル データベースを更新します。

ソース管理コマンド

ソース管理を行
う、 標準のカスタ
ム コマンドです。

Source Insight には、 ソース管理を行ういくつかの標準的なカスタム  コ
マンドが用意されています。 [Options] > [Custom Commands] ダイアロ
グ ボッ クスで、 コマンドを編集できます。 デフォルトでは、 コマンド
は Microsoft Visual Source Safe に合わせて設定されています。 しかし、
他のソース管理システムやバージ ョ ン管理システムをサポートするよ
うに簡単に変更できます。

ソース管理コマンドは、 下記の表のとおりです。 各コマンドの正確な
意味は、 [Custom Commands] ダイアログ ボッ クスでのセッ ト アップ方
法に基づきます。 176 ページの 「Custom Commands」 も参照して くだ
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さい。 Source Insight では、 以下のコマンド  セマンティ クスを定義して
います。

ソース管理ツールバー

ソース管理ツールバーには、 ソース管理コマンドごとに別のボタンが
存在します。

図 4.4  ソース管理ツールバー

シンボルおよびプロジェク トについて

Source Insight は、 ソース  ファ イルの編集中に、 シンボル定義を動的に
解析します。 シンボル情報は、 プロジェク トに必要不可欠な、 イン
デッ クスされたシンボル データベースのディ スク上に格納されます。

表 4.1: ソース管理コマンド

コマンド名 動作

Check Out ファ イルを編集できるよ うに、 ソース管理プ
ロジェク トのカレン ト  ファ イルをチェッ クア

ウ ト します。

Check In カレン ト  ファ イルをソース管理プロジェク ト

にチェッ ク インします。 ファ イルを編集した
後、 他のチーム メ ンバがアクセスする メ イン  
ソース管理プロジェク トに戻すには、 [Check 
In] コマンドを使用してください。

Undo Check Out チェッ クアウ トの動作を元に戻します。 ファ
イルのチェッ ク インは行いません。

Sync to Source Control 
Project

ソース管理プロジェク トに対して最新になる
よ うに、 ローカル プロジェク トのすべての

ファイルを更新します。

Sync File to Source 
Control Project

ソース管理プロジェク トに対して最新になる
よ うに、 カレン ト  ファ イルを更新します。

 

Check Out Undo 
Check Out 

Check In Sync To Source Control 
Project

Sync File To Source 
Control Project
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シンボル データ
ベースは、 ファイ
ルが変更されると
自動的に更新され
ます。

シンボル データベースは、 ファ イルを開いて保存するたびにインク リ
メ ンタルに更新されます。 他のプロジェク ト  チーム メ ンバが変更した
ファ イルは、 バッ クグラウンドでシンボル データベースと自動的に同
期されます。

ソース ファイルの解析に使用する言語

各ファイルで使用される言語パーサーは、 ドキュ メン ト  タイプによ り
決定されます。 (92 ページの 「ドキュ メン ト  タイプ」 も参照して くだ
さい。 ) Source Insight の言語パーサーは、 宣言を幅広く認識します。

Source Insight は、 洗練された、 エラーに寛容なパターン  マッチング 
パーサーを使用して、 ソース  ファ イルのシンボル宣言を検索します。
これは、 「ctags」 のよ う な、 他のバッチ ツールよ りはるかに優れてい
ます。 [Preferences: Languages] コマンドを使用して [Properties] ボタン
をク リ ッ クするこ とで、 ファ イルからシンボルを解析する際に使用す
るカスタム正規表現パターンを指定するこ と もできます。

シンボルの命名

Source Insight では、 シンボル名は 「ド ッ ト付きパス」 と して格納され
ます。 ド ッ ト付きパスには、 シンボルのコンテナ名、 ド ッ ト  (.)、 シン
ボルの名前が含まれます。 たとえば、 ク ラスのメンバは下記のよ うに
な り ます。

MyClass.member

別のシンボルの内部で宣言を入れ子にするすべてのシンボルは、 ド ッ
ト付きパスを使用します。 プロジェク ト  ウ ィンド ウに リ ス ト されたシ
ンボルを見る と、 ド ッ ト付きパスが見つかり ます。 メンバの宣言にス
コープ解決演算子 (::) を使用する  C++ のよ うな言語でも、 シンボル名
はド ッ ト付きパス と して内部的に格納されます。

シンボルのフル ネームを入力する と きにコンテナも指定する場合は、
シンボル名にド ッ ト を使用する必要があ り ます。

メモ : シンボルの名前には、 組み込みド ッ ト  (.) 文字を使用できます。

Source Insight は、 組み込みド ッ ト文字と ド ッ ト付きパスのド ッ ト文字

を混同しないよ うにシンボル名を保管します。

シンボル データベースの更新

プロジェク トにファ イルが追加されるか、 ファ イルが保存される と、
Source Insight はファイルで定義されているシンボルを判断して、 ディ
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スク上に格納されているプロジェク ト  シンボル データベースをインク
リ メ ンタルに更新します。

図 4.5  保存操作は、 ディスク上のソース ファイルとシンボル データベースを
更新します。

シンボル形式のファイル名

Source Insight ではファ イル名はシンボルと して扱われます。 したがっ
て、 シンボルが指定できるすべての場所でファ イル名を指定できます。
たとえば、 任意のファイル参照ダイアログ ボッ クスでファ イル名 ( お
よび拡張子 ) を入力してファ イルを開く こ とができます。 #include ス
テート メン トのファ イル名をク リ ッ ク し、 [Jump To Definition] コマン
ドを使用してファ イルを開く こ と もできます。

プロジェク ト  ファイルの同期

同期とは、 シンボ
ル データベースを
すべての変更した
ファイルに合わせ
て更新することを
意味します。

Source Insight を使用しないで、 ファ イルを編集するこ とがあ り ます。
たとえば、 ソース管理システムを使用してファ イルを更新した場合や、
ビルド  プロセスによ り ファ イルが生成された場合などです。 この場
合、 Source Insight はプロジェク ト を最新の状態にするため、 日付が古
いファイルを再解析します。 この処理はプロジェク トの同期と呼ばれ
ます。 通常、 この処理はバッ クグラウンドで自動的に行われます。

この同期処理によ り、 プロジェク ト全体が最新であるこ とが保証され
ます。 プロジェク トの各ファイルをスキャンし、 Source Insight が最後
にファイルを開いた後に変更されたファ イルのシンボル データベース
を更新します。 存在しな くなったプロジェク トの一部であるファ イル
はプロジェク トから削除されます。 オプシ ョ ンで、 同期処理によ り新
規ファイルをプロジェク トに自動的に追加するこ と もできます。    

File Buffer

File on Disk Symbol Database

Save
Operation
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以下の 2 つのうち 1 つの方法でプロジェク ト を同期できます。

• [Preferences: General] ダイアログ ボッ クスで [background 
synchronization] オプシ ョ ンをオンにします。 Source Insight で引
き続き編集を行う と、 プロジェク トの同期処理がバッ クグラウ
ンドで行われます。 このオプシ ョ ンは、 デフォルトでオンです。
209 ページの 「General Options」 も参照して ください。

• [Synchronize Files] コマンドを実行して、 プロジェク ト をオンデ

マンドに同期します。 319 ページの 「Synchronize Files」 も参照
して ください。

通常、 Source Insight が最後にファイルを開いた後に変更されたファイ
ルを開く と、 シンボル データベースが自動的に更新されます。 自動同
期では、 更新作業はユーザーには見えません。 しかし、 シンボルがあ
るファ イルから別のファ イルに移動された場合、 両方のファ イルがプ
ロジェク ト と同期していない限り、 Source Insight はシンボルの場所の
追跡に失敗します。 また、 新規シンボルが定義された場合、 ファ イル
が同期されるまで Source Insight は新規シンボルを把握できません。

コモン プロジェク トの使用 : プロジェク ト  シンボル パス

Source Insight は、
カレン ト  プロジェ

ク トで宣言を見つ
けられなかった場
合、 プロジェク ト  
シンボル パスにあ
るすべてのプロ
ジェク ト を検索し
ます。

複数のプロジェク トで利用するライブラ リのヘッダー ファ イルのセッ
ト を使用するこ とがあ り ます。 これらのファ イルを各プロジェク トに
追加するこ とは可能ですが、 冗長になり ます。 よ り良い解決法は、 コ
モン ヘッダー ファ イルのセッ ト ごとに、 1 つのプロジェク ト を作成す
るこ とです。 これらのプロジェク トはパスに保存できます。 Source 
Insight はプロジェク トでシンボルが検索できない場合は常に、 パスを
検索します。 このパスはプロジェク ト  シンボル パスと呼ばれます。

Source Insight は、 シンボルを検索する と き、 現在開いているファ イル、
プロジェク ト  シンボル データベース、 プロジェク ト  シンボル パスの
プロジェク ト を検索します。

[Preferences: Symbol Lookups] コマンドを使用して、 プロジェク ト  シン
ボル パスを編集できます。 315 ページの 「Symbol Lookup Options」 も
参照して ください。

プロジェク ト  シンボル パスは、 Source Insight がシンボルの検索に使用
するプロジェク トの リ ス トです。 プロジェク ト  シンボル パスは 
[Preferences: Symbol Lookups] ダイアログ ボッ クスで指定します。 プロ
ジェク ト  シンボル パスを使用する と、 小さな自己完結型のプロジェク
トが作成できますが、 他のプロジェク トのシンボルを検索するこ と も
できます。 ベース  プロジェク ト  (81 ページの 「ベース  プロジェク ト 」
も参照して ください。 ) は Source Insight がシンボルを検索する最後の
場所です。 プロジェク ト  シンボル パスの最後に暗黙的に指定されま
す。

プロジェク ト  シンボル パスは、シンボル定義を検索する ¾ めにのみ使
用されます。 プロジェク ト  シンボル パスは、 シンボル参照の検索、
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[Search Files] および [Smart Rename] コマンドでは使用されません。 こ
れらの操作は、 カレン ト  プロジェク トのファ イルに対してのみ有効で
す。

プロジェク ト  シンボル パスの検索

プロジェク ト  シン

ボル パスは、 シン
ボル定義の検索に
使用されます。

Source Insight は、 開いているすべてのファ イルとカレン ト  プロジェク
トのシンボル データベースを検索します。 シンボルが見つからない場
合、 プロジェク ト  シンボル パスにあるすべてのプロジェク ト を検索し
ます。 それでもシンボルが見つからない場合、 ベース  プロジェク ト を
検索します。

指定した名前で複数のシンボルが見つかった場合、 リ ス トからシンボ
ルを選択します。

[Preferences: Symbol Lookups] ダイアログ ボッ クスの [Always search 
symbol path] オプシ ョ ンを指定できます。 このオプシ ョ ンがオンの場
合、 シンボルが開いているファ イルやカレン ト  プロジェク トで既に見
つかっている場合でも、 Source Insight がシンボルを参照するたびに、
シンボル パスのすべてのプロジェク トが検索されます。 冗長な ( また
は似た名前の ) シンボルがプロジェク ト またはプロジェク ト  シンボル 
パスのプロジェク トにあるかど うか確認する場合は、 このオプシ ョ ン
をオンにして ください。

プロジェク ト を開かないで作業する

プロジェク トが開かれていない場合、 Source Insight は現在開いている
ファ イルを検索します。 シンボルが見つからない場合、 プロジェク ト  
シンボル パスにあるすべてのプロジェク ト を検索します。 それでもシ
ンボルが見つからない場合、 ベース  プロジェク ト を検索します。

ベース プロジェク ト

ベース プロジェク

トは最後の手段と
して検索されま
す。

Source Insight を初めて実行する と、 Base とい う名前のプロジェク トが
自動的に作成されます。 ベース  プロジェク トは Source Insight がシンボ
ルを検索する最後の場所です。 ベース  プロジェク トは、 プロジェク ト  
シンボル パスの最後に暗黙的に指定されます。 つま り、 Source Insight 
は、 開かれているファ イル、 カレン ト  プロジェク ト 、 プロジェク ト  シ
ンボル パスのすべてのプロジェク トでシンボルを見つけられない場
合、 ベース  プロジェク ト を検索します。

メモ : プロジェク ト  シンボル パスにベース  プロジェク ト を追加する必要は

あ り ません。 Source Insight はベース  プロジェク トが リ ス トに追加さ

れているものと して自動的に検索します。
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ベース  プロジェク トは、 コモン シンボルを保存する場所と して適して
います。 ベース  プロジェク トに格納されているすべてのシンボルは、
他のプロジェク トから参照可能です。 たとえば、 標準の C/C++ インク
ルード  ファ イルをベース  プロジェク トに追加可能です。 ベース  プロ
ジェク トは Source Insight のエディ タ  マクロ  ファ イルを追加する場所
と しても適しています。

プログラ ミング言語

Source Insight は、 言語の抽象化を使用して各種プログラム言語の特徴
をカプセル化します。

ファイルのドキュ
メン ト  タイプは言
語を決定します。

指定されたファイル バッファについて、 ファ イルの名前がドキュ メン
ト  タイプを決定します。 ドキュ メン ト  タイプはその言語を決定しま
す。 ドキュ メン ト  タイプとファ イル名および言語の関連付けは、
[Options] > [Document Options] ダイアログ ボッ クスを使用して行いま
す。

Source Insight は、 構文フォーマッ トでソース  コードを表示し、 コード
からシンボル定義を解析し、 プロジェク ト  シンボル データベースにシ
ンボル情報を保存するこ とによ り、 言語をサポート しています。

解析はファイルの
ドキュメン ト  タイ

プと関連付けられ
た言語タイプに
よって制御されま
す。

シンボル宣言の解析はファ イルのドキュ メン ト  タイプと関連付けられ
た言語タイプによって制御されます。

現在サポート している言語のリ ス ト を参照するには、 [Options] > 
[Preferences: Languages] ダイアログ ボッ クスを使用します。   新規言
語は、 プログラム更新時にリ ス トに追加されます。

Source Insight の言語は、 ビルト イン言語とカスタム言語の 2 つのカテ
ゴ リに分類されます。

ビルト イン言語

Source Insight には、 C/C++、 Java、 IDL/ODL、 Perl、 C#、 ASP、 Visual 
Basic、 その他を含むさまざまな言語向けにビルト インの最適化サポー
トが含まれています。

ほとんどのビルト イン言語は、 リ ファレンスの検索やコール ツ リーの
生成のよ うな追加機能をサポート しています。

カスタム言語

[Preferences: Languages] ダイアログ ボッ クスを使用してカスタム言語
のサポート を  Source Insight に追加するこ と もできます。 カスタム言語
は、 構文規則、 構文フォーマッ ト  キーワード、 および解析表現を指定
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するシンプルなジェネ リ ッ ク言語です。 228 ページの 「Language 
Options」 も参照して ください。

カスタム言語はエクスポートおよびインポート可能です。

カスタム言語を追加するには

新規言語のサポートの追加は、 2 ステップのプロセスです。

1. [Options] > [Preferences: Languages] を使用して言語を追加します。
228 ページの 「Language Options」 を参照して ください。

2. [Options] > [Document Options] を使用して言語を参照する ドキュ
メン ト  タイプを追加します。 92 ページの 「ドキュ メン ト  タイプ」
を参照して ください。

メモ : [Document Options] ダイアログでは、 新規言語を追加する代わりに、

カスタム解析パターンをドキュ メン ト  タイプのプロパティに直接追

加するこ と もできます。 しかし、 新規カスタム言語を追加し、 新規言
語を示すドキュ メン ト  タイプを使用するこ とによ り、 よ り優れたコ

ン ト ロールが可能になり ます。

コマンド  リ ファレンスの言語オプシ ョ ン  ト ピッ クには、 カスタム言語
プロパティの詳細情報が含まれています。

.NET Framework のサポート

C# ファ イルを編集する場合、 Source Insight は .NET Framework ク ラス  
ラ イブラ リ  シンボルのシンボル補完を実行できます。 シンボル補完
は、 マシン上の .NET Framework プロジェク ト を維持するこ とによ り達
成されます。

.NET Framework 
クラス ライブラリ  
シンボルは 
NetFramework プ
ロジェク トに格納
されます。

.NET Framework ク ラス  ラ イブラ リ  シンボルは Source Insight が作成し
た NetFramework プロジェク トに格納されます。 Source Insight は、
ユーザーのプロジェク ト  フォルダの NetFramework フォルダにプロ
ジェク ト を保存します。

Source Insight は、 .NET Framework ク ラス  ラ イブラ リのシンボルを宣言
するマスタ 「ソース  ファ イル」 のセッ ト も インス トールします。 これ
らのソースは、 Source Insight プログラム  フォルダの NetFramework 
フォルダに保存されます。 マシンごとに 1 つのコピーがあ り ます。 こ
れらの 「ソース  ファ イル」 は C# 構文のマシン生成ファイルです。 し
かし、 これらのソース  ファ イルは厳密な C# 互換ではあ り ません。
ファ イルの内容は、 Source Insight の新しいバージ ョ ンでは変更される
こ とがあ り ます。

Source Insight で NetFramework プロジェク ト を作成するには、 [Setup 
Common Projects] コマンドを使用するか、 [Preferences: Symbol 
Lookups] ダイアログ ボッ クスで [Create Common Projects] ボタンをク
リ ッ ク します。
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HTML の使用

Source Insight には HTML 言語を制御する特別な機能があ り ます。
HTML 言語パーサーはファイルをスキャンして構造タグを検索しま
す。 これらのタグは、 各ソース  ウ ィ ンド ウの左側のシンボル ウ ィンド
ウに表示されます。 プロジェク ト  シンボル データベースに追加される
シンボル タイプは 「TITLE」 タグのみです。 HTML ファ イルでは下記
のよ うに記述されます。

<TITLE>Programming Wisely</TITLE> 

この場合、 「TITLE: Programming Wisely」 のよ うにシンボル データベー
スに追加されます。 シンボルの最大長は 79 文字です。

HTML と  ASP の複合言語の使用

HTML と  ASP は、

組み込みスクリプ
ト を含む複合言語
です。

HTML 言語は組み込みスク リプ ト もサポート しています。 サーバーお
よびク ライアン トサイ ド  スク リプ ト  ブロッ クは、 すべてのスク リプ ト
言語で適切な構文形式を使用して表示されます。 スク リプ トで定義さ
れた要素もシンボル ウ ィンド ウに表示され、 シンボル データベースに
保存されます。

[Options] > [Preferences: Languages] ダイアログ ボッ クスで、 HTML ま
たは ASP で使用するデフォルトのスク リプ ト言語を指定できます。
[Special] ボタンをク リ ッ ク し、 デフォルトの言語を選択します。

Java 言語の編集

標準 Java パッケージでシンボルの自動補完を使用するには、 マシン上
にパッケージのソース  コードがインス トールされている  ( またはネッ
ト ワーク  ド ラ イブ経由で利用できる ) 必要があ り ます。 ソースを参照
する  JavaStandard コモン  プロジェク ト も必要です。
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JavaStandard コモン プロジェク ト を作成するには

1. [Options] > [Preferences: Symbol Lookups] ダイアログ ボッ クスで、
[Create Common Projects] ボタンをク リ ッ ク します。

2. [Common Projects] ダイアログ ボッ クスで、 [Standard Java 
Libraries] チェッ ク  ボッ クスをク リ ッ ク し、その隣にある  [Browse] 
ボタンをク リ ッ ク します。 ソース  コードを含むディ レク ト リ  ( 通
常は JDK Java/Src サブディ レク ト リの 1 つ ) に移動します。 ディ レ
ク ト リ を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

3. [Common Projects] ダイアログ ボッ クスで [Continue] をク リ ッ ク し
ます。 [Save As] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 JavaStandard 
プロジェク トの名前と保存先を指定します。 JDK またはそのサブ
ディ レク ト リの 1 つと同じディ レク ト リに保存して ください。
[Save] をク リ ッ ク します。

4. [Project Settings] ダイアログ ボッ クスが表示されたら、 [OK] をク
リ ッ ク します。

5. [Add and Remove Project Files] ダイアログ ボッ クスが表示されま
す。 [Add Tree] をク リ ッ ク し、 関連するファ イルをすべて 
JavaStandard プロジェク トに追加します。 [Close] をク リ ッ ク しま
す。 以前のプロジェク トに戻り ます。

ファ イルにインポート されたパッケージで、 自動補完が有効になり ま
した。

C/C++ 言語の機能

Source Insight には、 プログラ ミ ングに C/C++ を使用している場合に考
慮すべきいくつかの特別な機能が用意されています。

非アクテ ィブ コードの処理 - ifdef のサポート

ifdef は [Edit 
Conditions] ダイア

ログ ボックスで条
件値が指定された
場合に有効になり
ます。

Source Insight の C/C++ およびリ ソース  ファ イル パーサーは、 #ifdef、
#if、 および #elif ディ レクティブを使用してコンパイル時に無効にされ
る非アクティブ コードのブロ ッ クを認識します。 [Options > 
Preferences: Language] ダイアログ ボッ クスには、 既知の条件付き定
数のリ ス ト を編集できる  [Conditions] ボタンがあ り ます。 ソース  ウ ィ
ンド ウの右ク リ ッ ク  メニューの [Edit Condition] コマンドを使用して条
件を編集するこ と もできます。

デフォルトでは、 Source Insight は条件付きディ レクティブをすべて無
視して、  条件付きコンパイル構造のすべての分岐を処理します。 通常、
条件付き分岐の宣言は互いに干渉しないので、 処理は正常に行われま
す。
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しかし、 宣言がわかりにくい場合、 #ifdef が正し く解釈されないこ と
があ り ます。 この場合、 Source Insight で処理が正常に行われません。
例 :

void DoThing(
int param1,

#ifdef ABC
int param2)

#else
int param2, param3)

#endif

さ らに、 非アクティブ コードは通常は参照しません。 これらの理由か
ら、 Source Insight は条件値を指定します。

非アクティブ コードのブロ ッ クは、 「Inactive Code」 スタイルで表示さ
れます。 例 :

図 4.6  「Inactive Code」 スタイルが表示されます。

非アクティブ コー

ドは Inactive Code 
スタイルで表示さ
れます。

条件付き解析

条件付き解析は、 Source Insight で条件付きコンパイルをサポートする
言語 (C/C++ および Windows リ ソース  ファ イル ) にのみ適用されます。

Source Insight は 2 種類の条件値リ ス ト を管理します。

• 条件リストに基づく設定ファイル。 リ ス トは、 カスタマイズ設定を

含む、 現在の設定ファイルに保存されます。 通常は、 1 つのグ
ローバル設定ファ イルをすべてのプロジェク トで使用します。

• プロジェク ト固有の条件リスト。 プロジェク ト ごとに保存されま

す。 このため、 個々のプロジェク トで異なる条件値を使用でき
ます。 たとえば、 あるプロジェク トで 「RETAIL」 定義を使用
し、 別のプロジェク トで 「DEBUG」 定義を使用できます。

2 つの条件リ ス トは Source Insight がファイルを解析する と きに組み合
わされます。 プロジェク ト固有の条件は、 「グローバル」 設定の条件よ
り も優先されます。
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条件値

条件値は、 #if、 #ifdef、 #ifndef、 および #elif ステート メン トの式で使
用できます。   
例 :

#if VER < 3 && DEF_OPEN != 0
....

この例では、 VER と  DEF_OPEN の 2 つの条件値が使用されています。
条件値は、 [Edit Condition] コマンドを使用して指定できます。

条件値にはテキス ト値を指定できます。 C および C++ では、 ゼロの値
は 「False」、 非ゼロの値は 「True」 と見なされます。   

条件値を無視する

変数の値を指定しない場合、 その変数を含むすべてのステート メン ト
はスキップされ無視されます。 下記は #if-type ステート メン トのデ
フォルトの動作です。

例 :
#if VER < 3 && WINVER >= 5

int a = 1;
#else

int a = 2;
#endif

VER と  WINVER の両方が [Edit Condition] コマンドで定義されている
場合、 #if ステート メン トの式が評価され、 1 つの分岐のみがアクティ
ブにな り ます。 しかし、 これらの変数のいずれかが Source Insight で定
義されていない場合、 両方の分岐がアクティブになり ます。

条件値の編集

条件付き変数の値を編集するには、 変数を右ク リ ッ ク して [Edit 
Condition] を選択します。 条件リ ス ト を編集する際、 Source Insight は
プロジェク ト全体を再解析するかど うか確認します。 最初に条件リ ス
トの変更をすべて行ってから、 プロジェク ト全体を再解析してくださ
い。 プロジェク トが再解析されるまで、 行った変更は Source Insight の
シンボル データベースに格納されているシンボル情報に反映されませ
ん。

プリプロセッサ トークン マクロ

トークン マクロを
使用してマクロの
拡張方法を定義で
きます。

Source Insight には、 ファ イルを解析する と きに使用する、 独自のプリ
プロセッサが用意されています。 プ リプロセッサ マクロは トークン  マ
クロ と呼ばれます。 このマク ロは、 Source Insight がファ イルを解析す
る と きに生じる トークン置換です。 この機能によ り、 Source Insight は、
Source Insight のパーサーが認識しない特殊言語キーワードを処理した
り、 特殊な C/C++ プリプロセッサ置換を処理できます。
Source Insight ユーザー マニュアル 87



Source Insight の概念 第 4 章 
C マクロは通常、
Source Insight に
よって拡張されま
せん。

Source Insight は、 ファ イルを解析する と きに、 C/C++ プリプロセッサ 
マクロを拡張しません。 この結果、 特定のプリプロセッサ マクロ と定
数は Source Insight で正し く処理されません。 トークン マクロを使用す
るこ とで、 Source Insight は一部のプリプロセッサ置換を選択して拡張
できるよ うにな り ます。

1 つの例は、 シンボルの宣言に使用される標準 COM ( または ActiveX) 
マクロのセッ トです。 たとえば、 STDMETHOD( メ ソ ッ ド名 ) マクロ
は COM メ ソ ッ ド関数の宣言に使用されます。 Source Insight には、 こ
のマク ロおよびその他のエン ト リ を含むデフォルトの C/C++ トークン 
マクロ  ファ イル (c.tom) が含まれています。

トークン マクロ ファイル

トークン マクロ 
ファイルの拡張子
は .tom です。

トークン  マクロは拡張子 .tom のファ イルにリ ス ト されます。 グローバ
ル トークン マクロ  ファ イルは、 Source Insight のプログラム ディ レク
ト リに格納されます。 プロジェク ト固有の トークン  マクロは、 プロ
ジェク トのデータ  ディ レク ト リに格納されます。 プロジェク ト  トーク
ン  マクロ  ファ イルは、 グローバル ファ イル、 およびプロジェク ト  マ
クロ  ( グローバル マクロよ り も優先 ) と組み合わされます。

トークン マクロの構文

トークン  マクロは 1 行に 1 つの トークン マクロで構成されています。
トークン  マクロのフォーマッ トは下記のとおりです。

macroname<no text here means macro is a no-op>
macronamesubstituted text here
macroname(parameter list)substituted text with parameter names
macroname(parameter)text##parameter // concatenates text 
; comments begin with a semicolon 

トークン  マクロの例は下記のとおりです。

MyStructure(sname)struct sname
NoOperation
BuildName(name1, name2)name1##name2

ビルト イン言語パーサーにはそれぞれ、 対応する トークン  マクロ  ファ
イルがあ り ます。 各言語のトークン マクロ  ファ イルの名前は下記の表
のよ うにな り ます。

表 4.2: 異なる言語用のトークン マクロ ファイル

言語 ファイル名

C および C++ C.tom – Source Insight に含まれる

デフォルトのコピーです。

HTML Html.tom

Java Java.tom
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トークン マクロの編集

トークン  マクロを変更するには、 トークン マクロ  ファ イルを開いて、
変更を行った後で保存します。 Source Insight は適切な言語用の トーク
ン  マクロが変更されたこ とを認識します。 開いているファ イルは自動
的に再解析されます。

トークン マクロ 
ファイルを保存す
ると  Source 
Insight はマクロを

認識します。

トークン  マクロ  ファ イルを編集する と き、 Source Insight が開いている
ファ イルを再解析する前に、 ディ スクに保存する必要があ り ます。
Source Insight はプロジェク ト全体を自動的に再解析しません。 最初に
トークン  マクロ  ファ イルの変更をすべて行ってから、 [Rebuild Project] 
コマンドを使用してプロジェク ト全体を再解析してください。 プロ
ジェク トが再解析されるまで、 トークン  マクロへ行った変更は Source 
Insight のシンボル データベースに格納されているシンボル情報に反映
されません。

プロジェク ト固有のトークン マクロ

プロジェク トは、
それぞれトークン 
マクロ ファイルを

持ち、 グローバル 
ファイルとマージ
します。

プロジェク トは、 それぞれ独自のトークン  マクロ  ファ イルを持ってい
ます。 Source Insight は、 トークン  マクロ  ファ イルを自動生成しませ
ん。 ユーザーが生成します。 プロジェク ト  トークン マクロ  ファ イル
はプロジェク ト  データ  ディ レク ト リに保存されます。 Source Insight が
ソース  ファ イルを解析する と、 プロジェク ト  トークン マクロ と  
Source Insight プログラム ディ レク ト リに保存されているグローバル 
ファ イルをマージします。 プロジェク ト  トークン マクロはグローバル
なものを優先します。 プロジェク ト固有の トークン  マクロを追加する
こ とによ り、 個々のプロジェク ト ごとに トークン  マクロの拡張を調整
できます。

リ ソース  ファ イル Rc.tom

x86 アセンブリ言語 X86.tom

Perl Perl.tom

表 4.2: 異なる言語用のトークン マクロ ファイル

言語 ファイル名
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解析の考慮事項

厳格な言語解析ではなくエラーに寛容なパターン  マッチングによって
シンボルが見つかるこ とは、 重要な意味があ り ます。

• ソース  ファ イルに構文エラーがあ り ます。 構文エラーがある

ファ イルはコンパイルできません。 つま り、 コンパイルしてい
ない、 または中間状態のソース  コードでシンボルが見つかるこ
とを意味します。

• プリプロセッサ マクロは Source Insight がコードを解析する前に

拡張されません。 これは良い意味に聞こえないかもしれません
が、 実際はとても良く機能します。 Source Insight は、 最も抽象
的なレベル ( 記述されたレベルと同じレベル ) でプログラムを解
析します。 このため、 コール ツ リーに関数形式のマクロを含む
こ とができます。

• シンボル宣言は、 コンパイルの時点でアクティブだったものだ

けではなく、 すべてのソース  コードから解析されます。 たとえ
ば、 コンパイル時に #ifdef 分岐がアクティブでない場合でも、
#ifdef-#endif 内部の C/C++ コードがシンボル データベースに追
加されます。 これは、 マルチステート  プログラムで作業してい
る場合に非常に役に立ちます。 コンパイラが参照しているもの
だけではなく、 すべてのケースに注意する必要があ り ます。 非
アクティブ コードのブロ ッ クを省略するには、 [Edit Condition] 
コマンドまたは [Preferences: Languages] ダイアログ ボッ クスを使
用して条件値を定義します。

• コ メン ト と定数のテキス ト も検索用にインデッ クスされます。

Source Insight は、 コンパイラがオブジェク ト  コードに変換する
コードだけでなく、 ソース  レベルのコードに焦点を当てていま
す。

• すべてのヘッダー ファ イルは、 すべてのソース  ファ イルからア

クセスできる と仮定されます。 Source Insight は、 ソース  ファ イ
ルにインクルード されているヘッダー ファ イルに注目しません。
そのため、 すべてのシンボルがすべてのポイン トで認識されま
す。 コンパイラがプログラムをどのよ うに参照するかという点
については技術的に不正確ですが、 ほとんどの場合は問題なく
動作します。

• プログラ ミ ング スタイルが原因で、 シンボルが見つからないこ

とがあ り ます。 Source Insight が使用するデフォルトの解析は、
ほとんどのプログラ ミ ング スタイルで問題なく動作します。
Source Insight が認識できない宣言タイプを含む場合は、 プ リプ
ロセス  フェーズを拡張する トークン マクロを追加するか、 カス
タム解析正規表現パターンを追加します。
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解析の結果を良くするコーディングのコツ

コーディング スタ
イルが解析の正確
さに影響すること
があります。

通常の C/C++ プリプロセスは Source Insight のパーサーでは実行されな
いため、 新規コードを記述する際に、 以下の点に注意する必要があ り
ます。

#ifdef-#endif ブロ ッ クを個々の宣言に分解しないよ うにして ください。
ど う しても宣言が分解される場合は、 Source Insight が正し く解析でき
ない非アクティブ コードのブロ ッ クが無効になるよ うに、 [Edit 
Condition] を使用して条件値を定義する必要があ り ます。 86 ページの
「条件付き解析」 も参照して ください。
例 :

void MyFunc
#ifdef XYZ

(int param1, int param2)
#else

(long param1, long param2)
#endif
{

…
}

標準言語キーワードや組み合わせを  #define で置換しないでください。
置換を回避できない場合、 置換をサポートするよ うに トークン  マクロ
を定義する必要があ り ます。 87 ページの 「プ リプロセッサ トークン 
マクロ」 も参照して ください。

例 :
#define ourpublic public
class D : ourpublic B { … }

Source Insight はキーワード  ourpublic が public を意味するこ とを知
らないため、 問題が発生します。
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ドキュ メン ト  タイプ

ドキュ メン ト  タイプは [Document Options] コマンドで定義されるファ
イルの分類です。 Source Insight はファ イルの名前を使用してドキュ メ
ン ト  タイプを決定します。

図 4.7  ファイル名はドキュ メン ト  タイプを決定します。 ドキュ メン ト  タイプ
は、 フォン ト、 ファイルの解析と構文フォーマッ トの表示に使用される言語
タイプ、 その他の編集オプシ ョ ンを決定します。

新規ドキュ メン ト  タイプを定義した り ビルト イン タイプを変更するに
は、 [Document Options] コマンドを使用します。 194 ページの
「Document Options」 も参照して ください。

図 4.8  [Document Options] ダイアログ ボックス

File Name Document
Type Language Type

Editing Options

Font for
“Default Style”
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ドキュ メン ト固有のオプシ ョ ン

ドキュメン ト  タイ
プは、 ファイル タ
イプの言語と編集
オプショ ンを決定
します。

ドキュ メン ト  タイプは、 Source Insight がファイルの処理方法を決定す
る重要な要素です。 最も重要なのは、 プログラム言語と各ファイルの
関連付けを制御する点です。

ドキュ メン ト  タイプは、 タブ幅、 ワード ラ ップ、 自動インデン ト、 表
示フォン トのよ うな編集と表示オプシ ョ ンも指定します。

ヒン ト : カレン ト  ファ イルに関連付けられている ドキュ メン ト  タイプを参照

するには、 ソース  ファ イル ウ ィンド ウを右ク リ ッ ク し、 [Document 
Options] を選択してください。 ファ イルのドキュ メン ト  タイプがダ

イアログ ボッ クスで自動的に選択されます。

ファイルと ドキュメン ト  タイプの関連付け

ファイルは名前と
拡張子でドキュメ
ン ト  タイプと関連

付けられていま
す。

[Document Options] コマンドでドキュ メン ト  タイプとファ イル名ワイ
ルドカードを関連付けるこ とができます。 指定されたすべてのファ イ
ルについて、 Source Insight は、 ファ イル名を  ( ドキュ メン ト  タイプの
定義で指定された ) ファ イル名ワイルドカード と一致させてドキュ メ
ン ト  タイプを決定します。 たとえば、 *.c ファ イルは 「C Source File」
ドキュ メン ト  タイプに属し、 *.asm ファ イルは 「Asm Source File」 ド
キュ メン ト  タイプに属します。

特殊なファイル名の関連付け

filealias.txt ファイ
ルには、 ドキュメ
ン ト  タイプの決定
に使用するファイ
ル名の別名が含ま
れています。

プロジェク トに拡張子がないファ イルが含まれる場合があ り ます。 た
とえば、 「complex」 のよ う な標準 C++ ヘッダー ファ イルには拡張子は
あ り ません。 この場合、 ワイルドカードを使用してファ イルと ドキュ
メン ト  タイプを関連付けるこ とは困難です。 このため、 Source Insight 
では、 ファ イルのドキュ メン ト  タイプを決定する目的のためにファイ
ル名の別名を作成する  filealias.txt とい う名前の特別なファ イルを使用
しています。

filealias.txt ファ イルは、 Source Insight のプログラム ディ レク ト リに格
納されます。 このファ イルは編集できます。 デフォルトでは、 標準 
C++ ヘッダー ファ イルの名前が含まれます。

filealias.txt のフォーマッ トは下記のとおりです。

oldfilename=newfilename

ファ イルのドキュ メン ト  タイプを決定する前に oldfilename を 
newfilename にマップします。
例 :

algorithm=algorithm.h 

Source Insight がファイル algorithm を参照する場合、 ファ イルのドキュ
メン ト  タイプを確定する と きに別名 algorithm.h を使用します。
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新規ファイル タイプの追加

新規ドキュメン ト  
タイプを追加する
と、Source Insight 
が処理するファイ
ル タイプが拡張さ
れます。

ドキュ メン ト  タイプは、 Source Insight が処理するファ イルを決定しま
す。 Source Insight は、 ディ レク ト リのファ イルを表示する場合、 現在
定義されている ドキュ メン ト  タイプに属しているファ イルのみを表示
します。 また、 Source Insight がファ イルをプロジェク トに自動的に追
加する場合、 既知のドキュ メン ト  タイプに属しているファ イルのみを
追加します。 つま り、 新規ドキュ メン ト  タイプを追加するこ とで、
Source Insight が処理するファ イル タイプが拡張されます。

ドキュ メン ト  オプシ ョ ンの編集

ファ イルのドキュ メン ト  オプシ ョ ンを編集する  ( またはファイルが属
している ドキュ メン ト  タイプを確認する ) 最も簡単な方法は、 ファ イ
ル ウ ィンド ウでファ イルを右ク リ ッ ク してシ ョート カッ ト  メニューか
ら  [Document Options] を選択する方法です。 194 ページの 「Document 
Options」 も参照して ください。

シラブル インデックスを使用したシンボル名の入力

シラブル マッチン
グは、 シンボルと
ファイル名の部分
一致を見つけま
す。

シラブル インデッ クス とシラブル マッチングは、 シンボルの名前が分
からない場合に、 シンボルを見つけるための機能です。 一貫した命名
規則に従っている  API では、 シラブル マッチングを使用して、 特定の
ト ピッ クに関連するシンボルを見つけるこ とができます。 一部の名前
を入力するこ とで、 関連する項目の検索範囲を狭めるこ とができます。
たとえば、 「Win」 と入力する と、 「Win」 に関連する関数がすべて検索
されます。

シラブル マッチングは、 シンボル リ ス トだけでな く、 リ ス トに関連付
けられているほとんどの入力ボッ クスでも使用できます。

シンボル名のシラ
ブルを見つけるに
は、 シンボル デー

タベースをイン
デックス付けする
必要があります。

Source Insight は、 データベースのシンボルの名前だけではなく、 シン
ボル名に含まれるシラブルもインデッ クス付けします。 Source Insight 
では、 シンボルまたはファ イル名のシラブルは大文字で始まる  2 文字
以上の文字である と見なされます。 たとえば、 シンボル名
「CreateWindow」 には、 「Create」 と 「Window」 の 2 つのシラブルが含
まれます。 Source Insight は両方のシラブルをインデッ クス付けするの
で、 「Cre」、 「Win」 などの文字を任意に組み合わせ、 任意の順序で入
力して、 シンボルを参照できます。 各シラブルは入力した文字と一致
する接頭辞です。

[Browse Project Symbols] ダイアログ ボッ クスを使用して、 プロジェ
ク ト  ウ ィ ンド ウのシンボルやファイル リ ス トのシンボルを参照できま
す。 ソース  ウ ィ ンド ウの左側にある、 シンボル ウ ィンド ウの上部のテ
キス ト  ボッ クスでも同様です。
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さ らに、 テキス ト  ボッ クス と関連するすべてのリ ス トで、 同様の機能
が利用できるよ うにな り ました。

シンボル シラブルとは

シラブルは大文字
で始まる 2 文字以

上の文字です。

シンボルまたはファ イル名のシラブルは大文字で始まる  2 文字以上の
文字です。 すべての文字が大文字の場合もあ り ます。 いくつかの例を
示します。

プロジェク トのシンボル インデックス

Source Insight は、 シンボル データベースのシンボルをすべてインデッ
クス付けします。 各シンボルはインデッ クスに 2 回以上表示されるこ
とがあ り ます。 これは、 Source Insight が以下の 3 つのインデッ クスを
管理しているためです。

フル ネーム インデックス。 . シンボルのフル ネームをインデッ クス付け
します。 フル ネームにはシンボルの親も含まれます。 たとえば、
「Class1.Member1」。 このタイプのインデッ クスは常に管理され、 シン
ボル定義にナビゲートするために使用されます。

メンバ名インデックス。 . シンボルの構造体と ク ラス  メ ンバ名のみをイ
ンデッ クス付けします。 たとえば、 ク ラス名 「Document」 内部のメン
バ関数 「Help」 のフル ネーム インデッ クスは 「Document.Help」 です
が、 メンバ名インデッ クスは 「Help」 です。 このインデッ クスを使用
する と、 属するク ラスや構造体を指定しな くても、 メンバを素早く取
得できます。

シラブル インデックス。 . シンボル名のシラブルをインデッ クス付けし
ます。 このインデッ クスを使用する と、 名前の一部しか知らない場合
でもシンボルを検索できます

プロジェク ト用インデックス オプシ ョ ンの設定

[Project Settings] 
ダイアログ ボック

スでシラブルと メ
ンバ インデックス 
オプシ ョ ンを指定
できます。

シラブルと メンバ インデッ クスはディ スク と メモ リのインデッ クス  ス
ペースを使用します。 データベースの処理は少し遅くな り ます。
[Project Settings] ダイアログ ボッ クスでインデッ クス付けを制御でき
ます。

インデッ クスを制御する  2 つのチェッ ク  ボッ クス :

シンボル名 シラブル

CreateWindow Create Çý Window

OpenHTML Open Çý HTML

HTMLOpen HTML Çý Open

FOpenDoc Open Çý Doc

Vip32Test Vip32 Çý Test
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Quick browsing for member names  メ ンバ名インデッ クスを有効または
無効にします。 このオプシ ョ ンがチェッ ク されている場合、 ク ラスま
たは構造体の名前、 ド ッ ト  (.)、 メ ンバ名を入力する代わりに、 ク ラス
または構造体のメンバ名のみを入力できます。 このオプシ ョ ンが
チェッ ク されていない場合、 ディ スク  スペースおよびメモ リ容量が節
約されます。

Quick browsing for symbol syllables  シラブル インデッ クスを有効また
は無効にします。 このオプシ ョ ンがチェッ ク されている場合、 一部の
シラブルを入力して、 シラブルを含むシンボルを検索できます。 この
オプシ ョ ンがチェッ ク されていない場合、 ディ スク  スペースおよびメ
モ リ容量が節約されます。 大規模なプロジェク トでは、 シンボル デー
タベースの参照やファイルの同期は遅くな り ます。

両方のチェッ ク  ボッ クスをオフにする と、 [Browse All Symbols] ダイア
ログ ボッ クスおよびプロジェク ト  ウ ィンド ウのシンボル リ ス ト  フ ィ
ルタは単純な接頭辞マッチングに戻されます。 しかし、 各ソース  ウ ィ
ンド ウの左側のシンボル ウ ィ ンド ウおよびプロジェク ト  ウ ィ ンド ウの
ファ イル リ ス トではシラブル参照を使用できます。

シラブル マッチングの制御

シラブル マッチン
グは [Preferences: 
Typing] ダイアロ
グ ボックスで有効

または無効にしま
す。

[Preferences: Typing] ダイアログ ボッ クスのシラブル マッチングで影響
を受ける リ ス ト を制御できます。 チェッ ク  ボッ クス  [Match syllables 
while typing] は、 プロジェク ト設定でシラブルが ( シンボル データ
ベースで ) インデッ クス付けされるこ とを示しているかど うかに関係
なく、 シラブル マッチングを有効または無効にします。

シラブルの前にス
ペースを入力して
個々のケースのシ
ラブル マッチング
を切り替えること
ができます。

シラブルの前にスペースを追加して入力するこ とで、 シラブル マッチ
ングの使用を切り替えるこ とができます。 たとえば、 [Preferences: 
Typing] ダイアログ ボッ クスでシラブル マッチングをオフにした場合、
シラブルの前にスペースを追加して入力するこ とでシラブルの使用を
選択できます。

シラブル マッチングの使用

リスト  ボックスと
関連するテキスト  
ボックスにシラブ
ルを入力します。

シンボルまたはファ イル名を入力できるテキス ト  ボッ クスの多くで、
シラブルを入力できます。 テキス ト  ボッ クス と関連する リ ス ト  ボッ ク
スは、 入力した内容に基づいてフ ィルタされます。

複数のシラブルを
入力することもで
きます。

複数のシラブルを入力する場合は、 「CreWin」 のよ うに、 シラブルの 2 
文字以上を入力して、 別のシラブルを入力します。  「Cre Win」 のよ う
に、 スペースでシラブルを区切るこ と も可能です。  ほとんどの場合、
任意の順序でシラブルを入力できます。
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シラブル フ ィルタ リ ングは大文字と小文字を区別しません。 しかし、
フ ィルタされた リ ス トが表示される と、 Source Insight は大文字と小文
字を含めて、 入力した内容に最も近いリ ス トの項目を選択します。

たとえば、 以下の指定はすべて等価です。

CreWin
Cre Win
cre win
WinCre
Win Cre
win cre
win_cre
Win.cre

一致した名前は一
致率でソート され
ます。

Source Insight はリ ス トの内容をフ ィルタして、 結果をソート し、 最も
一致率の高いものを一番上に表示します。 一致率が同じ場合、 シンボ
ルの最初からの一致率が高いほうが上に表示されます。

たとえば、 「TopBottom」 と 「TopAndBottom」 とい う  2 つのシンボルが
あ り、 「TopBot」 と入力した場合、 「TopBottom」 シンボルが上に表示さ
れます。

シラブル シ ョート カッ トの使用

厳密な接頭辞マッチングやメンバ名マッチングを指定するには、 シン
ボル名フ ィールドに入力する と きにシラブル シ ョート カッ ト を使用し
ます。

接頭辞のみを厳格に一致させるには、 単一スペースまたはキャレッ ト  
(^) 文字を先頭に指定します。 たとえば、 「^Format」 および
「<space>Format」 は 「format」 で始まるシンボルとのみ一致します。 (
大文字と小文字は区別されません。 ) 「LineFormat」 とは一致しませ
ん。 接頭辞はシラブル マッチングのオン / オフを切り替えます。 
リーフ  メ ンバ名の接頭辞を厳格に一致させるには、 先頭にド ッ ト  (.) 
を指定します。 たとえば、 「.fdirty」 は 「fdirty」 で始まる構造体または
ク ラス名とのみ一致します。 入れ子のク ラス  メ ンバにも適用されま
す。 たとえば、 「.draw」 はメ ソ ッ ド 「Class1::Class2::Draw」 と一致しま
す。

下線は ( プログラムでは一般的ですが ) 無視されます。 たとえば、
「_insert」 および 「insert」 は等価です。
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解析機能

Source Insight は、 シンボルの検索およびシンボル情報のレビューを行
う多くの方法を提供しています。 これは Source Insight の重要な機能で
す。

このセクシ ョ ンでは、 シンボル情報のアクセスを助ける  Source Insight 
の機能について簡単に説明します。

構文解析

シンボル データ
ベースは、 自動的
に最新状態に更新
されます。

ファ イルの編集中に、 Source Insight はプロジェク ト  ファ イルを解析し
ます。 この結果、 ファ イルをコンパイルするこ とな く、 ク ラス、 メ
ソ ッ ド、 関数、 その他の情報が表示されます。

プロジェク トにファ イルが追加される と、 ファ イル内のシンボル定義
の名前と位置が、 プロジェク トのシンボル データベースに保存されま
す。 シンボル定義は以下のテクニッ クを使用して素早く見つけるこ と
ができます。 Source Insight の多くのオブジェク トは、 右ク リ ッ クする
とオブジェク トのシ ョート カッ ト  メニューが表示されます。 以下のコ
マンドのいくつかは、 シ ョート カッ ト  メニューにあ り ます。

シンボル ナビゲーシ ョ ン コマンド

これらのコマンドは、 シンボル定義や関数の呼び出し元に移動するた
めに最も一般的に使用されるコマンドです。

Jump to Definition コマンド

定義にジャンプす
るには、 [Ctrl] キー

を押したままで、
名前をダブルク
リ ックします。

[Jump to Definition] コマンドは、 カーソル位置のシンボルの定義にジャ
ンプします。 221 ページの 「Jump To Definition」 も参照して ください。 
コマンドを呼び出すには、 [Alt]+[=] キーを押すか、 [Ctrl] キーを押した
ままでダブルク リ ッ ク します。 シンボルを右ク リ ッ ク し、 シ ョート
カッ ト  メニューを使用してこのコマンドを実行するこ と もできます。

シンボルが見つかる と、 シンボルのファ イルが開かれ、 ウ ィンド ウに
表示されて、 シンボル名が選択されます。 プロジェク ト内に同じ名前
のシンボルが複数ある場合、 Source Insight は選択するシンボルを確認
します。

Jump to Caller コマンド

Jump to Caller コマンドは、 カーソル位置の関数の呼び出し元にジャン
プします。 221 ページの 「Jump To Caller」 も参照して ください。 シン
ボルを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューを使用してこのコマン
ドを実行するこ と もできます。 このコマンドは、 カーソル位置のオブ
ジェク トが関数名である場合のみ動作します。
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Refresh Relation Window コマンド

現在選択されているシンボルが反映されるよ うに、 リ レーシ ョ ン  ウ ィ
ンド ウを更新します。 たとえば、 リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウが関数参照
を表示するよ うに設定されていてカーソルが関数名の上にある場合、
関数へのすべての参照を リ レーシ ョ ン ウ ィ ンド ウに表示します。 この
コマンドは、 自動更新を行わないよ うに リ レーシ ョ ン  ウ ィンド ウを
ロ ッ ク している場合に便利です。 59 ページの 「リ レーシ ョ ン  ウ ィンド
ウ」 も参照して ください。

Browse Project Symbols コマンド

[Browse Project 
Symbols] ダイアロ

グ ボックスはプロ

ジェク トのすべて
のシンボルをリス
ト します。

[Browse Project Symbols] コマンドは、 プロジェク ト内のすべてのシン
ボルのリ ス ト を含むダイアログ ボッ クスを開きます。 リ ス トからシン
ボルを選択するか、 シンボル名を入力できます。 最初にダイアログ 
ボッ クスが表示されたと き、 カーソル位置の単語が [Symbol] テキス ト  
ボッ クスに自動的にロード されます。

[Browse] ダイアログ ボッ クスで入力する場合、 リ ス トは入力した内容
と一致するよ うに自動的にフ ィルタされます。 通常、 数文字入力する
だけで目的のシンボルが表示されます。

プロジェク ト  ウィンドウのシンボル リス ト

プロジェク ト  ウィ
ンドウにも、 プロ
ジェク ト内のすべ
てのシンボルが
モードレスでリス
ト されます。

プロジェク ト  ウ ィンド ウは、 すべてのプロジェク ト  シンボルのリ ス ト
を表示します。 [Browse Project Symbols] ダイアログ ボッ クスのよ うに、
テキス ト  ボッ クスに入力する際に、 接頭辞とシラブル名マッチングが
行われます。 しかし、 プロジェク ト  ウ ィンド ウはモードレスなウ ィン
ド ウです。 そのため、 プロジェク ト  ウ ィンド ウでシンボルを選択する
と、 コンテキス ト  ウ ィ ンド ウおよびリ レーシ ョ ン ウ ィ ンド ウで選択し
たシンボルに関する情報が更新されます。 50 ページの 「プロジェク ト  
ウ ィ ンド ウ」 も参照して ください。

プロジェク ト  ウ ィンド ウにはク ラス  ビューもあ り ます。 ク ラス  
ビューは、 シンボルをカテゴ リ別に分類し、 表示する階層ビューです。
たとえば、 すべてのグローバル変数、 すべての構造体、 のよ うにグ
ループ化されます。 ク ラス、 構造体、 ユニオンのよ うな、 構造体の分
類はプロジェク ト  ウ ィ ンド ウで表示できます。

コール ツリーと参照ツリー

リレーショ ン ウィ
ンドウではコール 
ツリーと参照ツ
リーを表示できま
す。

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウは現在選択しているシンボルと他のシンボル
の関係を表示する  Source Insight のも う  1 つの新機能です。 現在の動作
状況を追跡した り、 リ レーシ ョ ン情報を自動的に表示するなど、 コン
テキス ト  ウ ィンド ウのよ うに機能します。 59 ページの 「リ レーシ ョ ン 
ウ ィ ンド ウ」 も参照して ください。
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リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウには、 関数呼び出しツ リー、 ク ラス階層、 構
造体メンバ、 参照ツ リー、 その他の情報が表示されます。

コンテキスト  ウィンドウ 
コンテキスト  ウィ
ンドウには、 選択
したシンボルの宣
言が表示されま
す。

コンテキス ト  ウ ィンド ウは、 Source Insight バージ ョ ン 2.0 で導入され
た新機能です。 シンボル情報を自動的に表示します。 選択および入力
した情報を追跡し、 関連するシンボル宣言を自動的に表示します。 55 
ページの 「コンテキス ト  ウ ィ ンド ウ」 も参照して ください。

コマンド  ライン シンボル アクセス

Source Insight の起動時に、 コマンド  ラ インで -f <symbol> オプシ ョ ン
を使用するこ とによ り、 シンボルにジャンプできます。

例 :
insight3 -f myfunc

「myfunc」 とい う名前のシンボルを指します。

特別なコマンド  オプシ ョ ンなしで、 ファ イル名のよ うに、 コマンド  ラ
インでシンボルの名前を指定するこ と もできます。 この場合、 Source 
Insight は、 指定されたシンボルがファイルなのか解析したシンボルな
のか判断します。 ファ イル名のよ うに、 コマンド  ラ インで複数のシン
ボルを リ ス トできます。

例 :
insight3 myfunc fcb init

シンボル 「myfunc」、 「fcb」、 および 「init」 を含むすべてのファイルを
開きます。 129 ページの 「コマンド  ラ インの構文」 も参照して くださ
い。

シンボルへの参照の検索

シンボルへの参照
を素早く検索する
には、 [Lookup 
References] コマ

ンドを使用しま
す。

[Lookup References] コマンドは、 現在選択している単語へのすべての
テキス ト形式の参照を素早く検索します。 たとえば、 TextOut へのすべ
ての呼び出しを検索するには、 挿入ポイン トが単語 TextOut を指すよ
うにして、 [Lookup References] コマンドを実行します。 検索結果ウ ィ
ンド ウに、 見つかったすべての参照情報がリ ス ト されます。

[Browse Project Symbols]、 [Browse Local File Symbols]、 [Symbol Info] ダ
イアログ ボッ クスにも、 同様の処理を行う  [References] ボタンがあ り
ます。 244 ページの 「Lookup References」 も参照して ください。

プロジェク ト  レポートの作成

シンボルのクロス リ ファレンス、 およびプロジェク トのファ イルに関
する統計を含むレポート  ファ イルを作成するには、 [Project Report] コ
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マンドを使用します。 268 ページの 「Project Report」 も参照して くださ
い。

名前の変更

複数のプロジェク
ト  ファイルで状況
に依存して名前の
変更を行うには、
[Smart Rename] 
コマンドを使用し
ます。

[Smart Rename] コマンドは、 状況依存形式のグローバル検索と置換で
す。 スマート状況依存メ ソ ッ ドを使用して、 すべてのプロジェク ト  
ファ イルの識別子の名前を変更します。 Source Insight の検索インデッ
クスで、 検索が非常に速くな り ます。 これは単一の単語識別子を新し
い文字列に置換する最も簡単な方法です。 検索結果ウ ィンド ウに置換
情報のログを出力するこ と もできます。 置換された行と、 変更された
行へのソース  リ ンクが リ ス ト されます。 307 ページの 「Smart Rename」
も参照して ください。

構文フォーマッ ト とスタイル

構文フォーマッ トは、 詳細かつ簡単な方法で情報を提供する、 Source 
Insight の重要な機能の 1 つです。

構文フォーマッ ト
は、 プログラム情
報に基づく リ ッチ 
テキスト  フォー

マッ ト を使用しま
す。

Source Insight は、 パーサーが収集した情報を使用してソース  コードの
書式を設定します。 識別子は、 太字や斜体のよ うな効果に加えて、 異
なるフォン トやフォン ト  サイズで表示できます。

フォーマッ トは 「スタイル」 を使用して適用されます。 スタイルは
フォーマッ ト  プロパティのセッ トです。 たとえば、 スタイルで太字 + 
斜体を指定します。 各スタイルのフォーマッ ト  プロパティを編集する
には、 [Style Properties] コマンドを使用します。 311 ページの 「Style 
Properties」 も参照して ください。

フォーマッ ト  スタ

イルはソース コー
ドの要素に適用さ
れます。

事前に定義されているスタイルもいくつかあ り ます。 独自のスタイル
を追加するこ と もできます。 スタイルは設定ファイルに格納されます。

スタイルの動作

スタイルには、 他
のスタイルと組み
合わせることがで
きるフォーマッ ト
命令が含まれま
す。

スタイルがテキス トに適用される と き、 テキス ト  プロパティ と組み合
わされます。 基本テキス ト  プロパティは、 各ドキュ メン ト  タイプの
フォン ト設定で設定されます。 [Options] > [Document Options] コマンド
で制御できます。 スタイル プロパティは基本テキス ト  プロパティ と組
み合わされます。 スタイルは、 他の 「親」 スタイルからプロパティを
継承するこ と もできます。 102 ページの 「親スタイル」 も参照して く
ださい。
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すべての適切なスタイルのフォーマッ ト  プロパティは、 指定したファ
イルのドキュ メン ト  タイプで選択されているフォン ト と組み合わされ
ます。

図 4.9  スタイル プロパティは、 各プロパティ、 および [Document Options] ダ
イアログ ボックスのデフォルトのフォン ト設定と組み合わされます。

フォーマッ ト  プロパティ

スタイルは、 親スタイルとのフォーマッ トの違いを リ ス ト したもので
す。 たとえば、 スタイルに 「太字」 プロパティが含まれている場合、
親スタイルにも 「太字」 プロパティが含まれています。 それぞれの
フォーマッ ト項目には、 以下の状態があ り ます。

• On  フォーマッ ト  プロパティが追加されます。 例 : Bold-On

• Off  フォーマッ ト  プロパティが削除されます。 例 : Bold-Off

• A Number  スケーリ ング、 フォン ト  サイズのよ うな項目に適用

されます。 例 : scaling = 120%
• Font Name  フォン ト名項目に適用されます。

• No Change  フォーマッ ト  プロパティは変更されません。 親スタ

イルのプロパティを継承します。

親スタイル

スタイルは階層構
造です。

スタイルには、 「親スタイル」 プロパティがあ り ます。 スタイルは、 親
スタイルからフォーマッ ト  プロパティを継承します。 その結果、 スタ

Default
Font

Document
Type Combined

font + style
formatting

+Parent Style Child Style
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イルの階層が作成されます。 たとえば、 「Declarations」 の階層構造に
は、 図のよ うなスタイルが含まれます。

図 4.10  スタイル階層の例。

スタイルのフォー
マッ ト  プロパティ

は親スタイルと組
み合わされます。

スタイルのフォーマッ ト  プロパティは親スタイルと組み合わされま
す。 このため、 「Declare Struct」 スタイルは、 「Declaration」 スタイルの
フォーマッ ト  プロパティを継承します。 「Declaration」 スタ イルのプロ
パティを変更する と、 その階層のすべてのスタイルは変更の影響を受
けます。

最上位の親スタイルは 「Default Text」 スタ イルです。 このスタイルの
フォーマッ ト  プロパティは、 ドキュ メン ト  タイプのフォン ト設定で決
定されます。

[Style Properties] コマンドを使用して、 任意のスタイルの親スタイルを
変更できます。

Declare Function

Declare Typedef

Declare Union

Declare Class

Declare Struct

Declare Variable

Declaration
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下記の図は、 ドキュ メン ト  タイプのフォン ト設定とスタイルを組み合
わせた例です。

図 4.11  スタイル プロパティは、 ドキュ メン ト  タイプのデフォルトのフォン
ト設定に 「追加」 されます。

スタイルのソース コードへの適用

スタイルはソース 
コード  テキストに

自動的に適用され
ます。

スタイルはソース  コード  テキス トに自動的に適用されます。コ メ ン ト  
スタイルを除き、 スタイルをワード  プロセッサのよ うに明示的に適用
するこ とはできません。 単語情報に基づく スタイルが言語パーサーに
よって適用されます。 下記の ト ピッ クで、 適用されるスタイルについ
て説明します。

言語キーワード  スタイル

独自のキーワード
と任意のスタイル
を関連付けること
ができます。

最も単純なスタイルのアプリ ケーシ ョ ンは、 言語キーワードのフォー
マッ トです。 言語にはそれぞれ、 キーワード  リ ス トが含まれます。
キーワード  リ ス トはそれぞれ、 キーワード と スタイルを関連付けま
す。 キーワード  リ ス トは編集可能で、 設定ファイルに格納されます。
Source Insight はキーワードを認識し、 関連付けられているスタイルを
キーワードに適用します。 言語キーワード  リ ス トは、 [Preferences: 
Languages] ダイアログ ボッ クスから、 または [Keyword List] コマンド
を直接起動して編集できます。 224 ページの 「Keyword List」 も参照し
て ください。

指定された単語のフォーマッ ト を決定するため、 Source Insight は適切
な言語タイプのキーワード  リ ス ト で単語を検索します。 キーワード  リ
ス トには、 スタイルと関連付けられているフォーマッ ト を示すスタイ
ル名が含まれます。

Default Font:
Tahoma 9pt

Style:
“Declaration”

+ Bold

Style:
“Declare Function”

+ 120%

Document
Type

+

Tahoma 10.8pt Bold
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つま り、 ファ イル名およびファ イル内の単語で始ま り ます。 Source 
Insight は、 この情報を使用して単語のスタイルを決定します。

図 4.12  ソース テキストの単語に使用されるスタイルは、 ファイルのドキュ
メン ト  タイプで指定されている言語のキーワード  リス トによ闌・閧 Š れます。

宣言スタイル

宣言は、
「Declare...」 スタ

イルでフォーマッ
ト されます。

シンボルが宣言または定義される と、 その名前は適切な 「Declaration」
スタ イルでフォーマッ ト されます。 構造体、 ク ラス、 ユニオン、 関数、
その他のよ うに、 異なるタイプの宣言スタイルがあ り ます。

たとえば、 構造体は下記のよ うにな り ます。

構造体名 「CLIP」 は 「Declare Struct」 スタイルで表示されます。 構造
体内のメンバ フ ィールドは 「Declare Member」 スタ イルで表示されま
す。

参照スタイル

シンボルの参照
は、 「Ref to...」 ス

タイルでフォー
マッ ト されます。

実際の宣言ではないシンボルの参照は、 適切な 「Reference」 スタイル
でフォーマッ ト されます。 異なったタイプのシンボル向けの参照スタ
イルがあ り ます。

たとえば、 コード  フラグメン トは下記のよ うにな り ます。

「SeekTokenLnIch」 の呼び出しは、 「Ref to Function」 スタイルでフォー
マッ ト されます。 C マクロ関数 「HdocOfTgl」 は、 マク ロを参照してい
るこ とを示す 「Ref to Macro」 スタイルでフォーマッ ト されます。 パラ
メータ 「hpar」 は、 現在の関数のローカルなパラ メータであるこ とを
示す 「Ref to Parameter」 スタイルでフォーマッ ト されます。 識別子
「htglLocal」 は、 現在の関数のローカル変数であるこ とを示す 「Ref to 
Local Variable」 スタイルでフォーマッ ト されます。 定数

File Name Document
Type

Language
Type

Style Used

word in source

Keyword
List
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「kswaChangeMark」 は、 「Ref to Function」 スタイルでフォーマッ ト され
ます。

参照スタイルは非
常に便利ですが、
システムのリソー
スを消費します。

参照フォーマッ トは、 要求しな くても多くの情報を提供します。 関数
名のスペルを間違えた場合や、 定数、 ローカル変数、 グローバル変数
を使用しているかど うかが、 直ちに判明します。

参照フォーマッ ト を有効にする と、 場合によっては表示が遅くなるこ
とに注意して ください。 Source Insight では、 潜在的なシンボル参照が
行われるたびに、 シンボルのルッ クアップ操作を実行する必要があ り
ます。

Inactive Code スタイル

Source Insight の C/C++ およびリ ソース  ファ イル パーサーは、 #ifdef 
ディ レクティブを使用してコンパイル時に無効にされる非アクティブ 
コードのブロ ッ クを認識します。 [Options > Preferences: Language] ダイ
アログ ボッ クスには、 既知の条件付き定数のリ ス ト を編集できる  
[Conditions] ボタンがあ り ます。

非アクティブ コー

ドは Inactive Code 
スタイルで表示さ
れます。

非アクティブ コードのブロ ッ クは、 「Inactive Code」 スタイルで表示さ
れます。 詳細は、 86 ページの 「条件付き解析」 を参照して ください。
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コ メン ト  スタイル

Source Insight では、 コ メン トにいくつかのフォーマッ ト を追加できま
す。 コ メン ト  スタイル階層は下記のよ うに表示されます。

図 4.13  コ メン ト  スタイル階層

コ メン ト見出しスタイル

コメン ト見出しス
タイルは、 コ メン
ト を分かりやすく
します。

コ メン ト見出しスタイルは、 コードの一部を分割する場合に非常に便
利です。

コ メン ト見出しスタイルは //n (n は 1 から  4) のよ うに指定します。
例 :

//1 This is a Heading 1 comment
//2 This is a Heading 2 comment

コ メン ト を表示する と き、 カーソルがその行の上になければ、 コ メン
トの先頭にある  //n は表示されません。

カーソルが行の上に移動する と、 //n が表示され、 編集できるよ うにな
り ます。

Comment Multi Line

Comment Single Line

Comment Right

Comment Heading 1

Comment Heading 2

Comment Heading 3

Comment Heading 4

Comment To Do

Comment
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Comment Right スタイル

コードの右に表示されるコ メン トには、 「Comment Right」 スタイルを
使用します。
例 :

// this comment is formatted with the Comment Line style
a = 0;  // this is formatted with the Comment Right style

Comment Line と  Comment Multi Line スタイル

複数行のコ メン トは 「Comment Multi Line」 スタイルで表示されます。
C/C++ や Java の /* と  */ デリ ミ タ  を使用するコ メン トが含まれます。

単一行のコ メン トは、 「Comment Line」 スタ イルで表示されます。 C/
C++ や Java の // デリ ミ タ  を使用するコ メン トが含まれます。

コ メン ト  スタイルとカスタム言語

カスタム言語を定義する場合、 [Preferences: Languages] ダイアログ 
ボッ クス  を使用して、 コ メン トやテキス ト範囲のタイプを指定して、
スタイルに関連付けるこ とができます。 たとえば、 (* で開始して *) で
終了するコ メン ト範囲を作成して、 テキス ト を 「Comment Multi Line」
スタ イルでフォーマッ トできます。 任意の区切られた範囲のテキス ト
を実際に定義し、 ( 非コ メン ト  スタイルを含む ) 任意のスタイルに関
連付けるこ とができます。 詳細は、 82 ページの 「プログラ ミ ング言
語」 および 229 ページの 「[Special Language Options]」 を参照して くだ
さい。

構文修飾

構文修飾は、 コー
ド表示に情報を追
加します。

Source Insight では、 一般的な演算子とシンボル文字を置換できます。
[Preferences: Syntax Decorations] コマンドを使用して、 使用する装飾を
制御できます。

シンボ リ ッ ク文字は、 「Symbol Characters」 スタイルでフォーマッ ト さ
れます。 [Style Properties] コマンドを使用して Symbol Characters スタイ
ルを参照する と、 このスタイルは Symbol フォン ト を使用しているこ
とがわかり ます。 色やフォン ト  サイズのよ うなスタイルのプロパティ
は変更できますが、 フォン ト名を  Symbol 以外に変更しても、 構文装
飾シンボルはこの時点では表示されません。

メモ : シンボル置換を行っても ソース  ファ イルのテキス トは変更されませ

ん。 画面の表示が特別なシンボルを使用するよ うに変更されるだけで
す。 このため、 コードを編集または検索する場合は、 演算子を入力す
る必要があ り ます。
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演算子の置換

特別なシンボルを
使用して演算子を
表示できます。

ポインタ逆参照右矢印 (->) や、 代入演算子 (=) のよ うな一般的な演算
子は、 矢印などのシンボ リ ッ ク演算子に置換できます。 たとえば、 下
記の内容の代わりに、

装飾がオンの場合、 = と  -> は矢印に置換されます。

論理型、 数学、 その他の演算子も装飾シンボルに置換できます。

入れ子の括弧

Source Insight は、 一致するセッ トが簡単に識別できるよ うに、 入れ子
の括弧を異なるフォン トで表示できます。 これは、 複数行にわたって、
機能します。

Goto 矢印

「Goto 矢印」 は、 も う  1 つの便利な装飾です。 上矢印と下矢印は、
ターゲッ ト  レベルの向きを示す goto ステート メン トに表示されます。

閉じ括弧の注釈

Source Insight では、 C/C++ および Java コードの閉じ括弧 (}) に 「閉じ
括弧」 注釈を自動的に追加できます。 入れ子の if、 while、 switch、 そ
の他のブロッ クを見る と きに便利です。

構文フォーマッ トの制御

コードのフォーマッ ト を多くの方法で制御できます。
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スタイル プロパティの変更

スタイルのフォー
マッ ト を変更する
には、 [Style 
Properties] コマン

ドを使用します。

[Style Properties] コマンドを使用する と、 各スタイルのフォーマッ ト  
プロパティを制御 Ý きます。 独自のスタイルを追加して、 インポート
およびエクスポートするこ と もできます。
 

図 4.14  [Style Properties] ダイアログ ボックスで、 ユーザーはスタイルの
フォーマッ ト  オプシ ョ ンを編集できます。

[Syntax Formatting] コマンド

[Syntax 
Formatting] ダイア
ログ ボックスで、

スタイルの使用方
法を制御します。

[Preferences: Syntax Formatting] コマンドを使用して、 適用する表示
フォーマッ ト を制御できます。 いくつかのオプシ ョ ンを無効にする と、
表示が速くな り ます。 詳細は、 322 ページの 「Syntax Formatting」 を参
照して ください。

[Syntax Decorations] コマンド

[Preferences: Syntax Decorations] コマンドを使用して、 許可する構文装
飾を制御できます。

構文フォーマッ ト をオフにする

Source Insight の構文フォーマッ ト機能は強力ですが、 単一フォン ト を
使用している と きにテキス トが別のエディ タや簡易表示モードでどの
よ うに表示されるか確認しておく必要があ り ます。
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構文フォーマッ ト を一時的にオフにする

ファイルを一時的
に構文フォーマッ
トなしで確認する
には、 [Draft View] 
コマンドを使用し
ます。

ファ イルを一時的に構文フォーマッ ト なしで確認する場合、 [View] > 
[Draft View] コマンドを使用します。 ド ラフ ト  モードはディ スプレイ
を基本的な等幅フォン トに素早く切り替える際、 役に立ちます。 これ
は、 カラムを並べるのに、 タブの代わりにスペースを使う場合は特に、
役に立ちます。 ド ラフ ト  モードが有効な場合、 [Preferences: Syntax 
Formatting] および [Preferences: Syntax Decorations] ダイアログ ボッ クス
の設定よ り も優先されます。

フォン ト を変更しない

フォン ト を変更しないで ( または、 太字や斜体のよ うなフォン ト装飾
を行わないで ) 色のみを変更するには、 [Options] > [Preferences: Syntax 
Formatting] ダイアログ ボッ クスで [Use only color formatting] ボッ クス
をチェッ ク します。

すべての文字を同じ幅にする

すべての文字を同じ幅にしてファ イルを表示するには、 ファ イルを右
ク リ ッ ク して、 [Document Options] を選択します。 [Screen Fonts] ボタン
をク リ ッ ク して、 Courier New などの等幅フォン ト を選択します。 もち
ろん、 そのドキュ メン ト  タイプで使用されているデフォルト  フォン ト
を他のフォン トに変更するこ と もできます。

テキストの検索と置換

Source Insight には、 カレン ト  ファ イルや複数ファ イルのテキス ト を検
索および複数する多くのコマンドが用意されています。 複数ファイル
を検索する と き、 ソース  リ ンクを使用して検索結果に素早く リ ンクで
きます。

検索はプログラマにとって重要な処理です。 Source Insight は、 豊富な
機能によ り、 大量のソース  コードに取り組むユーザーを助けます。

シンボル参照の検索

シンボルへの状況
依存参照を検索す
るには、 [Lookup 
References] を使
用します。

現在のプロジェク トで現在選択されているシンボルへの参照を検索す
るには、 [Lookup References] コマンド  ([Ctrl]+[/]) を使用します。  244 
ページの 「Lookup References」 も参照して ください。 たとえば、
「BeginPaint」 をク リ ッ ク し、 [Lookup References] コマンドを実行する
と、 Source Insight は検索結果ウ ィンド ウを開いて、 プロジェク トで 
BeginPaint が使用されている場所をすべて リ ス ト します。 検索結果
ウ ィンド ウに リ ス ト される一致行には、 検索した単語を含む行の場所
へのソース  リ ンク もあ り ます。
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[Lookup References] コマンドは状況依存なので、 指定されたコンテキ
ス ト範囲で正確に一致する参照のみを検索します。

識別子名の変更 
シンボル名を状況 
( グローバルまた

はローカル ) に依

存して変更するに
は、 [Smart 
Rename] を使用し
ます。

スマート状況依存メ ソ ッ ドを使用してすべてのプロジェク ト  ファ イル
の識別子を変更するには、 [Smart Rename] コマンド  ([Ctrl]+[']) を使用し
ます。 [Smart Rename] コマンドは、 状況依存形式のグローバル検索と
置換です。 307 ページの 「Smart Rename」 も参照して ください。 Source 
Insight の検索インデッ クスで、 検索が非常に速くな り ます。 これは単
一の単語識別子を新しい文字列に置換する最も簡単な方法です。 検索
結果ウ ィンド ウに置換情報のログを出力するこ と もできます。 置換さ
れた行と、 変更された行へのソース  リ ンクが リ ス ト されます。

Smart Rename は、 ローカル スコープ変数の名前変更にも便利です。

カレン ト  ファイルの検索

[Search] コマンド

は、 カレン ト  ファ

イル バッファを検
索します。

[Search] コマンド  ([Alt]+[F]) は、 検索パターンでカレン ト  ファ イルを
検索します。 下方向または上方向に検索できます。 さ らに、 検索は
バッチ スタイルにできます。 検索結果は検索結果ウ ィンド ウに表示さ
れます。 295 ページの 「Search」 も参照して ください。

[Search Forward] コマンド  (F4) は、 指定されたパターンで、 ファ イルの
次の候補を検索します。

[Search Forward for Selection] コマンドは、 現在の選択範囲にある最初
の単語の次の候補を検索します。

[Incremental Search] コマンド  (F12) は、 入力した文字の一致を検索しま
す。 216 ページの 「Incremental Search」 も参照して ください。

カレン ト  ファイルの置換

[Replace] コマンドを使用して、 検索パターンでカレン ト  ファ イルを検
索し、 既存パターンと新規パターンを置換します。 置換の範囲は、
ファ イル全体または現在の選択範囲のみです。 284 ページの 「Replace」
も参照して ください。

複数ファイルの検索

[Search Files] コマ
ンドは、 複数ファ
イルで検索を行い
ます。

すべてのプロジェク ト  ファ イル、 非プロジェク ト  ファ イルでパターン
を検索するには、 [Search Files] コマンドを使用します。 297 ページの
「Search Files」 も参照して ください。 検索するファイルを指定できる点
を除けば、 [Search Files] コマンドは [Search] コマンドに似ています。    
検索結果は検索結果ウ ィンド ウに表示されます。 検索結果には、 ソー
ス  リ ンク と呼ばれる非表示の情報も含まれます。
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プロジェク ト全体を単一の単語で参照する場合は、 [Lookup References] 
コマンドを使用するほうが高速です。 244 ページの 「Lookup 
References」 も参照して ください。

複数ファイルの置換

[Replace Files] コ
マンドは、 複数
ファイルで置換を
行います。

  286 ページの 「Replace Files」 も参照して ください。 置換するファ イル
を指定できる点を除けば、 [Replace Files] コマンドは [Replace] コマン
ドに似ています。

複数ファイルのシンボル名を変更する場合は、 状況依存の [Smart 
Rename] コマンドを使用して ください。 307 ページの 「Smart Rename」
も参照して ください。

キーワードの検索

[Search Project] コ
マンドは、 プロ
ジェク ト内をイン
ターネッ ト  スタイ

ルで検索します。

インターネッ トの Web サイ ト を検索するよ うにプロジェク ト内を検索
するには、 [Search Project] コマンドを使用します。 キーワード検索を
使用する と、 コンテキス トの指定した行の範囲内にある用語の組み合
わせを検索できます。 301 ページの 「Search Project」 も参照して くださ
い。  

正規表現

正規表現は複雑なパターンのマッチングに役立つ特殊な検索文字列で
す。 正規表現では、 多くの文字は特殊な意味を持ちます。 たとえば、
「行頭」 とい う意味の特殊文字があ り ます。 このセクシ ョ ンでは、
Source Insight が認識できる特殊文字について説明します。

ワイルドカード  マッチング
.(dot)

ド ッ ト  (.) は、 すべての文字とマッチします。

例 : b.g は、 big、 beg、 bag とマッチしますが、 bp、 baag とはマッチし
ません。

行頭または行末のマッチング
^ および $

キャレッ ト  ^ が検索パターンの最初の文字と して現れた場合、 行頭と
マッチします。

例 : ^Hello は、 行頭に Hello が現れたと きのみマッチします。

$ は行末とマッチします。
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例 : TRUE$ は、 行末に TRUE が現れたと きのみマッチします。

タグまたはスペースのマッチング
\t
\s
\w

\t は、 単一タブ文字とマッチします。

例 : \tint abc; は、 int abc; が続く タブ文字とマッチします。

\s は、 単一スペース文字とマッチします。

例 : \sif は、 if が続く スペース とマッチします。

\w は、 単一空白文字とマッチします。 つま り、 \w は、 タブ文字または
スペース文字のいずれかとマッチします。

例 : \wwhile は、 while が続く タブまたはスペース とマッチします。

0 または 1 回以上の繰り返しマッチング

* および +

* は、 先行する文字の 0 回以上の繰り返し とマッチします。 先行する
文字の繰り返し回数が 0 でもマッチします。

例 : a*b は、 b、 ab、 aab、 aaab、 aaaab、 ... とマッチします。

+ は、 先行する文字の 1 回以上の繰り返し とマッチします。

例 : a+b は、 ab、 aab、 aaab、 aaaab、 ... とマッチしますが、 b とはマッ
チしません。

文字セッ トのマッチング
[ ..]

文字セッ トが [..] で囲まれている場合、 セッ トに含まれているすべて
の文字がマッチします。

例 : [abc] は、 a、 b、 c とマッチしますが、 d とはマッチしません。

セッ トの先頭にキャレッ ト  (^) が追加される と、 セッ トに含まれてい
ない文字のみマッチします。

例 : [^abc] は、 d、 e、 f とマッチしますが、 a、 b、 c とはマッチしませ
ん。

セッ トは範囲の指定に便利です。 範囲は、 [a-z] のよ うに 2 つの文字
をダッシュ  (-) で区切って指定します。 最初の文字は、 最後の文字よ り
も  ASCII 値で小さ くなければなり ません。

例 : [a-z] は、 a から  z のすべての文字とマッチしますが、 A、 1、 2 と
はマッチしません。
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セッ トに複数の範囲を含めるこ とができます。

例 1: [a-zA-Z] は、 すべての英字とマッチします。

例 2: [^a-zA-Z0-9] は、 すべての非英数字とマッチします。

正規表現グループ
\( および \)

正規表現の一部を \( および \) で囲んで、 グループにできます。 グ
ループは、 置換パターンで使用したマッチの一部を利用する際に便利
です。 パターンの各グループは、 左から右に、 1 から始まる数が割り
当てられます。

例 : abc\(xyz\) は、 abcxyz とマッチします。 xyz はグループ #1 と見な
されます。

グループは、 [Replace] コマンドを使用する と きに威力を発揮します。
置換文字列に、 \< 数字 > 形式でグループ文字を指定できます。 グルー
プ文字が置換パターンにマッチするこ とは、 マッチしたパターンから
グループ値を置換するこ とを意味します。

例 1: \(abc\)\(xyz\) を \2\1 で置換。 マッチした文字列 abcxyz を、
グループ #2 の内容 xyz、 グループ #1 の内容 abc の順に置換します。 こ
のため、 abcxyz は xyzabc に置換されます。 驚くのはこれからです。 次
のサンプルを参照して ください。

例 2: \(\w+\)\(.*\)ing を \1\2ed で置換。 ing で終わる文字列を ed 
で終わる文字列に変更します。 英語の先生には迷惑かもしれませんね。

正規表現文字の無効化
\ (バッ クスラ ッシュ )

メ タ文字の前にあるバッ クスラ ッシュ  (\) はその特殊な意味を無効にし
ます。 バッ クスラ ッシュ  (\) は文字列から無視されます。

例 : a\*b は、 a*b とマッチします。 この場合、 * 文字に 「先行する文字
の 0 回以上の繰り返し とマッチする」 とい う意味はあ り ません。

正規表現のまとめ

以下の特殊文字は正規表現で解釈されます。

表 4.3: 正規表現文字

文字 マッチする対象

^ ( 先頭にある場合のみ ) 行頭

. すべての単一文字

[abc] セッ ト  abc に属するすべての単

一文字 
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[abc] のよ うなセッ トには、 以下の意味があ り ます。

ブックマーク

ブッ クマークは、 ファ イルの特定の場所をマークします。 ブッ クマー
クを設定および削除、 またはブッ クマークへジャンプするには、
[Bookmark] コマンドを使用します。 各マークには名前があ り、 ファ イ
ルと行番号を指定します。 [Bookmark] コマンドは、 マークがある関数
およびシンボルも表示します。

ブッ クマークは、 ファ イルの特定の場所を記録する際に便利です。 設
定したマークはカレン ト  ワークスペースに保存され、 セッシ ョ ンから
セッシ ョ ンへ維持されます。

ブッ クマークは、 ファ イルの編集に応じて更新されます。 たとえば、
ある行にマークを設定し、 その行の前に行を挿入した場合、 行番号が
変更されてもマークはオリジナル行に設定されたままです。 マークを

[^abc] セッ ト  abc に属さないすべての

単一文字 

* 先行する文字の 0 回以上の繰り

返し

+ 先行する文字の 1 回以上の繰り

返し

\t タブ

\s スペース

\w 空白 ( タブまたはスペース )

$ 行末

表 4.4: 正規表現文字列

セッ トの種類 意味

[< 文字リ ス ト >]    
例 :   [abcde]

セッ ト内のすべての文字とマッ
チします。 セッ トの文字数に制
限はあ り ません。

[x-y]
例 :  [a-z]

x から  y の範囲のすべての文字

とマッチします。 x の ASCII 値
は y の ASCII 値よ り も小さ くな

ければなり ません。

組み合わせ
例 :  [WXYa-z0-9]

文字リ ス ト と範囲が組み合わさ
れます。

表 4.3: 正規表現文字

文字 マッチする対象
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設定した行が削除されるか、 ファ イルが閉じられる と、 マーク も削除
されます。

選択履歴のナビゲーシ ョ ン

選択履歴は、 現在開いているファ イルで最近選択した範囲 ( 最大 100) 
の循環リ ス トです。

選択履歴は、 最近
アクセスした位置
の循環リストで
す。

選択履歴の位置を表示、 または選択履歴の位置にジャンプするには、
[Selection History] コマンドを使用します。 [Selection History] コマンド
は、 各履歴項目がある関数またはシンボル、 ファ イルおよび行番号も
表示します。   

[Go Back] と  [Go Forward] コマンド

[Go Back] と  [Go 
Forward] コマンド

は、 インターネッ
ト  ブラウザのコマ

ンドに似ていま
す。

インターネッ ト  ブラウザの [ 進む ] と  [ 戻る ] ボタンの使い方を知って
いるなら、 [Go Back] と  [Go Forwards] コマンド も簡単に使用できます。

[Go Back] と  [Jump To Definition] コマンドを使用する と、 関数呼び出し
チェーンの移動や、 異なる関数呼び出しを含む別のパスへの移動が簡
単になり ます。

[Go Back] コマンドは、 選択履歴の前の場所にジャンプします。 [Go 
Forward] コマンドは、 選択履歴の次の場所にジャンプします。 選択履
歴は循環リ ス トです。 そのため、 リ ス トの最後で [Go Forward] コマン
ドを使用する と リ ス トの先頭に、 リ ス トの先頭で [Go Back] コマンド
を使用する と リ ス トの最後にジャンプします。

ソース リンクを使用したナビゲーシ ョ ン

ソース  リ ンクは、 2 つの異なるテキス ト  ファ イルの 2 つの場所を接続
します。 ソース  リ ンクは、 「 リ ンク  ソース」 ファ イルのテキス トの行
を 「 リ ンク  ターゲッ ト 」 ファ イルの場所に接続します。 リ ンクは個々
の行と関連付けられます。 ソース  リ ンクは、 カレン ト  ワークスペース
の一部です。

ソース リンクは、
2 つのファイルの 
2 つの行を接続し

ます。

リ ンクを移動するには、 [Jump To Link] コマンドを使用します。 ソース  
リ ンクの リ ンク先が表示されます。 リ ンクは、 ソース  ファ イルが開い
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ている限り移動できます。 ターゲッ ト  ファ イルが開いていない場合、
[Jump To Link] コマンドを使用する と自動的にファイルが開きます。

図 4.15  検索結果ウィンドウとソース リンクのリンク先を示すソース ファイ
ル ウィンドウ。

ソース  リ ンクは双方向のリ ンクです。 そのため、 [Jump To Link] コマ
ンドを使用して、 ソースからターゲッ トに、 またはターゲッ トから
ソースに移動できます。

また、 リ ンク情報は、 ブッ クマークのよ うにファ イルの編集に応じて
更新されます。 リ ンク  ソース行が削除されるか、 リ ンク  ソース  ファ
イルが閉じられる と、 リ ンク も削除されます。

検索とソース リンク

[Search]、 [Search Files]、 および [Lookup References] コマンドを使用し
て検索を実行する と、 検索結果ウ ィンド ウの検索結果にソース  リ ンク
が含まれます。 リ ンク  ソース  ファ イルは検索結果のテンポラ リ  ファ
イルで、 各リ ンクの リ ンク  ターゲッ トは検索したファ イルでパターン
が一致した場所です。

ソース  リ ンクはカレン ト  ワークスペースの一部です。 つま り、 セッ
シ ョ ン状態の一部です。 検索結果を新しいファ イル名で保存した場合、
ソース  リ ンクはカレン ト  ワークスペースに残されます。 たとえば、 あ
るパターンを検索して、 検索結果を  S1.OUT に保存し、 次の検索を行

ソース リンクは 2 
つの場所を接続し
ます。 これらのリ
ンクは検索結果と
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う と、 S1.OUT と検索結果に別のソース  リ ンクが含まれます。 検索結
果ウ ィンド ウを閉じる と、 ソース  リ ンクは削除されます。

ソース リンクの作成

[Parse Source 
Links] コマンドは、
カレン ト  ファイル

にソース リンクを

作成します。

カレン ト  ファ イルにソース  リ ンクを作成するには、 [Parse Source 
Links] コマンドを使用します。 [Parse Source Links] コマンドを使用する
には、 ファ イル名と行番号の解析に使用する検索パターンを指定する
必要があ り ます。 パターンがマッチするたびに、 新規ソース  リ ンクが
カレン ト  ファ イルに挿入されます。

[Parse Source Links] コマンドは、 コンパイラ出力およびエラー メ ッ
セージを含む 「ログ」 ファ イルがある場合に便利です。 ログ ファ イル
を開いて、 [Parse Source Links] コマンドを実行するだけです。 リ ンク
がエラー メ ッセージを含むログ ファ イルの各行に設定されます。

カスタム コマンド出力からのソース リンク

カスタム コマンド
出力に、 エラーの
ソース リンクを含

めることができま
す。

カスタム  コマンドの出力から ソース  リ ンクを作成できます。 コマンド
を定義する と き、 「Parse Source Links」 オプシ ョ ンはオンです。 ファ イ
ル名と行番号の解析に使用する検索パターンを指定する必要があ り ま
す。 コマンドを終了する と、 Source Insight は [Go To First Link] コマン
ドを自動的に呼び出します。

Source Insight から  C コンパイラを呼び出す場合は、 この方法を推奨し
ます。 この方法を使用する と、 コンパイラを実行してエラーが発生し
た場合でも、 Source Insight は C ソース行を表示できます。

ソース リンクの移動

Source Insight では、 リ ンク間の移動用に、 以下のコマンドが用意され
ています。

表 4.5: ソース リンクのコマンド

コマンド キー 説明

Jump To Link Ctrl+L ソース  リ ンクの リ ンク先

へ移動します。

Go To First Link リ ンク  ソース  ファ イルの

最初のリ ンク行を選択し、
リ ンク  ターゲッ ト  ファ イ

ルの関連する リ ンク行を
選択して、 両方のファイ
ルをウ ィンド ウに表示し
ます。
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テキストのスクロールと選択

選択範囲は、 ソース  ファ イル ウ ィ ンド ウでハイライ ト されているゼロ
またはそれ以上の文字です。 選択範囲のテキス トは、 「Selection」 スタ
イルでハイライ ト されます。

ソース  ファ イル ウ ィ ンド ウごとに、 1 つの選択範囲があ り ます。 ウ ィ
ンド ウを切り替えても、 各ウ ィンド ウの選択範囲には影響しません。

選択範囲はキーボード とマウスで指定します。 テキス トの選択に使用
するコマンドは、 この後の表を参照して ください。 マウスを使用して
テキス ト を選択する場合は、 テキス ト をポイン ト してド ラ ッグします。
マウスをダブルク リ ッ クする と、 単語全体が選択されます。

[Preferences: General] ダイアログ ボッ クスの [Keep cursor in window 
when paging up and down] オプシ ョ ンがオンの場合のみ、 ウ ィンド ウを
スク ロールする と、 選択範囲が変更されます。 このオプシ ョ ンがオフ
の場合は、 カーソル移動キーを使用した場合、 マウスを使用してポイ
ン ト した場合、 ファ イルを編集した場合のみ、 選択範囲が変更されま
す。

カレン ト  ウ ィンド ウ とカレン ト  ファ イルの選択範囲は、 現在の選択範
囲と して参照されます。

ファイル内の移動

ファ イル内を移動するコマンドはたく さんあ り ます。 移動には、 選択
とスク ロールの 2 種類の移動があるこ とに注意して ください。

選択とは、 ファ イルの現在の選択範囲 ( 通常は挿入ポイン ト ) を動か
すこ とです。

スク ロールとは、 ファ イル ウ ィンド ウにファ イルの ( ウ ィ ンド ウに表
示されていなかった ) 新しい部分が表示されるこ とです。 ウ ィンド ウ
は、 上下左右にスク ロールできます。 スク ロールは、 選択範囲の場所
に影響する とは限り ません。

Go To Next Link Shift+F9 リ ンク  ソース  ファ イルの

次のリ ンクを選択するこ
とを除き、 上記と同じで
す。

Go To Previous Link リ ンク  ソース  ファ イルの

前のリ ンクにジャンプし
ます。

表 4.5: ソース リンクのコマンド

コマンド キー 説明
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選択している場所がウ ィンド ウに表示されていない場合、 選択コマン
ドを使用する と該当する場所にスク ロールします。 たとえば、 カーソ
ルがウ ィンド ウの一番下の行にある と き、 [Cursor Down] コマンドを使
用する と、 ウ ィンド ウはスク ロールして下の行を表示します。

スクロール コマンド

スク ロール コマンドはアクティブなウ ィンド ウをスク ロールします。
現在の選択内容は影響を受けません。 ウ ィンド ウのみ影響を受けます。

選択コマンド

選択コマンドは現在の選択範囲を変更します。 通常、 変更後の選択範
囲がウ ィンド ウに表示されていない場合、 選択範囲を表示するよ うに
ウ ィ ンド ウがスクロールされます。 これらのコマンドは、 挿入ポイン
トに選択範囲を変更して、 ファ イルの新しい位置に移動します。

表 4.6: スクロール コマンド

コマンド キー 説明

Scroll Line Up Alt+Up 1 行上にスクロールしま

す。

Scroll Line Down Alt+Down 1 行下にスクロールしま

す。

Page Up PgUp 1 ウ ィンド ウ上にスク

ロールします。

Page Down PgDn 1 ウ ィンド ウ下にスク

ロールします。

Scroll Half Page Up Ctrl+PgUp ウ ィンド ウの半分上に
スクロールします。

Scroll Half Page Down Ctrl+PgDn ウ ィンド ウの半分下に
スクロールします。

Scroll Left Alt+Left 約 1 タブ左にスクロー

ルします 。

Scroll Right Alt+Right 約 1 タブ右にスクロー

ルします。

表 4.7: カーソル移動コマンド

コマンド キー 説明

Cursor Down ↓ 1 行下に移動します。

Cursor Up ↑ 1 行上に移動します。

Cursor Left ← 1 文字左に移動します。

Cursor Right → 1 文字右に移動します。
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Beginning of Line Home 行頭に移動します。

End of Line End 行末に移動します。

Top of File Ctrl+Home ファ イルの先頭に移動しま
す。

Bottom of File Ctrl+End ファ イルの最後に移動しま
す。

Beginning of Selection Ctrl+Alt+[ 選択範囲の先頭に移動しま
す。

End of Selection Ctrl+Alt+] 選択範囲の最後に移動しま
す。

Top of Window ウ ィンド ウの先頭に移動し
ます。

Bottom of Window ウ ィンド ウの最後に移動し
ます。

Word Left Ctrl+Left 1 単語左に移動します。

Word Right Ctrl+Right 1 単語右に移動します。

Function Down Keypad + 次の関数定義に移動しま
す。

Function Up Keypad - 前の関数定義に移動しま
す。

Blank Line Down 次の空白行に移動します。

Blank Line Up 前の空白行に移動します。

Paren Left Ctrl+9 前の括弧に移動します。

Paren Right Ctrl+0 次の括弧に移動します。

Blank Line Up 前の空白行に移動します。

Blank Line Up 前の空白行に移動します。

Block Up Ctrl+Shift+[ 前の { ブロ ッ ク  レベルに移

動します。

Block Down Ctrl+Shift+] 次の { ブロ ッ ク  レベルに移

動します。

Go To Line F5、 
Ctrl+G

指定した行番号に移動しま
す。

Search Ctrl+F パターンを検索します。

Search Forward F4 次の候補を検索します。

Search Backward F3 前の候補を検索します。

表 4.7: カーソル移動コマンド

コマンド キー 説明
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選択範囲の拡張

以下のコマンドは、 範囲の選択 ( 選択範囲の作成 ) または選択範囲の
拡張に使用します。 キース ト ロークはデフォルトです。

Search Forward for 
Selection

Shfit+F4 カーソルがある単語の次の
候補を検索します。

Selection History Ctrl+Shift+M 過去の選択範囲のリ ス ト を
表示します。

表 4.8: 選択コマンド

コマンド キー 説明

Select All Ctrl を押したまま左

の選択バーをマウス
でク リ ッ ク

ファ イル全体を選択
します。

Select Block Ctrl+- 中括弧または括弧で
閉じた次のブロ ッ ク
を選択します。

Select Function Or 
Symbol

ウ ィンド ウの左の選
択 oーをダブルク

リ ッ ク

シンボル定義全体を
選択します。

Select Char Left Shift+Left 選択範囲を 1 文字左

に拡張します。

Select Char Right Shift+Right 選択範囲を 1 文字右

に拡張します。

Select Line Shift+F6 行全体を選択しま
す。

Select Line Down Shift+Down 選択範囲を 1 行下に

拡張します。

Select Line Up Shift+Up 選択範囲を 1 行上に

拡張します。

Select Match Alt+= 対応する中括弧、 括
弧または引用符まで
選択します。

Select Sentence Shift+F7、
Ctrl+.

文全体 ( 次のピ リオ

ドまで ) を選択しま

す。

Select Word Shift+F5、 

ダブルク リ ッ ク  

単語全体を選択しま
す。

表 4.7: カーソル移動コマンド

コマンド キー 説明
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[Toggle Extend Mode] コマンドは、 拡張モードのオン、 オフを切り替え
ます。 拡張モードがオンの場合に、 [Cursor Left] のよ うな移動コマンド
を使用する と、 現在の選択範囲がその方向に拡張されます。

98 ページの 「解析機能」 も参照して ください。

選択シ ョート カッ ト

Source Insight には、 ソース  コード内のオブジェク ト を選択する多くの
シ ョート カッ トが用意されています。

Source Insight のソース  ファ イル ウ ィンド ウの左には、 「選択バー」 が
あ り ます。 シ ョート カッ トの多くは、 選択バーをク リ ッ ク して実行で
きます。

単語全体の選択

単語全体を選択す
るには、 単語をダ
ブルクリ ックしま
す。

単語全体を選択するには、 単語をダブルク リ ッ ク します。 選択範囲を
ド ラ ッグして単語全体を選択するこ と もできます。

関数全体またはシンボルの選択

関数全体を選択す
るには、 左の選択
バーをダブルク
リ ックします。

関数全体、 構造体、 その他のシンボルを選択するには、 ソース  ファ イ
ル ウ ィンド ウの選択バーをダブルク リ ッ ク します。 Source Insight は、
ド ラ ッグした関数全体またはシンボルを選択します。

[Select Symbol] コマンドを使用して、 現在の選択範囲を囲むシンボル
を選択するこ と もできます。

Select Word Left Ctrl+Shift+Left 左に単語単位で選択
範囲を拡張します。

Select Word Right Ctrl+Shift+Right 右に単語単位で選択
範囲を拡張します。

Select To Shift を押したままク

リ ッ ク  
カーソルの位置まで
選択範囲を拡張しま
す。

Select To Top Of File Shift+Home ファ イルの先頭まで
選択します。

Select To End Of File Shift+End ファ イルの最後まで
選択します。

Select To End Of Line カレン ト行の行末ま
で選択します。

Toggle Extend Mode オンの場合、 移動
キーで選択範囲を拡
張します。

表 4.8: 選択コマンド

コマンド キー 説明
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( ソース  ファ イル ウ ィ ンド ウの左にある ) シンボル ウ ィ ンド ウもシン
ボル全体の選択に使用できます。 リ ス トでエン ト リ をダブルク リ ッ ク
する と、 シンボルが選択されます。

対応する括弧とブロックの選択

対応する括弧また
は引用符まで選択
するには、 選択範
囲をダブルクリ ッ
クするか、
[Alt]+[=] キーを押
します。

対応する括弧または引用符まで選択するには、 括弧または引用符をダ
ブルク リ ッ ク します。 Source Insight が該当する範囲を選択します。
[Select Match] コマンド  ([Alt]+[=]) を使用して対応する括弧まで選択す
るこ と もできます。

囲みブロックの選択

[Select Block] コマンド  ([Ctrl]+[-]) は、 囲みブロ ッ クを選択します。 囲
みブロ ッ ク とは括弧、 中括弧、 または大括弧のいずれかで囲まれてい
るブロ ッ クです。 このコマンドを繰り返すと、 次の外側の囲みブロ ッ
クが選択されます。

行全体の選択

テキス トの行全体を選択するには、 選択バーをク リ ッ ク します。 テキ
ス トの行全体が選択されます。 マウスのボタンを押したまま ド ラ ッグ
する と、 行全体が選択されます。 [Select Line] コマンド  ([Shift]+[F6]) も
行全体を選択します。

ファイル全体の選択

ファ イル全体を選択するには、 [Ctrl] キーを押したままで左の余白をマ
ウスでク リ ッ ク します。 または、 [Select All] コマンド  ([Ctrl]+[A]) を使
用します。

テキストの段落の選択

言語パーサーがないファ イル (194 ページの 「Document Options」 を参
照 ) では、 選択バーをダブルク リ ッ ク してテキス トの段落全体を選択
できます。

段落は、 黒線で囲まれたテキス ト行のグループと して定義されます。

行間の選択

Source Insight では、 カーソルが行の先頭の近く、 またはその上下にあ
る と きに表示される、 く さび型のカーソルを使用して行間を選択でき
ます。 マウスでく さび型のカーソルをク リ ッ クする と、 Source Insight 
は行間を選択します。 入力を開始する と、 Source Insight は最初に改行
を自動的に挿入します。 これは新しい行を挿入する便利な方法です。
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ファイル バッファについて

[Open] コマンドは
ファイルを作業
「バッファ」 に
ロード します。

[File] > [Open] コマンドは、 ディ スク上のファイルを開いて、 ファ イル 
バッファにロード します。 ファ イル バッファは編集可能なファイルの
テンポラ リ  イ メージです。 [Save] コマンドを使用してファ イルを保存
するまで、 オ リ ジナル ファ イルに影響を及ぼすこ とな く、 ファ イル 
バッファを編集できます。

[Save] コマンド

は、 オリジナル 
ファイルを上書き
します。

[File] > [Save] コマンドは、 ファ イル バッファの内容をオリジナル ファ
イルに上書きします。 オ リ ジナル ファ イルが変更されるのは、 この場
合だけです。

図 4.16  開く と保存

ファ イルを閉じる と、 ファ イル バッファの内容は破棄されます。 ディ
スク上のオ リジナル ファ イルは [Save] コマンドを使用しない限り変更
されません。

オリジナル ファイ
ルはファイルを保
存するまで変更さ
れません。

ファ イルが保存されるまで、 すべての変更はテンポラ リ  ファ イル バッ
ファに記録されます。 ファ イルが保存される と、 新規ファイルが作成
され、 オ リジナル ファ イルは削除されるか、 バッ クアップ ディ レク ト
リに移動されます。 いったん新規ファ イルがディ スクに書き込まれる
と、 ファ イルの名前がオリジナル ファ イルの名前に戻されます。 保存
されるまでオリ ジナル ファ イルが変更されないため、 Source Insight で
は安全にファイルを変更するこ とができます。

ファ イル編集時にファイル バッファの使用を考慮する必要はあ り ませ
ん。 このマニュアルでは、 「開いているファ イル」 という記述はファイ
ル バッファを意味しています。 Source Insight は、 開いているファ イル
とオ リジナルのベース  ファ イル間の関係を維持します。 このため、
[Open] コマンドは、 ファ イルと無関係なバッファにオリジナル ファ イ

File on Disk

Source Insight

Temp File & Memory

Edits

Open Save
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ルをコピーするコマンドではなく、 オ リ ジナル ファ イルを開いて編集
するコマンド と見なされます。  [Save] コマンドは、 オ リ ジナル ファ イ
ルと編集したファ イルの同期と見なすこ とができます。

Source Insight は、
テキスト  ファイル

の編集に使用しま
す。

Source Insight は、 ASCII ファ イルの編集に使用します。 非 ASCII ファ
イルを編集するよ うには設計されていません。 しかし、 非 ASCII ファ
イルを開く こ とはできます。 非 ASCII 文字が含まれている場合、
Source Insight はファイルを保存する前に、 本当に保存してもいいかど
うか確認します。 Source Insight は、 CR/LF シーケンスを行末マーカと
して扱い、 CR/LF シーケンスを含むファイルを保存する場合は常に確
認します。

Source Insight のアプリ ケーシ ョ ン ウ ィンド ウにファ イルをド ラ ッグ ア
ンド  ド ロ ップして、 さまざまな種類のファ イルを仮想的に開く こ と も
できます。通常のテキス ト  ファ イルに加えて、 プロジェク ト  ファ イル 
(.PR)、 設定ファイル (.CF3)、 ワークス  ペース  ファ イル (.WK3)、 およ
びク リ ップ ファ イル (.CLI) を開く こ とができます。

タイムスタンプ

ファイルのタイム 
スタンプとサイズ
は、 「署名」 と し
て使用されます。

Source Insight でファイルを保存する と、 Source Insight はプロジェク ト
にファ イルの更新日時を記録します。 プロジェク ト  ファ イルを開く と
き、 ファ イルの変更日時がプロジェク トに記録されている日時よ り新
しい場合、 Source Insight はファ イルのプロジェク ト  シンボル データ
ベースを再同期します。 自動的に同期するこ とで、 ユーザーが別のテ
キス ト  エディ タやソース管理システムを使用した場合でも、 Source 
Insight のプロジェク ト  データベースが最新の状態に保たれます。 319 
ページの 「Synchronize Files」 も参照して ください。

Source Insight 起動時の状態

Source Insight は、 起動後にまずレジス ト リ を調べて、 開くプロジェク
ト を確認します。 次に、 プロジェク ト を開き、 プロジェク トの設定と
ワーク  スペースをロード します。 ワークスペースをロードする と、 以
前開かれていたファ イルがすべて、 再度開かれます。

ファ イル名をコマンド  ラ インで指定した場合、 ワークスペースにリ ス
ト されているファ イルは再度開かれません。

プロジェク トが開かれる と、 現在の作業ディ レク ト リがプロジェク ト
のソース  ディ レク ト リに変更されます。
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クラッシュからのリカバリ

リカバリ  ファイル
は編集中にバック  
グラウンドで保存
されます。

一定間隔ごとに、 保存していない編集項目はテンポラ リ  リ カバリ  ファ
イルに保存されます。  この保存処理は非常に高速に行われ、 通常は気
づく こ とはあ り ません。 作業を中断される心配はあ り ません。

リ カバリ  ファ イルには、 他のファイルへのポインタのみ保存されま
す。 このため、 書き込み作業は非常に高速です。 編集内容を徐々にリ
カバリ  ファ イルに保存するこ とで、 Source Insight はシステム障害、 停
電、 またはク ラ ッシュに対処します。 Source Insight は、 次回の起動時
にリ カバリが必要かど うか認識します。

リカバリ  ファイル
の保存間隔は、
[Preferences: 
General] で設定し
ます。

[Preferences: General] コマンドで リ カバリ  ファ イルの保存間隔を設定で
きます。 リ カバリ時間は秒単位で指定できます。 デフォルト値は 15 秒
です。 この値よ り も短く設定する と、 リ カバリ  ファ イルの更新頻度は
高くな り ます。 この値よ り も長く設定する と、 リ カバリ  ファ イルの更
新頻度は低くな り ます。 設定時間を長く しすぎる と、 リ カバリ  ファ イ
ルに変更を記録しないで、 ファ イルに変更を加えるこ とができます。
なるべく短い間隔を設定して ください。 しかし、 リ カバリ  ファ イルの
更新頻度が高ければ高いほど、 Source Insight のパフォーマンスは低下
します。 高速なマシンでは数秒で更新が完了するため、 それほど気に
なり ません。

リカバリ手順

オーファン リカバ

リ  ファイルはク

ラッシュが発生し
たことを示しま
す。

ファ イルを保存する前にク ラ ッシュが発生した場合、 Source Insight を
再起動してください。 Source Insight は、 オーファン リ カバリ  ファ イル
を使用して、 ファ イルに対して行われた変更を認識します。 ダイアロ
グ ボッ クスが表示され、 前回の Source Insight のセッシ ョ ンが正常に終
了しなかったこ とを知らせます。 3 つのオプシ ョ ンがあ り ます。

• [Recover] ボタンをクリ ックする。 Source Insight は、 過去に開かれ

たファイルをすべて リ カバリ します。 リ カバリ後、 セッシ ョ ン
はリ カバリ  ファ イルが最後に同期されたと き と同じによ うに見
えます。 保存されなかった編集はすべてそのままです。

( または )
• [Continue] ボタンをクリ ックする。 Source Insight は、 リ カバリ しな

いで処理を続行します。 続行後にリ カバリするこ とはできませ
ん。

( または )
• [Quit] ボタンをクリ ックする。 Source Insight は、 リ カバリ しないで

直ちに処理を終了します。 再度 Source Insight を実行すれば、 リ
カバリするこ とは可能です。
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リ カバリが行われる と、 Source Insight は編集セッシ ョ ンの途中から再
開します。 以前開かれていたすべてのファイルが開かれ、 以前編集し
ていた内容がそのまま表示されます。 リ カバリ後、 通常通り編集を続
行できます。 終了する と、 それまでに変更したファ イルが保存されま
す。

警告

保存する前にリカ
バリの結果を確認
して ください。

Source Insight のリ カバリ  システムは非常に優れていますが、 リ カバリ  
システムは複雑なシステムです。 脆弱性が存在する可能性は常にあ り
ます。 リ カバリが必要になるのは、 ハード ウェア障害、 停電、 Source 
Insight が原因で発生したプログラムの不具合、 Source Insight そのもの
の不具合などの、 異常な状況です。 理由が何であれ、 ファ イルを保存
する前にリ カバリ したファ イルを確認して問題がないこ とを確かめる
こ とを推奨します。 Source Insight のリ カバリ  ファ イルの一部または全
部が壊れていたり、 リ カバリ  ファ イルの更新中に問題が発生した場
合、 Source Insight はファイルを正し く リ カバリできません。 リ カバリ
が正し く行われなかった場合、 ファ イルを保存しないでください。
ファ イルを保存しないで閉じ、  オ リジナルの保存していないファイル
を使用して ください。 リ カバリできなかった変更は保存されていませ
んが、 ファ イルは正常です。

メモ : リ カバリ を行うには、 以前開いたオリジナル ファ イルがまだ存在し

ていて、 Source Insight で開いた後、 または保存した後に変更されてい

ない必要があ り ます。 リ カバリ を行う必要がある場合は、 オ リジナル 
ファ イルを変更する前に行ってください。

コマンド  ラインの構文

Source Insight のコマンド  ラ インの構文は以下のとおりです。

insight3 [-オプション ] [ [+行番号 ファイル ] [+ ファイル ] [ ファイル ] 
[シンボル名 ] ]

大括弧 […] で囲まれているのはオプシ ョ ン  パラ メータです。 任意の数
のオプシ ョ ン、 ファ イル、 およびシンボル名をコマンド  ラ インで指定
できます。

コマンド  ラインで指定するオプシ ョ ンの前には、 ダッシュ  (-) または
右上がり スラ ッシュ  (/) を記述する必要があ り ます。
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ファイルの引数の指定

ファ イルの引数は、 以下の種類の 1 つになり ます。

• ファ イル名。 Source Insight では、 ファ イルの拡張子を省略でき

ます。 この場合、 Source Insight はカレン ト  プロジェク ト内で入
力したファ イル名 (< ファ イル名 >.*) と一致するファ イルを検索
します。 同じ名前のファ イルが複数存在する場合、 ファ イルを
選択する リ ス トが表示されます。

• シンボル名。 Source Insight はファイル名をシンボルと して扱う

ため、 各ファ イル引数はシンボルと して見なすこ とができます。
Source Insight は、 シンボルが含まれるファ イルを開き、 その場
所にジャンプします。 任意の数のシンボルを指定できます。 シ
ンボル名が ( 拡張子を除く ) ファ イル名、 または他のシンボルと
重複している場合、 シンボルを選択する リ ス トが表示されます。

• ワークスペース  ファ イルの名前 ( 拡張子 .WK3)。 Source Insight 
は、 ワークスペースに含まれるファ イルをすべて開きます。

• 設定ファイルの名前 ( 拡張子 .CF3)。 Source Insight は、 指定され

た設定ファ イルをロード します。

ファイルを開く

Source Insight のコマンド  ラ インでは、 ファ イルを開く と きに以下のオ
プシ ョ ンを指定できます。 ファ イル名の前にオプシ ョ ンでプラス記号 
(+) と行番号を指定する と、  ファ イルを開いたと きにその行が表示され
ます。

例 :
insight3 +100 file.c

FILE.C を開き、 100 行目を表示します。

ファ イル名の前にオプシ ョ ンでプラス記号 (+) のみを指定する と、  カ
レン ト  ワークスペースで開いているファ イルに加えて、 指定したファ
イルを開きます。

例 :
insight3 +file.c

カレン ト  ワークスペースで開いているすべてのファ イルに加えて、
FILE.C を開きます。

プラス記号なしでファイルを指定した場合、 カレン ト  ワークスペース
で開かれていたファ イルは閉じられ、  コマンド  ラ インで指定したファ
イルのみ開かれます。
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例 :
insight3 file.c other.c

FILE.C と  OTHER.C のみを開きます。 カレン ト  ワークスペースでそれ
まで開かれていたファイルは閉じられます。

ファイルの検索方法

コマンド  ラインで相対ファイル パスを指定した場合、 Source Insight は
最初に Source Insight を開始したディ レク ト リに対する相対ファ イルを
検索します。 ファ イルが見つからない場合、 プロジェク ト を開いて、
プロジェク トのファ イル リ ス トのファ イルを検索します。

つま り、 任意のディ レク ト リで Source Insight を開始できます。 指定し
たファ イルがカレン ト  プロジェク トに含まれていれば、 Source Insight 
はそのファ イルを検索します。 スタート アップ ディ レク ト リ  ( または
相対ディ レク ト リ ) に同じ名前のファイルがある場合、 Source Insight 
はそのファ イルを開きます。

ワークスペースを開く

通常のテキス ト  ファ イルに加えて、 Source Insight のワークスペース  
ファ イルの名前も指定できます。

例 :
insight3 myset.wk3

ワークスペース  ファ イル myset.wk3 のすべてのファイルを開きます。

通常のファ イル名と ワークスペース  ファ イルを指定するこ と もできま
す。

例 :
insight3 +100 file.c myset.vw print.c myset2.wk3

ファ イルと ワークスペース  ファ イルの両方を開きます。

コマンド  ライン オプシ ョ ン

Source Insight のコマンド  ラ インでは、 以下のオプシ ョ ンを指定できま
す。

新規プログラム インスタンスの抑制

-i < コマンド ラインの残り > 

既に実行している  Source Insight のインスタンスに、 コマンド  ラ インの
残り を指示します。 実行しているインスタンスがない場合、 新規イン
スタンスが開始されます。
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例 :
insight3 –i myfile.cpp

既に実行している  Source Insight のインスタンスに、 myfile.cpp を開く
よ うに指示します。

Source Insight コマンドの実行

-c < コマンド名 >

Source Insight を開始して、 指定されたコマンドを実行します。 ビルト
イン コマンド、 定義されたカスタム  コマンド、 またはマクロ  コマン
ドです。

開く プロジェク トの指定
-p <プロジェク ト名 >

カレン ト  プロジェク ト を閉じて、 指定されたプロジェク ト を開きま
す。 プロジェク トが存在しない場合、 Source Insight はエラー メ ッセー
ジを表示します。

例 :
insight3 -p myproj

カレン ト  プロジェク ト を閉じる

-pc

カレン ト  プロジェク ト を閉じます。 他のプロジェク トは開かれませ
ん。

例 :
insight3 -pc

テンポラリ  プロジェク トの使用

-pt <プロジェク ト名 >

カレン ト  プロジェク ト を閉じて、 指定されたプロジェク ト を開きま
す。 -p オプシ ョ ンとは異な り、 次回 Source Insight を実行する と き、 旧
カレン ト  プロジェク トが開かれます。 カレン ト  プロジェク ト を変更し
ないでバッチ ファ イルに Source Insight のコマンドを追加する場合に便
利です。
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例 :
insight3 -pt mail

シンボルの検索
-f <symbol_name>

symbol_name で指定されたシンボル名を検索し、 ファ イルを開いて、
シンボルの挿入ポイン トに移動します。   シンボルが見つからない場
合、 Source Insight はエラー メ ッセージを表示します。 このコマンド
は、 ファ イルではな く解析したシンボルを検索しているこ とを  Source 
Insight に明示的に知らせるため、 ファ イル名の代わりにシンボルを指
定するこ と とは違います。

例 :
insight3 -f DoIdle

プロジェク ト  ファ イルの同期

-u

Source Insight の起動時にすべてのプロジェク ト  ファ イルを更新しま
す。 [Project] メニューで [Synchronize Files] コマンドを使用するこ と と
同じです。

例 :
insight3 -u

バッチ モードでのファイルの同期

-ub

Source Insight がファイルを更新した後に終了するこ とを除いて、 -u と
同じです。 このコマンドを使用する と、 バッチ ファ イルに Source 
Insight プロジェク ト を同期するコマンドを追加できます。

例 :
insight3 –ub

スプラッシュ  スクリーンの抑制

-s

Source Insight の起動時に表示されるスプラ ッシュ  スク リーンをオフに
します。

ユーザーレベル コマンド

コマンド とは、 ユーザーがメニュー項目を選択するか、 またはキース
ト ロークを行う こ とによ り  Source Insight が実行する、 ユーザーレベル
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の操作のこ とを言います。 たとえば、 [Open] コマンドはファ イルを開
き、 [Save] コマンドはファ イルを保存します。 各コマンドには名前と、
動作があ り ます。

コマンドはメニュー、 キース ト ローク、 およびマウス  ク リ ッ クに割り
当て可能な リ ソースです。 そして、 それらの割り当ては設定の一部で
す。

コマンドにキーを
割り当てるには、
[Options] > [Key 
Assignments] を使

用します。

キース ト ローク とマウス  ク リ ッ クがコマンドに割り当てられます。 た
とえば、 Ctrl+O キース ト ロークは [Open] コマンドに割り当てられてい
ます。 1 つ以上のキース ト ロークをコマンドに割り当て可能です。
キー割り当てをカスタマイズするには、 [Key Assignments] コマンドを
使用します。

メニューにコマン
ドを割り当てるに
は、 [Options] > 
[Menu 
Assignments] を使

用します。

コマンドがメニューに割り当てられます。 たとえば、 [Open] コマンド
は [File] メニューに割り当てられています。 メニューの内容をカスタ
マイズするには、 [Menu Assignments] コマンドを使用します。

Source Insight では、 コンパイラや他の外部ツールを  Source Insight から
起動するカスタム コマンドを定義するこ と もできます。

カスタム コマンド

Source Insight に用意されている標準コマンドに加えて、 カスタム  コマ
ンドを定義できます。 カスタム コマンドは、 シェル バッチ ファ イル
に似ています。 外部のコマンド  ラ イン プログラムと  Windows GUI プ
ログラムを実行します。 Source Insight は、 バッ クグラウンドでカスタ
ム  コマンドを実行できます。 カスタム コマンドの出力は、 ファ イルに
保存するか、 貼り付けるこ とができます。

カスタム コマンド

は、Source Insight 
の内部から起動す
るシェル コマンド

です。

[Options] > [Custom Command] ダイアログ ボッ クスを使用して、 カスタ
ム  コマンドを定義、 実行できます。 一度定義したら、 カスタム コマン
ドは、 他のコマンド と同様に処理できます。 メニューに割り当てた り、
キース ト ロークを割り当て可能です。 カスタム  コマンドは現在の設定
の一部です。

カスタム  コマンドはコンパイルの実行に便利です。 コンパイラや 
make プログラムを実行するカスタム  コマンドを定義するこ とで、 コ
ンパイラ  エラー メ ッセージをキャプチャしてエラーを解析し、 間違っ
ているソース  コードを自動的に指すソース  リ ンクを生成できます。

カスタム  コマンドを使用するさまざまなテキス ト  フ ィルタを実装する
こ と も可能です。 たとえば、 ソート  フ ィルタを実行して現在の選択範
囲に出力を貼り付ける  [Sort] カスタム コマンドを定義できます。

詳細は、 176 ページの 「Custom Commands」、 222 ページの 「Key 
Assignments」、 および 248 ページの 「Menu Assignments」 を参照して く
ださい。
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Source Insight のカスタマイズ 

Source Insight では多くの項目をカスタマイズできます。 オプシ ョ ンの
セッ ト全体は設定と呼ばれ、 設定ファ イルを保存およびロードできま
す。

カスタマイズ設定
は設定ファイルに
格納されます。

通常、 カスタマイズ設定はすべて Source Insight プログラム ディ レク ト
リ 、 またはユーザー データ  ディ レク ト リにある  global.cf3 とい う ファ
イルに保存されます。 これを 「グローバル」 設定ファ イルと言います。
[Project Settings] ダイアログ ボッ クスのオプシ ョ ンを使用して、 プロ
ジェク トで独自の設定ファ イルを使用できます。

選択 . [Preferences] コマンドで、 ファ イル制御、 表示オプシ ョ ン、 言語
サポート などのさまざまなユーザー オプシ ョ ンを設定できます。

ドキュ メン ト  オプシ ョ ン . [Document Options] コマンドで、 ドキュ メン ト  
タイプを定義および変更できます。 ドキュ メン ト  タイプとは、 ファ イ
ルの名前や拡張子によって Source Insight の動作を指定できるファ イル 
タイプのこ とです。

キー割り当て . [Key Assignments] コマンドで、 Source Insight のキーボー
ドを再配置できます。 Source Insight の各コマンドがこのダイアログ 
ボッ クスに リ ス ト されます。 各コマンドにキース ト ロークやマウス  ボ
タン シ ョート カッ ト を指定可能です。

メニュー割り当て . [Menu Assignments] コマンドで、 Source Insight のメ
ニュー バーをカスタマイズできます。 Source Insight の各コマンドがこ
のダイアログ ボッ クスに リ ス ト されます。 任意のメニューに各コマン
ドを割り当て可能です。

設定のロード と保存

[Save Configuration] コマンドを使用して設定を保存できます。 [Load 
Configuration] コマンドを使用して設定オプシ ョ ンをロードできます。
設定をロードする と、 ディ スクに格納されている現在の設定が置換さ
れます。

[Save Configuration] コマンドを使用して、 キー割り当てのよ うな個々
の設定を保存するこ と も可能です。

プロジェク ト設定

プロジェク ト設定
はプロジェク トに
格納され、 設定
ファイルには格納
されません。

[Project Settings] コマンドを使用して、 各プロジェク トに特別なオプ
シ ョ ンを設定できます。 前述した他のカスタマイズとは異なり、 プロ
ジェク ト設定はプロジェク トに格納され、 設定ファイルには格納され
ません。
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プロジェク ト固有の設定

プロジェク ト固有の設定を行うには、 [Project Settings] コマンドを使用
して設定を指定します。 プロジェク トに独自の設定ファイルがある場
合、 プロジェク ト を開く と きにすべてのユーザーの選択が変更されま
す。

設定の保存

カスタマイズ設定
は設定ファイルに
格納されます。

Source Insight はあらゆる面でカスタマイズ可能です。 たとえば、 画面
の色や、 コマンドへのキース ト ロークの割り当てなど。 この一連のオ
プシ ョ ンは設定と呼ばれます。 設定には、 通常はあま り変更されない
情報が含まれます。 通常は、 Source Insight のインス トール時にのみ設
定を行い、 必要に応じて変更します。

設定には、 [Options] メニューや [Preferences] ダイアログ ボッ クスで指
定するオプシ ョ ンのほとんどが含まれます。

• 表示オプシ ョ ン  

• 言語オプシ ョ ン

• 構文フォーマッ ト  スタイル

• 構文修飾

• キー割り当て

• メニュー割り当て

• ツールバー

• カスタム  コマンド

• ドキュ メン ト  タイプとオプシ ョ ン

• ページ設定

• ファ イル オプシ ョ ン

• 全般オプシ ョ ン

• シンボル参照オプシ ョ ン

• 入力オプシ ョ ン

設定ファイルは、
オプシ ョ ン変更時
に更新されます。

実行中の Source Insight に影響する設定はカレン ト設定と呼ばれます。
カスタマイズ設定を変更するか、 新規設定をロードする と、 ディ スク
上の設定ファイルも更新されます。
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設定ファイル

Source Insight を終了する と、 カレン ト設定が設定ファイルに保存され
ます。 Source Insight を開始する と、 前のセッシ ョ ンの設定情報がリ ス
ト アされます。

プロジェク トが開かれていない場合、 カレン ト設定ファイルの名前は 
global.cf3 で、 Source Insight プログラム ディ レク ト リ  ( セッ ト アップ プ
ログラムで Source Insight をインス トールした場所 ) に格納されます。

プロジェク トが開かれている場合、 カレン ト設定ファ イルの名前は 
[Project Settings] ダイアログの設定に応じて < プロジェク ト名 >.cf3 ま
たは Global.cf3 のいずれかになり ます。

設定ファイルの格納場所

設定ファイルは、 通常、 「My Documents\Source Insight」 フォルダ内の
「Settings」 フォルダに保存されます。

Source Insight にログインして実行するユーザーごとに、 「My 
Documents\Source Insight」 フォルダ内のユーザー データ  ディ レク ト リ
が作成されます。 そのため、 各ユーザーは別々に独自の設定を格納で
きます。

ヒン ト : すべてのカスタマイズ設定を含むグローバル設定ファイルのバッ ク
アップをと るこ とを推奨します。 [Load Configuration] コマンドを使用

するか、 Source Insight 内のカスタマイズ設定を変更する と、 設定ファ

イルは自動的に変更されます。

ヒン ト : Source Insight を更新する場合、 あらかじめバッ クアップをと るこ とを

推奨します。 Source Insight の新しいビルドは以前の設定ファイルと互

換性があ り ますが、 以前のビルドで新しい設定ファイルを開けない場
合があ り ます。 以前のビルドに戻す場合は、 古い設定ファイルを使用
して ください。

設定のロード

[Load Configuration] コマンドを使用して、 ロードする設定ファ イルを
選択します。 設定項目全体、 またはメニュー項目のよ うな設定の一部
をロードできます。

独自の設定ファイルがあるプロジェク ト を開く と、 プロジェク トの設
定もロード されます。

設定の保存

[Save Configuration] コマンドを使用して、 現在の設定を他の設定ファ
イルに保存できます。 設定ファ イルを保存するこ とで、 メニュー、
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キース ト ローク割り当て、 画面の色、 その他が異なる  Source Insight の
カスタマイズ バージ ョ ンを作成できます。 [Save Configuration] コマン
ドを使用して現在の設定の一部を保存するこ と もできます。

Source Insight は変更されたオプシ ョ ンを自動的に保存するので、 通常
は [Save Configuration] コマンドを使用する必要はあ り ません。

ワークス ペースの保存と リス トア

ワークスペースにはセッシ ョ ン間で変更されるセッシ ョ ン状態が含ま
れます。 編集中に複数のファイルを開く場合があ り ます。 各ファ イル
でテキス ト を選択できます。 各ファイルでブッ クマークを設定できま
す。 この情報はワークスペースの一部分です。 ワークスペースには、
以下の項目が含まれます。

• 開いたファ イルの名前

• 各ファイルの選択範囲

• 各ファイルのブッ クマーク

• 選択履歴 ( 各ファイルで選択していた場所 )

• 各ソース  ファ イル ウ ィンド ウのサイズと位置

• 文字列の検索と置換

• ソース  リ ンク

• ダイアログ ボッ クスの入力履歴 

• コマンド記録 (311 ページの 「Start Recording」 を参照 )

Source Insight を終了する と、 カレン ト  ワークスペースがワークスペー
ス  ファ イルに保存されます。 Source Insight を開始する と、 前のセッ
シ ョ ンのワークスペースがリ ス ト アされます。

プロジェク トが開かれていない場合、 カレン ト  ワークスペース  ファ イ
ルの名前は Global.wk3 です。 プロジェク トが開かれている場合、 カレ
ン ト  ワークスペース  ファ イルの名前は [Project Settings] ダイアログの
設定に応じて < プロジェク ト名 >.WK3 または Global.wk3 のいずれか
になり ます。

ワークス スペースのロード と保存

ワークスペースを開くには、 [File] > [Open Workspace] コマンドを使用
します。

[File] > [Save Workspace] コマンドを使用して、 カレン ト  ワークスペー
スの内容を他のワークスペース  ファ イルに保存できます。
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ワーク  スペースでタスクを管理する

複数のワークスペースを使用するこ とで、 タスクをグループにして個
別に保存できます。

たとえば、 2 つの異なるタスクで作業している と します。 タスク  1 で、
タスクのソース  ファ イルをすべて開き、 作業を開始します。 タスク  1 
の作業を停止する場合、 [Save Workspace] コマンドを使用してファ イル
「Session1」 を保存します。 すべてのファ イルを閉じ、 タスク  2 のソー
ス  ファ イルを開いて作業を開始します。 タスク  2 の作業を停止してタ
スク  1 の作業に戻す場合、 [Save Workspace] コマンドを使用してファ イ
ル 「Session2」 を保存し、 次に [Open Workspace] コマンドを使用して
ファ イル 「Session1」 を開きます。

パフォーマンスの調整

プロジェク トのサイズとマシンの種類に応じて、 最適なパフォーマン
スが得られるよ うに Source Insight を調整します。 [Preferences] ダイア
ログ ボッ クス と  [Project Settings] ダイアログ ボッ クスにパフォーマン
スに影響するオプシ ョ ンが含まれています。

パフォーマンスに影響する要因

Source Insight は、 プログラ ミ ング エディ タの機能の制限を拡張するよ
うに設計されています。 このため、 非常に遅いシステムや最適化され
ていないシステムではパフォーマンスに大き く影響する特徴があ り ま
す。 このセクシ ョ ンでは、 Source Insight のパフォーマンスに影響する
要因と制御方法について説明します。

マシンの速度

Pentium II 以上を

推奨します。

Source Insight のすべての機能を活用するには、 Pentium II ク ラスのマシ
ン  ( またはそれ以上 ) を推奨します。 マシンが要件を満たしていない
場合、 多くのオプシ ョ ンをオフにするこ とで、 機能は制限されますが
パフォーマンスを向上できます。

ほとんどの場合、正しいオプシ ョ ンを選択するこ とで、バージ ョ ン  2.x 
の機能と速度を再現できます。

Source Insight には、 速度の低下を最小限に抑えてよ り多くの機能を提
供する、 多くの新しいパフォーマンス最適化機能が用意されています。
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プロジェク トのサイズ

プロジェク トのサ
イズは、 パフォー
マンスと メモリ使
用量に影響しま
す。

プロジェク トのサイズは、 Source Insight の特定の機能のパフォーマン
スに大き く影響します。 プロジェク トのサイズは、 ファ イル数と宣言
されているシンボルの数で測定できます。

プロジェク トのサ
イズを確認するに
は、 [Project 
Report] コマンド

を使用します。

プロジェク トのサイズを確認するには、 [Project] > [Project Report] コマ
ンドを使用してプロジェク ト  レポート を出力します。 Source Insight 
は、 プロジェク ト  レポートの先頭に、 プロジェク トに含まれるファ イ
ルの数、 シンボルの数、 およびシンボル インデッ クス  エン ト リの数を
出力します。 [Project] > [Rebuild Project] ダイアログ ボッ クスの下部に
も同じ情報が表示されます。 ( 情報を確認するためにプロジェク ト を
リ ビルドする必要はあ り ません。 )
Source Insight 3.5 は、 バージ ョ ン 2.1 よ り も多くのシンボル情報を処理
します。 この結果、 シンボル インデッ クスのサイズも大き くな り まし
た。 非常に大規模なプロジェク トではパフォーマンスに影響します。

プロジェク ト  インデックスの設定

[Project Settings] 
コマンドはプロ
ジェク トのイン
デックス オプショ
ンを管理します。

[Project Settings] ダイアログ ボッ クスには、 プロジェク トのインデッ ク
ス  オプシ ョ ンが含まれています。 すべてのインデッ クス  オプシ ョ ンを
有効にした場合、 プロジェク トが大き くなる と、 パフォーマンスに影
響します。

インデッ クスが大きすぎる と、 以下のよ うな現象が起こ り ます。

• 大規模なプロジェク トのビルドまたはリ ビルド中にディ スク  ス
ラ ッシングが発生します。 非常に大規模なプロジェク トでは、
リ ビルドの最終段階でディ スクにアクセスする回数が非常に多
くなるのは正常です。

• プロジェク ト を開く または閉じるのに時間がかかり ます。

• 個々のファ イルの同期処理が遅くな り ます。

• [Browse Project Symbols] ダイアログ ボッ クス  (F7) の表示に時間

がかかり ます。 最初に使用する と きに数秒停止するのは正常で
す。

• 128 MB のシステムで数百万のインデッ クス  エン ト リが生成され

ます。

大規模なプロジェ
ク トでシラブル イ
ンデックスを実行
すると、 システム
が遅くなり、 メモ
リの使用量が増加
します。

大規模なプロジェク ト  (200,000 シンボル以上 ) の場合、 シンボルのシ
ラブル インデッ クスをオフにして ください。 [Project: Rebuild Project] 
を選択してダイアログ ボッ クスの下部に表示される情報を確認するこ
とでデータベースのサイズが予測できます。 情報を確認したら、
[Cancel] ボタンをク リ ッ ク してダイアログ ボッ クスを閉じて ください。
インデッ クス  エン ト リの数が百万を超える と、 システムは遅くな り ま
す。 マシンにメモ リ を追加する と、 パフォーマンスが向上します。
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シラブル インデッ クスを削除するには、 [Project] > [Project Settings] コ
マンドを実行して、 [Quick browsing for symbol syllables] をオフにしま
す。 次に、 [Rebuild Project] コマンドを使用してプロジェク ト を リ ビル
ド します。

シンボルのメモリ使用量

Source Insight は、 プロジェク トのシンボル インデッ クス  エン ト リ ごと
に 16 バイ トの RAM を使用します。 すべてのシンボル インデッ クス  
オプシ ョ ンを有効にしたプロジェク ト  (263 ページの 「Project Settings」
を参照 ) では、 シンボル定義の約 5 倍のインデッ クス  エン ト リ を使用
します。 このため、 たとえば、 プロジェク トに 100,000 個のシンボル
定義がある場合、 インデッ クス  エン ト リの数は約 500,000 個になり ま
す。 つま り、 16 x 約 500,000 = 約 8,000,000 バイ ト必要です。

仮想メモリ容量

大規模プロジェク
トは多くの仮想メ
モリを使用しま
す。

Source Insight は、 プロジェク トのサイズに比例する メモ リ を使用しま
す。 プロジェク トが大規模になる と、 Source Insight が必要なメモ リ も
増加します。

Win32 プログラ ミ ング インターフェイスでは、 Source Insight のよ うな
プログラムがマシンに物理的に搭載されている  RAM よ り も多くのメ
モ リ を使用できます。 この機能は、 オペレーティング システムが
「ページング」 と呼ばれるプロセスによ りハード  ディ スクを使用して 
RAM をエ ミ ュレートするため、 仮想メモ リ と呼ばれます。

Source Insight は、 2 つの方法でメモ リ  ( 仮想メモ リ ) を使用します。 最
初の方法は、 Source Insight がヒープと仮想メモ リ を割り当てる方法で
す。 割り当てに使用されるサイズは最も小さ くな り ます。 この場合で
も、 割り当て可能かど うかシステムのページング ファ イルのサイズを
確認する必要があ り ます。 プロジェク トで 100,000 個のシンボルが宣
言されるごとに約 2-5 MB 必要です。

大規模なプロジェ
ク ト  データベース 
ファイルはメモリ
にマップされ、 報
告されるメモリ使
用量が多くなりま
す。

Source Insight は、 メモ リマップ ファ イルの数を増やすこ と もできま
す。 これはファイルを仮想アドレス空間へマップする  Win32 の機能
で、 プログラムからはファ イルがメモ リのブロ ッ クのよ うに見えます。
Source Insight は、 メモ リマップ ファ イルを使用して、 ソース  ファ イル
やデータベース  ファ イルにできるだけ速くアクセスできるよ うにしま
す。

Source Insight がプロジェク ト  データベース  ファ イルを メモ リにマップ
する場合、 ファ イルが開かれたと きに大量の仮想アドレス空間が使用
されます。 Source Insight がデータベースの異なるレコードにアクセス
するので、 オペレーティング システムはデータベース  ファ イルのコン
テンツを保持するために、 よ り多くの物理メモ リ をコ ミ ッ ト します。
オペレーティング システムは、 他のプログラムやシステムで使用する
ために常に一部のメモ リ を予約します。
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プロジェク ト  データベースのサイズはプロジェク トで宣言されたシン
ボルの数に比例します。 このため、 プロジェク トが非常に大きい場合、
Source Insight によって使用される メモ リの量が 100 MB を超えるこ と
もあ り ます。 しかし、 タスク  マネージャや他のパフォーマンス  モニタ
リ ング ツールで報告される使用中のメモ リの大部分は、 メモ リにマッ
プされたシンボル データベースの一部を表しているこ とを理解する必
要があ り ます。 Source Insight でこの量の物理メモ リが必要な訳ではあ
り ません。

物理メモリ容量

プロジェク トが大規模になる と、 Source Insight が必要なメモ リ も増加
します。 システムに多くの RAM があれば、 パフォーマンスが向上し
ます。 Source Insight の最小限の機能を使用する場合でも、 少なく と も  
64 MB の RAM が必要です。 200,000 以上のシンボルを使用する大規模
なプロジェク トでは、 128 MB 以上の RAM を推奨します。

オペレーティング システム

Windows 2000/XP 
を推奨します。

仮想メモ リに関して最良のパフォーマンスを得るには、 Windows 2000/
XP またはそれ以降で Source Insight を実行するこ とを推奨します。 こ
れらのオペレーティング システムは、 Windows 9.x/Me よ り も メモ リ を
有効に活用します。

カスタム解析表現

Source Insight では、 独自のカスタム解析正規表現を使用して、 言語を
増やすこ とが可能です。 ソース  ファ イルを右ク リ ッ ク し、 [Language 
Properties] を選択するこ とで、 これらの表現を編集できます。

カスタム解析表現
の使用には注意し
て ください。

表現が多すぎる場合、 または一致が本質的に遅い正規表現を使用して
いる場合、 ファ イルの解析に時間がかかり ます。

正規表現は、 簡単に一致するパターンで開始してあま り一致しないパ
ターンで終了する場合、 一致が遅くな り ます。
例 :

[a-z]*(\([a-z]+\))

この表現は、 パターン  [a-z]* ( 任意のゼロ以上の英文字 ) で開始するた
め、 一致が遅くな り ます。 ファ イルのほとんどの文字が一致します。

ネッ トワーク上のファイルの場所

リモート  ネッ ト ワーク  ド ラ イブからプロジェク トにソース  ファ イル
を追加するこ とは可能ですが、 ネッ ト ワーク  ド ラ イブへのアクセスは
一般的に遅いため、 Source Insight の速度が低下します。

さ らに、 ネッ ト ワーク  ド ラ イブにプロジェク ト  データ  フォルダを設
定するこ と もパフォーマンスの低下につながり ます。
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「My Documents」 フォルダの場所

Windows では、 「My Documents」 フォルダはローカル、 またはリモー
ト  ネッ ト ワーク  ド ラ イブのいずれかに存在する仮想フォルダです。
Source Insight は 「My Documents」 フォルダ内にユーザーごとのデータ
を格納するため、 「My Documents」 フォルダがネッ ト ワーク  ド ラ イブ
上に存在している場合、 一部の処理は遅くな り ます。 特に、 C# コード
を編集している場合、 .NET Framework シンボルは 「My 
Documents\Source Insight\Projects\NetFramework」 フォルダに格納される
ため、 .NET Framework のシンボル補完が遅くな り ます。

できれば、 ローカル ド ラ イブの 「My Documents」 フォルダを指定して
ください。 ローカル ド ラ イブに指定できない場合、 Source Insight が
ユーザーのデータ  フォルダにローカル ド ラ イブを使用するよ うにレジ
ス ト リ  エン ト リ を設定します。

regedit で次のキーを検索します。

HKEY_CURRENT_USER\Software\Source Dynamics\Source 
Insight\3.0\Paths

「UserDataDir」 とい う名前で新規文字列値を追加します。 ユーザーの
データ  フォルダごとに、 文字列値をフォルダのフル パスに設定しま
す。

プログラムのスピードアップ

このセクシ ョ ンでは、 Source Insight のスピードアップについて異なる
点から説明します。

構文フォーマッ トのスピードアップ 
Source Insight には、 ソース  コードのフォーマッ ト用に多くの便利な表
示機能が用意されています。 一部の機能では、 複雑な処理が必要です。

フォーマッ ト  オプ

シ ョ ンは、 表示速
度に影響します。

表示コードは、 許容されるパフォーマンスでよ り多くの機能を提供で
きるよ うに大幅に高速化されました。 しかし、 バージ ョ ン  3.5 ではよ
り多くの情報が表示されるよ うになったため、 表示速度がバージ ョ ン  
2.1 よ り も多少遅くな り ました。 表示する情報をバージ ョ ン  2.1 と同じ
になるよ うに減らすこ とで、 スピードアップできます。

[Preferences: Syntax Formatting] ダイアログ ボッ クスで、 表示方法を細
かく指定できます。 各オプシ ョ ンには、 パフォーマンス  コス トがあ り
ます。 重要なオプシ ョ ンを以下にリ ス ト します。 コス トが最も低いオ
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プシ ョ ンから、 最も遅く コス トが最も高いオプシ ョ ンの順にリ ス ト し
ています。

1. Apply Styles for Language Elements: References to members
2. Apply Styles for Language Elements: Symbol declarations
3. Apply Styles for Language Elements: Function-local symbol declarations
4. Apply Styles for Language Elements: References to function-local 

symbols
5. Apply Styles for Language Elements: References to non-function-local 

symbols 
6. Symbol Reference Lookups: Search in the Project Symbol Path 
7. Symbol Reference Lookups: Qualify references to members 

「参照」 のフォー
マッ トは 「宣言」
より遅く なりま
す。

一般に、 「参照」 の識別は 「宣言」 よ り遅くな り ます。 プロジェク トが
非常に大きい場合、 各参照をシンボル ルッ クアップで解決する必要が
あるため、 シンボルの参照の識別に時間がかかり ます。

シンボル参照エンジンは、 「表示速度」 でシンボルの参照をフォーマッ
トできるよ うに大幅に最適化されました。 多くの情報はプロセス中に
キャ ッシュされるため、 最初にファイルを開いてスクロールする と、
速度が低下しているこ とがわかり ます。 その後、 ファ イルの表示は速
くな り ます。

表示する情報を増
やすと速度は遅く
なります。

速度を最優先する場合もあ り ますが、  ほとんどの場合は、 速度が多少
低下しても、 生産性を高める有益な情報を表示するこ とを優先します。

[Browse] ダイアログ ボックスでの入力のスピードアップ

プロジェク トが大規模で、 [Project Settings: Quick browsing for symbol 
syllables] がオンになっている場合、 シンボル リ ス トの入力とフ ィル
タは遅くな り ます。 Source Insight は大規模なシラブル インデッ クスで
シラブル マッチングを実行します。

大規模なプロジェ
ク トではシラブル 
マッチングは遅く
なります。

2 つの異なる方法でこの問題に対処できます。 [Project Settings] ダイア
ログ ボッ クスでシラブル インデッ クスをオフにする方法と、
[Preferences: Typing] ダイアログ ボッ クスで リ ス ト  フ ィルタの動作を変
更する方法です。

[Project Settings] オプシ ョ ンは、 シンボル データベースに格納およびイ
ンデッ クス付けする内容を制御します。

[Preferences: Typing] オプシ ョ ンは、 情報がリ ス トでどのよ うに使用さ
れるかを制御します。 リ ス トのシンボル シラブル マッチング機能を使
用するには、 データベースにシラブル情報が必要です。 ( ファ イル名
リ ス ト用ではあ り ません。 )
メモ リに余裕がある場合は、 [Project Settings: Quick browsing for 
symbol syllables] をオンにして、 [Preferences: Typing: Match syllables 
while typing] をオフにします。 入力中のシラブル マッチングが無効に
なっていても、 前にスペースを入力するこ とで、 シラブル マッチング
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を使用できます。 つま り、 シラブルの前にスペースを追加して入力す
るこ とで、 シラブル マッチングのオン、 オフを切り替えるこ とができ
ます。

リ ス トのシラブルを一致する と きに大量のディ スク  スラ ッシングが発
生した場合、 利用可能なメモ リに対してプロジェク トが大きすぎます。

[Preferences: Typing] で、 [Match syllables while typing] と  [Match members 
while typing] オプシ ョ ンを両方と もオフにする と、 リ ス ト  フ ィルタが
バージ ョ ン 2.1 の機能に戻され、 速度が速くな り ます。 .

プロジェク トのビルド と同期処理のスピードアップ

非常に大規模なプロジェク トは、 ビルドやリ ビルドに時間がかかり ま
す。 スピードアップするには、 以下の操作を実行して ください。

• [Project Settings] で、 [Quick browsing for symbol syllables] をオフ

にします。 このインデッ クス  オプシ ョ ンは、 多くのメモ リ を使
用し、 インデッ クス処理が遅くな り ます。

• [Project Settings] で、 [Quick browsing for member names] をオフ

にします。 このインデッ クス  オプシ ョ ンも、 多くのメモ リ を使
用します。

• プロジェク トに追加する ドキュ メン ト  タイプ ( たとえば、ファ イ

ル タイプ ) の数を減らします。 デフォルトでは、 Visual Basic 
ファ イルや ASP ファ イルのよ うな多くのドキュ メン ト  タイプが
定義されています。 ソース  ツ リーに使用しないドキュ メン ト  タ
イプが含まれている場合、 プロジェク トから削除して ください。
[Document Options] を実行して、 プロジェク トから削除する ド
キュ メン ト  タイプごとに [Include when adding to projects] 
チェッ ク  ボッ クスをオフにするこ とで、 これらのドキュ メン ト  
タイプをプロジェク トから削除できます。

• プロジェク ト をよ り小さなプロジェク トに分割します。 プロ

ジェク ト間で [Jump To Definition] コマンドを使用する場合、
[Preferences: Symbol Lookups] ダイアログ ボッ クスで定義するプ
ロジェク ト  シンボル パスに 「サブプロジェク ト 」 を追加できま
す。

リレーシ ョ ン ウィンドウのスピードアップ

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウは Source Insight 3.0 の新機能です。 シンボル
間のリ レーシ ョ ンを表示する機能です。 選択されている項目に関する
情報をバッ クグラウンドで自動的に表示します。 たとえば、 関数呼び
出しを選択した場合、 該当する関数を開始するコール ツ リーを表示し
ます。
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リレーショ ン ウィ
ンドウは多くの処
理を行います。

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウは多くの処理を行います。 一部のリ レーシ ョ
ンシップは遅くな り ます。 リ レーシ ョ ンシップは最も速いものから最
も遅いものまで リ ス ト された 3 つのカテゴ リに分類されます。

• Contains – 現在のシンボルの内容を表示します。 たとえば、 構造

体のメンバを表示します。

• Calls – 現在のシンボルによって参照されている他のシンボルを

表示します。 たとえば、 現在の関数に呼び出されている関数を
表示します。

• References – 現在のシンボルを参照している他のシンボルを表示

します。 たとえば、 現在の関数を呼び出している関数を表示し
ます。

「参照」 を表示す
る場合はさらに処
理が多くなりま
す。

非常に大規模なプロジェク トでは、 「References」 リ レーシ ョ ンシップ
は処理が最も遅くな り ます。 中規模サイズのプロジェク ト  ( 約 200,000 
コード行 ) であれば、 Pentium II マシンでも問題なく処理できます。

リ レーシ ョ ンを非参照型のリ レーシ ョ ンに制限する と、 リ レーシ ョ ン  
ウ ィ ンド ウの表示が速くな り ます。

ロックと リフレッ
シュを手動で行い
ます。

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウをロ ッ ク したままにします。 リ レーシ ョ ン  
ウ ィ ンド ウをロ ッ クするには、 リ レーシ ョ ン  ウ ィンド ウ  ツールバーの 
[Lock Relation Window] ボタンをク リ ッ ク します。 リ レーシ ョ ン  ウ ィン
ド ウは、 [Refresh Relation Window] コマンドを使用するか、 リ レーシ ョ
ン  ウ ィンド ウ  ツールバーの [Refresh Relation Window] ボタンをク リ ッ
ク して、 いつでも リ フレッシュできます。

自動補完のスピードアップ

識別子を入力する と き、 一致する識別子名を示す自動補完ウ ィンド ウ
がポップ アップします。 文字を入力するたび、 Source Insight はその
ファ イルのシンボル データが 「古く」 なる と見なします。 最も正確に
自動補完が行われるよ うにするには、 文字が入力されるたびにファ イ
ルを解析し直す必要があ り ます。 このオプシ ョ ンは、 [Preferences: 
Symbol Lookups] ダイアログ ボッ クスにあ り ます。

[Parse locally before lookup] オプシ ョ ンをオンにする と、 Source Insight 
は自動補完ウ ィンド ウを表示する前にファイルを解析し直します。 高
速なマシンや小さなファ イルでは、 あま り速度には影響しません。 し
かし、 このオプシ ョ ンをオフにする方が動作は速くな り ます。

.NET Framework 自動補完のスピードアップ

「My Documents」 フォルダがネッ ト ワーク  ド ラ イブにある場合、 C# 
コードを編集する と きに、 .NET Framework のシンボル補完は遅くな り
ます。 原因は、 .NET Framework シンボルが 「My Documents\Source 
Insight\Projects\NetFramework」 に格納されるためです。   143 ページの
「「My Documents」 フォルダの場所」 も参照して ください。
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ファイル検索のスピードアップ

Source Insight で複数のファイルを検索する方法はいくつかあ り ます。
[Search Files]、 [Lookup References]、 および [Search Project] コマンドは
すべて、 複数ファ イルの検索を行います。

[Lookup 
References] コマ
ンドを使用した検
索が最も高速で
す。

Source Insight で最も高速な検索は、 [Lookup References] コマンドを使
用した検索です。 この方法で検索する場合、 Source Insight は単一の単
語全体への参照を検索します。 単一の単語全体を検索する場合、
Source Insight は検索を高速に行うために特別なインデッ クス  ファ イル
を使用します。 可能であれば、 [Search Files] の代わりに [Lookup 
References] コマンドを使用して ください。

[Lookup References] コマンドのスピードアップ

[Lookup References] コマンドには、 速度に影響するいくつかのオプ
シ ョ ンがあ り ます。

状況依存オプショ
ンを使用すると、
[Lookup 
References] は遅

くなります。

[Smart Reference Matching] オプシ ョ ンは、 検索が状況依存であるこ と
を意味します。 検索結果には、 周りのコンテキス ト を使用して、 指定
したシンボルへの参照と一致するもののみが含まれます。 同じ文字列
の検索を瞬時の解析が必要なシンボル ルッ クアップで行う必要がある
ため、 このオプシ ョ ンを使用する と処理は遅くな り ます。 このオプ
シ ョ ンをオフにする と、 Source Insight のバージ ョ ン 2.x のよ うに動作
します。

[Skip Comments] と  [Search Only Comments] オプシ ョ ンでも検索は多少
遅くな り ますが、 [Smart Reference Matching] オプシ ョ ンほどではあ り
ません。

[Smart Rename] コマンド も、 同じ メカニズムを使用しています。

Source Insight により作成されるファイル

Source Insight は、 ハード  ディ スクに以下のファイルとファ イル タイプ
を作成します。

プログラム ディレク ト リのファイル

以下のファ イルが、 Source Insight のインス トール時にインス トール 
ディ レク ト リに作成されます。 インス トール ディ レク ト リは、 セッ ト
アップ プログラムの実行時に指定したインス トール先です。

ファイル 説明

Insight3.exe Source Insight のプログラム。

Insight.hlp Source Insight のヘルプ ファ イル。
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ユーザーごとのデータ  フォルダ

Windows では、 「My Documents」 フォルダはユーザーごとに別々に存
在する仮想フォルダです。 Source Insight は、 「My Documents\Source 
Insight」 フォルダ内にユーザーごとのデータを格納します。

Source Insight のプロジェク ト  データ  ファ イルは個々のユーザー デー
タ  エリ アに保存されるため、 同じマシンの他のユーザーからアクセス
できません。

できれば、 ローカル ド ラ イブの 「My Documents」 フォルダを指定して
ください。 ローカル ド ラ イブに指定できない場合、 Source Insight が
ユーザーのデータ  フォルダにローカル ド ラ イブを使用するよ うにレジ
ス ト リ  エン ト リ を設定します。

regedit で次のキーを検索します。

HKEY_CURRENT_USER\Software\Source Dynamics\Source Insight\3.0\Paths

「UserDataDir」 とい う名前で新規文字列値を追加します。 ユーザーの
データ  フォルダごとに、 文字列値をフォルダのフル パスに設定しま
す。 その後、 Source Insight を再起動してプロジェク ト を作成し直して
ください。

ユーザーごとに作成されるファイル

Windows では、 ユーザーは、 「My Documents」 と して知られる個人の
データ  フォルダを使用します。 Source Insight は、 「My Documents」
フォルダに 「Source Insight」 フォルダを作成し、 ユーザー固有のデー
タを格納します。

ユーザー データ  ディ レク ト リには、 ユーザー固有のグローバル設定
ファ イル (global.cf3) 、 「プロジェク ト を開かない」 モード用のワーク
スペース、 およびプロジェク ト  データが含まれています。

ReadMe.txt 最新の情報を含むテキス ト  ファ イル。

Sihook.exe Source Insight がカスタム コマンドを実行する際に

利用するユーティ リ ティ  プログラム。

FileAlias.txt 指定したファイル名に関連付けられている ドキュ
メン ト  タイプよ り も優先される、 ファ イル名の別

名ファイル。

*.CLF [Preferences: Languages] ダイアログ ボッ クスからカ

スタム言語をエクスポート して作成するカスタム
言語ファイル。

ファイル 説明
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以下のフォルダが、 カレン ト  ユーザーの Source Insight フォルダに作成
されます。

ファイルまたは
フォルダ

説明

Backup Source Insight で保存されるバッ クアップ 
ファ イルを含むフォルダ。

Clips ク リ ップ ウ ィンド ウにリ ス ト されるク

リ ップ ファ イルを含むフォルダ。 独自の

テキス ト  ファ イルをコピーする と、 ク

リ ップ ウ ィンド ウに自動的に表示されま

す。

Projects ユーザーのマシンで作成された Source 
Insight プロジェク ト を含むフォルダ。 プ

ロジェク ト ごとにサブフォルダが作成さ
れます。

Projects\Projects.db3 作成されたすべてのプロジェク トの リ ス
ト を含むファイル。

Projects\Base 「Base」 プロジェク ト用のプロジェク ト  
ファ イルを含むフォルダ。

Project\NetFramework 「NetFramework」 プロジェク ト用のプロ

ジェク ト  ファ イルを含むフォルダ。 C# で
使用される  .NET Framework ク ラスのシン

ボル定義を含みます。

Settings 設定ファイルを含むフォルダ。

Settings\Global.CF3 プロジェク ト を開いていない場合、 およ
びプロジェク トが開かれていて [Project 
Settings] コマンドで 「グローバル設定」

を指定した場合に使用されるグローバル
設定ファイル。

c.tom C/C++ トークン マクロ。

*.RCO 異常終了後にデータを修復するために必
要な情報を含むク ラ ッシュ  リ カバリ  ファ

イル。 セッシ ョ ンがク ラ ッシュした場合
にのみ存在します。

Global.WK3 プロジェク ト を開いていない場合に使用
されるセッシ ョ ン状態を含むグローバル 
ワークスペース  ファ イル。
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すべてのユーザー用のテンプレート設定

Source Insight プログラム ディ レク ト リに global.cf3 とい う名前で設定
ファ イルを保存する と、 Source Insight を実行するすべての新規ユー
ザーに global.cf3 ファ イルがコピーされます。 したがって、 Source 
Insight プログラム  ディ レク ト リにある  global.cf3 ファ イルを、 新規
ユーザー向けのテンプレート設定と して使用できます。

プロジェク トごとに作成されるファイル

Source Insight プロジェク ト を作成する と、 プロジェク ト ご とに以下の
データ  ファ イルが作成されます。 「Name」 は指定したプロジェク トの
名前を意味します。

ファイル 説明

Name.pr プロジェク トのファ イルのリ ス ト を含むメ
イン プロジェク ト  ファ イル。

Name.wk3 プロジェク ト  ワークスペース  ファ イル。

Name.cf3 プロジェク ト固有の設定ファイル。

Name.po プロジェク ト  オプシ ョ ン。

Name.ps シンボル定義データベース。

Name.pri シンボル参照インデッ クス。

Name.pfi プロジェク ト  ファ イル インデッ クス。

Name.imd, Name.imb メ イン シンボル インデッ クス。

Name.iad, Name.iab メ ンバとシラブル用の補助シンボル イン

デッ クス。
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この章は、 ユーザーレベルのすべての Source Insight コマンドをアル
ファベッ ト順にリ ス ト したコマンド  リ ファレンスです。 各コマンドに
ついて、 詳細に説明します。

重要な概念の概要は、 67 ページの第 4 章 「Source Insight の概念」 を参
照して ください。

コマンドの概要

コマンド とは、 ユーザーがメニュー項目を選択するか、 またはキース
ト ロークを行う こ とによ り  Source Insight が実行する、 ユーザーレベル
の操作のこ とを言います。 たとえば、 [Open] コマンドはファ イルを開
き、 [Save] コマンドはファ イルを保存します。 各コマンドには名前と、
動作があ り ます。

コマンドはメニュー、 キース ト ローク、 およびマウス  ク リ ッ クに割り
当て可能な リ ソースです。 そして、 それらの割り当ては設定の一部で
す。

コマンドにキーを
割り当てるには、
[Options] > [Key 
Assignments] を使
用します。

キース ト ローク とマウス  ク リ ッ クがコマンドに割り当てられます。 た
とえば、 Ctrl+O キース ト ロークは [Open] コマンドに割り当てられてい
ます。 1 つ以上のキース ト ロークをコマンドに割り当て可能です。
キー割り当てをカスタマイズするには、 [Key Assignments] コマンドを
使用します。
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メニューにコマン
ドを割り当てるに
は、 [Options] > 
[Menu 
Assignments] を使

用します。

コマンドがメニューに割り当てられます。 たとえば、 [Open] コマンド
は [File] メニューに割り当てられています。 メニューの内容をカスタ
マイズするには、 [Menu Assignments] コマンドを使用します。

Source Insight では、 コンパイラや他の外部ツールを  Source Insight から
起動するカスタム コマンドを定義するこ と もできます。 134 ページの
「カスタム コマンド」 も参照して ください。

About Source Insight
[About Source Insight] コマンドを実行する と、 Source Insight の著作権情
報とバージ ョ ン番号を含むウ ィンド ウが表示されます。 Source Insight 
のバージ ョ ン番号とビルドの日付を参照するには、 このコマンドを実
行します。

Activate Menu コマンド

• Activate Edit Menu
• Activate File Menu
• Activate Help Menu
• Activate Option Menu
• Activate Project Menu
• Activate Search Menu
• Activate View Menu
• Activate Window Menu
• Activate System Menu
• Activate System Doc Menu

[Activate Menu] コマンドは、 指定したメニューを メニュー バーから ド
ロ ップダウンします。

Alt キーを押して Source Insight のメニュー バーを選択した後、 文字
キーを押すこ とで、 対応する メニューを表示するこ と もできます。 た
とえば、 Alt を押した後に F を押すと、 [File] メニューが選択されます。

Source Insight では、 メニューの選択に Windows の標準的なキー操作で
ある  Alt+< メニュー文字 > を必ず使用する必要はあ り ません。 Alt キー
を メニューの選択以外にも使用できます。 Source Insight では、 [Key 
Assignments] コマンドを使用して任意のキーを任意のコマンドに割り
当てるこ とができます。 たとえば、 [File] メニューにはデフォルトでは 
Alt+F キーが割り当てられていますが、  F1 キーに割り当てを変更する
と、 F1 キーを押すこ とによ り  [File] メニューが表示されます。
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Activate Global Symbol List
コンテキス ト  ウ ィンド ウを有効にして、 リ ス トのすべてのプロジェク
ト  シンボルを表示し、 カーソルを上部のテキス ト  ボッ クスに移動しま
す。 テキス ト  ボッ クスに入力する と、 入力した内容に基づいてグロー
バル シンボル リ ス トがフ ィルタされます。 Enter または Esc キーを押
すと、 ソース  ファ イル ウ ィ ンド ウに戻り ます。

Activate Relation Window
リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウを開いて選択します。 入力フォーカスはリ
レーシ ョ ン ウ ィ ンド ウに移動します。

Activate Search Results
検索結果ウ ィンド ウを有効にします。 ウ ィンド ウが開かれている場合、
前面に表示します。 検索結果に素早く戻るこ とができます。

Activate Symbol Window
シンボル ウ ィンド ウを有効にして、 カーソルを上部のテキス ト  ボッ ク
スに移動します。 テキス ト  ボッ クスに入力する と、 入力した内容に基
づいてシンボル リ ス トがフ ィルタされます。 Enter または Esc キーを押
すと、 ソース  ファ イル ウ ィ ンド ウに戻り ます。

Add and Remove Project Files
ソース  ファ イルをカレン ト  プロジェク トに追加します。 または、 ソー
ス  ファ イルをカレン ト  プロジェク トから削除します。

多くのファ イルをプロジェク トに追加する主要な方法です。 単一ファ
イル、 ファ イルのグループ、 またはソース  ディ レク ト リ  ツ リー全体を
追加または削除できます。

プロジェク トに追加できるファイル

プロジェク トには
テキスト  ファイル

のみ追加できま
す。

Source Insight プロジェク トは、 プロジェク ト  ソース  ファ イルとテキス
ト  ファ イルのみで構成されます。バイナリ  フォーマッ トのファ イルを  
Source Insight プロジェク トに追加しても意味はあ り ません。 たとえば、
EXE ファ イルをプロジェク トに追加しても意味はあ り ません。

デフォルトで定義されている ドキュ メン ト  タイプは Source Insight で使
用するソース  ファ イルの種類に対応しています。 通常、 これらの種類
のファイルのみプロジェク トに追加します。
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プロジェク トに追
加するファイルの
種類を制御するに
は、 [Document 
Options] を使用し

ます。

[Document Options] ダイアログ ボッ クスには、 [Include when adding to 
projects] チェッ ク  ボッ クスがあ り ます。 このチェッ ク  ボッ クスを使用
して、 Source Insight がプロジェク トに自動的に追加するファ イルの種
類、 または [Add and Remove Project Files] ダイアログ ボッ クスの リ ス
ト  ボッ クスに表示されるファ イルの種類を制御できます。

[Add and Remove Project Files] ダイアログ ボックス

[File Name]  このテキス ト  ボッ クスに追加または削除するファ イルの
名前を入力します。 入力した内容と一致するファ イルがリ ス トで自動
的に選択されます。 ワイルドカードを入力して Enter を押すと、 ワイ
ルドカード と一致するファ イルのみを表示するよ うにファ イル リ ス ト
がフ ィルタ されます。 フル パスを入力するか、 ド ライブ名にコロン  (:) 
を入力して他のディ レク ト リ を指定するこ と もできます。

[Directory] リス ト   カレン ト  ド ラ イブのディ レク ト リ  ツ リーを表示しま
す。 この リ ス ト  ボッ クスでディ レク ト リ名を選択する と、 [File Name] 
リ ス トに、 そのディ レク ト リのファ イルが表示されます。 現在の作業
ディ レク ト リ と ワイルドカード  フ ィルタが リ ス ト  ボッ クスの上に表示
されます。
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[File Name] リス ト   現在選択しているディ レク ト リにあるすべてのファ
イルのリ ス ト を表示します。 この リ ス ト  ボッ クスからファ イルを選択
する と、 そのファ イル名が [File Name] テキス ト  ボッ クスにロード され
ます。 既にプロジェク トの一部であるファ イルはこの リ ス ト  ボッ クス
に表示されません。

[Project Files] リス ト   プロジェク トに追加されているファ イルをすべて
表示します。 この リ ス トからファ イルを選択して [Remove…] ボタンを
ク リ ッ クする と、 プロジェク トからファ イルが削除されます。

[Close]  ダイアログ ボッ クスを閉じます。 行った変更は保存されます。

[Add]  選択しているファ イルをプロジェク トに追加します。 ディ レク
ト リが選択されている場合、 カレン ト  ディ レク ト リがそのディ レク ト
リに変更されます。

[Add All]  [File Name] リ ス トのすべての項目を選択してプロジェク トに
追加します。 ディ レク ト リが含まれている場合、 そのディ レク ト リの
内容も追加されます。 その場合、 Source Insight はディ レク ト リの追加
を確認します。

[Add Tree]  ソース  ツ リー全体をプロジェク トに追加します。

ディ レク ト リが選択されている場合、 ディ レク ト リ  ツ リー全体をプロ
ジェク トに追加します。 つま り、 サブ ツ リーのディ レク ト リはすべ
て、 既知のドキュ メン ト  タイプと一致するファ イル用にスキャンさ
れ、 プロジェク トに追加されます。

[Remove Tree]  ディ レク ト リが選択されている場合、 ディ レク ト リ  ツ
リーにあるすべてのファ イルを削除します。

[Show only known document types]  既知のドキュ メン ト  タイプに属す
るファ イルのみをファイル リ ス トに表示します。 [Include when adding 
to project] オプシ ョ ンが選択されている ドキュ メン ト  タイプのみが含
まれます。 既知のドキュ メン ト  タイプは [Document Options] コマンド
を使用して変更できます。

チェッ ク されていない場合、 すべてのファイルが [File Name] リ ス トに
表示されます。

[Remove File]  [Project Files] リ ス トで選択しているファ イルを削除しま
す。

[Remove All]  プロジェク トからすべてのファ イルを削除します。 プロ
ジェク トは空になり ます。

[Remove Special]  [Remove File] ダイアログ ボッ クスを表示します。 こ
のダイアログ ボッ クスで、 *.h ファ イルをすべて削除する、 のよ うな
特殊な削除処理が実行できます。
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[Add from list]  [Add File List] ダイアログ ボッ クスを表示します。 この
ダイアログ ボッ クスで、 プロジェク トに追加するファ イルとディ レク
ト リの リ ス ト を含む入力テキス ト  ファ イルを指定します。

Add File
ソース  ファ イルをカレン ト  プロジェク トに追加します。 このコマンド
は、 Source Insight の以前のバージ ョ ンに含まれていた古いコマンドで
す。 ファ イルをプロジェク トに追加またはファ イルをプロジェク トか
ら削除するには、 新し く追加された [Add and Remove Project Files] コ
マンドを使用して ください。

[File Name]  プロジェク トに追加するファ イルの名前です。 ファ イル名
またはワイルドカードを入力できます。 ワイルドカードを入力した場
合、 一致するファ イルがリ ス トに表示されます。

[File] リス ト  ボックス  カレン ト  プロジェク トに含まれていないカレン
ト  ド ラ イブの作業ディ レク ト リにあるすべてのファ イルのリ ス トが表
示されます。 この リ ス ト  ボッ クスからファ イルを選択する と、 その
ファ イル名が [File Name] テキス ト  ボッ クスにロード されます。 現在の
作業ディ レク ト リが リ ス ト  ボッ クスの上に表示されます。 既にプロ
ジェク トの一部であるファ イルはこの リ ス ト  ボッ クスに表示されませ
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ん。 [Include when adding to project] オプシ ョ ンが選択されている ドキュ
メン ト  タイプに属するファ イルのみが表示されます。  194 ページの
「Document Options」 も参照して ください。

[Add]  [File Name] テキス ト  ボッ クスの名前のファイルをプロジェク ト
に追加してダイアログ ボッ クスを閉じます。 [File Name] テキス ト  ボッ
クスにワイルドカード文字が含まれている場合、 該当するファ イルが 
[File] リ ス ト  ボッ クスに表示されます。 ダイアログ ボッ クスは開いた
ままです。 [File] リ ス ト  ボッ クスで複数のファイルが選択されている
場合、 選択されているすべてのファイルがプロジェク トに追加されま
す。

[Select All]  [File] リ ス ト  ボッ クスに含まれているすべてのファ イルを
選択します。

[Add Dir]  ディ レク ト リ全体をプロジェク トに追加します。 [Subdirs 
Also] チェッ ク  ボッ クスがオンの場合、 サブディ レク ト リ  ツ リー全体
のすべてのファイルを再帰的に追加します。

[Show Dirs/Show Files]  リ ス ト  ボッ クスに表示する内容 ( ファ イル名ま
たはサブディ レク ト リ名 ) を切り替えます。

[Subdirs Also]  このチェッ ク  ボッ クスがオンの場合、 Source Insight は 
[Add] ボタンがク リ ッ ク されたと きにサブディ レク ト リのファ イルも
追加します。

このチェッ ク  ボッ クスがオフの場合、 Source Insight は選択されている
ファ イルまたは選択されているディ レク ト リのファ イルのみ追加し、
サブディ レク ト リ を無視します。

[Browse]  Windows の [ ファ イルを開く ] ダイアログ ボッ クスを表示し
ます。 このダイアログ ボッ クスでファ イルを選択する と、 [File Name] 
テキス ト  ボッ クスにファ イルがフル パスで表示されます。

[Remove]  [Remove File] ダイアログ ボッ クスに切り替えます。

Add File List
入力ファイルで指定したファ イル名とディ レク ト リ をカレン ト  プロ
ジェク トに追加します。

プロジェク ト管理者が Source Insight プロジェク トのビルドに使用でき
るソース  ファ イルやソース  ディ レク ト リの リ ス ト を管理する際に便利
です。 手動でファ イルを追加しないで済みます。

Advanced Options 
Source Insight の最適化オプシ ョ ンを選択します。 不具合を特定する際
に便利です。 不具合を報告する と、 [Advanced Options] ダイアログ 
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ボッ クスのオプシ ョ ンを変更するよ うに指示される場合があ り ます。
通常は、 この機能を使用する必要はあ り ません。

Back Tab
カーソルを 1 つ左のタブ ス ト ップに移動します。

Backspace
挿入ポイン トの左にある文字を削除します。 選択範囲が拡張されてい
る場合、 選択範囲のテキス ト を削除します。

Beginning of Line
挿入ポイン ト をカレン ト行の行頭に移動します。

Beginning of Selection
選択範囲が拡張されている場合、 挿入ポイン ト を現在の選択範囲の先
頭に移動します。 選択範囲が挿入ポイン トの場合、 何も起こ り ません。

Blank Line Down
挿入ポイン ト を次の空白行の行頭に移動します。

Blank Line Up
挿入ポイン ト を前の空白行の行頭に移動します。

Block Down
挿入ポイン ト を次の } 括弧に移動します。 C/C++ や Java のよ うな言語
における現在のコード  ブロ ッ クの最後に相当します。

Block Up
挿入ポイン ト を前の { 括弧に移動します。 C/C++ や Java のよ うな言語
における現在のコード  ブロ ッ クの先頭に相当します。
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Bookmark
ブッ クマークの追加と削除、 既存のマークの場所の移動を行います。
ブッ クマークは、 カレン ト  ワークスペースの一部です。

[Name]  ブッ クマークの名前を入力します。 入力したブッ クマークが
存在する場合、  [Go To] ボタンがデフォルトのボタンにな り ます。Enter 
を押すと、 そのマークに移動します。 入力したブッ クマークが存在し
ない場合、 [Set] ボタンがデフォルトのボタンにな り ます。 Enter を押
すと、 新規ブッ クマークが作成されます。

[Marks] リス ト   現在設定されているすべてのブッ クマークの リ ス ト を
表示します。 リ ス トの各項目に、 ブッ クマークの名前、 ファ イル名、
および行番号が表示されます。 [Marks] リ ス トで項目を選択する と、
ブッ クマークの名前が [Name] テキス ト  ボッ クスにロード されます。

[Go To]  [Marks] リ ス ト で選択されているブッ クマークにジャンプしま
す。

[Set]  新規ブッ クマークを作成します。 [Name] テキス ト  ボッ クスの内
容がブッ クマークの名前にな り ます。 ブッ クマークの名前がリ ス トに
既にある場合、 位置が再定義されます。

[Remove]  選択しているブッ クマークを削除します。

Bottom of File
挿入ポイン ト をカレン ト  ファ イルの最後の行の行末に移動します。

Bottom of Window
挿入ポイン ト をアクティブなウ ィンド ウに表示されている最後の行の
行頭に移動します。
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Browse Files
Windows の [ ファ イルを開く ] ダイアログ ボッ クスを表示します。
Source Insight の [Open] コマンド  ( プロジェク ト  ウ ィンド ウにディ レク
ト リに関係なくカレン ト  プロジェク トに含まれるファ イルのみを表示
する ) とは異な り ます。

Browse Project Symbols
カレン ト  プロジェク トのシンボルをすべて リ ス ト します。 このダイア
ログ ボッ クスから、 次の操作を実行できます。

• 名前の一部をベース とするシンボルを検索する。

• シンボル定義を参照する。

• シンボル定義にジャンプする。

• ソース  ファ イルの関数に呼び出しを挿入する。

• ク ロス リ ファレンス  リ ス ト を作成する。

[Browse Project Symbols] コマンドを使用する と、 選択範囲の最初の単
語が自動的に選択されます。 単語は、 ダイアログ ボッ クスのシンボル
名テキス ト  ボッ クスにもロード されます。 [Insert] ボタンを使用してシ
ンボル名を置換できます。

ヒン ト : このモーダル ダイアログ ボッ クスを使用する代わりに、 プロジェク

ト  ウ ィンド ウのシンボル リ ス ト  ビューを使用するこ と もできます。

プロジェク ト  ウ ィンド ウはモードレスで、 アプリ ケーシ ョ ン  ウ ィン

ド ウ と結合または分離できます。 コンテキス ト  ウ ィンド ウには、 プ

ロジェク ト  ウ ィンド ウのシンボル リ ス トで選択している項目の宣言

が表示されます。
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[Browse Project Symbols] ダイアログ ボックス

[Symbol]  検索するシンボルの名前です。 選択範囲の最初の単語が自動
的にロード されます。 任意のシンボル名を入力できます。

[Symbol] リス ト   プロジェク トのすべてのシンボルのリ ス ト を表示しま
す。 [Symbol] テキス ト  ボッ クスで検索パターンが指定された場合、 検
索パターンと一致するすべてのシンボルがリ ス ト されます。 シンボル 
リ ス トの下部に、 現在選択しているシンボルのタイプとシンボルを含
むファイルが表示されます。

リ ス トのシンボルのタイプは [Symbol Types…] ボタンをク リ ッ ク して
設定できます。

入力している内容に一致するシンボルが [Symbol] リ ス トに表示されま
す。 たとえば、 「Pch」 と入力する と、 「Pch」 で始まる リ ス トの ( 並べ
替え後の順序で ) 最初の項目がリ ス トで選択されます。 名前の大文字
と小文字は区別されません。 また、 先頭の下線 (_) は無視されます。

シンボル シラブル マッチングを  ([Preferences: Typing] で ) 有効にした
場合、 入力したシラブルと一致する項目も  [Symbol] リ ス トに表示され
ます。  たとえば、 「cre win」 ( 途中にスペースが含まれている点に注意
) と入力する と、 名前に 「Cre」 および 「Win」 を含むすべてのシンボ
ルが [Symbol] リ ス トに表示されます。

シラブル マッチングのオンとオフを一時的に切り替えるには、 エン ト
リの先頭にスペースを追加します。
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検索パターンの前
に疑問符 (?) を入

力し、 正規表現を
使用してシンボル
を検索できます。

疑問符 (?)、 検索パターンの順に入力して [Jump] ボタンをク リ ッ クす
る と、 シンボルの検索に正規表現形式の検索パターンを指定できます。
パターンと一致するシンボルはすべて、 [Symbol] リ ス トに表示されま
す。 たとえば、 「Delete」 で開始して 「Foo」 を含むすべてのシンボル
を検索するには、 「?^Delete.*Foo」 と入力します。

[Jump]   現在選択しているシンボルの定義にジャンプします。 [Symbol] 
リ ス ト で項目が選択されている場合、 その項目がカレン ト  シンボルで
す。 選択されていない場合、 [Symbol] テキス ト  ボッ クスに入力したシ
ンボルが使用されます。

[Symbol] テキス ト  ボッ クスの内容が疑問符 (?) で始まっている場合、
疑問符に続く検索パターンと一致するすべてのシンボルがリ ス ト され
ます。 ダイアログ ボッ クスは開いたままです。

[Info…]  選択しているシンボルについて [Symbol Info] コマンドを実行
します。

[References]  選択しているシンボルへの参照を検索します。

[Insert w/Args]  シンボルが関数の場合、 シンボル定義で指定されてい
るよ うに、 現在の選択範囲をシンボルの名前、 パラ メータに置換しま
す。

[Insert Name]  現在の選択範囲をシンボルの名前に置換します。

[List]  [Symbol] リ ス トに現在リ ス ト されているシンボルのクロス リ
ファレンス  リ ス ト を作成します。 新規ファ イル Symlist.txt が作成され
ます。 ファ イルの各行には、 シンボル名、 そのシンボルが定義されて
いるファ イル名と行番号が含まれます。

[Symbol Types…]  シンボル リ ス トに含めるシンボルのタイプと  
[Symbol] テキス ト  ボッ クスで正規表現を使用した場合に検索するシン
ボルのタイプを指定します。

クロスリファレンス リス トの作成

Source Insight では、 シンボル名のリ ス ト を含む出力ファ イルを作成で
きます。

シンボルのクロスリファレンス リス ト を作成するには

1. [Browse Project Symbols] コマンドを実行します。

2. [List] ボタンをク リ ッ ク します。 [Symbol] リ ス トに リ ス ト されてい
るすべてのシンボルのリ ス ト 、 シンボルが見つかったファイルと
行番号を含む新規ファイル Symlist.txt が作成されます。
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一部のシンボルのクロスリファレンス リス ト を作成するには

1. [Browse Project Symbols] コマンドを実行します。

2. [Symbol Types…] ボタンをク リ ッ ク して、 リ ス トに表示するシンボ
ルのタイプを指定します。

3. [Symbol] テキス ト  ボッ クスに検索表現を入力します。 パターン
は、 パターンであるこ とを示す ? 文字で始める必要があ り ます。  
たとえば、 「?Word」 は部分文字列 「Word」 を含むすべてのシンボ
ルを検索します。

4. [Jump] ボタンをク リ ッ ク して、 リ ス トの内容をパターンと一致す
るすべてのシンボルに置換します。 検索が完了する と、 一致した
すべてのシンボルが [Symbol] リ ス トに表示されます。

5. [List] ボタンをク リ ッ ク してシンボル リ ス ト を作成します。

6. 関数呼び出しの引数を適切に設定します。

名前で関数を検索するには

名前を完全に覚えていない関数を呼び出す場合を考えます。 その関数
の名前に 「Insert」 と 「Char」 が含まれている と します。 この例では、
プロジェク ト を作成したと きにシンボル シラブル マッチングを有効に
したと仮定しています。

1. 関数呼び出しを挿入する場所を選択します。

2. [Browse Project Symbols] コマンドを実行します。

3. [Symbol] テキス ト  ボッ クスに 「Insert Char」 と入力してしばら く待
ちます。 2 つの単語の間にスペースを入力するこ とに注意して くだ
さい。 入力したシラブルで [Symbol] リ ス トがフ ィルタ され、 名前
に 「Insert」 と 「Char」 を含むすべてのシンボルがリ ス ト されます。
この機能は、 大文字で始まる単語を入力した場合にのみ動作しま
す。

Browse Local File Symbols
ファ イル範囲にあるカレン ト  ファ イルに含まれるシンボルをすべて リ
ス ト します。 このダイアログ ボッ クスから、 シンボル定義の参照、 シ
ンボルへのジャンプ、 または現在の選択範囲へのシンボル定義のコ
ピーの挿入を行う こ とができます。
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[Browse Local File Symbols] コマンドを使用する と、 選択範囲の最初の
単語が自動的に選択されます。 [Insert] ボタンを使用してシンボル名を
置換できます。

[Symbol]  検索するシンボルの名前です。 選択範囲の最初の単語が自動
的にロード されます。 任意のシンボル名を入力できます。

[Symbol] リス ト   プロジェク トのすべてのシンボルのリ ス ト を表示しま
す。 [Symbol] テキス ト  ボッ クスで検索パターンが指定された場合、 検
索パターンと一致するすべてのシンボルがリ ス ト されます。 シンボル 
リ ス トの下部に、 現在選択しているシンボルのタイプとシンボルを含
むファイルが表示されます。

リ ス トのシンボルのタイプは [Symbol Types…] ボタンをク リ ッ ク して
設定できます。

入力している内容に一致するシンボルが [Symbol] リ ス トに表示されま
す。 たとえば、 「Pch」 と入力する と、 「Pch」 で始まる リ ス トの ( 並べ
替え後の順序で ) 最初の項目がリ ス トで選択されます。 名前の大文字
と小文字は区別されません。 また、 先頭の下線 (_) は無視されます。

疑問符 (?)、 検索パターンの順に入力して [Jump] ボタンをク リ ッ クす
る と、 シンボルの検索に正規表現形式の検索パターンを指定できます。
パターンと一致するシンボルはすべて、 [Symbol] リ ス トに表示されま
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す。 たとえば、 「Delete」 で開始して 「Foo」 を含むすべてのシンボル
を検索するには、 「?^Delete.*Foo」 と入力します。

[Jump]  現在選択しているシンボルの定義にジャンプします。 [Symbol] 
リ ス ト で項目が選択されている場合、 その項目がカレン ト  シンボルで
す。 選択されていない場合、 [Symbol] テキス ト  ボッ クスに入力したシ
ンボルが使用されます。

[Symbol] テキス ト  ボッ クスの内容が疑問符 (?) で始まっている場合、
疑問符に続く検索パターンと一致するすべてのシンボルがリ ス ト され
ます。 ダイアログ ボッ クスは開いたままです。

[Info…]  選択しているシンボルについて [Symbol Info] コマンドを実行
します。

[References]  選択しているシンボルへの参照を検索します。

[Insert w/Args]  シンボルが関数の場合、 シンボル定義で指定されてい
るよ うに、 現在の選択範囲をシンボルの名前、 パラ メータに置換しま
す。

[Insert Name]  現在の選択範囲をシンボルの名前に置換します。

[List]  [Symbol] リ ス トに現在リ ス ト されているシンボルのクロス リ
ファレンス  リ ス ト を作成します。 新規ファ イル Symlist.txt が作成され
ます。 ファ イルの各行には、 シンボル名、 そのシンボルが定義されて
いるファ イル名と行番号が含まれます。

[Symbol Types…]  シンボル リ ス トに含めるシンボルのタイプと  
[Symbol] テキス ト  ボッ クスで正規表現を使用した場合に検索するシン
ボルのタイプを指定します。

Cascade Windows
ウ ィ ンド ウを重ねて表示します。

Checkpoint 
カレン ト  ファ イルをディ スクに保存し、 変更履歴と操作履歴を消去し
ます。 「ク リーンな」 保存操作である と考えられます。 ファ イルを保存
して閉じ、 再度開く こ と と同じです。 このコマンドを使用した後で以
前の変更を元に戻すこ とはできません。

Source Insight バージ ョ ン 3.0 よ り も前のバージ ョ ンでは、 ファ イルを
保存した後、 操作履歴と変更履歴を保存していなかったため、 このコ
マンドは [Save] と して知られていました。

Checkpoint All
開いているすべてのファ イルに対して [Checkpoint] コマンドを実行し
ます。 開いているすべてのファ イルをディ スクに保存して、 変更履歴
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と操作履歴を消去します。 このコマンドを使用した後で以前の変更を
元に戻すこ とはできません。

Clear Highlights
すべてのソース  ウ ィンド ウで単語のハイライ ト表示をク リ アします。
ハイライ ト表示を行うには、 [Highlight Word] コマンドを使用します。

Clip Properties
( ク リ ップ ウ ィンド ウ  ツール バーの右ク リ ッ ク  メニュー )
ク リ ップの名前を編集する  [Clip Properties] ダイアログ ボッ クスを表示
します。

Clip Window Properties
ク リ ップ ウ ィンド ウのオプシ ョ ンを設定する  [Clip Window Properties] 
ダイアログ ボッ クスを表示します。

[Preserve clips between sessions]  オンの場合、 ク リ ップは (Source 
Insight プログラム  ディ レク ト リの ) Clips ディ レク ト リに自動的に保存
され、 次回 Source Insight を実行する と きにロード されます。 オフの場
合、 Source Insight を終了する と ク リ ップは破棄されます。

[Prompt for new clip name when text is dropped]  オンの場合、 Source 
Insight はテキス ト をク リ ップ ウ ィンド ウにド ロ ップしたと きにク リ ッ
プの名前を確認します。 オフの場合、 Source Insight はク リ ップの名前
を自動的に生成します。
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[Delete clip after clip is dragged out]  オンの場合、 ク リ ップをク リ ップ 
ウ ィ ンド ウの外にド ラ ッグする と、 ク リ ップ ウ ィ ンド ウから削除され
ます。 オフの場合、 ク リ ップは削除されません。

[Always paste at the start of the line]  オンの場合、 カーソルの位置では
なく、 カレン ト行の行頭にク リ ップを貼り付けます。 ク リ ップを特定
の場所にド ラ ッグした場合には適用されません。

[Font…]、 [Text Color…]、 [Back Color…]  ク リ ップ ウ ィ ンド ウの表示オ
プシ ョ ンを設定します。

Close
カレン ト  ファ イルを閉じます。 ファ イルが変更され、 保存されていな
い場合、 Source Insight はファ イルを閉じる前に変更を保存するかど う
か確認します。

[ はい ]  ファ イルを保存して閉じます。

[ いいえ ]  ファ イルを保存しないで閉じます。 行った変更は保存されま
せん。

[ キャンセル ]  [Close] コマンドをキャンセルします。 ファ イルは開かれ
たままで保存されません。
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Close All
開いている各ファ イルについて [Close] コマンドを実行します。 変更後
に保存されていないすべてのファ イルについて、 Source Insight はファ
イルを保存するかど うか確認します。

カスタム  コマンド  ウ ィンド ウを開いてカスタム  コマンドを実行して
いる場合、 これらのウ ィンド ウは閉じられません。

Close Project
カレン ト  プロジェク ト を閉じます。 プロジェク ト を閉じる と、 開いて
いたすべてのファ イルも閉じられます。 Source Insight は、 開いている
各ファイルについて [Close] コマンドを実行します。 プロジェク トの
ワークスペース と設定ファ イルも保存されます。

Close Window
カレン ト  ウ ィンド ウを閉じます。 ファ イルは複数のウ ィンド ウに表示
できるため、 ウ ィ ンド ウを閉じてもファ イル バッファを閉じる必要は
あ り ません。 ファ イルを表示しているウ ィンド ウのみを閉じる場合、
ファ イルも閉じられます。
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Color Options
ユーザー インターフェイス項目の色を指定する  [Preferences: Colors] ダ
イアログ ボッ クスを表示します。

[Item] リス ト   色を設定できる表示項目を リ ス ト します。 リ ス トには以
下の項目が含まれます。

表 5.1: 色を設定できる表示項目

表示項目 説明

[Default Text] 他のスタイルが適用されていな
いプレーン テキス トです。

[Window Background] ウ ィンド ウの背景色です。

[Printed Default Text] プレーン テキス トの印刷色です

[Printed Window Background] 背景の印刷色です。

[Change Marks] 変更後に保存していない行の左
に表示される変更マークの色で
す。

[Saved Change Marks] 変更後に保存した行の左に表示
される変更マークの色です。

[End of File] ファ イルの最後の下部に表示さ
れる領域の色です。

[Application Background] ソース  ファ イル ウ ィンド ウを含

むメ イン アプリ ケーシ ョ ン フ
レーム ウ ィンド ウの色です。
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[Use color gradients]    オンの場合、 ユーザー インターフェイスの一部
で色のグラデーシ ョ ンが使用されます。 オフの場合、 単色が使用され
ます。

[Color…]    新しい色を選択します。

[Styles…]  スタイル プロパティを編集します。

[Reset…]  色オプシ ョ ンを初期値に戻します。

Command Shell
Source Insight のシェル コマンド  ボッ クスを起動するカスタム コマン
ドです。

Complete Symbol
入力時にシンボル名のエン ト リ を補完します。 名前全体を入力する時
間を節約できます。

自動補完が有効な場合、 [Complete Symbol] コマンドを実行する と自動
補完機能が起動され、  自動補完ウ ィンド ウがポップアップします。

図 5.1  入力後に自動補完ウィンドウが表示されます。

自動補完が無効でコンテキス ト  ウ ィ ンド ウが表示されている場合、 シ
ンボル名を入力する と、 コンテキス ト  ウ ィ ンド ウに入力した内容と部
分的に一致するシンボルの名前が表示されます。

[Complete Symbol] コマンドを実行する と、 入力している単語がシンボ
ルの完全な名前に置換されます。

たとえば、 InitWindowState とい う名前の関数がある と します。
「InitWi」 と入力する と、 自動補完ウ ィンド ウまたはコンテキス ト  ウ ィ
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ンド ウに該当する関数 (InitWindowState) が表示されます。 [Complete 
Symbol] コマンドを実行する と、 「InitWi」 が 「InitWindowState」 に置換
されます。

自動補完設定は補完機能の動作に影響します。 関数名が挿入されたと
きに関数呼び出しパラ メータを挿入するオプシ ョ ンが用意されていま
す。 [Preferences] コマンドを使用して自動補完オプシ ョ ンを変更でき
ます。

Context Window
コンテキス ト  ウ ィンド ウの表示を切り替えます。 [Activate Context 
Window] コマンドを使用した場合も、 コンテキス ト  ウ ィンド ウが表示
され、 コンテキス ト  ウ ィンド ウにフォーカスが変更されます。

Context Window Properties
コンテキス ト  ウ ィンド ウのプロパティを指定するダイアログ ボッ クス
を表示します。 コンテキス ト  ウ ィンド ウはテキス ト  ウ ィンド ウで選択
または入力した内容に加えて、 プロジェク ト  ウ ィ ンド ウ、 リ レーシ ョ
ン  ウ ィンド ウ、 ク リ ップ ウ ィンド ウで選択したファ イルを追跡しま
す。

[Show all matches on the current symbol]  コンテキス ト  ウ ィンド ウに、
一致したすべてのシンボルの完全な リ ス ト を表示するには、 このオプ
シ ョ ンを選択します。 同じ名前の複数の定義がある場合、 リ ス トにす
べて表示されます。

[Show only the first symbol match]  最初に一致したシンボルの定義のみ
を表示するには、 このオプシ ョ ンを選択します。 複数の場所で定義さ
れている本質的に同じシンボルを使用している場合、 このオプシ ョ ン
をオンにします。
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[Show base types for data structure variables]  変数宣言をデコード して
ベース構造タイプ定義 (structs、 unions、 classes、 その他 ) を表示するに
は、 このオプシ ョ ンをオンにします。

例 :
struct S { int x; };
struct S *psvar;

psvar->...

psvar の内部を選択する と、 Source Insight は psvar の宣言を確認して、
struct S のポインタであるこ とを理解し、 struct S の宣言を表示します。

宣言の階層構造を確認しないで、 各変数の宣言を表示するには、 この
オプシ ョ ンをオフにします。

[Show line numbers]  コンテキス ト  ウ ィ ンド ウに行番号を表示します。

[Tracking Options…]  コンテキス ト  ウ ィ ンド ウで追跡する表示オプ
シ ョ ンを設定する  [Symbol Tracking Options] ダイアログ ボッ クスを表
示します。

[Font…]  コンテキス ト  ウ ィ ンド ウでシンボル リ ス ト と ソース  コード
の表示に使用するフォン ト を指定します。 コンテキス ト  ウ ィンド ウで
リ ス トが表示されている場合、 リ ス トのフォン トが設定されます。 コ
ンテキス ト  ウ ィ ンド ウでソース  ファ イルが表示されている場合、 ソー
ス  コードのフォン トが設定されます。

[Text Color…]  コンテキス ト  ウ ィ ンド ウの リ ス ト項目のテキス トの色
を指定します。 ソース  コードの色は [Preferences] ダイアログ ボッ クス
の [Syntax Formatting] オプシ ョ ンで指定します。

[Back Color…]  コンテキス ト  ウ ィンド ウの リ ス ト項目の背景色を指定
します。 ソース  コードの色は [Preferences] ダイアログ ボッ クスの 
[Syntax Formatting] オプシ ョ ンで指定します。
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[Symbol Tracking Options]
コンテキス ト  ウ ィンド ウで追跡する表示オプシ ョ ンを設定します。

[Automatic 
Symbol Tracking]

ソース  ファ イルでカーソルを移動する と、 コンテキス ト  ウ ィ ンド ウ
で、 カーソルの下、 またはカーソルの周りにあるシンボルが自動的に
追跡されます。 コンテキス ト  ウ ィンド ウで追跡する項目を指定しま
す。

[Off]  自動シンボル追跡を無効にします。

[Track selected symbol] (i.e. under cursor)  入力カーソルの下にあるシ
ンボルの定義を調べます。

[Track the enclosing function or class]  入力カーソルを含む関数または
ク ラスの定義を表示します。 関数を編集する と きにコンテキス ト  ウ ィ
ンド ウで関数の定義とパラ メータを確認するのに便利です。

[Activate 
Tracking] グルー

プ

自動追跡が行われる条件を指定します。

[Inside of comments]  カーソルがコ メン トの内部にある と きにシンボル
を調べます。

[Inside of string constants]  カーソルが引用文字列定数の内部にある と
きにシンボルを調べます。

[Inside all file types]  カーソルが ( ソース  コード  ファ イルだけでな く ) 
任意のファ イルの内部にある と きにシンボルを調べます。

Copy
現在の選択範囲の内容をク リ ップボードにコピーします。 ク リ ップ
ボードにコピーした後は、 [Paste] コマンドを使用して他の場所に貼り
付けるこ とができます。 このコマンドは、 現在の選択範囲が拡張され
ている場合にのみ使用できます。
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Copy Line
行全体を含むよ うに現在の選択範囲を拡張して、 選択範囲をク リ ップ
ボードにコピーします。 [Copy Line] コマンドを使用するたびに、 選択
範囲が 1 行下に拡張されます。

Copy Line Right
挿入ポイン トからカレン ト行の行末までのテキス ト をク リ ップボード
にコピーします。

Copy List
このコマンドは、 リ ス ト を右ク リ ッ クする と表示されます。 [Copy 
List] コマンドは、 リ ス トの内容をク リ ップボードにコピーします。 任
意のリ ス トのコピー、 ファ イルへの貼り付け、 印刷に使用できます。

Copy Symbol
このコマンドは、 シンボル ウ ィンド ウを右ク リ ッ クする と表示されま
す。

[Copy Symbol] コマンドは、 選択しているシンボルと定義のボディをク
リ ップボードにコピーします。 たとえば、 関数名をク リ ッ ク して 
[Copy Symbol] コマンドを選択する と、 関数全体がク リ ップボードにコ
ピーされます。
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Copy To Clip
現在の選択範囲の内容を指定したク リ ップ バッファにコピーします。
このコマンドを使用する と、 ク リ ップ ウ ィ ンド ウが表示されます。

リ ス トのク リ ップ項目を選択するか、 ク リ ップ名を入力した後、 Enter 
を押してコピー操作を完了します。

Create Key List
すべてのコマンド と各コマンドに割り当てられているキース ト ローク  
シ ョート カッ トの リ ス ト を含む Keylist.txt ファ イルを生成します。
Keylist.txt ファ イルは通常のテキス ト  ファ イルです。 このファ イルは
編集できます。 独自のキーボード  ク イ ッ ク リ ファレンス  ガイ ドを作成
する場合に便利です。

Create Command List
すべてのコマンド と説明のリ ス ト を含む CommandList.txt ファ イルを生
成します。 CommandList.txt ファ イルは通常のテキス ト  ファ イルです。
このファ イルは編集できます。 独自のコマンド  ク イ ッ ク リ ファレンス  
ガイ ドを作成する場合に便利です。

Cursor Down
挿入ポイン ト を  1 行下に移動します。

Cursor Left
挿入ポイン ト を  1 文字左に移動します。

Cursor Right
挿入ポイン ト を  1 文字右に移動します。
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Cursor Up
挿入ポイン ト を  1 行上に移動します。

Custom Commands
カスタム  コマンドは、 コマンド  シェル バッチ ファ イルに似ています。
カスタム  コマンドを使用する と、 Source Insight からコマンド  ラ イン 
ツールを起動して、 その出力をキャプチャできます。 Windows プログ
ラムも実行できます。

カスタム  コマンドを実行した後、 Source Insight に戻るこ とができま
す。 シェル カスタム  コマンドの出力は、 ファ イルに保存するか、 貼り
付けるこ とができます。 カスタム  コマンドは、 現在の設定の一部と し
て格納されます。

カスタム  コマンドを使用して、 コンパイラ、 ソース管理プログラム、
および sort のよ うなファ イル フ ィルタを起動できます。

ヒン ト : カスタム コマンド編集のシ ョート カッ トは、 コマンドを選択する間 
Ctrl キーを押したままにします。 そのコマンドの [Custom Commands] 
ダイアログ ボッ クスを表示します。

[Custom Commands] ダイアログ ボックス
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[Command]  現在選択しているコマンドの名前を表示します。 このプル
ダウン リ ス トには、 定義済みのすべてのカスタム コマンドの リ ス トが
含まれます。

[Run]  カスタム コマンドが起動されたと きに実行するコマンド  ラ イン
です。 [Run] テキス ト  ボッ クスには特殊なメ タ文字を入力できます。
179 ページの 「Run フ ィールドのフォーマッ ト 」 も参照して ください。

[Dir]  [Run] テキス ト  ボッ クスで指定されたスク リプ ト を実行する と き
に使用する作業ディ レク ト リです。 Source Insight は、 コマンドを実行
する前にこの場所を作業ディ レク ト リに設定します。 何も指定しない
場合、 プロジェク ト  ソース  ディ レク ト リが作業ディ レク ト リに設定さ
れます。

[Output] グループ コマンドの出力を制御します。

[Iconic Window]  オンの場合、 プログラムは最小化して起動されます。
オフの場合、 プログラムは通常通り起動されます。

[Capture Output]  オンの場合、 コマンドの標準出力がキャプチャされ、
コマンドが完了したと きに新規コマンド出力ウ ィンド ウに表示されま
す。 コマンド出力ウ ィンド ウのタイ トルは、 カスタム  コマンドの名前
になり ます。 オフの場合、 標準出力はキャプチャされません。

[Paste Output]  オンの場合、 コマンドの標準出力が現在の選択範囲に
貼り付けられます。

[Control] グルー

プ

コマンド実行の前後に行う操作を指定します。

[Save Files First]  オンの場合、 Source Insight はカスタム コマンドを実
行する前に [Save All] コマンドを実行します。 [Save All] コマンドを実
行する と、 編集後に保存していないファ イルを保存するかど うか確認
する メ ッセージが表示されます。

オフの場合、 変更したファ イルを保存しないでコマンドが実行されま
す。 コマンドが完了したと き変更は保存されないままで Source Insight 
に戻り ます。 コマンドを実行してク ラ ッシュが発生した場合、 Source 
Insight はリ カバリ を行います。 変更は失われません。 128 ページの
「ク ラ ッシュからの リ カバリ 」 も参照して ください。

[Pause When Done]  オンの場合、 Source Insight はコマンドが完了した
と き次のメ ッセージを表示します。

[Press any key to return to Source Insight...]

オフの場合、 コマンドが完了した後 DOS ボッ クスが閉じられます。

[Beep When Done]  オンの場合、 Source Insight はコマンドが完了したと
きビープを出力します。
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[Wait Until Done]  オンの場合、 Source Insight はコマンドが完了するま
で待ちます。

オフの場合、 Source Insight はコマンドの完了を待たずに処理を続行し
ます。 Source Insight ウ ィンド ウに戻った後、 コマンドはバッ クグラウ
ンドで処理されます。

[Exit to Windows]  プログラムの起動後 Source Insight を終了します。

[Source Links in 
Output]

コマンドが完了した後、 出力をどのよ うに扱うか指定します。 Source 
Insight が出力を解析する際に特定の警告またはエラー メ ッセージを検
索するよ う指定できます。

[Parse Links in Output]  コマンド出力がソース  リ ンク  パターンで検索
されます。 パターンは通常、 警告およびエラー メ ッセージと一致しま
す。 パターンが一致する と、 Source Insight はその行にソース  リ ンクを
挿入します。 ソース  リ ンクは、 警告またはエラー メ ッセージからター
ゲッ トのソース行へのリ ンクに使用されます。 [Parse Links in Output] 
オプシ ョ ンがオンの場合、 [Pattern] テキス ト  ボッ クスに有効な検索表
現を指定する必要があ り ます。

[Pattern Contains]  [File, then Line] および [Line, then File]。 パターン表
現でのグループの順序を示します。

パターン表現の最初のグループがファ イル名で 2 番目のグループが行
番号の場合、 [File, then Line] を選択します。 この設定では、 2 番目のグ
ループ ( たとえば、 行番号 ) はオプシ ョ ンです。

パターン表現の最初のグループが行番号で 2 番目のグループがファ イ
ル名の場合、 [Line, then File] を選択します。

[Pattern]  コマンド出力のファ イル名と行番号の検索に使用される正規
表現です。 [Parse Links in Output] オプシ ョ ンが無効な場合は無視され
ます。 オプシ ョ ンがオンの場合、 このテキス ト  ボッ クスにはファ イル
名と行番号の 「グループ」 を含む有効な正規表現が含まれている必要
があ り ます。 113 ページの 「正規表現」 も参照して ください。

[Add…]  [Command] テキス ト  ボッ クスのコマンドを定義します。 コマ
ンドが既に存在する場合、 再定義されます。

[Remove]  コマンドを削除します。

[Run]  コマンドを定義して実行します。

[Close]  ダイアログ ボッ クスを閉じます。 ダイアログ ボッ クスで行わ
れた変更はそのまま残り ます。

[Menu…]  現在のコマンドを定義して [Menu Assignments] ダイアログ 
ボッ クスを表示します。
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[Keys…]  現在のコマンドを定義して [Key Assignments] ダイアログ 
ボッ クスを表示します。

Run フ ィールドのフォーマッ ト

[Run] テキス ト  ボッ クスには、 カスタム コマンドが起動されたと きに
実行するコマンドを指定します。 [Run] テキス ト  ボッ クスには、 複数
のコマンドを指定できます。 コマンドはセ ミ コロンで区切り ます。 た
とえば、

cat make.log;echotime

「cat make.log」 を実行した後、 「echotime」 を実行します。

コマンド  シェルの実行

「type」 や 「dir」 のよ う なシェル コマンドを実行する場合や、 バッチ 
ファ イルを実行する場合は、 最初に cmd.exe を実行する必要があ り ま
す。 たとえば、

cmd /c mybat.bat  または
cmd /c type foo.txt

メモ : Windows 9x/Me を使用している場合、 cmd.exe の代わりに 
command.com を使用してください。

[Run] テキス ト  ボッ クスに ( セ ミ コロンで区切って ) 複数のコマンドを
指定した場合、 cmd.exe を指定する必要はあ り ません。 Source Insight 
がバッチ ファ イルを作成して、 cmd.exe を自動的に実行します。 たと
えば、

cat readme.txt;dir

cmd.exe が既にシェル内部のバッチ ファ イルで実行されているため、
問題なく動作します。

cmd.exe で起動されたシェルの環境スペースが不足する場合があ り ま
す。 この場合、 /e スイ ッチを使用して cmd.exe を起動します。 たとえ
ば、

cmd /e:1024 /c mybat.bat

cmd.exe で起動される新しいサブシェルに 1K バイ トの環境スペースが
割り当てられます。
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コマンド  ライン置換

[Run] テキス ト  ボッ クスには、 メ タ文字を指定できます。 メ タ文字は、
次の項目に置換されます。

表 5.2: カスタム コマンドのメ タ文字

文字 置換後 例

%f カレン ト  ファ イルのフル パ
ス名 *

c:\myproj\file.c

%r プロジェク ト  ソース  ディ レ

ク ト リに対するカレン ト  ファ

イルの相対パス名 *

file.c

%n カレン ト  ファ イルのリーフ名 
*

file.c

%d カレン ト  ファ イルのディ レク

ト リ  パス

c:\myproj

%h カレン ト  ファ イルのディ レク

ト リ  パス  ( ド ラ イブ名なし )
\myproj

%b カレン ト  ファ イルのリーフ名 
( 拡張子なし ) *

file

%e カレン ト  ファ イルの拡張子 c

%c カレン ト  ファ イルのド ライブ

名

c:

%p カレン ト  プロジェク ト名 c:\myproj\myproj

%j カレン ト  プロジェク トのソー

ス  ディ レク ト リ

c:\myproj

%J カレン ト  プロジェク トのデー

タ  ディ レク ト リ

C:\Documents and 
Settings\Jim Smith\My 
Documents\Source 
Insight\Projects\Base

%v カレン ト  プロジェク トのソー

ス  ディ レク ト リのド ライブ名

c:

%o プロジェク トの リーフ名 ( パ
スなし )

myproj

%l カレン ト行の番号 任意の番号

%w 選択範囲の最初の単語、 また
はカーソルの下の単語

任意の単語

%s カスタム コマンドの実行中に

現在の選択範囲が保存される
一時ファイルの名前

d:\tmp\vt0004
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置換後の説明の最後に * がある メ タ文字には、 以下の修飾子文字のい
ずれかを続けて指定できます。

ShellExecute コマンド

ShellExecute コマ
ンドは、 Windows 
シェル コマンドを

起動します。

カスタム  コマンドは、 指定されたファ イルに対して Windows シェルが
操作を実行する 「ShellExecute」 関数をサポート しています。
ShellExecute を使用する場合、 ファ イルの特定の種類を処理するために
登録されているアプ リ ケーシ ョ ンを知っておく必要はあ り ません。 技
術的なバッ クグラウンド情報については、 Windows シェル API ドキュ
メン トで 「ShellExecute」 関数を参照して ください。

この機能を使用するには、 カスタム  コマンドの [Run] 文字列で
「ShellExecute」 を起動します。 フォーマッ トは次のよ うにな り ます。

ShellExecute <verb> <filespec> <optional parameters>

たとえば、 Web サイ ト をブラウズする場合、

ShellExecute open http://www.somedomain.com

verb には以下のいずれかの単語を指定します。

• edit  ファ イルのエディ タを開きます。

• explore  指定されたフォルダを表示します。

• open  指定されたファイルを開きます。 実行形式ファ イルまたは

ドキュ メン ト  ファ イルを指定できます。 フォルダや URL も指定
できます。

• print  指定されたドキュ メン ト  ファ イルを印刷します。 filespec 
がドキュ メン ト  ファ イルでない場合、 関数は動作しません。

• properties  ファ イルまたはフォルダのプロパティを表示します。

• find  [ スタート ] - [ 検索 ] - [ ファ イルやフォルダ ] を起動します。

• "" ( 空の文字列 ) ShellExecute に verb パラ メータを渡しません。

%a 現在の日付 05-12-02

%t 現在の時間 08:23

%1 - %9 カスタム コマンドの引数 任意の文字列

文字 置換後 例

%o すべての開いている
ファイル

%f%o

%m すべての変更した
ファイル

%f%m

表 5.2: カスタム コマンドのメ タ文字

文字 置換後 例
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filespec パラ メータには有効なパスを指定します。 スペースを含むパス
名は二重引用符で囲んでください。 %f ( カレン ト  ファ イル ) のよ うな
メ タ文字も使用できます。 実行ファイルの名前も指定できます。

optional parameters リ ス トは filespec の後に指定するすべての項目です。
実行するアプリ ケーシ ョ ンに渡されるパラ メータを指定します。
フォーマッ トは起動する  verb、 および実行するアプリ ケーシ ョ ンに
よって決定されます。 こ こでもカスタム  コマンドのメ タ文字を使用で
きます。

カスタム  コマンドの作業ディ レク ト リは、 ShellExecute が起動される
前に適用されます。 しかし、 ShellExecute を使用する場合、 出力はキャ
プチャまたは解析できません。

ShellExecute の例

ShellExecute の使用方法を示すいくつかの例を紹介します。

カスタム コマンドのバックグラウンドでの実行

Source Insight でカスタム コマンド  シェル プログラムを起動する と、
Sihook3.exe とい うプログラムが実行されます。 Sihook3.exe は、 コマン
ドを起動して出力をキャプチャします。 カスタム  コマンドを実行して 
Source Insight ウ ィンド ウに戻る と、 カスタム  コマンドをバッ クグラウ
ンドで実行しながら  Source Insight で編集を続行できます。

動作 カスタム コマンドの Run 文字列

Web サイ ト をブラウズす

る  
ShellExecute open http://
www.example.com

Windows 2000 のドキュ メ

ン ト  ファ イル フォルダを

表示する   

ShellExecute explore "C:\Documents and 
Settings"

Windows 98 のドキュ メン

ト  ファ イル フォルダを表

示する

ShellExecute explore "C:\My Documents"

Internet Explorer を起動す

る  
ShellExecute "" iexplore

Internet Explorer でファイ

ルを表示する  
ShellExecute "" iexplore %f

カレン ト  プロジェク ト  
フォルダのファイルを検
索する  

ShellExecute find %j
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コンパイル コマンド とビルド  コマンドの作成

カスタム  コマンドを使用して Source Insight からコンパイラを起動し、
エラー メ ッセージをキャプチャして解析できます。 次に、 [Go To First 
Link] および [Go To Next Link] を使用して、 ソース  ファ イル中のエ
ラーを表示できます。

単純なコンパイル コマンドを作成するには

Microsoft® C++ コンパイラを使用する単純なコンパイラ  コマンドを作
成するには

1. [Custom Command] コマンドを実行します。

2. [Command] ド ロ ップダウン リ ス トで [Compile File] コマンドを選択
します。

3. [Run] テキス ト  ボッ クスに、 「cl %f」 と入力します。 この場合、
カレン ト  ファ イルがコンパイルされます。 代わりに 「make」 プロ
グラムやバッチ ファ イルを起動するこ と もできます。 バッチ ファ
イルを使用する場合、  「cmd /c mybatch.bat」 のよ うに、 コマン
ド  プロセッサを最初に実行して ください。

4. [Parse Links in Output] オプシ ョ ンをオンにします。 デフォルトの
解析パターンは、 コンパイラの出力からコンパイラのエラー メ ッ
セージを解析するよ うに設定されます。

5. [Save Files First] オプシ ョ ンをオンにします。 コンパイラを実行す
る前にファ イルが保存されます。

6. [Add…] ボタンをク リ ッ ク して新規コマンドを保存します。
[Menu…] または [Keys…] ボタンをク リ ッ クする と、 新規コマンド
が定義され、 [Menu Assignments] または [Keyboard Assignments] ダ
イアログ ボッ クスでコマンドにメニューまたはキース ト ロークを
割り当てるこ とができます。

[Parse Links in Output] オプシ ョ ンをオンにする と、 Source Insight はコ
ンパイラの出力を検索して、 各エラー メ ッセージにソース  リ ンクを設
定します。 この場合、 「 リ ンク  ソース」 はコンパイラ出力ファ イルの
各エラー メ ッセージです。 各リ ンクの 「 リ ンク  ターゲッ ト 」 は、 各エ
ラー メ ッセージで指定されたファイルと行番号です。
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Microsoft® Developer Studio を使用してプロジェク ト をビルドするには

1. [Custom Command] コマンドを実行します。

2. [Command] ド ロ ップダウン リ ス トで [Build Project] コマンドを選
択します。 [Build Project] カスタム コマンドは、 Source Insight をイ
ンス トールしたと きに定義されます。

3. [Run] テキス ト  ボッ クスに、 次のよ うに入力します。

C:\MsDevPath\msdev project.dsp /make /rebuild

こ こで、 「MsDevPath」 は msdev.exe プログラムのパスで、

「project.dsp」 は Developer Studio プロジェク トの名前です。

msdev.exe が起動され、 指定したプロジェク トがビルド されます。   

4. [Parse Links in Output] オプシ ョ ンをオンにします。 デフォルトの
解析パターンは、 コンパイラの出力からコンパイラのエラー メ ッ
セージを解析するよ うに設定されます。

5. [Save Files First] オプシ ョ ンをオンにします。 プロジェク ト をビル
ドする前にファイルが保存されます。

コンパイラ  エラーの表示

エラーと ソース行を表示するには

1. 上記で定義した [Compile File] カスタム コマンドを実行します。

2. エラーがある場合、 コンパイラを終了したと きにエラー メ ッセー
ジが 「Compile File」 ウ ィ ン ド ウに表示されます。 Source Insight は
ソース  リ ンクを自動的に設定して [Go To First Link] コマンドを実
行します。   最初のエラー メ ッセージと ソース行が選択され表示さ
れます。

3. [Go To Next Link] コマンドを実行します。 「Compile File」 ウ ィ ンド
ウの次のエラー メ ッセージが選択され、 最初のエラーと同様に、
リ ンクのターゲッ トが表示されます。

4. リ ンク  ( エラー メ ッセージ ) がすべて表示されるまで、[Go To Next 
Link] コマンドを使用して続行します。 リ ンクがそれ以上ない場
合、 Source Insight はビープを出力して、 「No links.」 メ ッセージを
ステータス  バーに表示します。

Cut
現在の選択範囲の内容をク リ ップボードにコピーして、 選択範囲を削
除します。 [Cut] コマンドは選択範囲を削除しますが、 テキス トはク
リ ップボードに存在しているこ とに注意して ください。 [Cut] コマンド
に続いて [Paste] コマンドを実行する と、 削除を元に戻すこ とができま
す。
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Cut Line
カレン ト行をク リ ップボードにコピーして、 行を削除します。 このコ
マンドを使用する場合、 カーソルは行のどの位置にあってもかまいま
せん。

Cut Line Left
カレン ト行の挿入ポイン トの左にあるテキス ト をすべて切り取り ます。

Cut Line Right
カレン ト行の挿入ポイン トの右にあるテキス ト をすべて切り取り ます。

Cut Selection] or Paste
現在の拡張範囲が拡張されている場合は [Cut] コマンドを実行し、 選
択範囲が挿入ポイン トの場合は [Paste] コマンドを実行します。

このコマンドにキーまたはマウスのボタンを割り当てた場合、 キーま
たはマウスのボタンを押すだけでテキス ト を簡単に操作できます。

このコマンドを使用するには :
1. マウスのボタンをク リ ッ クおよびド ラ ッグして移動するテキス ト

を選択します。

2. テキス ト を切り取るマウスのボタンまたはキーを押します。

3. マウスのボタンをポイン トおよびク リ ッ ク して新しい場所を選択
します。

4. テキス ト を貼り付けるマウスのボタンまたはキーを押します。

Cut Symbol
( シンボル ウ ィンド ウの右ク リ ッ ク  メニュー )
選択しているシンボルを切り取り ます。

Cut To Clip
現在の選択範囲の内容を指定したク リ ップ バッファにコピーして、 選
択範囲を削除します。 このコマンドを使用する と、 ク リ ップ ウ ィンド
ウが表示されます。

Cut Word
挿入ポイン トから単語の最後まで ( およびその後のスペース ) を切り
取り ます。
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Cut Word Left
挿入ポイン トから単語の先頭までを切り取り ます。

Delete
現在開いているファ イルを含む、 ディ スク上のファイルを削除します。

Delete All Clips
ク リ ップ ウ ィンド ウからすべてのユーザー ク リ ップを削除します。
「Clipboard」 は削除できない特殊なク リ ップです。

Delete Character
挿入ポイン トの文字を削除します。 現在の選択範囲が拡張されている
場合、 選択範囲全体を削除します。

Delete Clip
( ク リ ップ ウ ィンド ウ  ツール バーの右ク リ ッ ク  メニュー )
ク リ ップ ウ ィンド ウおよびディ スクから ク リ ップ ファ イルを削除しま
す。

Delete File
ディ スクからファ イルを削除し、 そのファイルがプロジェク トの一部
であった場合はカレン ト  プロジェク トから削除します。 カレン ト  ファ
イルを指定した場合、 ファ イルは閉じられた後、 削除されます。

Delete Line
カレン ト行を削除します。 [Cut Line] コマンド と異な り、 ク リ ップボー
ドの内容は変更されません。
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Display Options
[Preferences] ダイアログ ボッ クスの [Display] タブを表示します。 これ
らのオプシ ョ ンは、 現在の設定の一部です。

[Display Elements] グループ  ユーザー インターフェイスの表示を切り
替えます。

[Status Bar]  Source Insight アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ンド ウの下部にある
ステータス  バーの表示を切り替えます。

[Tool Bar]  Source Insight アプ リ ケーシ ョ ン  ウ ィ ンド ウの上部にある メ
イン ツール バーの表示を切り替えます。

[Clip Window]  ク リ ップ ウ ィンド ウの表示を切り替えます。

[Project Window]  プロジェク ト  ウ ィ ンド ウの表示を切り替えます。
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[Context Window]  コンテキス ト  ウ ィンド ウの表示を切り替えます。

[Relation Window(s)]  リ レーシ ョ ン ウ ィ ンド ウの表示を切り替えます。

[Reset]  すべての補助ウ ィンド ウの位置を リセッ ト してメ イン  モニタ
に移動します。

[Options] グルー

プ

プログラムの異なる表示要素の一般的なオプシ ョ ンを制御します。

[Page Number in status bar]  オンの場合、 現在の選択範囲を含むページ
の番号がステータス  バーに表示されます。 ページ番号は [Document 
Options] コマンドで選択されたプリ ンタ  フォン トのサイズ、 構文
フォーマッ ト  オプシ ョ ン、 および [Page Setup] の設定から計算されま
す。

[Cascade new windows]  オンの場合、 Source Insight は新規ウ ィンド ウ
を他のウ ィンド ウに重ねて表示します。 オフの場合、 Source Insight は
新規ウ ィンド ウを現在のウ ィンド ウ と同じ場所に表示します。 現在の
ウ ィンド ウは新規ウ ィンド ウに隠されます。

[Maximize new windows]  オンの場合、 Source Insight は新し く開いた
ウ ィンド ウを自動的に最大表示します。 オフの場合、 Source Insight は
通常の MDI 形式でウ ィンド ウを開きます。

[Horizontal scroll bars for each new window]  オンの場合、 新規ソース  
ファ イル ウ ィンド ウに水平スク ロール バーが表示されます。

[Vertical scroll bars for each new window]  オンの場合、 新規ソース  
ファ イル ウ ィンド ウに垂直スク ロール バーが表示されます。

[Smooth scrolling windows]  オンの場合、 ウ ィンド ウは 1 行ごとにジャ
ンプする代わりに、 スムースにスク ロールされます。 スムース  スク
ロールはスク ロールを連続に行うのではなく、 一度に 1 行または 2 行
スクロールする場合に有効になり ます。 編集を開始するか、 素早く ス
ク ロールする と、 スムース  スク ロールもスピードアップします。 オフ
の場合、 ウ ィンド ウは一度に 1 行スクロールします。 使用しているビ
デオ カードでスク ロール処理が遅い場合、 このオプシ ョ ンをオフにし
て ください。

[Show line revision marks in left margin]  オンの場合、 Source Insight は
ファ イルが保存または開かれた後、 変更または削除された行の左余白
をハイライ ト表示します。 編集した行を素早く確認するのに便利です。
[Go To Next Change] および [Go To Previous Change] コマンド  (Alt+ キー
パッ ドの + および Alt+ キーパッ ドの -) を使用する と、 カレン ト  ファ
イルの変更を移動できます。

[Show book marks in left margin]  オンの場合、 Source Insight は 
[Bookmark] コマンドでマークを追加した行の左余白にブッ クマーク  ア
イコンを表示します。
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[Show exact case of file names]  オンの場合、 Source Insight はファ イル
名をそのまま表示します。 オフの場合、 Source Insight はファイル名の
最初の文字を大文字、 その他の文字を小文字で表示します。 ファ イル
名に大文字と小文字が含まれている場合、 Source Insight はファイル名
を変換しません。

このオプシ ョ ンは、 Source Insight が表示するファ イル名にのみ影響し
ます。 ファ イル名は、 ファ イル システムで示されたとおりにデータ
ベースに格納されます。

[Show read-only file names with !  mark]  オンの場合、 Source Insight は
ウ ィンド ウ  タイ トルでファ イル名の先頭に感嘆符 (!) を追加して読み
取り専用ファ イルを表示しされます。 このオプシ ョ ンは、 ウ ィンド ウ  
タイ トルでのファ イル名の表示方法にのみ影響します。

[Show current project name in application background]  オンの場合、 カ
レン ト  プロジェク トの名前が Source Insight アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィン
ド ウの複数のドキュ メン ト  バッ クグラウンド領域に表示されます。

[Tile source and destination windows for Source Link commands]  オン
の場合、 [Go To First Link]、 [Go To Next Link] のよ うなソース  リ ンク  コ
マンドを使用する と、 Source Insight はソース  リ ンクのソース と ター
ゲッ ト を並べて表示します。 ソース  リ ンク  コマンドは、 ソース  リ ン
クの出力を解析するカスタム  コマンド  ( 「コンパイル」 コマンドなど ) 
を実行したと きにも使用されます。 オフの場合、 Source Insight はソー
ス  リ ンク  コマンドを使用したと きにウ ィンド ウを並べて表示しません
が、 ソース  リ ンクのターゲッ ト を含むウ ィンド ウをアクティブにしま
す。

カレン ト  ウ ィンド ウが最大表示されている場合、 ウ ィンド ウは並べて
表示されません。

[Use background textures]  ツール バーやダイアログ ボッ クスのよ う な
ユーザー インターフェイス要素の背景に灰色のテクスチャを使用しま
す。

[Use flat style toolbars]  新しい Windows プログラムのよ うに、 新しい
「フラ ッ ト 」 形式のツール バー ボタンを使用します。 オフの場合、
ツール バー ボタンは従来の形式で表示されます。

[Enable Theming]  Windows XP およびそれ以降で、 XP テーマの使用と
ダイアログ ボッ クス、 メニュー、 ウ ィンド ウ  フレーム、 その他のユー
ザー インターフェイス要素のビジュアル スタイルを有効にします。 設
定の変更を有効にするには、 Source Insight を再起動する必要があ り ま
す。

[Enable Animations]  入力フォーカスがフローティング ツール ウ ィ ン
ド ウに変更されたと き、 およびフローティング ウ ィンド ウが 「拡大」
または 「縮小」 されたと きに表示するアニメーシ ョ ンを有効にします。
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ビデオ カードのパフォーマンスが低い場合はアニメーシ ョ ンをオフに
して ください。

[Sort Window menu by usage] および [Sort Window menu by title]  

[Window] メニューに表示されるウ ィンド ウ名をどのよ うに並べ替える
かを指定します。 [Sort Window menu by usage] が選択されている場合、
最近使用したウ ィンド ウから順に表示されます。 [Sort Window menu by 
title] が選択されている場合、 アルファベッ ト順に表示されます。

[Styles…]  スタイル プロパティを編集します。 311 ページの 「Style 
Properties」 も参照して ください。

[Spacing…]  文字の間隔オプシ ョ ンを変更します。 190 ページの
「[Character Spacing Options] ダイアログ ボッ クス」 も参照して くださ
い。  

[Character Spacing Options] ダイアログ ボックス

文字の水平間隔オ
プショ ンはプロ
ポーショナル フォ

ン トで便利です。

文字の間隔オプシ ョ ンは、 文字の水平間隔および垂直間隔の制御に使
用します。 このダイアログ ボッ クスでは、 Source Insight が空白、 タ
ブ、 および一般的な区切り文字の幅をどのよ うに計算するか調整でき
ます。 [Document Options] ダイアログ ボッ クスの [Line up white space] 
オプシ ョ ンがオフの場合、 最初の 2 つの設定は効果があ り ません。
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[Horizontal Spacing] オプシ ョ ン

プロポーシ ョナル フォン トが使用され、 [Document Options] ダイアロ
グ ボッ クスの [Line up white space] オプシ ョ ンがオンの場合、 表示す
る文字の幅を調整します。 オンの場合、 Source Insight はスペース と タ
ブに固定の幅を使用します。 スペース と タブは固定ピッチのフォン ト
を使用した場合と同じ方法で表示されます。 プロポーシ ョナル フォン
ト を使用している場合、 このオプシ ョ ンをオンにする とプログラムが
よ り見やすくな り ます。

スペース幅文字

スペース幅文字は単一スペースの幅を制御します。 この結果、 タブ (
スペース数文字分 ) の幅も制御されます。 Source Insight は、 表示に使
用されるすべてのフォン トで、 この文字と同じ幅になるよ うにスペー
スを計算します。 たとえば、 このダイアログ ボッ クスで文字 「1」 が
指定されている場合、 スペース文字の幅は文字 「1」 と同じ幅にな り ま
す。 ( 文字とその数値を混同しないでください。 Source Insight が文字
の数値に干渉するこ とはあ り ません。 )
Source Insight はスペースの幅をスペース幅文字に基づいて計算するた
め、 スペースは使用されているフォン トやフォン ト  サイズに関係なく
正確に計測されます。

幅広フォン トでの作業

通常の文字幅でないフォン ト を使用している場合、 または空白と イン
デン トの量を調整する場合は、 この設定を変更します。 幅の狭い文字
では空白が縮小され、 幅の広い文字では空白が拡大されます。 この幅
は [Document Options] ダイアログ ボッ クスで指定されたタブ幅の設定
には依存しません。 タブ幅は固定幅文字カラムの数と して指定されま
す。

一般的な区切り文字の幅もスペースに似た方法で制御できます。 影響
を受ける区切り文字は、 ほとんどのフォン トで狭い文字である  - | \ 
/ および !  です。

[Layout tabstops using monospaced calculations]  タブの幅を制御しま
す。 オンの場合、 等幅フォン ト を使用している と仮定してタブの幅が
計算されます。 ソース  コードの表示に可変ピッチのフォン ト を使用し
ている場合でも、 テキス トのカラムをタブ付きにします。

[Layout spaces using monospaced calculations]  スペース文字をモノス
ペースのフォン トが使用された場合と同じよ うに表示します。 たとえ
ば、4 つのスペースはタブ ス ト ップと同じ幅になり ます ( タブの幅が 4 
文字の場合 )。 Source Insight は各行を確認して、 スペース文字にいつ
このルールを適用するか決定します。 スペースを使用して手動でカラ
ムを並べる場合は、 このルールが適用されます。 ルールは 2 つ以上の
連続するスペースにのみ適用されます。 その他の場合、 指定された
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フォン トで自然な幅のスペースになるよ うにスペースの幅が計算され
ます。 このオプシ ョ ンは、 デフォルトでオンです。

このオプシ ョ ンを使用する と、 タブと スペースを使用してカラムを並
べる場合を除いて、 スペースのサイズは自然なサイズになり ます。 こ
れは精密化学ではあ り ません !
Source Insight は、 構文フォーマッ ト を使用している場合でも、 単純に
表示されるよ うにテキス ト を並べて表示します。 [Draft View] コマンド
を使用してテキス トのアライ メン ト を確認するこ と もできます。

[Vertical Spacing] オプシ ョ ン

これらのオプシ ョ ンは行間隔を制御します。

[Smaller line heights (reduces font leading)]  行の高さを圧縮して画面に
多くのテキス ト行を表示するには、 このオプシ ョ ンをオンにします。
このオプシ ョ ンをオンにする と、 にオペレーティング システムによっ
てフォン トに追加される 「行間隔」 が少なくな り ます。 行間隔が追加
される と印刷されたドキュ メン トは見やすくな り ます。 しかし、 ソー
ス  コードの編集には必要あ り ません。

間隔が問題となる理由

「なぜ間隔が問題になるのでし ょ う ? タブ ス ト ップを  1/2 インチのよ う
に設定すればいいだけでは ?」 と思われるかも しれません。 答えは少
し複雑です。 問題は、 ワード  プロセッサと異な り、 Source Insight は単
純なテキス ト  エディ タ と同じよ うにテキス ト  ファ イルを表示しよ う と
する点にあ り ます。

たとえば、 Source Insight を使用していない人やソース  コードに常に固
定ピッチのフォン ト を使用する人が同じワーク  グループにいる と しま
す。 その人がコードを見る と きに単純な固定幅のタブ ス ト ップで表示
されなくなるよ うに Source Insight でコードを編集しよ う とは思わない
でし ょ う。

ワード  プロセッサ プログラムは、 プ リ ンタに印刷するイ メージでテキ
ス ト を表示します。 Source Insight は、 別のエディ タで固定ピッチの
フォン ト を使用して表示した場合と同じよ うにテキス ト を表示します。

ワード  プロセッサ プログラムでは、 テキス トのサイズは、 インチやセ
ンチメートルのよ うに物理的な単位で測定されます。 たとえば、 タブ 
ス ト ップを 1/2 インチに設定します。 テキス ト を印刷する と き、 ワー
ド  プロセッサはタブ ス ト ップがプ リ ンタ上で 1/2 インチ幅になるこ と
を確認します。

Source Insight では、 タブ ス ト ップは固定サイズの文字カラムで計測さ
れます。 Source Insight はタブ付きのカラムを固定ピッチのフォン トが
使用された場合と同じよ うに整列します。
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Source Insight が水平のピクセル位置に基づいて次のタブ位置に単純に
移動した場合、 固定ピッチのフォン トでコードを見る と、 異なる数の
タブが画面に表示されます。

次に例を示します。 メモ帳で Courier New ( 固定ピッチのフォン ト ) を
使用し、 X と  Y、 および Q と  R をタブで区切ってカラムを揃えたと し
ます。 単語 「narrow」 と 「wide」 は、 どちら もカラム  0 (1 タブ ス ト ッ
プ ) に収まっています。

次に、 Source Insight で リ ッチ フォーマッ ト を使用した場合、 「narrow」
はタブの幅に収ま り ますが、 「wide」 は収ま り ません。 Y は 1 つ以上の
タブ ス ト ップ分移動され、 次のよ うにな り ます。

Y は Q と整列されました。 残りのカラムは整列されません。 実際、
[Document Options] で [Line up white space] オプシ ョ ンをオフにする と
このよ うにな り ます。

[Line up white space] オプシ ョ ンがオンになっている と、 Source Insight 
はタブの位置を揃えて表示しよ う と します。

コードが上記のよ うに表示される場合、 「M」 や 「W」 のよ うに多くの
フォン トで幅広で表示される文字に異なるスペース幅を指定します。
すべてのタブ ス ト ップの幅が広くな り、 次のよ うに表示されます。

タブ スト ッ

プ :
0 1 2 3

行 1: narrow X Q

行 2: wide Y R

タブ ス
ト ップ :

0 1 2 3

行 1: narrow X Q

行 2: w i d e Y R

タブ ス
ト ップ :

0 1 2 3

行 1: narrow X Q

行 2: w i d e  Y R

タブ ス
ト ップ :

0 1 2

行 1: narrow X Q

行 2: w i d e Y R
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この処理は、 固定ピッチのフォン トで表示したと きよ り もテキス トが
非常に狭くなる場合にも有効です。

Document Options
[Document Options] コマンドでは、 現在編集しているファ イルの名前ま
たは拡張子に基づいて編集および表示オプシ ョ ンを定義します。

ドキュ メン ト  タイプ

ドキュメン ト  タイ
プは、 ファイル タ
イプの言語と編集
オプショ ンを決定
します。

ドキュ メン ト  タイプは [Document Options] コマンドで定義されるファ
イルの分類です。 Source Insight は、 ファ イルの名前を使用してドキュ
メン ト  タイプを決定します。 ドキュ メン ト  タイプを使用して、 Source 
Insight で異なる動作に異なる種類のソース  ファ イルを関連付けます。

[Document Options] ダイアログ ボックス

[Document Type]  これまで定義したすべてのドキュ メン ト  タイプのリ
ス トです。 この リ ス トから ドキュ メン ト  タイプを選択する と、 ダイア
ログ ボッ クスの他のテキス ト  ボッ クスはそのドキュ メン ト  タイプの
プロパティを反映するよ うに更新されます。 リ ス トの最初のエン ト リ
は常に [Default] ドキュ メン ト  タイプです。 エン ト リの内容は変更でき
ますが、 エン ト リ を削除するこ とはできません。

[Document Options] ダイアログ ボッ クスが表示される と き、 カレン ト  
ファ イルのドキュ メン ト  タイプが自動的に選択されます。
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[Add Type…]  新規ドキュ メン ト  タイプを追加します。 ボタンをク リ ッ
クする と、 ドキュ メン ト  タイプの名前を確認する メ ッセージが表示さ
れます。

[Remove Type]  選択している ドキュ メン ト  タイプを削除します。 この
操作は元に戻せません。

[Auto Indent…]  選択している ドキュ メン ト  タイプの自動インデン ト設
定を変更します。 199 ページの 「自動インデン ト 」 も参照して くださ
い。

[File Filter]  ファ イル名の区切り付き リ ス トです。 リ ス トのエン ト リは
スペース、 セ ミ コロン、 またはカンマで区切り ます。 各エン ト リは、
ファ イル名またはワイルドカードのいずれかで指定します。 バッ クス
ラ ッシュを含むド ライブ名またはフル パスは指定できません。

たとえば、

*.c;*.h

ワイルドカード  
フ ィルタを使用し
てファイルと ド
キュメン ト  タイプ
を一致させます。

ファ イル名を指定する と、 Source Insight は [File Filter] テキス ト  ボッ ク
スのファ イルと一致するすべての定義済みのドキュ メン ト  タイプを検
索して、 ファ イルのドキュ メン ト  タイプを識別します。 実際に、
Source Insight はドキュ メン ト  タイプ レコードのセッ ト全体を  2 つのパ
スに分けてファイルのドキュ メン ト  タイプを決定します。

1. 最初に、 [File Filter] リ ス トのすべてのファイル名と一致するファ
イルを検索します。

2. 一致するファ イルがない場合、 [File Filter] リ ス トのすべてのワイ
ルドカード と一致するファ イルを検索します。

3. それでも一致するファ イルがない場合、 Source Insight はそのファ
イルが [Default] ドキュ メン ト  タイプである と仮定します。

これは、 特殊な方法で一部のファ イルを処理できるこ とを意味します。
たとえば、 「*.inc」 は通常 [x86 Asm Source File] ドキュ メン ト  タイプに
含まれますが、 「cmd.inc」 ファ イルを  [C Source File] ドキュ メン ト  タイ
プと して指定できます。 [C Source] ドキュ メン ト  タイプの [File Filter] 
テキス ト  ボッ クスに、 「cmd.inc」 を追加します。

*.c;*.h;cmd.inc

ドキュ メン ト  タイプのファイル フ ィルタ と して * を追加する と、
「Default」 ドキュ メ ン ト  タイプの代わりにデフォルトの catchall タイプ
になり ます。 catchall タイプはファイルが他のドキュ メン ト  タイプと
一致していない場合にのみ適用されます。

新規ファイル拡張子の追加

標準ドキュ メン ト  タイプのファ イル フ ィルタに新規エン ト リ を追加す
るこ と もできます。 たとえば、 デフォルトでは、 [C Source File] ドキュ
メン トの拡張子は 「*.c」 および 「*.h」 です。 拡張子が .h2 の C ソース  
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ファ イルがある場合、 「*.h2」 を  [C Source File] ドキュ メン ト  タイプの 
[File Filter] リ ス トに追加します。

*.c;*.h;*.h2

プロジェク トに追
加されるドキュメ
ン ト  タイプを制御

できます。

[Add Files] ダイアログ ボッ クスのよ うにファ イルのリ ス トが表示され
る場合は常に、 Source Insight はすべての定義済みドキュ メン ト  タイプ
のすべての [File Filter] テキス ト  ボッ クスに含まれるファ イルを リ ス ト
します。 つま り、 新規ドキュ メン ト  タイプを追加する と、 それらの
ファ イルはファイル リ ス トにも表示されます。

[Use options from Default type]     オンの場合、 [Editing Options] および 
[Status Bar Options] には [Default] ドキュ メン ト  タイプの設定が使用さ
れます。 多くのドキュ メン ト  タイプを定義して、 1 つの場所 ([Default] 
ドキュ メン ト  タイプ レコード ) からオプシ ョ ンを制御できます。 パー
サーの設定は影響を受けません。 各ドキュ メン ト  タイプで一意のまま
です。

オフの場合、 [Editing Options] および [Status Bar Options] には各ドキュ
メン ト  タイプ レコードの設定が使用されます。

[Include when adding to projects]  オンの場合、 プロジェク トに追加す
る新規ファ イルを検索する と きに [Add File] コマンドおよび自動ファ
イル追加機能で選択している ドキュ メン ト  タイプが追加されます。

[Font Options] グ
ループ

[Emulate screen fonts when printing]  オンの場合、 Source Insight は 
[Screen Fonts…] のフォン ト設定を印刷時に使用します。 TrueType フォ
ン ト を使用している場合に最適です。 オフの場合、 [Printer Fonts…] ボ
タンのフォン ト設定が印刷時に使用されます。

[Line up white space]  このオプシ ョ ンは、 プロポーシ ョナル フォン ト
を選択している場合にのみ適用されます。 Courier New のよ うな固定
ピッチのフォン ト を選択している場合は影響を受けません。

プロポーショナル 
フォン ト を使用し
た場合でも正し く
インデン トできま
す。

オンの場合、 Source Insight はスペースと タブに固定の幅を使用します。
スペース と タブは固定ピッチのフォン ト を使用した場合と同じ方法で
表示されます。 プロポーシ ョナル フォン ト を使用している場合、 この
オプシ ョ ンをオンにする とプログラムがよ り見やすくな り ます。 コー
ドの表示に Courier New ( または他の固定ピッチのフォン ト ) フォン ト
を使用している場合は、 このオプシ ョ ンを試してみてください。

オフの場合、 Source Insight は文字の自然な幅を使用します。

固定ピッチのフォン ト を使用してソース  コードを表示するツールを使
用している人がチームにいる場合に便利です。 プロポーシ ョナル フォ
ン ト を使用しながら、 固定ピッチのフォン トの有効な表現を維持でき
ます。
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[Preferences: Display] ダイアログ ボッ クスの [Spacing] ボタンをク リ ッ
ク して Source Insight がスペースの固定幅を計算する方法を制御できま
す。

詳細は、 190 ページの 「[Character Spacing Options] ダイアログ ボッ ク
ス」 を参照して ください。

[Screen Fonts…]  画面の表示に使用するフォン ト を選択します。 ボタ
ンの右に、 現在選択しているフォン トの名前が表示されます。

[Printer Fonts…]  印刷に使用するフォン ト を選択します。 ボタンの右
に、 現在選択しているフォン トの名前が表示されます。 この設定は、
前述した [Emulate screen fonts when printing] オプシ ョ ンがオフの場合に
のみ効果があ り ます。

[Parsing] グルー

プ

[Language]  Source Insight で定義されているすべての言語のリ ス トで
す。 現在のドキュ メン ト  タイプの解析と表示に使用する言語を リ ス ト
から選択します。 たとえば、 ドキュ メン ト を Java ソース  ファ イルと し
て解析するには、 リ ス トから 「Java Language」 を選択します。 解析を
行わない場合は、 「None」 を選択します。

新規カスタム言語を追加するには、 <New Language> を選択します。

[Language…]  [Language Options] ダイアログ ボッ クスを開きます。 こ
のダイアログ ボッ クスで、 新規言語の追加や言語のプロパティの編集
を行います。 たとえば、 各言語に関連付けられている構文フォーマッ
ト  キーワード  リ ス ト を編集できます。 各言語タイプには独自のキー
ワード  リ ス トがあ り ます。 228 ページの 「Language Options」 も参照し
て ください。

[Custom Tag Type]  [Custom pattern] テキス ト  ボッ クスのカスタム パー
サー パターンを使用して検索するシンボルのタイプを指定します。 リ
ス トには、 すべての可能なシンボル タイプが含まれています。 「No 
Custom Parser」 エン ト リ   が選択された場合、 Source Insight はカスタム 
パターンを使用しません。 他のエン ト リが選択された場合、 シンボル
名の解析に使用する正規表現パターンをカスタム  パターンと して使用
します。

[Custom pattern]  1 つのグループを含む有効な正規表現パターンを指定
します。 グループで、 マッチング パターンのどの部分がシンボル タグ
と見なされるか説明します。 このパターンを使用して解析されたシン
ボルが [Custom Tag Type] で示されているタイプで使用されます。
[Custom Tag Type] が 「No Custom Parser」 に設定されている場合、 この
テキス ト  ボッ クスは無視されます。
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カスタム  パターンを使用する と、 Source Insight にあらかじめ含まれて
いないファ イルのシンボルを解析できます。 たとえば、 以下の文字列
は、 WIN.INI のよ うな INI ファ イルのセクシ ョ ンを解析します。

^\[\(.*\)\]

このカスタム解析パターンを使用する新規ドキュ メン ト  タイプ 「INI 
File」 を定義して   WIN.INI のよ うなファ イルを開く と、 シンボル ウ ィ
ンド ウにセクシ ョ ン名が表示されます。

[Status Bar 
Options] 

プログラム ウ ィ ンド ウの下部のステータス  バーの表示を制御します。

[Line, Col, Symbol]  ステータス  バーに挿入ポイン トの行番号、 カラム
番号、 およびシンボルの名前が表示されます。

[Line, Col, Char, Byte]  ステータス  バーに挿入ポイン トの行番号、 カラ
ム番号、 行の先頭からの文字数、 およびファ イルの先頭からのバイ ト
数が表示されます。

[Editing Options] 
グループ

ドキュ メン ト  タイプがどのよ うに編集されるか制御します。 選択した
ドキュ メン ト  タイプのすべてのファ イルで、 次の編集オプシ ョ ンが有
効にな り ます。

[Word Wrap]  オンの場合、 挿入ポイン トが余白の幅を超える と、
Source Insight は自動的に次の行にワード ラ ップします。 このオプシ ョ
ンは、 新規テキス ト を入力している と きにのみ適用されます。 オフの
場合、 Source Insight は入力したテキス ト を自動的にワード ラ ップしま
せん。

[Allow auto-complete]  オンの場合、 [Options] > [Preferences: Typing] ダ
イアログ ボッ クスで自動補完がグローバルで有効に設定されている ド
キュ メン ト  タイプでシンボルの自動補完が有効になり ます。

[Allow intelligent paste]  オンの場合、 [Options] > [Preferences: Typing] ダ
イアログ ボッ クスで拡張貼り付けがグローバルで有効に設定されてい
る ドキュ メン ト  タイプで拡張貼り付けが有効になり ます。

[Tab width]  文字スペースのタブ文字の幅です。

[Margin width]  自動的にワード ラ ップが行われる前の文字スペースの
テキス トの幅です。

[Expand tabs]  オンの場合、 タブを入力したと き、 Source Insight はタブ
文字と等価な数のスペースを挿入します。 テキス トはタブが入力され
た場合と同じよ うに見えますが、 タブではなく スペースが挿入されま
す。 オフの場合、 タブを入力したと き、 Source Insight はそのままタブ
文字を挿入します。

[Enter key -> new line]  オンの場合、 入力中に Return または Enter キー
が押される と、 新しい行を挿入します。 オフの場合、 入力中に Return 
198 Source Insight ユーザー マニュアル



第 5 章 Document Options
または Enter キーが押される と、 次の行の先頭に挿入ポイン ト を移動
します。

[Show line numbers]  左余白に行番号を表示します。

[Show right margin]  右余白に薄い縦線を表示します。 プロポーシ ョナ
ル フォン ト を使用している場合、 行の途中に縦線が表示されるこ とが
あ り ます。

[Visible tabs]  オンの場合、 タブ文字を空白ではなく特殊なシンボルで
表示します。

[Symbol Window]  オンの場合、 ソース  ウ ィンド ウの左側にシンボル 
ウ ィ ンド ウが表示されます。

[Show page breaks]  改ページの位置に薄い横線を表示します。 改ペー
ジの位置は構文フォーマッ ト と選択されているプリ ンタ  フォン トに基
づいて計算されます。

自動インデン ト

自動インデン ト機能は入力したテキス トのインデン トのレベルを制御
します。 Source Insight は、 Simple と  Smart の 2 種類の自動インデン ト
をサポート しています。 Smart はすべての言語ではサポート されてい
ません。

[Auto Indent Type]  自動インデン トの種類を指定します。 自動インデン
トは新しい行を挿入する と きに行われます。

• [None]  特殊なインデン トは行われません。 Source Insight は、 新

しい行を挿入したと きまたはワード ラ ップされたと き、 挿入ポ
イン ト を次の行の先頭に移動します。

• [Simple]   Source Insight は、 前または次の行に合わせてテキス ト

を自動的にインデン ト します。

• [Smart]   Source Insight は、新しい行を挿入したと きインデン トの

レベルを自動的に調整します。 すべての言語ではサポート され
ていません。 このオプシ ョ ンが選択されている場合、 [Smart 
Indent Options] が適用されます。
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[Smart Indent Options]  スマート  インデン トが中括弧と閉じ中括弧にど
のよ うに影響するか決定します。

Draft View
テキストを素早く
表示するには、
[Draft View] コマン
ドを使用します。

ド ラフ ト  モードの表示を切り替えるには、 [View] メニューで [Draft 
View] コマンドを選択します。 ド ラフ ト  モードがオンの場合、 色の変
更を除く、 ほぼすべての構文フォーマッ トがオフになり ます。

[Style Properties] 
で [Draft View] の
フォン ト を編集で
きます。

すべてのテキス トは、 「Draft View」 スタイルを使用して表示されます。
スタイルは [Style Properties] ダイアログ ボッ クスで編集できます。
「Draft View」 スタイルはモノ スペース  フォン ト  (Courier New) を使用す
るよ うにあらかじめ設定されています。 311 ページの 「Style Properties」
も参照して ください。

Source Insight の構文フォーマッ ト機能は強力ですが、 単一フォン ト を
使用している と きにテキス トが別のエディ タや簡易表示モードでどの
よ うに表示されるか確認しておく必要があ り ます。 ド ラフ ト  モードは
ディ スプレイを基本的な等幅フォン トに素早く切り替える際、 役に立
ちます。 これは、 カラムを並べるのに、 タブの代わりにスペースを使
う場合は特に、 役に立ちます。

ド ラフ ト  モードが有効な場合、 [Preferences: Syntax Formatting] および 
[Preferences: Syntax Decorations] ダイアログ ボッ クスの設定よ り も優先
されます。

Drag Line Down
選択されているテキス ト を  1 行下に移動します。 選択範囲をファ イル
の別の場所にド ラ ッグする と きに便利です。

Drag Line Down More
選択されているテキス ト を数行下に移動します。 複数行移動するこ と
を除いて、 [Drag Line Down] コマンド と同じです。

インデン ト  スタイル チェ ック  ボックスの設定

if (x)

{

}

両方のチェッ ク  ボッ クスをオフ

にします。

if (x)

    {

    }

両方のチェッ ク  ボッ クスをオン

にします。

if (x) {

}
[Indent Open Brace] をオンにしま

す。
[Indent Close Brace] をオフにしま

す。
200 Source Insight ユーザー マニュアル



第 5 章 Drag Line Up
Drag Line Up
選択されているテキス ト を  1 行上に移動します。 選択範囲をファ イル
の別の場所にド ラ ッグする と きに便利です。

Drag Line Up More
選択されているテキス ト を数行上に移動します。 複数行移動するこ と
を除いて、 [Drag Line Up] コマンド と同じです。

Duplicate
選択されているものすべての複製を作成します。

Duplicate Symbol
( シンボル ウ ィンド ウの右ク リ ッ ク  メニュー )
選択しているシンボルの複製を作成します。

Edit Condition
選択している解析条件変数の値を編集します。 C、 C++、 およびリ ソー
ス  ファ イルのよ うな条件コンパイルをサポート している言語に使用し
ます。 条件付きコードは #ifdef のよ うな # ディ レクティブ間に配置さ
れます。

Source Insight は、 指定する条件変数の値に条件付きで依存するコード
のセクシ ョ ンを解析できます。 [Edit Condition] コマンドを使用して、
条件変数の値または条件変数のリ ス ト を編集できます。

このコマンドを使用するには、 コードで条件変数である識別子を右ク
リ ッ ク します。 次に、 [Edit Condition] を選択します。 変数の値を指定
します。

たとえば、MACOBJECTS の内部にカーソルを配置して [Edit Condition] 
を選択します。

#ifdef MACOBJECTS
int jklm;
#endif

プロジェク ト条件と  グローバル条件

2 つの条件変数セッ トがあ り ます。 1 つ目はプロジェク ト固有のセッ ト
で、 プロジェク トに格納されます。 2 つ目はグローバルなセッ トで、
すべてのプロジェク トに適用されます。 条件が両方のリ ス トに含まれ
る場合、 プロジェク ト固有の値が使用されます。
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[Conditional Parsing] ダイアログ ボックス

[Edit Condition Set]  編集する条件セッ ト  (  Project-Specific または Global 
Contidions) を選択します。 条件の値に加えるすべての変更が、 こ こで
選択する リ ス トに追加されます。

[Condition]  条件変数の名前です。

[Value]  条件の値です。 代表的な値は、 「False」 を示す 0 ( ゼロ )、 また
は 「True」 を示す 1 です。 他の任意の値を変数に設定できます。 値が
空の場合、 Source Insight はこの変数を参照する条件付きプ リプロセッ
サ ディ レクティブを無視します。

[Set False]  [Value] フ ィールドを  0 ( ゼロ ) に設定します。

[Set True]  [Value] フ ィールドを  1 に設定します。

[Ignore]  [Value] フ ィールドを空にします。 [Value] フ ィールドが空の場
合、 Source Insight は条件変数の値を指定しないと仮定します。 値を指
定しない場合、 変数を参照する と きに #if のよ うなプ リプロセッサ ス
テート メン トは無視されます。 これは、 任意の条件付き変数のデフォ
ルトの動作です。

[Edit List…]  定義済みの条件をすべて表示する  [Conditional Parsing] ダ
イアログ ボッ クスを表示します。 編集する リ ス トは、 [Edit Condition 
Set] コン ト ロールで選択されているセッ トに依存します。

Enable Event Handlers
マクロ  イベン ト  ハンド ラを有効または無効にします。 詳細は、 395 
ページの第 7 章 「マクロ  イベン ト  ハンド ラ」 を参照して ください。

End of Line
挿入ポイン ト をカレン ト行の行末に移動します。
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End of Selection
挿入ポイン ト を選択範囲の最後に移動します。 現在の選択範囲が拡張
されていない場合、 このコマンドは何も行いません。

Exit
Source Insight プログラムを終了します。 変更後に保存していないファ
イルがある場合、 Source Insight は保存するかど うか確認します。

Source Insight は終了時にカレン ト  ワークスペース  ファ イルを保存する
ので、 Source Insight を次に実行する と き、 セッシ ョ ンは終了前の状態
に戻り ます。

Exit and Suspend
リ カバリ  ファ イルに書き込んだ後、 ファ イルを保存しないで Source 
Insight を閉じます。 ファ イルを保存するこ とな く、 編集内容を保存し
て Source Insight を終了できます。 Source Insight を次に実行する と、 編
集内容が回復されます。

警告 ! 警告 ! このコマンドを使用した後、 Source Insight を実行して編集内容を回復す

る前に Source Insight で開いていたファイルを変更しないでください。 Source 
Insight のリ カバリ  システムはオリジナル ファ イルが変更されていないこ とを

前提にしています。

Expand Special
ツ リー リ ス トの内部で、 選択している項目を展開するレベルを指定し
ます。

[Number of levels to expand]  選択している ノード以下のツ リーを展開
するレベルを入力します。 たとえば、 「1」 と入力する と、 選択してい
る ノードの 1 レベル下が表示されます。

File Options
[Preferences] ダイアログ ボッ クスの [Files] タブを表示します。 このタ
ブで、 ファ イルのロードおよび保存オプシ ョ ンを設定します。
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[Preferences] ダイアログ ボックスの [Files] タブ

[Sharing]  Source Insight で開いているファ イルを他のプログラムが修正
できるよ うにします。 つま り、 Source Insight で開いているファ イルを
他のプログラムで上書きできるよ うにな り ます。 オンの場合、 ファ イ
ルを開く操作と保存操作は少し遅くな り ます。 また、 開いているファ
イルに対して使用するディ スク容量も少し増えます。

オフの場合、 Source Insight が開いているファ イルに他のプログラムが
書き込むこ とはできません。 ファ イルは、 保存中を除いて、 読み取り
専用モードで開かれます。 しかし、 他のプログラムが同じファ イルを
書き込み用に開く こ とはできません。 操作は少し速くな り ます。

[Reload externally modified files in background]  オンの場合、 Source 
Insight はファ イルが外部的に変更されたこ とを検出します。 その場合、
ファ イルは自動的にリ ロード されます。 ファ イルは、 数秒おきまたは 
Source Insight アプリ ケーシ ョ ンがアクティブになったと きにチェッ ク
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されます。 変更されたファ イルは、 [Ask before reloading modified files] 
オプシ ョ ンがオンの場合、 またはそのファイルを  Source Insight で編集
した場合を除いて、 確認なしで自動的にリ ロード されます。

オフの場合でも、 [Reload Modified Files] コマンドを使用して変更され
たファイルを手動でリ ロードできます。

[Ask before reloading modified files]  オンの場合、 Source Insight は外部
的に変更されたファ イルを リ ロードする前に確認します。

オフの場合、 Source Insight は、 そのファイルを  Source Insight で編集し
た場合を除いて、 外部的に変更されたファイルを確認しないで自動的
にリ ロード します。 既にファイルを編集している場合、 リ ロード操作
は行われません。

[Assume ^Z (ASCII 26) is End-Of-File]  オンの場合、 Source Insight は 
EOF (ASCII 26) 文字が見つかる とファ イルのロードを停止します。
ファ イルを保存する と き、 EOF 文字がファイルの最後に追加されま
す。 オフの場合、 Source Insight は EOF 文字を無視してファ イルをロー
ド します。

[Customize the 'Open' Command…]  [Open] コマンドで実行される動作
を指定します。 [Open] コマンドのシ ョート カッ トは Ctrl+O で、 ツール 
バーにもボタンがあ り ます。

[Make backup files when saving]  オンの場合、 Source Insight はファイル
を保存する と きにファ イルの以前のバージ ョ ンをバッ クアップ ディ レ
ク ト リに移動します。 バッ クアップ ディ レク ト リは、 Source Insight プ
ログラム  ディ レク ト リのサブディ レク ト リ 「Backup」 にな り ます。

オフの場合、 Source Insight は以前のバージ ョ ンを移動しないでファイ
ルを保存します。

[Save All operation will query on each file separately]  オンの場合、
Source Insight は [Save As] コマンドを実行したと きに変更したファ イル
を保存するかど うか確認します。 各ファ イルについて、 保存する、 保
存しない、 またはキャンセルを選択できます。

オフの場合、 Source Insight は変更したすべてのファ イルを自動的に保
存します。
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[Save all files when Source Insight program is deactivated]  オンの場合、
Source Insight は Source Insight アプ リ ケーシ ョ ン  ウ ィンド ウがアクティ
ブでなくなったと き  ( 異なるアプ リ ケーシ ョ ンがアクティブになった
と き )、 [Save All] コマンドを自動的に実行します。 別のエディ タや 
IDE で同じファ イルを開いて作業する場合、 Source Insight で行った変
更が常に反映されます。 たとえば、 IDE アプ リ ケーシ ョ ンに切り替え
る と、 Source Insight は編集されたすべてのファイルを自動的に保存し
ます。 オフの場合、 Source Insight はアクティブでな くなったと きに
ファ イルを保存しません。

[Save over read-only files without prompting]  オンの場合、 Source 
Insight はファ イルが読み取り専用の場合でも警告を表示しないでファ
イルを上書きします。 実際には、 セッシ ョ ンで読み取り専用ファイル
を最初に上書きする と きに警告が表示されます。

オフの場合、 Source Insight は読み取り専用ファイルを上書きする前に
警告を表示します。 ファ イル単位で読み取り専用ファ イルを上書きす
るかど うか指定できます。

Source Insight が読み取り専用ファイルに上書きする と、 ファ イルの属
性は読み書き可能に変更されます。

メモ : 何らかの理由によ り読み取り専用に設定されているファイルに間違っ
て上書きするこ とがあるため、 通常はこのオプシ ョ ンは使用しないで
ください。 このオプシ ョ ンは、 ソース管理システムが読み書き可能な
ファイルを 「チェッ クアウ ト されたファイル」 と して扱う場合に役立
ちます。 チェッ クアウ トする前にファイルを編集して保存できます。

[Preserve Undo data and revision marks after saving]  オンの場合、 ファ
イルを保存した後でも  [Undo] を実行して改訂マークを確認できます。

[Allow editing read-only file buffers]  読み取り専用の場合でもファ イル 
バッファを編集できるよ うにします。 ファ イルの属性を  Source Insight 
の外部で読み書き可能に変更するか、 保存中に 「Overwrite」 ボタンを
ク リ ッ ク して読み取り専用ファ イルを明示的に上書きしない限り、
ファ イルに保存するこ とはできません。 ソース管理システムによって
は、 ファ イルのバージ ョ ンをチェッ クアウ ト してから、 Source Insight 
に戻ってファイルを保存できます。

Source Insight の内部でファイル バッファを編集しても、 [Save] コマン
ドを使用するまでファイルは保存されない点に注意してください。 た
だし、 [Save all files when Source Insight program is deactivated] オプシ ョ
ンがオンの場合は、 Source Insight から別のプログラムへの切り替えの
よ うな操作を行う とファ イルは保存されます。

[Remove extra white space when saving]  ファ イルを保存する と きに行
末の空白を除去します。
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[Confirm all file deletions]  ソース  ファ イルを削除する前に確認します。
Source Insight は、 プロジェク トから ソース  ファ イルを削除したと き、
またはプロジェク ト を削除したと きにソース  ファ イルを削除しませ
ん。 Source Insight が作成したプロジェク ト  データ  ファ イルのみ削除し
ます。 しかし、 プロジェク ト  ウ ィンド ウでソース  ファ イルを選択して
削除するこ とはできます。

[Default file format]  Source Insight が新規ソース  ファ イルを保存する と
きにデフォルトのテキス ト  ファ イル フォーマッ ト を使用します。
フォーマッ トは、 行末文字の種類 (CR および LF) によって異なり ま
す。 次のフォーマッ トがあ り ます。

• Windows (CR/LF)
• Unix (LF)
• Mac (CR)

Source Insight が既存のファイルを開いて保存する と き、 オ リ ジナル 
ファ イルのフォーマッ ト を維持する点に注意してください。 異なる
フォーマッ トで保存するには、 [File] > [Save As] コマンドを使用しま
す。

Folder Options
[Preferences] ダイアログ ボッ クスの [Folders] タブを表示します。 この
タブで、 Source Insight で使用される各種データ  フォルダの場所を指定
します。 これらのオプシ ョ ンは、 現在の設定の一部と して保存されま
す。
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[Preferences] ダイアログ ボックスの [Folders] タブ

[Main User Data Folder]  Source Insight の情報が格納される メ イン フォ
ルダです。 Source Insight は、 このフォルダにいくつかのサブフォルダ
を作成します。 このフォルダを変更する と、 サブフォルダも自動的に
更新されます。

デフォルトでは、 このフォルダは 「My Documents\Source Insight」 で
す。 そのため、 ユーザーごとに別のフォルダが使用されます。

ユーザー データ  
フォルダの変更

このフォルダの場所をネッ ト ワーク  ド ラ イブの 「My Documents」 フォ
ルダに変更するこ と もできます。 ただし、 ネッ ト ワークのデータにア
クセスする と、 処理が遅くなるこ とがあ り ます。 この場合、 フォルダ
の場所をローカル マシンのフォルダに変更してください。

[Settings Folder]  設定ファ イルが格納されるフォルダです。

[Projects Folder]  プロジェク ト  データ  ファ イルが格納されるフォルダ
です。 プロジェク ト ごとに、 このフォルダにサブフォルダが作成され
ます。

[Backup Folder]  バッ クアップ ソース  ファ イルが格納されるフォルダ
です。
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[Clips Folder]  ク リ ップ ウ ィ ンド ウからアクセスするク リ ップが格納さ
れるフォルダです。

Function Down
挿入ポイン ト をカレン ト  ファ イルで定義されている次の関数またはメ
ソ ッ ドに移動します。

Function Up
挿入ポイン ト をカレン ト  ファ イルで定義されている前の関数またはメ
ソ ッ ドに移動します。

General Options
[Preferences] ダイアログ ボッ クスの [General] タブを表示します。 この
タブで、 さまざまな Source Insight のオプシ ョ ンを変更します。 これら
のオプシ ョ ンは、 現在の設定の一部です。
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[Preferences] ダイアログ ボックスの [General] タブ

[Sleep when Source Insight is in background]  オンの場合、 Source 
Insight アプリ ケーシ ョ ンが最小化されている と き、 またはアクティブ
でないと き  ( カスタム  コマンドを実行している と きなど )、 Source 
Insight はバッ クグラウンド処理を行いません。

オフの場合、 通常通りバッ クグラウンド処理が行われます。 しかし、
Source Insight アプリ ケーシ ョ ンがアクティブでないと き、 Source 
Insight は処理の優先度を標準よ り も下にします。
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バックグラウンド  タスク

Source Insight は、 次のタスクを含む多くのタスクをバッ クグラウンド
で実行します。

• ファ イルを解析して開いているソース  ウ ィ ンド ウすべてについ

てシンボル ウ ィ ンド ウの内容を更新します。

• カスタム  コマンドの終了を確認します。

• バッ クグラウンド同期が有効な場合、 プロジェク トのファ イル (
プロセスで新し く追加されます ) をすべて同期させます。

• コンテキス ト  ウ ィンド ウ と現在のテキス ト選択を同期させます。

• リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウ と現在のテキス ト選択を同期させます。

• 開いているファ イルが他のプログラムによって Source Insight の
外部で変更された場合はリ ロード します。

通常は、 行う こ とは何もあ り ません。 Source Insight はほとんど、 また
はまったくプロセッサ サイクルを使用しません。

[Source Tips]  ポップアップ ソース  ヒ ン ト  ウ ィンド ウで提供される情
報のレベルを設定します。 ソース  ヒ ン ト  ウ ィンド ウは、 マウス  カー
ソルをシンボル識別子の上に移動した後、 数秒する と表示されます。

クラッシュ  リカ

バリ  オプション

[Recovery: Update recovery file every NNN seconds]  Source Insight がク
ラ ッシュ  リ カバリ  ファ イルを更新する間隔を指定します。 デフォルト
値は 15 秒です。 リ カバリ  ファ イルは最後に更新された後に編集され
た場合のみ更新されます。 リ カバリの更新は非常に高速です。 実行中
でも気づく こ とはほとんどあ り ません。 通常、 リ カバリ  ファ イルの保
存によって処理が中断されるこ とはあ り ません。 このため、 この間隔
はあま り長く しないこ とを推奨します。

[Project File 
Synchronization]

[Synchronize on start-up]  このオプシ ョ ンとバッ クグラウンド同期がど
ちら もオンの場合、 Source Insight を開始する と き、 または新規プロ
ジェク ト を開く と きにファ イルのタイムスタンプが確認されます。 プ
ロジェク トに関連するファ イルの日付が古いこ とがわかる と、 Source 
Insight はファ イルを再同期対象と してマークします。 後から、 ファ イ
ルは再スキャンされ、 バッ クグラウンドで同期されます。

[Add new files automatically]  オンの場合、 ファ イルをすべて同期させ
る前に、 Source Insight は、 プロジェク トのソース  ディ レク ト リ とサブ
ディ レク ト リに、 新規ファ イルを再帰的に追加します。 しかし、 ス
キャンされるのは既にプロジェク ト  ファ イルに含まれているディ レク
ト リのみです。 プロジェク トのソース  ディ レク ト リの派生ディ レク ト
リでないディ レク ト リはスキャンされません。 ソース管理システムな
どを使用してプロジェク ト  ディ レク ト リに新規ファ イルを追加する
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と、 Source Insight プロジェク トにそれらの新規ファ イルが自動的に追
加されます。

[Background project synchronization every NNN minutes]  オンの場合、
Source Insight は編集中に [Synchronize File] コマンドをバッ クグラウン
ドで実行します。 このオプシ ョ ンがオンの場合、 通常は [Synchronize 
Files] コマンドを実行する必要はあ り ません。

NNN には、 ファ イルの再同期が必要かど うか判断するためにプロジェ
ク ト  ファ イルを確認する間隔を指定します。 この間隔が過ぎる と、
Source Insight はファイルのタイムスタンプを確認して同期プロセスを
バッ クグラウンドで開始します。

[Use stricter confirmation dialog]  オンの場合、 Source Insight が操作を
確認する と き、 「yes」 と入力する必要があ り ます。

[Keep dialogs on the same monitor as the main window]  オンの場合、 メ
インの Source Insight アプリ ケーシ ョ ン  ウ ィンド ウ と同じモニタにダイ
アログ ボッ クスを表示します。 オフの場合、 Source Insight はダイアロ
グ ボッ クスの位置を記憶します。

[Enable event handlers]  オンの場合、 マクロ  イベン ト  ハンド ラが有効
になり ます。 詳細は、 395 ページの第 7 章 「マク ロ  イベン ト  ハンド
ラ」 を参照して ください。

Go Back
挿入ポイン ト を選択履歴の前の場所に移動します。 Source Insight は、
最近選択した場所 ( 最大 100) の循環リ ス トである選択履歴を保存しま
す。 選択履歴は、 カレン ト  ファ イルだけではなく、 開いているファ イ
ルすべてに対してグローバルです。

Source Insight の [Go Back] と  [Go Forward] コマンドは、 インターネッ
ト  ブラウザの [ 戻る ] と  [ 進む ] ボタンに似ています。

[Go Back] コマンドを使用して関数呼び出しチェーンを表示す

る

[Go Back] コマンドは [Jump To Definition] コマンド と一緒に使用する と
便利です。 関数定義にジャンプする場合、 [Go Back] コマンドを使用し
て関数の呼び出し元に移動します。 このプロセスは何度でも繰り返す
こ とができます。 [Go Back] および [Go Forward] コマンドを使用して、
関数呼び出しチェーンを前後に移動できます。

選択履歴は循環リ ス ト なので、 結局、 始点で終了します。

リ ス ト を表示するには、 [Selection History] コマンドを使用します。 コ
マンドを使用する と、 それぞれの位置と、 その場所の関数またはその
場所を囲むシンボルを表示します。
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Go Back Toggle
[Go Back] および [Go Forward] コマンドの実行を切り替えます。 [Go 
Back Toggle] コマンドを繰り返して使用する と、 最後の 2 つの場所が
切り替えられます。

Go Forward
挿入ポイン ト を選択履歴の次の場所に移動します。 選択履歴は、 選択
履歴は、 最近選択した場所 ( 最大 100) の循環リ ス トです。 詳細は、
[Go Back] コマンドを参照して ください。

Go To First Link
最初のソース  リ ンクを検索して次の操作を行います。

1. リ ンク  ソース  ファ イルのリ ンク行を選択します。

2. リ ンク  ターゲッ ト  ファ イルのリ ンク行を選択します。

3. 両方のファ イルがウ ィンド ウで表示されるこ とを保証します。 こ
のコマンドが使用されたと きにカレン ト  ウ ィンド ウが最大化され
ていた場合、 リ ンク  ターゲッ ト  ファ イルのみ表示されます。

[Go To Next Link] および [Go To Previous Link] コマンド も、 それぞれ、
ソース  リ ンクの次と前であるこ とを除いて、 同じ操作を行います。

最初のソース リンク

「最初のソース  リ ンク」 は、 [Go To Link Location] コマンドが使用され
た リ ンク  ソース  ファ イルの最初のリ ンクです。 たとえば、 [Search 
Files] コマンドを使用してソース  リ ンクを含む検索結果ファイルを作
成した後、 検索結果ウ ィンド ウの行で [Go To Link Location] コマンドを
使用する と、 最初のソース  リ ンクが検索結果ウ ィンド ウの最初のリ ン
クにな り ます。

[Go To First Link]、 [Go To Next Link]、 および [Go To Previous Link] コマ
ンドはリ ンクから リ ンクに素早く スキップするために使用します。 特
に、 ソース  リ ンク と コンパイラ  エラー メ ッセージおよびプログラム 
ソースが接続されている場合に便利です。

リンクとコンパイラ  エラーの使用

カスタム  コマンドを使用して Source Insight からコンパイラを起動し、
出力をキャプチャしてエラー メ ッセージを解析した場合、 [Go To First 
Link] および [Go To Next Link] コマンドを使用してソース  ファ イルの
エラーを表示できます。

「Compile File」 カスタム コマンドを定義する と き、 [Parse Links in 
Output] オプシ ョ ンをオンにする と、  Source Insight はコンパイラの出力
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を検索して、 各エラー メ ッセージにソース  リ ンクを設定します。 この
場合、 「 リ ンク  ソース」 はコンパイラ出力ファ イルの各エラー メ ッ
セージです。 各リ ンクの 「 リ ンク  ターゲッ ト 」 は、 各エラー メ ッセー
ジで指定されたファ イルと行番号です。

エラーとソース行を表示するには

ビルドまたはコンパイル コマンドを実行して Source Insight がエラー 
メ ッセージの場所を指すよ うにするには :
1. 183 ページの 「コンパイル コマンド とビルド  コマンドの作成」 の

説明で定義した 「Compile File」 または 「Build Project」 カスタム コ
マンドを実行します。

2. エラーがある場合、 コンパイラを終了したと きにエラー メ ッセー
ジがコマンド出力ウ ィンド ウに表示されます。 Source Insight は
ソース  リ ンクを自動的に設定して [Go To First Link] コマンドを実
行します。   最初のエラー メ ッセージと ソース行が選択され表示さ
れます。

3. [Go To Next Link] コマンドを実行します。 コマンド出力ウ ィンド ウ
の次のエラー メ ッセージが選択され、 最初のエラーと同様に、 リ
ンクのターゲッ トが表示されます。

4. リ ンク  ( エラー メ ッセージ ) がすべて表示されるまで、[Go To Next 
Link] コマンドを使用して続行します。 リ ンクがそれ以上ない場
合、 Source Insight はビープを出力して、 「No links.」 メ ッセージを
ステータス  バーに表示します。

リンクと検索出力の使用

[Search Files] コマンドは、 その出力を検索結果ウ ィンド ウに表示しま
す。 検索結果ウ ィンド ウの各行のテキス トはソース  リ ンクです。 この
場合、 「 リ ンク  ソース」 は検索結果ウ ィンド ウの各行です。 各リ ンク
の 「 リ ンク  ターゲッ ト 」 は、 検索パターンが見つかったファイルと行
番号です。

パターンが見つかった場所を表示するには :

検索を実行してパターンが見つかった場所を表示するには :
1. [Search Files] コマンドを実行します。

2. [Go To First Link] コマンドを使用して最初の一致を表示します。

3. [Go To Next Link] コマンドを使用して次の一致を表示します。

4. 「No Links.」 メ ッセージが表示されるまで [Go To Next Link] コマン
ドを使用します。
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Go To Line
挿入ポイン ト をファ イルの指定した行に移動します。

[Go to Line]  行番号を入力します。

[OK]  入力した行番号に移動します。 ファ イルの最後よ り も後の行番号
が入力された場合、 ファ イルの最後に移動します。

[Cancel]  [Go To Line] コマンドをキャンセルします。

Go To Next Change
カーソルを編集した行の次のブロ ッ クに移動します。 カーソルは、 変
更マークの次のセッ トに移動されます。

Go To Previous Change
カーソルを編集した行の前のブロ ッ クに移動します。 カーソルは、 変
更マークの最後のセッ トに移動されます。

Go To Next Link
[Go To Next Link] コマンドの動作は、 次のリ ンクが使用されるこ とを
除いて、 [Go To First Link] コマンド と同じです。 [Go To First Link] コマ
ンド も参照して ください。

Go To Previous Link
[Go To Previous Link] コマンドの動作は、 前のリ ンクが使用されるこ と
を除いて、 [Go To Next Link] コマンド と同じです。 [Go To First Link] コ
マンド も参照して ください。

Help
Source Insight のヘルプを表示します。 ダイアログ ボッ クスで F1 キー
を押すと、 現在のコマンドのヘルプが表示されます。
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Help Mode
ヘルプ モードをオンにします。 ヘルプ モードがオンのと きにコマンド
が起動される と、 Source Insight は、 コマンドを実行する代わりに、 コ
マンドのヘルプを表示してヘルプ モードをオフにします。 ヘルプ モー
ドをキャンセルするには、 [Help Mode] コマンドを再度実行します。

たとえば、 [File] > [Open] コマンドのヘルプを表示するには、 Ctrl+F1 
を押してヘルプ モードをオンにします。 ステータス  バーにヘルプ 
モードがアクティブであるこ とを示すメ ッセージが表示されます。
[File] メニューから  [Open] コマンドを選択します。 ヘルプ ウ ィ ンド ウ
が開き、 [Open] コマンドのヘルプが表示されます。

ダイアログ ボッ クスで F1 キーを押すと、 現在のコマンドのヘルプが
表示されます。

Highlight Word
すべてのソース  ウ ィンド ウで、 カーソルの場所の単語をハイライ ト表
示します。 紙面で蛍光ペンを使用するのに似ています。 単語を選択し
て [Highlight Word] コマンドを使用する と、 ソースで単語が含まれるす
べての場所がハイライ ト表示されます。

デフォルトでは、 背景は明るい黄色、 テキス トは黒の太字で表示され
ます。 ハイライ ト効果は、 [Highlight] スタイルを編集して設定できま
す。 スタイルを編集するには、 [Style Properties] コマンドを使用しま
す。

Incremental Search
[Increment Search] および [Incremental Search Backward] コマンドはイン
ク リ メ ンタル サーチ モードを起動します。 デフォルトでは、 F12 が 
[Incremental Search] コマンドに割り当てられています。

インク リ メ ンタル サーチ モードを開始する と、 Source Insight は現在の
カーソルの場所から入力した文字の検索を開始します。 多くの文字を
入力するほど、 検索はよ り明確にな り ます。 入力した文字は、 ステー
タス  バーの下部に表示されます。

インク リ メ ンタル サーチ モードを終了するには、 任意のコマンド  
キー ( 矢印キーなど ) または Esc を押します。 検索を再度実行するに
は、 F12 を  2 回押します。 前回のパターンがロード され、 検索が実行
されます。
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Incremental Search Mode
F12 を押すと、 インク リ メ ンタル サーチ モードが開始します。 インク
リ メ ンタル サーチ モードでは次のこ とが行えます。

• F12 は現在の文字列で再度検索を実行します。 現在の文字列が空

の場合、 前回の文字列をロード します。

• Shift+F12 は逆方向に検索を実行します。

• Backspace は検索文字列を 1 文字削除します。

• Esc は検索をキャンセルして最初の場所に戻り ます。

• Enter は検索を停止します。 現在の場所の選択範囲はそのままで

す。

• コマンドにマップされている任意のキーが押される と、 インク

リ メ ンタル サーチ モードは終了し、 現在の場所の選択範囲はそ
のままで、 コマンドが実行されます。

• その他のキーが押される と、 現在の検索パターンに文字が追加

されます。 現在の検索パターンはステータス  バーの下部に表示
されます。

• 検索バッファには、 最後に成功した検索パターンが残されます。

インク リ メ ンタル サーチ パターンは、 大文字を入力した場合を除い
て、 大文字と小文字を区別しません。

Incremental Search Backward
カレン ト  ファ イルをインク リ メ ンタルに逆方向に検索します。 216 
ページの 「Incremental Search」 も参照して ください。

Horizontal Scroll Bar
ソース  ファ イル ウ ィ ンド ウの水平スク ロール バーの表示を切り替え
ます。

HTML Help
HTML ヘルプ ファ イルで現在選択している単語をキーワード検索しま
す。 HTML ヘルプ ファ イルは、 [Setup HTML Help] コマンドを使用し
て指定します。  306 ページの 「Setup HTML Help」 も参照して くださ
い。

Indent Left
現在の選択範囲の行を  1 タブ ス ト ップ分左にアウ トデン ト します。 # 
で始まる行はインデン ト されません。
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Indent Right
現在の選択範囲の行を  1 タブ ス ト ップ分右にインデン ト します。 # で
始まる行はインデン ト されません。 Source Insight は、 タブ文字を挿入
して行を右にインデン ト します。 現在のドキュ メン ト  タイプで 
[Expand tabs to spaces] オプシ ョ ンを有効にしている場合、 タブ文字の
代わりにタブ ス ト ップと等価な数のスペースが挿入されます。

Insert ASCII
文字を  ASCII コードで挿入します。

[Radix]  入力する文字コードの基数を選択します。 [Auto] の場合、 基数
は入力した内容によって決定されます。 たとえば、 0x20 と入力する
と、 基数は Hex である と判断され、 ASCII 32 が挿入されます。

[Character Code]  挿入する文字の ASCII コードです。
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Insert File
別のファイルのテキス ト を現在の選択範囲に貼り付けます。

[File Name]  挿入するファイルの名前です。 ワイルドカードを入力して 
[Insert] ボタンをク リ ッ クする と、 Source Insight はワイルドカード拡張
の結果をファ イル リ ス トに表示します。 ワイルドカードはカレン ト  
ディ レク ト リで拡張されます。

ファイル リス ト   [Project Wide] オプシ ョ ンがオンの場合、 カレン ト  プロ
ジェク トに含まれるすべてのファ イルが表示されます。 オフの場合、
現在の作業ディ レク ト リに含まれるすべてのファイルが表示されます。
現在の作業ディ レク ト リのパスがリ ス ト  ボッ クスの上に表示されま
す。

[Insert]  [File Name] テキス ト  ボッ クスのファ イルの内容を挿入します。
[File Name] テキス ト  ボッ クスに 1 つ以上のワイルドカードが含まれて
いる場合、 Source Insight はワイルドカード拡張の結果をファイル リ ス
トに表示します。 ワイルドカードはカレン ト  ディ レク ト リで拡張され
ます。
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[Show Dirs/Show Files]  リ ス ト  ボッ クスに表示する内容 ( ファ イル名ま
たはサブディ レク ト リ名 ) を切り替えます。

[Browse]  Windows の [ ファ イルを開く ] ダイアログ ボッ クスを表示し
ます。

[Project Wide]  オンの場合、 ファ イル リ ス トにカレン ト  プロジェク ト
に追加されているファ イルがすべて表示されます。 オフの場合、 ファ
イル リ ス トに現在の作業ディ レク ト リにあるファ イルのみが表示され
ます。 プロジェク トが開かれていない場合、 このオプシ ョ ンは常にオ
フです。

Insert Line
選択している行の前に、 空の新しい行を挿入します。 カーソルが行の
先頭または最後にある必要はあ り ません。

[Auto Indent] がオンの場合、 新しい行は下の行に合わせてインデン ト
されます。

Insert Line Before Next
選択している行の後に、 空の新しい行を挿入します。 [Auto Indent] が
オンの場合、 新しい行は上の行に合わせてインデン ト されます。

Insert New Line
挿入ポイン トに新しい行を挿入します。 カーソルが次の行に移動しな
いこ とを除いて、 Enter を押すこ と と同じです。

Join Lines
挿入ポイン トがある行と次の行を結合して 1 行にします。 選択範囲が
拡張されている場合、 選択範囲に含まれている行がすべて結合されま
す。
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Jump To Base Type
選択している変数またはタイプの基本構造タイプにカーソルを移動し
ます。 たとえば、 以下のコードを考えてみます。

struct MyStruc 
{
int afield;
int anotherfield;
};

// MS type is defined as struct MyStruct
typedef struct MyStruct MS;  

MS ms;// declare ms with a type of “MS”
x = ms.afield;

割り当てステート メン トの ms ( または ms 変数が表示される場所 ) に
カーソルを移動して [Jump To Base Type] コマンドを使用する と、 変数
の基本構造タイプである  struct MyStruc の定義にジャンプします。 MS 
の typedef では停止しません。

Jump To Caller
選択している関数がある場合、 その関数の呼び出し元にジャンプしま
す。 たとえば、 関数名にカーソルを移動して [Jump To Caller] コマンド
を使用する と、 その関数を呼び出している関数にジャンプします。 複
数の関数がその関数を呼び出している場合、 関数のリ ス トが表示され
ます。

Jump To Definition
現在の選択範囲の最初の単語からシンボルを取得して、 その定義に
ジャンプします。 [Go Back] および [Go Forward] コマンドはジャンプ 
スポッ ト を前後に移動するのに便利です。

このコマンドを使用するには :
5. ソース  ファ イルでシンボル名を選択します。

6. Alt+= と入力して実際のシンボル定義にジャンプします。

マウス シ ョート カッ ト

デフォルト設定では、 マウスを使用してコマンドを起動するこ と もで
きます。 ファ イルでシンボルをポイン ト して、 Ctrl を押しながらマウ
スをク リ ッ クする と、 [Select Word] コマンドが実行されます。 Ctrl を押
しながらマウスをダブルク リ ッ クする と、 [Jump To Definition] コマン
ドが実行されます。

マウスでこのコマンドを使用するには、 Ctrl キーを押したままで、 シ
ンボルをポイン ト してダブルク リ ッ ク します。
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ヘッダー ファイルを開く

カーソルが #include ステート メン トのよ うにファ イル名をポイン ト し
ている と きに [Jump To Definition] コマンドを使用する と、 ヘッダー 
ファ イルを開く こ とができます。

Jump To Link
ソース  リ ンクの リ ンク先へ移動します。 213 ページの 「Go To First 
Link」 も参照して ください。

Jump To Prototype
選択している関数のプロ ト タイプの宣言にジャンプします。 このコマ
ンドは、 選択しているシンボルが関数の場合にのみ動作します。

Key Assignments
コマンドにキース ト ロークの組み合わせを割り当てます。 または、 割
り当てを削除します。 マウス  ボタンをコマンドに割り当てるこ と もで
きます。 キー割り当ては、 現在の設定の一部です。

[Key Assignments] ダイアログ ボックス

[Command]  コマンド名を入力します。 入力した内容に応じて該当する
コマンドのみがリ ス ト され、 コマンドを簡単に見つけるこ とができま
す。 シラブル マッチングが使用されるため、 コマンド名に含まれてい
る単語の一部を入力するだけでかまいません。
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コマンド  リス ト   ユーザーが定義したマクロ とカスタム  コマンドを含
む、 すべての Source Insight コマンドが リ ス ト されます。 こ こでコマン
ドを選択する と、 そのコマンドに現在割り当てられているすべての
キース ト ロークを含むキース ト ローク  リ ス トがロード されます。

[Keystrokes] リス ト   選択しているコマンドに割り当てられているすべ
てのキース ト ロークを リ ス ト します。 キース ト ロークを削除するには、
キース ト ロークを選択してから、 [Delete Assignment] ボタンをク リ ッ ク
します。

[OK]  現在の設定に新しいキー割り当てを保存します。

[Cancel]  コマンドをキャンセルします。 現在の設定は変更されませ
ん。

[Assign New Key…]  新しいキース ト ロークまたはマウス  ク リ ッ クを  
[Command] リ ス ト で選択しているコマンドに割り当てます。 キーの入
力を指示するウ ィンド ウがポップアップします。

[Delete Assignment]  [Command] リ ス トで選択しているコマンドから  
[Keystrokes] リ ス ト で選択しているキース ト ロークの割り当てを削除し
ます。

[Run]  選択しているコマンドを実行します。 行った変更も保存します。

[Reset]  キー割り当てを初期設定に戻します。 Source Insight は確認を
表示します。

[List]  キー割り当て リ ス ト  ファ イルを作成します。 行った変更も保存
します。 リ ス ト  ファ イルは、 コマンドの リ ス ト とキー割り当てを含む
テキス ト  ファ イルです。

[Menu…]  現在の設定に新しいキー割り当てを保存して、 [Menu 
Assignments] コマンドを実行します。 248 ページの 「Menu 
Assignments」 も参照して ください。

数値キーパッ ド  キー

数値キーパッ ド  キー / * - + にはデフォルトで以下のコマンドが割
り当てられています。

これらのキーを数値キーと して使用するには、 コマンドからキー割り
当てを削除する必要があ り ます。

キー コマンド

/ Scroll Half Page Up

* Scroll Half Page Down

- Function Up

+ Function Down
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[Options] > [Key Assignments] ダイアログ ボッ クスを使用して、 これら
のコマンドを検索し、 コマンドからキー割り当てを削除します。 キー
割り当てが削除される と、 これらのキーは数値キーと して動作します。

キーとマウス クリ ックの割り当て

キーとマウス  ク リ ッ クの割り当ての手順を以下に説明します。

キーストロークを割り当てるには

マウス  ボタンを含む。 Alt、 Ctrl、 および Shift キーと任意のキーの組み
合わせを追加できます。

コマンドに新しいキース ト ロークの組み合わせを割り当てるには :
1. [Command] リ ス ト でコマンドを選択します。

2. [Assign New Key…] ボタンをク リ ッ ク します。

3. 割り当てるキース ト ロークを入力します。 割り当てをキャンセル
するには、 Esc を押します。 入力したキース ト ロークが異なるコマ
ンドに既に割り当てられている場合、 Source Insight は割り当てを
変更するかど うか確認します。

マウス クリ ックを割り当てるには

コマンドにマウス  ク リ ッ クを割り当てるには :
1. [Command] リ ス ト でコマンドを選択します。

2. [Assign New Key…] ボタンをク リ ッ ク します。

3. 割り当てるマウス  ボタンをク リ ッ ク します。 Alt、 Shift、 Ctrl のよ
うなキーを追加する場合は、 マウス  ボタンをク リ ッ クする前に
キーを押します。 マウスの右ボタンを変更するためにマウスの左
ボタンを使用するこ と もできます。 割り当てをキャンセルするに
は、 Esc を押します。

キーの割り当てを削除するには

コマンドからキース ト ロークの割り当てを削除するには :
1. [Command] リ ス ト でコマンドを選択します。

2. [Keystrokes] リ ス ト で削除するキース ト ロークを選択します。

3. [Delete Assignment] ボタンをク リ ッ ク します。

Keyword List
現在の言語の構文フォーマッ トで使用される言語キーワードを編集す
る  [Language Keywords] ダイアログ ボッ クスを表示します。

[Language Keywords] ダイアログ ボッ クスにはキーワード と スタイルが
リ ス ト されます。 ダイアログ ボッ クスのタイ トルには、 作業している
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言語の種類が示されます。 Source Insight は、 非常に高速なハッシュ  テ
クニッ クを使用して、 優れたパフォーマンスを保ちながら大規模な
キーワード  リ ス ト を管理します。

Keyword および Style
キーワード  リ ス トには、 構文フォーマッ トでハイライ ト可能な言語
キーワードがすべて含まれています。 リ ス トの各キーワードはスタイ
ル名と関連付けられています。 各スタイルのフォーマッ ト  オプシ ョ ン
を設定するには、 [Style Properties] コマンドを使用します。

たとえば、 C 言語キーワード  リ ス トでは、 単語 「NULL」 は 「Null 
Value」 スタ イルと関連付けられています。

指定された単語のフォーマッ ト を決定するため、 Source Insight は適切
な言語タイプのキーワード  リ ス ト で単語を検索します。 キーワード  リ
ス トには、 スタイルと関連付けられているフォーマッ ト を示すスタイ
ル名が含まれます。

つま り、 ファ イル名およびファ イル内の単語で始ま り ます。 Source 
Insight は、 この情報を使用して単語のスタイルを決定します。

図 5.2  ソース テキストの単語に使用されるスタイルは、 ファイルのドキュ メ
ン ト  タイプで指定されている言語のキーワード  リス トにより決定されます。

キーワードをフォーマッ ト  スタイルと関連付けるこ とで、 [Style 
Properties] コマンドを使用してスタイルを変更するこ とで、 構文
フォーマッ ト を素早く変更できます。 変更したスタイルと関連付けら
れているすべての言語キーワードに、 新しいスタイル フォーマッ トが
反映されます。

File Name Document
Type

Language
Type

Style Used

word in source

Keyword
List
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[Language Keywords] ダイアログ ボックス

[Keyword]  その言語のキーワード  リ ス ト です。 リ ス トからキーワード
を選択する と、 そのキーワードに関連付けられているスタイルが 
[Style] リ ス ト で選択されます。

[Style]  すべての構文フォーマッ ト  スタイルのリ ス トです。 この リ ス ト
からスタイルを選択する と、 [Keyword] リ ス トで選択しているキー
ワード と関連付けられているスタイルを編集します。 スタイル名をダ
ブルク リ ッ ク してスタイルを編集するこ と もできます。

[OK]  変更を保存します。

[Cancel]  コマンドをキャンセルします。 変更は保存されません。

[Add Word…]  新しい単語をキーワード  リ ス トに追加します。 スペース
を含まない単一の単語を入力できます。 Source Insight は、 入力された
単語をキーワード  リ ス トに追加します。 単語を追加した後、 関連付け
るスタイルを選択して ください。

[Delete Word…]  現在キーワード  リ ス トで選択している単語を削除しま
す。

[Import…]  外部テキス ト  ファ イルから新規キーワード  リ ス ト  エン ト リ
をインポート します。 詳細は、 この後のセクシ ョ ンを参照して くださ
い。

[Export…]  キーワード  リ ス ト をテキス ト  ファ イルにエクスポート しま
す。
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[Reset…]  言語キーワード  リ ス ト を初期設定に戻します。

キーワード  リス トのインポート とエクスポート

キーワード と スタイルの関連付けをテキス ト  ファ イルにエクスポー
ト、 またはテキス ト  ファ イルからインポートするには、 [Language 
Keyword] ダイアログ ボッ クスの [Import] と  [Export] ボタンを使用しま
す。

テキス ト  ファ イルには、 次のよ うに、 行ごとにキーワード、 スタイル
名のペアが記録されます。

<keyword> , <style-name>        または
“<keyword>”, “<style-name>”

各キーワードは、 空白を含まない単一の単語です。 スタイル名は、
[Language Keywords] ダイアログ ボッ クスの [Sylye] リ ス ト または [Style 
Properties] ダイアログ ボッ クスの [Style Name] リ ス トに リ ス ト されて
いる定義済みスタイル名の 1 つです。 キーワードまたはスタイル名は
二重引用符で囲んでもかまいません。

インポートの際、 重複キーワードは無視されます。

[Import Options] [Language Keywords] ダイアログ ボッ クスで [Import] ボタンをク リ ッ ク
したと き、 キーワード  リ ス ト を置換するかマージするか、 いずれかの
オプシ ョ ンを選択します。

[Replace current keyword list with imported list]  現在のキーワード  リ ス
ト をインポートする リ ス トで完全に置換するには、 このオプシ ョ ンを
選択します。 リ ス ト をインポート した後でも、 [Language Keywords] ダ
イアログ ボッ クスで [Cancel] ボタンをク リ ッ クするこ とで、 キーワー
ド  リ ス トに対して行った変更を無効にできます。

[Merge current keyword list with imported list]  現在のキーワード  リ ス ト
と インポートする リ ス ト をマージするには、 このオプシ ョ ンを選択し
ます。 マージは、 インポート した リ ス ト を既存のリ ス トに追加します。
インポート したキーワードは現在のリ ス トのキーワード と置換されま
す。
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Language Options
[Preferences] ダイアログ ボッ クスの [Languages] タブを表示します。 こ
のタブで、 言語キーワード  リ ス トのよ う な言語固有のオプシ ョ ンを編
集します。

Source Insight は、 ビルト インとカスタムの 2 種類の言語をサポート し
ます。 ビルト イン言語のいくつかのオプシ ョ ンは変更できます。 カス
タム言語については、 汎用言語のパラ メータをすべて制御できます。

[Language]  インス トールされているすべての言語のリ ス トです。 カス
タム言語はアイコンに赤のアスタ リ スクが表示されます。

[Document Options] コマンドを使用して言語と特定のドキュ メン ト  タ
イプを関連付けるこ とができます。 194 ページの 「Document Options」
も参照して ください。
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[Add…]  新規カスタム言語を追加します。 231 ページの 「Language 
Properties」 も参照して ください。

[Delete]  選択しているカスタム言語を削除します。 カスタム言語のみ
削除できます。 ビルト イン言語は削除できません。

[Import…]  カスタム言語ファ イル (.CLF) からカスタム言語を リ ス トに
インポート します。 カスタム言語ファ イルには、 単一カスタム言語の
プロパティがすべて含まれます。

[Export…]  選択しているカスタム言語をカスタム言語ファ イル (.CLF) 
にエクスポート します。 カスタム言語ファイルには、 単一カスタム言
語のプロパティがすべて含まれます。 他のユーザーは、 このカスタム
言語ファイルを各自の Source Insight 設定にインポートできます。

[Properties…]  [Language Properties] ダイアログ ボッ クスを表示します。
このダイアログ ボッ クスを使用してカスタム言語プロパティを制御し
ます。 231 ページの 「Language Properties」 も参照して ください。

[Keywords…]  選択している言語タイプと関連付けられているキーワー
ド  リ ス ト を編集します。 [Language Keywords] ダイアログ ボッ クスを
表示します。

[Doc Types…]  [Document Options] ダイアログ ボッ クスを開きます。

[Special…]  選択している言語固有の特殊なオプシ ョ ンを表示します。    
特殊なオプシ ョ ンがない言語もあ り ます。

[Conditional 
Parsing]

[Project Specific Conditions…]  カレン ト  プロジェク トのみに固有な定
義済みの条件を編集します。 これらの条件はカレン ト  プロジェク トが
開かれている場合にのみ ( プロジェク トに属しているファ イルに対し
てのみ ) 有効です。

[Global Conditions…]  グローバル条件セッ ト を編集します。 グローバ
ル条件は、 すべてのプロジェク トに対して定義されます。 プロジェク
ト固有の条件セッ ト とグローバル条件セッ トの両方を組み合わせた
セッ トが、 指定したプロジェク トの定義済み条件の合計セッ トにな り
ます。 プロジェク ト固有の条件は、 同じ名前のグローバル条件よ り も
優先されます。 201 ページの 「Edit Condition」 も参照して ください。

[Special Language Options]
[Preferences: Languages] ダイアログ ボッ クスで [Special…] ボタンをク
リ ッ クする と、 [Special Language Options] ダイアログ ボッ クスが表示
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されます。 このダイアログ ボッ クスで、 ビルト イン言語の特殊なオプ
シ ョ ンを制御します。

[C/C++ Options] [Ignore namespace declarations]  オンの場合、 C++ コードの名前空間宣
言は無視されます。 名前空間で宣言されたすべてのシンボルは、 名前
空間宣言を記述していないものと して、 ファ イル スコープにある と見
なされます。

オフの場合 ( デフォルト )、 名前空間で宣言されたすべてのシンボル
は、 名前空間スコープにある と見なされます。

[Parse standard COM macros]  オンの場合、 STDMETHOD のよ うな標
準 COM ヘルパー プリプロセッサ マクロが認識され解析されます。   
c.tom トークン マクロ  ファ イルにこれらのマクロのエン ト リが既に含
まれている場合、 このオプシ ョ ンは効果がないこ とに注意して くださ
い。

[Java Options] [Ignore package declarations]  オンの場合、 Java ファ イルのパッケージ
宣言は無視されます。 パッケージ ステート メン トの後に宣言されたす
べてのシンボルは、 「global」 パッケージ スコープにある と見なされま
す。 つま り、 同じ仮想パッケージにある と見なされます。

オフの場合 ( デフォルト )、 パッケージ ステート メン トの後に宣言さ
れたすべてのシンボルは、 パッケージ スコープにある と見なされま
す。

[HTML and 
Scripts] オプショ

ン

[Default script language]  このコン ト ロールを使用する  HTML または 
ASP で使用するデフォルトのスク リプ ト言語を指定します。 デフォル
トのスク リプ ト言語は、 スク リプ トで別の言語が指定されていない場
合にのみ使用されます。
230 Source Insight ユーザー マニュアル



第 5 章 Language Properties
Language Properties
現在選択している言語のプロパティを表示します。 [Preferences: 
Language] ダイアログ ボッ クスで [Properties…] ボタンをク リ ッ クする
と、 [Language Properties] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

Source Insight は、 ビルト インとカスタムの 2 種類の言語をサポート し
ます。 ビルト イン言語のいくつかのオプシ ョ ンは変更できます。 カス
タム言語については、 汎用言語のパラ メータをすべて制御できます。
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[Options] タブ

各言語には、 Source Insight がその言語のファ イルを処理する際に利用
する基本的なオプシ ョ ンがあ り ます。 C/C++ のよ うなビルト イン言語
では、 カスタム言語よ り もオプシ ョ ンは少なくな り ます。

[Contains program source code]  オンの場合、 Source Insight はこの言語
をプログラ ミ ング言語である と見なします。 単純なテキス ト形式言語
ではなく、 プログラ ミ ング言語が使用された場合、 特定の機能は変更
されます。 たとえば、 宣言済みシンボルへの参照は、 「Ref to …」 スタ
イルで表示されます。

[Case sensitive text]  言語で大文字と小文字を区別するかど うか示しま
す。 キーワードの一致とシンボル ルッ クアップ エンジンにおけるシン
ボル名の解決に影響します。

[Uses C preprocessor]  オンの場合、 Source Insight は #if および #ifdef 
プリプロセッサ ディ レクティブを認識します。

[Allow smart tab]  オンの場合、 この言語を編集する と きに Smart Tab 機
能が有効になり ます。 オフの場合、 Smart Tab は単純なタブのよ うに動
作します。
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[Use Syntax Formatting]  オンの場合、 この言語のファ イルを表示する
と きに構文フォーマッ トが使用されます。

[Detect comment styles]  オンの場合、 特殊なコ メン ト  スタイルが検出
されます。 107 ページの 「コ メン ト  スタイル」 も参照して ください。

  [Comments and Ranges] タブ

コ メン ト と他の複数行範囲要素の解析方法を指定します。 引用文字列
は非コ メン ト複数行範囲要素の例です。

[Add…]    [Range Definition] ダイアログ ボッ クスで新規範囲要素を追加
します。 234 ページの 「[Range Definition]」 も参照して ください。

[Delete]  選択している ドキュ メン ト  タイプを削除します。

[Edit…]  [Range Definition] ダイアログ ボッ クスで範囲要素のプロパ
ティを編集します。 234 ページの 「[Range Definition]」 も参照して くだ
さい。

[Delete All]  すべての範囲要素を削除します。
Source Insight ユーザー マニュアル 233



コマンド  リファレンス 第 5 章 
[Range Definition]
[Language Properties] ダイアログ ボッ クスの [Comments and Ranges] タ
ブで新規範囲要素を追加、 または範囲要素を編集する と、 [Range 
Definition] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 このダイアログ ボッ
クスで、 範囲のプロパティをすべて制御できます。 範囲定義は、 コ メ
ン ト と他の複数行範囲要素の解析方法を指定します。 引用文字列は非
コ メン ト複数行範囲要素の例です。

[Type of range]  リ ス トから範囲要素の種類を選択します。 2 種類の範
囲要素があ り ます。

• [Line]  範囲は区切り文字で開始し、 行の最後で終了します。 複

数行に分割できません。

• [Multiline]  範囲は区切り文字で開始し、 別の区切り文字で終了し

ます。 範囲は複数行に分割できますが、 単一行に含めるこ と も
できます。 ( 引用符のよ うに ) 同じ区切り文字を開始と終了に指
定できます。

リ ス トには、 引用文字列範囲と、 いくつかのコ メン ト  スタイルのプリ
セッ トが含まれています。 プ リセッ トの 1 つを選択する と、 そのプ リ
セッ トのパラ メータがダイアログ ボッ クスの他のテキス ト  ボッ クスに
ロード されます。

[Syntax Formatting Style]  範囲に適用する構文フォーマッ ト  スタイル
を指定します。 通常は、 コ メン ト  スタイルを選択します。 しかし、 任
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意のスタイルを選択してかまいません。 範囲要素で引用文字列を記述
している場合、 「String」 スタ イルを選択します。 311 ページの 「Style 
Properties」 も参照して ください。

メモ : スタイルは範囲全体に適用されます。 スタイルは、 「Reference To…」

スタイルのよ うな自動的に適用される他のスタイルよ り も優先されま
す。

[Range begins/ends with]  範囲を開始および終了する区切り文字トーク
ンを指定します。 トークンは 15 文字まで指定できます。 [Line] 範囲を
指定した場合、 1 つのテキス ト  ボッ クスのみ有効にな り ます。
[Multiline] 範囲を指定した場合、 開始と終了を同じにできます。 引用
文字列の場合はこれに該当します。

[Escape sequence]  開始または終了区切り文字の前にこのエスケープ 
シーケンスが記述されている場合、 区切り文字は無視されます。 たと
えば、 バッ クスラ ッシュ  (\) を引用文字列のエスケープ シーケンス と
して指定する と、 「a string with \」 embedded\」 quotes」 のよ うに文字列
の内部に引用文字を記述できます。

[Allow nesting]  [Multiline] 範囲が指定されている場合にのみ適用され
ます。 このオプシ ョ ンがオンの場合、 範囲は入れ子にできます。 ただ
し、 開始と終了区切り文字が同じ場合は、 入れ子にできません。

[Skip symbol parsing]  ファ イルがシンボル定義用に解析されたと き、
範囲の内容を無視します。

[Include delimiters in style]  開始と終了区切り文字を選択したスタイル
でフォーマッ ト します。 このオプシ ョ ンがオフの場合、 区切り文字は
「Delimiter」 スタイルでフォーマッ ト されます。

[Columns] グルー

プ

範囲要素が含まれる範囲を制御します。

[Only valid in the following columns]  オンの場合、 範囲は開始区切り文
字が [First column] で開始して [Last column] までの範囲にある場合に
のみ認識されます。 オフの場合、 カラムは無視されます。
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[Custom Parsing] タブ

正規表現のセッ ト を入力して、 言語ソース  ファ イルで単純な解析操作
を実行できます。

[Use regular expressions for parsing]  オンの場合、 カスタム解析表現を
有効にします。 オフの場合、 カスタム解析の使用を無効にします。

[Expressions]  各解析表現とシンボルのタイプを リ ス ト します。 Source 
Insight がファ イルを解析する と き、 すべての表現がファ イル全体に適
用されます。

[Add…]  新しい解析表現を リ ス トに追加します。 237 ページの
「Custom Parsing Expression」 も参照して ください。

[Delete]  選択している表現を削除します。

[Edit…]  表現を編集します。 237 ページの 「Custom Parsing Expression」
も参照して ください。

[Delete All]  リ ス トから表現をすべて削除します。
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Custom Parsing Expression
[Language Properties] ダイアログ ボッ クスの [Comments and Ranges] タ
ブで [Add…] または [Edit…] ボタンをク リ ッ クする と、 [Custom Parsing 
Expression] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

[Regular expression pattern:]  ファ イルのシンボル定義の解析に使用す
る正規表現を指定します。 表現には 1 つのグループが含まれている必
要があ り ます。 グループで、 マッチング パターンのどの部分がシンボ
ル名であるか説明します。 カスタム  パターンを使用する と、 Source 
Insight にあらかじめ含まれていないファイルのシンボルを解析できま
す。 たとえば、 以下の文字列は、 WIN.INI のよ うな INI ファ イルのセ
クシ ョ ンを解析します。

^\[\(.*\)\]

詳細は、 113 ページの 「正規表現」 を参照して ください。

[Finds this symbol type:]  どのタイプのシンボルがパターンの解析に
よって見つかるか指定します。 リ ス トには、 すべての可能なシンボル 
タイプが含まれています。 シンボル タイプは固定で拡張できません。
シンボル タイプは、 シンボルの表示に使用する構文フォーマッ ト  スタ
イルも決定します。

カスタム解析シンボルのスタイル

カスタム解析表現に指定するシンボル タイプは、 シンボルの宣言と参
照に使用するスタイルを決定します。 各シンボル タイプ X には、 対応
する 「Ref to X」 および 「Declare X」 スタイルがあ り ます。

シンボル定義が解析される と、 シンボル名を表示する と きに対応する
「Declare…」 スタイルが使用されます。 たとえば、 シンボル定義が 
[Function] の場合、 関数名は 「Declare Function」 スタイルで表示されま
す。 311 ページの 「Style Properties」 も参照して ください。

Line Numbers
行番号の表示を切り替えます。 行番号は、 各行の左に表示されます。
行番号は、 「Line Number」 スタイルで表示されます。 [Style Properties] 
コマンドを使用して、 このスタイルを編集できます。
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Link All Windows
[Link All Windows] モードを切り替えます。 [Link All Windows] モード
がオンの場合、 任意のウ ィンド ウをスク ロールする と、 他のウ ィンド
ウもすべてスクロールします。 [Link All Windows] モードは、 [Link 
Window] コマンドでセッ ト アップされる標準のウ ィンド ウ  リ ンク よ り
も優先されます。

Link Window
カレン ト  ウ ィンド ウ と別のウ ィンド ウを リ ンク して、 同時にスクロー
ルします。 [Link All Windows] コマンド と異な り、 このコマンドでは、
リ ンクするウ ィンド ウを指定します。

カレン ト  ウ ィンド ウ と別のウ ィンド ウを リ ンク したら、 カレン ト  ウ ィ
ンド ウをスク ロールする と リ ンク したウ ィンド ウもスク ロールします。

[Two Way] チェッ ク  ボッ クスがオンの場合、 ウ ィンド ウは互いにリ ン
ク されるので、 いずれかのウ ィンド ウがスクロールする と、 別のウ ィ
ンド ウもスク ロールします。 しかし、 チェ ッ ク  ボッ クスがオフの場
238 Source Insight ユーザー マニュアル



第 5 章 Load Configuration
合、 片方向のみのリ ンクにな り ます。 リ ンク したウ ィンド ウをスク
ロールしても、 別のウ ィンド ウはスクロールしません。

ウ ィ ンド ウ  リ ンクは循環にできます。 つま り、 ウ ィンド ウから、 その
ウ ィンド ウに間接的にリ ンク されるこ とがあ り ます。 すべてのウ ィン
ド ウをスク ロールする際に便利です。 スク ロールしているウ ィンド ウ
に関係なく、 すべてのウ ィンド ウをスク ロールできます。 すべての
ウ ィンド ウをスク ロールする別の方法は、 [Link All Windows] コマンド
を使用して [Link All Windows] モードをオンにするか、 [Two Way] 
チェッ ク  ボッ クスをオンにします。

[Line Window To]  カレン ト  ウ ィンド ウ以外のすべてのウ ィンド ウが リ
ス ト されます。 こ こで リ ンクするウ ィ ンド ウを選択します。 ウ ィ ンド
ウを リ ンク しない場合は、 <none> を選択します。

[Two Way]  オンの場合、 両方向にリ ンク します。 リ ンク されているい
ずれかのウ ィンド ウをスク ロールする と、 他のウ ィンド ウもスク ロー
ルします。   オフの場合、 逆方向にリ ンク しません。

Load Configuration
新規設定ファ イルを現在の設定にロード します。 設定ファイル全体、
または一部をロードできます。

メモ : すべてのカスタマイズ設定を含むグローバル設定ファイルのバッ ク
アップをと るこ とを推奨します。 [Load Configuration] コマンドを使用

するか、 Source Insight 内のカスタマイズ設定を変更する と、 設定ファ

イルは自動的に変更されます。

リンク内容 結果

A -> B にリ ンク ウ ィンド ウ  A からウ ィンド ウ  B にリ ンク さ

れます。 ウ ィンド ウ  A をスクロールする と、

ウ ィンド ウ  A と ウ ィンド ウ  B がスクロール

します。 ウ ィンド ウ  B をスクロールしても

ウ ィンド ウ  A はスクロールしません。

A -> B -> C にリ ンク ウ ィンド ウから他のウ ィンド ウに順番にリ ン
ク されます。 ウ ィンド ウ  A をスクロールす

る と、 すべてのウ ィンド ウがスクロールしま
す。 ウ ィンド ウ  B をスクロールする と、

ウ ィンド ウ  B と ウ ィンド ウ  C がスクロール

します。
Source Insight ユーザー マニュアル 239



コマンド  リファレンス 第 5 章 
Source Insight を更新する場合、 あらかじめバッ クアップをと るこ とを

推奨します。 Source Insight の新しいビルドは以前の設定ファイルと互

換性があ り ますが、 以前のビルドで新しい設定ファイルを開けない場
合があ り ます。 以前のビルドに戻す場合は、 古い設定ファイルを使用
して ください。

グローバル設定

通常、 Source Insight は Global.cf3 とい う名前の設定ファ イルを  Source 
Insight プログラム  ディ レク ト リに保存して管理します。 このファ イル
を手動でロードまたは保存する必要はあ り ません。 処理は自動的に行
われます。 設定に変更を加える と保存され、 プロジェク ト を開く と き
にロード されます。

一部の設定

[Save Configuration] コマンドを使用して一部の設定を保存できます。
たとえば、 キーの組み合わせのみを保存します。 一部の設定を含む設
定ファイルをロードする と、 ファ イルに存在する設定のみロード され
ます。 残りの設定は変更されません。 一部の設定をロードおよび保存
して、 一部の設定を組み合わせるこ とができます。

[All Configuration Settings]  オンの場合、 設定ファ イルのすべての部分
をロード します。 オフの場合、 [Individual Settings] グループで定義され
た部分のみをロード します。
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[Individual Settings]  [All Configuration Settings] チェッ ク  ボッ クスをオ
フにする と、 ロードする設定の部分を選択できます。 たとえば、 画面
の色や画面のサイズなどの表示設定のみをロード して、 他の設定を変
更しないよ うにできます。

このグループには、 設定の各項目用のチェッ ク  ボッ クスが含まれま
す。 こ こでロードする項目をチェッ ク します。 ドキュ メン ト  タイプや
カスタム  コマンドのよ う な名前付きの項目のリ ス トからなる設定部分
を、 ロードまたはマージできます。

[Doc Options (Replace)]  現在のドキュ メン ト  オプシ ョ ンを設定ファイ
ルのドキュ メン ト  オプシ ョ ンに置換するには、 このオプシ ョ ンをオン
にします。

[Doc Options (Merge)]  現在のドキュ メン ト  オプシ ョ ンに設定ファイル
のドキュ メン ト  オプシ ョ ンをマージするには、 このオプシ ョ ンをオン
にします。 マージとは、 ロード したファ イルのドキュ メン ト  タイプと
同じ名前のドキュ メン ト  タイプを置換して、 ロード したファ イルのみ
に存在する ドキュ メン ト  タイプを現在のドキュ メン ト  タイプのリ ス ト
に追加するこ とです。 他の既存のドキュ メン ト  タイプは変更されませ
ん。

[Custom Commands (Replace)]  現在のカスタム コマンドを設定ファ イ
ルのカスタム コマンドに置換するには、 このオプシ ョ ンをオンにしま
す。

[Custom Commands (Merge)]  現在のカスタム コマンドに設定ファイル
のカスタム コマンドをマージするには、 このオプシ ョ ンをオンにしま
す。 マージとは、 ロード したファ イルのカスタム  コマンド と同じ名前
のカスタム コマンドを置換して、 ロード したファ イルのみに存在する
カスタム  コマンドを現在のカスタム コマンドの リ ス トに追加するこ と
です。 他の既存のカスタム コマンドは変更されません。

[Load]  [File Open] ダイアログ ボッ クスを表示します。 このダイアログ 
ボッ クスを使用して、 ロードする設定ファイルを選択します。

Load File
編集するファ イルを開きます。 ディ レク ト リに関係なく、 プロジェク
ト内のすべてのファ イルのリ ス ト を含むダイアログ ボッ クスを開きま
す。
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[Open] コマンドを使用して、 または Windows エクスプローラからファ
イルを Source Insight ウ ィンド ウにド ラ ッグしてファ イルを開く こ と も
できます。

[File Name]  開く ファ イルの名前、 または名前の一部を入力します。 ワ
イルドカードを入力して [Open] ボタンをク リ ッ クする と、 Source 
Insight はワイルドカード拡張の結果をファ イル リ ス トに表示します。
ワイルドカードはカレン ト  ディ レク ト リで拡張されます。

このテキス ト  ボッ クスに入力した内容に応じて、 ファ イル リ ス トは更
新されます。   

ファイル リス ト   [Project Wide] オプシ ョ ンがオンの場合、 ディ レク ト リ
に関係なく、 カレン ト  プロジェク トに含まれるすべてのファイルが表
示されます。

[Project Wide] オプシ ョ ンがオフの場合、 現在の作業ディ レク ト リに含
まれるすべてのファ イルが表示されます。 現在の作業ディ レク ト リの
パスがリ ス ト  ボッ クスの上に表示されます。 現在の作業ディ レク ト リ
に表示されるファ イルは、 [Document Options] ダイアログ ボッ クスで
指定されたワイルドカード文字列によ り拡張されます。
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[Open]  ファ イル リ ス トで選択しているファ イルを開きます。 ファ イ
ル リ ス トで選択しているファ イルがない場合、 Source Insight は [File 
Name] テキス ト  ボッ クスのファ イルを開きます。 [File Name] テキス ト  
ボッ クスに 1 つ以上のワイルドカードが含まれている場合、 Source 
Insight はワイルドカード拡張の結果をファ イル リ ス トに表示します。
[Project Wide] オプシ ョ ンがオンの場合、 カレン ト  プロジェク トに含ま
れるファ イルのリ ス ト全体で拡張されます。 オフの場合、 カレン ト  
ディ レク ト リで拡張されます。 指定したファ イルが存在しない場合、
Source Insight はその名前で新規ファ イルを作成します。

[Select All]  ファ イル リ ス トに リ ス ト されているすべてのファイルを選
択します。

[Show Dirs/Show Files]  リ ス ト  ボッ クスに表示する内容 ( ファ イル名ま
たはサブディ レク ト リ名 ) を切り替えます。

[Project Wide]  オンの場合、 ディ レク ト リに関係なく、 ファ イル リ ス
トにカレン ト  プロジェク トに追加されているすべてのファ イルが表示
されます。 オフの場合、 ファ イル リ ス トに現在の作業ディ レク ト リに
あるファ イルのみが表示されます。 プロジェク トが開かれていない場
合、 このオプシ ョ ンは常にオフです。

[Browse]  Windows の [ ファ イルを開く ] ダイアログ ボッ クスを表示し
ます。

Load Search String
現在の選択範囲の内容を現在の検索パターンにロード します。 検索パ
ターンは、 [Search] および [Replace] コマンドの [Find] テキス ト  ボッ ク
スに表示されます。

Lock Context Window
コンテキス ト  ウ ィンド ウをロ ッ ク して、 ウ ィンド ウが変更されないよ
うにします。 コンテキス ト  ウ ィンド ウがロ ッ ク されている場合、 アク
シ ョ ンは追跡されません。

Lock Relation Window
リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウのロ ッ クを切り替えます。 ロ ッ ク されている
場合、 ウ ィ ンド ウは自動的に更新されません。 その場合でも、 [Show 
Relations] コマンドを使用して リ レーシ ョ ン ウ ィ ンド ウを手動で更新
できます。 リ レーシ ョ ン ウ ィ ンド ウ  ツールバーの [Refresh Relation 
Window] ボタンをク リ ッ ク してウ ィ ンド ウを更新するこ と もできます。
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Lookup References
カレン ト  プロジェク トで選択したシンボルへの参照を検索します。 た
とえば、 「BeginPaint」 をク リ ッ ク し、 [Lookup References] コマンドを
実行する と、 Source Insight は検索結果ウ ィンド ウを開いて、 プロジェ
ク トで 「BeginPaint」 が使用されているすべての場所を リ ス ト します。

Source Insight はシンボル インデッ クスを使用して検索を高速化しま
す。

参照は、 コ メン ト 、 および使用されない #ifdef 分岐を含む、 すべての
ソース  コード  テキス トに含まれます。 しかし、 これらの場所を検索す
るかど うか制御できます。

メモ : [Search Project] コマンドは、 オプシ ョ ンの状態を除いて [Lookup 
References] と同じです。 301 ページの 「Search Project」 も参照してく

ださい。

[Lookup References] ダイアログ ボックス

このコマンドは、 [Search Project] コマンドに似ています。 唯一の違い
は、 それぞれのダイアログ ボッ クスに独自の継続状態があるこ とで
す。

[Find References To]  検索するシンボル名を入力します。 カーソル位置
の単語がこのテキス ト  ボッ クスに自動的にロード されます。 Source 
Insight は、 正確なシンボル インスタンスを決定するため、 カーソル位
置のコンテキス ト を使用します。 シンボル ダイアログ ボッ クスまたは
ウ ィンド ウから  [Lookup References] を起動する と、 Source Insight は、
このテキス ト  ボッ クス と と もに正確なシンボル参照を維持します。
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通常は、 プログラムの識別子の名前を入力しますが、 任意の文字列を
入力してプロジェク ト全体を検索するこ と もできます。 単一の単語の
みを入力した場合、 検索は非常に高速です。

[Search In]  ドキュ メン ト  タイプのリ ス トが含まれます。 この リ ス ト を
使用して、 特定の種類のファイルのみ、 またはカレン ト  ファ イルのみ
を検索するよ うに制限できます。 プロジェク ト  ウ ィンド ウが表示され
ている場合、 この リ ス ト を使用してプロジェク ト  ウ ィンド ウで選択す
るファ イルを指定するこ と もできます。

[Search Method]  使用する検索メ ソ ッ ドを選択します。 4 種類の検索メ
ソ ッ ドが利用できます。

• Simple String
• [Regular Expression]  パターンを正規表現と して解釈します。

• [Keyword Expression]  インターネッ ト検索クエ リに似ています。

• [Lookup Reference]  シンボル参照を検索します。

[Lines of Context]  [Keyword Expression] 検索メ ソ ッ ドを選択した場合に
のみ適用されます。 指定したすべてのキーワードを検索する対象とす
る行数を指定します。 246 ページの 「キーワード表現」 も参照して く
ださい。

[Find word variations]  オンの場合、 Source Insight は指定したキーワー
ドの最後の形式が異なるものも検索します。 たとえば、 キーワード
「open」 を指定した場合、 Source Insight は 「opens」、 「opened」、
「opening」 も検索します。 このオプシ ョ ンは、 [Keyword Expression] 検
索メ ソ ッ ドを選択した場合にのみ利用できます。

検索オプション [Case Sensitive]  検索で大文字と小文字を区別するかど うか指定しま
す。

[Whole Words Only]  [Lookup References] モードの場合、 このオプシ ョ
ンは常にオンです。 その他の検索メ ソ ッ ドを選択した場合、 完全に一
致する単語のみを検索します。

[Skip Inactive Code]  オンの場合、 条件付きコンパイルでアクティブな
コードのみを検索します。 Source Insight がアクティブな条件を判断で
きるよ うに、 最初に [Preferences: Languages] ダイアログ ボッ クスで条
件を指定する必要があ り ます。 条件付きコンパイルは、 一部の言語で
のみ利用できます。

[Skip Comments]  オンの場合、 コ メン ト を検索しません。

[Search Only Comments]  オンの場合、 コ メン トのみを検索します。
[Skip Comments] オプシ ョ ンと同時に指定できません。 これらのコ メン
ト  オプシ ョ ンをオンにした場合、 検索は多少遅くな り ます。
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[Smart Reference Matching]  Source Insight のスマート参照マッチング機
能を有効にします。 Source Insight は、 見つかった参照が実際に検索し
ているシンボルを参照しているかど うか判断します。

正確な参照のマッ
チング処理を行う
と、 参照検索プロ
セスは遅くなりま
す。

[Smart Reference Matching] オプシ ョ ンは、 検索結果に指定したシンボ
ルへの参照と一致するもののみが含まれるこ とを意味します。 たとえ
ば、 構造体のメンバを選択してその参照を検索する と、 検索結果には、
単なる等価な文字列ではなく、 その特定の構造体の特定なメンバへの
参照のみが含まれます。 同じ文字列の検索をシンボル ルッ クアップで
行う必要があるため、 このオプシ ョ ンを使用する と処理は遅くなる点
に注意してください。

[Touch files and cause recompile]  オンの場合、 各ファ イルの 「更新日時」
が現在の日時に設定されます。 識別子を使用してコンパイル時の依存
関係を確認している場合に便利です。 このオプシ ョ ンをオンにして、
このコマンドを使用して参照を検索するだけで、  識別子が参照される
場所が 「タ ッチ」 され、 make プログラムや開発システムは次回プログ
ラムをビルドする と きに、 それらのファ イルを再コンパイルします。

キーワード表現

キーワード表現検索はインターネッ ト検索エンジン  クエ リに似ていま
す。 Source Insight は、 プロジェク トで指定された行数内に含まれる
キーワードのセッ ト を検索します。 [Lines of Context] テキス ト  ボッ ク
スは、 互いのキーワードを検索する最大の範囲を示します。

たとえば、 「cat food」 と入力する と、 Source Insight はそれぞれ X 行内
の 「cat」 および 「food」 を検索します。

キーワード間には、 暗黙の論理 AND 演算子があ り ます。 つま り、 複
数のキーワードを入力する と、 両方のキーワードが一致しなければな
り ません。 その他のブール演算も含めるこ とができます。 以下の表は、
利用可能な演算子の一覧です。

表 5.3: キーワード検索演算子

演算子 例 動作

AND または 
+

cat and dog 両方の用語を含む

OR cat or dog いずれかの用語を含む

NOT 
または – 
または !

-cat 用語を含まない

= =Betty 大文字と小文字を区別する

?  
「regexp」

?  「^Ich」 正規表現
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括弧を使用して表現をグループ化できます。 例 :
(cat or kitty) and food
(file or buffer) and (save or write) and !error

キーワード  バリエーシ ョ ン

[Find word variations] オプシ ョ ンがオンの場合、 Source Insight は指定し
たキーワードの最後の形式が異なるものも検索します。 たとえば、
キーワード 「open」 を指定した場合、 Source Insight は 「opens」、
「opened」、 「opening」 も検索します。 以下の表現を入力した場合と同
じ効果があ り ます。

(open or opens or opening)

ワード  バリエーシ ョ ンは、 各キーワードに適用されます。 たとえば、
以下のキーワードを指定した場合 :

save write

「save」 と 「write」 が含まれる必要があ り ます。 ワード  バリエーシ ョ
ンが有効な場合、 以下の検索と同じになり ます。

(save or saves or saving) and (write or writes or writing)

キーワード検索結果

キーワード検索を実行する と、 検索結果にキーワードを含む行のブ
ロ ッ クが リ ス ト されます。   一致の周りのコンテキス トが少しわかり ま
す。

Make Column Selection
マウスを使用してカラムを選択します。 Alt を押しながらマウスをク
リ ッ ク してド ラ ッグし、 長方形の選択範囲を作成します。 選択範囲は、
切り取り またはコピーして貼り付けるこ とができます。
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Menu Assignments 
コマンドにメニューを割り当てます。 または、 割り当てを削除します。
メニュー割り当ては、 現在の設定の一部です。

[Command]  コマンド名を入力します。 入力した内容に応じて該当する
コマンドのみがリ ス ト され、 コマンドを簡単に見つけるこ とができま
す。

コマンド  リス ト   ユーザーが定義したマクロ とカスタム  コマンドを含
む、 すべての Source Insight コマンドが リ ス ト されます。 コマンドはカ
テゴ リ別に分類して リ ス ト されます。 こ こでコマンドを選択する と、
コマンドが既にメニューに割り当てられている場合、 そのメニューが 
[Menu] リ ス トに表示され、 そのメニューの内容が [Menu Contents] に
ロード されます。

リ ス トに、 「--Menu Separator--」 と呼ばれる特別なコマンドがあるこ と
に注意して ください。 メニューに区切り線を追加するには、 この項目
を メニューに挿入します。

[Menu] リス ト   すべてのメニューのタイ トルがリ ス ト されます。 こ こで
メニューを選択する と、 メニューの内容が [Menu Contents] にロード さ
れます。

[Menu Contents]  [Menu] リ ス ト で選択している メニューのメニュー項
目がリ ス ト されます。 削除する項目、 または新しい項目を追加する場
所を指定するには、 こ こでメニュー項目を選択します。

[OK]  現在の設定に新しいメニュー割り当てを保存します。
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[Cancel]  コマンドをキャンセルします。 それまでに行った変更は現在
の設定に保存されません。

[Insert]  選択している メニューに選択している項目を挿入します。 項
目は、 [Menu Contents] でハイライ ト表示されている メニュー項目の前
に挿入されます。 [Insert] をク リ ッ クする前に、 コマンド、 メニュー、
メニュー項目を選択する必要があ り ます。

[Delete]  選択している メニュー項目を削除します。 [Delete] をク リ ッ ク
する前に、 [Menu Contents] でメニュー項目を選択する必要があ り ます。

[Up]  選択している メニュー項目をメニューで 1 つ上に移動します。

[Down]  選択している メニュー項目をメニューで 1 つ下に移動します。

[Run]  現在の設定に新しいメニュー割り当てを保存して、 選択してい
るコマンドを実行します。

[Reset]  メニュー割り当てを初期設定に戻します。 Source Insight は確
認を表示します。

[Keys…]  現在の設定に新しいメニュー割り当てを保存して、 [Key 
Assignments] コマンドを実行します。  222 ページの 「Key Assignments」
も参照して ください。

New
新規の未保存ファ イル バッファを作成します。 [Save] または [Save As] 
コマンドを使用するまで、 作成したファ イルはディ スクに保存されま
せん。

[New] コマンドを実行する と、 ファ イル名を確認する メ ッセージが表
示されます。 デフォルトでは、 新規ファ イルには New0001.ext 形式で
名前が設定されます。 [New] コマンドを再度使用する と、 ファ イル名
は New0002.ext になり ます。 拡張子には、 カレン ト  ファ イルと同じ拡
張子が使用されます。 入力した名前と拡張子によ り、 そのファ イルで
有効なドキュ メン ト  オプシ ョ ンが決定されます。

新規ファイルを最初に保存する と、 Source Insight は、 ファ イル名と、
ファ イルをカレン ト  プロジェク トに追加するかど うか確認します。

新規ファイルを作成するも う  1 つの方法は、 [Open] コマンドを使用し
て、 存在しないファ イル名を指定する方法です。 Source Insight は、 そ
のファイルを作成するかど うか確認します。 Source Insight は、 指定し
た名前で新規の未保存ファ イルを作成します。
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New Clip
新規ク リ ップ バッファを作成します。 ク リ ップの名前を確認する メ ッ
セージが表示されます。 ク リ ップ名には拡張子を追加しないでくださ
い。

New Relation Window
新規リ レーシ ョ ン ウ ィ ンド ウを作成します。 リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウ
はいくつでも作成できます。 各ウ ィンド ウに、 独自のオプシ ョ ンを設
定できます。

たとえば、 関数名を選択して、 その関数が呼び出している他の関数を
表示する リ レーシ ョ ン  ウ ィンド ウ と、 その関数を呼び出している他の
関数を表示する別のリ レーシ ョ ン ウ ィンド ウを作成できます。

または、 現在の選択範囲を追跡する リ レーシ ョ ン  ウ ィンド ウ と、 囲ま
れている関数を追跡する別のリ レーシ ョ ン  ウ ィンド ウを作成するこ と
もできます。

New Project
新規プロジェク ト を作成して開きます。

Source Insight は一度に 1 つのプロジェク トのみ開く こ とができるため、
カレン ト  プロジェク トがある場合、 Source Insight は続行前にカレン ト  
プロジェク ト を閉じるかど うか確認します。 カレン ト  プロジェク ト を
閉じない場合、 [New Project] コマンドはキャンセルされます。

プロジェク ト を保存する場所

[New Project] ダイアログ ボッ クスでファ イルを選択する と き、 プロ
ジェク トのデータ  ファ イルを保存する場所を指定します。 ソース  ファ
イルと同じディ レク ト リにするこ と も、 全く別の場所にするこ と もで
きます。

マシンにローカルに格納されているソース  ファ イル用のプロジェク ト
を作成する場合、 ソース  ファ イルと同じディ レク ト リにプロジェク ト  
ファ イルを作成するこ とに問題はあ り ません。

共有サーバー上、 または書き込み許可がない場所のファイルを参照す
るプロジェク ト を作成する場合、 ローカル マシンにプロジェク ト を作
成して ください。 後で [Project Settings] ダイアログ ボッ クスを使用し
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てプロジェク ト  ソース  ディ レク ト リが指すソース  ファ イルの場所を
設定できます。

プロジェク ト を作成したディ レク ト リは、 プロジェク トのデフォルト  
ルート、 または 「ホーム」 ディ レク ト リにな り ます。 [Project Settings] 
ダイアログ ボッ クスで、 プロジェク ト  ソース  ディ レク ト リに異なる
パスを指定できます。 プロジェク ト  ソース  ディ レク ト リは通常、 ソー
ス  ファ イルを含む最上位のディ レク ト リのパスです。 Source Insight が
ファ イル名を表示する と き、 ファ イルはプロジェク ト  ソース  ディ レク
ト リへの相対パスで表示されます。 大部分のソース  ファ イルを含む
ディ レク ト リ をプロジェク ト  ソース  ディ レク ト リに設定する と、 冗長
なパス情報が表示されないよ うにな り ます。

さ らに、 「Add new files automatically」 機能 ([Preferences: General]) は、
ファ イルがプロジェク ト  ソース  ファ イルまたはその派生ディ レク ト リ
にある場合にのみ、 新規ファイルをプロジェク トに自動的に追加しま
す。

詳細は、 319 ページの 「Synchronize Files」 および 263 ページの
「Project Settings」 を参照して ください。

New Window
新規ウ ィンド ウを開きます。 カレン ト  ウ ィ ンド ウに表示されている
ファ イルが新規ウ ィンド ウにも表示されます。

Next File
[Close] コマンドを実行してから、 [Open] コマンドを実行します。 カレ
ン ト  ファ イルを変更した場合、 [Preferences: General] ダイアログ ボッ
クスで [Save Quietly] オプシ ョ ンをオンにした場合を除いて、 カレン ト  
ファ イルを保存するかど うか指定できます。

Next Relation Window View
リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウの表示モード  (  アウ ト ラ イン  ビューとグラフ  
ビュー ) を変更します。

Open
プロジェク ト  ウ ィンド ウをアクティブにして、 プロジェク ト  ウ ィンド
ウのテキス ト  ボッ クスにフォーカスを設定します。 プロジェク ト  ウ ィ
ンド ウが表示されていない場合、 プロジェク ト  ウ ィンド ウを表示し
て、 開く ファ イルを選択した後、 非表示にします。

[Open] コマンドの動作は [Preferences: Files] ダイアログ ボッ クスでカス
タマイズできます。 プロジェク ト  ウ ィンド ウをアクティブにする代わ
りに、 別のダイアログ ボッ クスやウ ィンド ウを表示できます。
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開いているプロジェク トがない場合、 このコマンドを実行する と、
Windows の [ ファ イルを開く ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

Source Insight のアプリ ケーシ ョ ン ウ ィンド ウにファ イルをド ラ ッグ ア
ンド  ド ロ ップしてファ イルを開く こ と もできます。

Open Project
新規カレン ト  プロジェク ト を開きます。 Source Insight は一度に 1 つの
プロジェク トのみ開く こ とができるため、 開いているカレン ト  プロ
ジェク トがある場合、 まず最初のそのプロジェク ト を閉じます。

Windows エクスプローラから  Source Insight ウ ィンド ウにプロジェク ト  
ファ イル (.PR) をド ラ ッグして、 または [Open] ダイアログでプロジェ
ク ト  ファ イルを指定してプロジェク ト を開く こ と もできます。

[Project Name]  選択するプロジェク トの名前、 または名前の一部を入
力します。

プロジェク ト  リス ト   マシンで作成されたまたは開かれたすべてのプロ
ジェク トが リ ス ト されます。 こ こで開くプロジェク ト を選択します。   
この リ ス トは、 既知のプロジェク トの記録です。 こ こに リ ス ト されて
いない他のプロジェク ト を開く こ と もできます。 その場合、
[Browse…] ボタンをク リ ッ ク してプロジェク ト  ファ イルを選択しま
す。

[Browse]  Windows の [ ファ イルを開く ] ダイアログ ボッ クスを表示し
ます。 プロジェク ト  ファ イル ( 拡張子 .PR) を選択します。 ファ イルを
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選択して [ ファ イルを開く ] ダイアログ ボッ クスを閉じる と、 選択し
たファ イルが [Project Name] テキス ト  ボッ クスにロード されます。 次
に、 [OK] をク リ ッ ク してファ イルを開きます。

Page Down
アクティブなウ ィンド ウを  1 画面下にスク ロールします。 スク ロール
前の最後の行がスク ロール後の最初の行になり ます。

Page Setup
[Print] コマンドで印刷するページのテキス トのレイアウ ト を制御しま
す。

[Columns]  用紙の 1 シートに印刷するカラム数を指定します。 各カラ
ムは、 独自のページ番号を使用します。 たとえば、 カラムが 2 つある
場合、 用紙の各シートで 2 ページのソース  コードが印刷されます。 横
向き  ( 用紙の幅が高さよ り も長い ) モードで印刷する場合に便利です。

[Borders around page]  オンの場合、 ページのテキス トの周りに罫線が
印刷されます。

[More…]  システムの [ ページ設定 ] ダイアログ ボッ クスを開きます。
このダイアログ ボッ クスで、 用紙のサイズ、 余白、 向き  ( 縦または横
) を設定できます。  このダイアログ ボッ クスから現在のプリ ンタの設
定を変更するこ と もできます。

[Title Strings] グ
ループ

このグループの項目は、 カバー ページ、 ページの上部 ( ヘッダー )、
およびページの下部 ( フッ ター ) に印刷されるタイ トルに影響します。

[Cover]、 [Header]、 [Footer]  これらのテキス ト  ボッ クスで、 各ページ
のカバー ページ、 ヘッダーおよびフッ ターに使用されるフォーマッ ト  
コードを指定します。 文字列のフォーマッ トの詳細は、 254 ページの
「ヘッダーとフッ ター コード」 を参照して ください。
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[Include cover page]  オンの場合、 カバー ページがすべての他のページ
の前に印刷されます。 [Cover] テキス ト  ボッ クスに名前を設定すれば、
印刷した人を簡単に識別できます。 オフの場合、 カバー ページは印刷
されません。

[Header per column]  オンの場合、 ヘッダーが各カラムの上に印刷され
ます。 カラム数が 2 以上に設定されている場合にのみ有効です。 オフ
の場合、 単一のヘッダーがページの上部に印刷されます。

[Footer per column]  オンの場合、 フッ ターが各カラムの下に印刷され
ます。 カラム数が 2 以上に設定されている場合にのみ有効です。 オフ
の場合、 単一のフッ ターがページの下部に印刷されます。

フォーマッ ト  オ
プション

フォーマッ ト  オプシ ョ ンは、 構文フォーマッ ト をプ リ ンタに出力する
方法を制御します。 これらのオプシ ョ ンは、 [Preferences: Syntax 
Formatting] ダイアログ ボッ クスで制御する画面の設定には依存しませ
ん。

[Print Syntax Formatting]  オンの場合、 画面に表示されるのと同じよ う
に、 すべての構文フォーマッ トが印刷されます。

[Print in color]  オンの場合、 カラーで印刷します。 プ リ ンタがカラー 
プリ ンタでない場合、 灰色の濃淡で印刷されます。 オフの場合、 すべ
てのテキス トは、 画面の色に関係なく、 白黒で印刷されます。 灰色に
近いカラーは灰色で表示されます。

ヘッダーとフ ッ ター コード

ヘッダーは、 ページの上部に印刷されるタイ トルです。 フッ ターは、
ページの下部に印刷されるタイ トルです。

[Page Setup] コマンドを使用して、 印刷ページのヘッダーとフッ ターを
カスタマイズできます。 カスタマイズするには、 [Header] および 
[Footer] テキス ト  ボッ クスで以下のコードを使用します。

表 5.4: ヘッダーとフ ッ ター コード

コード 結果

&L 後に続く文字を左揃えにします。 デフォルトの設定です。

&C 後に続く文字を中央揃えにします。

&R 後に続く文字を右揃えにします。

&/ 次の行に移動します。

&B 後に続く文字を太字で印刷します。

&I 後に続く文字を斜体で印刷します。

&U 後に続く文字を下線付きで印刷します。

&D 現在の日付を印刷します。
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たとえば、 左の余白に 「Confidential」、 中央にページ番号、 右の余白に
現在の日付を印刷するには、 以下のよ うに入力します。

&LConfidential&C&P&R&D

Page Up
アクティブなウ ィンド ウを  1 画面上にスク ロールします。 スク ロール
前の最初の行がスク ロール後の最後の行になり ます。

Paren Left
挿入ポイン ト を次の括弧の左に移動します。

Paren Right
挿入ポイン ト を次の括弧の右に移動します。

Parse Source Links
指定したパターンでカレン ト  ファ イルを検索します。 検索がマッチす
る と、 その場所にソース  リ ンクを作成します。 ソース  リ ンクは、 カレ
ン ト  ファ イルのソース行とパターンを使用して解析したファ イルおよ
び行番号を リ ンク します。

&T 現在の時間を印刷します。

&F ファ イル名を印刷します。

&P ページ番号を印刷します。

&N ドキュ メン トのページの総数を印刷します。 たとえば、 ド
キュ メン トが 12 ページの場合、 Page &P of &N と指定する

と、 Page 1 of 12、 Page 2 of 12、 Page 3 of 12、 のよ うに印刷

されます。

&& 単一アンパサンド  (&) を命令と してではなく リ テラル文字

と して印刷します。

表 5.4: ヘッダーとフ ッ ター コード

コード 結果
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[File, then Line]  および [Line, then File]  パターン表現の最初のグループ
がファイル名で 2 番目のグループが行番号の場合、 [File, then Line] を
選択します。 この設定では、 2 番目のグループ ( たとえば、 行番号 ) は
オプシ ョ ンです。

パターン表現の最初のグループが行番号で 2 番目のグループがファ イ
ル名の場合、 [Line, then File] を選択します。

[Pattern]  コマンド出力のファ イル名と行番号の検索に使用される正規
表現です。 このテキス ト  ボッ クスには、 ファ イル名と行番号の 「グ
ループ」 を含む有効な正規表現が含まれている必要があ り ます。 この
テキス ト  ボッ クスの内容は、 カレン ト  ワークスペースに保存されま
す。

[Parse Source Links] コマンドは、 コンパイラ出力およびエラー メ ッ
セージを含むログ ファ イルがある場合に便利です。 ログ ファ イルを開
いて、 [Parse Source Links] コマンドを実行するだけです。 リ ンクがエ
ラー メ ッセージを含むログ ファ イルの各行に設定されます。 118 ペー
ジの 「検索と ソース  リ ンク」 .

複数の解析パターンの管理  
2 つ以上の解析パターンを使用する場合、 [Custom Commands] を使用し
て、 出力からソース  リ ンクを解析する各タイプ用のカスタム  コマンド
を定義できます。 各カスタム  コマンドには独自の解析パターンを設定
できるので、 この方法で多くの解析パターンを保存できます。

たとえば、 
1. [Options] メニューから、 [Custom Commands] を選択します。

2. [Add] ボタンをク リ ッ ク して、 [Name] テキス ト  ボッ クスに 「Parse 
Type 1」 と入力します。

3. [Run] テキス ト  ボッ クスに、 「command /c type %f」 と入力しま
す。 このコマンド  ラ インは、 カレン ト  ソース  ファ イルの内容を出
力します。

4. [Parse Link in Output] チェッ ク  ボッ クスをオンにします。

5. [Pattern] テキス ト  ボッ クスに解析パターンを入力します。

このコマンドを実行する と、 Source Insight によってカレン ト  ファ イル
がキャプチャされ、 カスタム  コマンドを使用して格納された解析パ
ターンを使用してソース  リ ンクが解析されます。

Paste
ク リ ップボードの内容を現在の選択範囲にコピーします。 現在の選択
範囲が拡張されている場合、 貼り付けの前に削除されます。
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Paste From Clip
ク リ ップ バッファの内容を現在の選択範囲にコピーします。 このコマ
ンドを使用する と、 ク リ ップ ウ ィンド ウが表示されます。

ク リ ップ ウ ィンド ウでク リ ップをダブルク リ ッ ク して、 このコマンド
を実行するこ と もできます。

Paste Line
挿入ポイン ト をカレン ト行の行頭に移動して、 [Paste] コマンドを実行
します。 [Cut Line]、 [Copy Line]、 および [Paste Line] と一緒に使用する
こ とで、 ファ イルの行を素早く移動できます。

Paste Symbol
( シンボル ウ ィンド ウの右ク リ ッ ク  メニュー )
ク リ ップボードの内容を、 シンボル ウ ィンド ウで選択しているシンボ
ルの直前に貼り付けます。

Play Recording
記録したコマンドを再生します。 コマンドは、 [Start Recording] コマン
ドを使用して記録します。 [Play Recording] コマンドを使用したと きに
レコーダがオンだった場合、 レコーダは自動的にオフになり ます。

Preferences
各種ユーザー オプシ ョ ンを指定します。 ダイアログ ボッ クスには、
[Display]、 [Files]、 および [Syntax Formatting] のよ うな各種オプシ ョ ン
用のタブがあ り ます。

詳細は、 以下を参照して ください。

209 ページの 「General Options」 も参照して ください。

327 ページの 「Typing Options」 も参照して ください。

203 ページの 「File Options」 も参照して ください。

228 ページの 「Language Options」 も参照して ください。

315 ページの 「Symbol Lookup Options」 も参照して ください。

187 ページの 「Display Options」 も参照して ください。

169 ページの 「Color Options」 も参照して ください。

320 ページの 「Syntax Decorations」 も参照して ください。

322 ページの 「Syntax Formatting」 も参照して ください。

301 ページの 「Searching Options」 も参照して ください。

282 ページの 「Remote Options」 も参照して ください。
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Print
カレン ト  ファ イルを印刷します。 Windows の [ 印刷 ] ダイアログ ボッ
クスが表示されます。

ファ イルの印刷に使用されるフォン ト を制御するには、 [Document 
Options] コマンドを使用します。 [Document Options] コマンドでは、 印
刷に使用するフォン ト と画面の表示に使用するフォン ト を指定できま
す。 または、 [Emulate screen fonts when printing] オプシ ョ ンをオンにし
て、 印刷時に画面の表示に使用するフォン ト をエ ミ ュレートするこ と
もできます。 TrueType フォン ト を選択した場合、 フォン ト をエ ミ ュ
レート しても問題あ り ません。 「MS Sans Serif」 や 「Courier」 のよ う な
フォン ト を選択した場合、 フォン トのエ ミ ュレートが正し く行われな
いこ とがあ り ます。 プ リ ンタ  ド ラ イバによっては、 似たフォン トに置
換されるこ とがあ り ます。

カラー印刷

ファ イルをカラーで印刷するには、 [Page Setup] ダイアログ ボッ クス
で [Print in color] オプシ ョ ンをオンにする必要があ り ます。

Print Relation Window
リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウのグラフを印刷します。 このコマンドは、 リ
レーシ ョ ン ウ ィ ンド ウを右ク リ ッ ク してアクセスするこ と もできま
す。

Source Insight は、 複数のページ グラフを印刷できます。 各ページの下
部には、 ページの座標が印刷されます。 たとえば、 グラフが 4 x 3 ペー
ジに分かれている場合、 最初のページの下部に、 「Cell 1,1 of 4 x 3 
square」 のよ うに印刷されます。
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Project Document Types
プロジェク ト  ウ ィンド ウに、 プロジェク ト  ファ イルのリ ス ト を ドキュ
メン ト  タイプ別に分類して表示します。

Project File Browser
プロジェク ト  ウ ィンド ウに、 ファ イル ブラウザ ビューを表示します。
このビューで、 ディ スクに含まれるファ イルを参照できます。
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Project File List
プロジェク ト  ウ ィンド ウに、 すべてのプロジェク ト  ファ イルを表示し
ます。 ディ レク ト リに関係なく、 カレン ト  プロジェク トのすべての
ファ イルがリ ス ト されます。
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Project Symbol Classes
プロジェク ト  ウ ィンド ウに、 カテゴ リ別にプロジェク ト  シンボルを表
示します。

Project Symbol List
プロジェク ト  ウ ィンド ウに、 すべてのプロジェク ト  シンボルを表示し
ます。 このビューは、 モーダル ダイアログ ボッ クスが表示される  
[Browse Project Symbols] コマンド  (F7) よ り も便利です。 プロジェク ト  
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ウ ィ ンド ウはモードレス  ダイアログ ボッ クスなので、 コンテキス ト  
ウ ィ ンド ウやリ レーシ ョ ン ウ ィンド ウ と同時に使用できます。

Project Window Properties
プロジェク ト  ウ ィンド ウのプロパティを編集します。
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[Current Display]  プロジェク ト  ウ ィンド ウの表示モードを選択します。
プロジェク ト  ウ ィンド ウで Ctrl+Tab を使用して表示モードを選択する
こ と もできます。 また、 ツールバーのボタンを使用して表示モードを
選択するこ と もできます。

[Appearance 
Options]

プロジェク ト  ウ ィンド ウに表示する内容を制御します。

[File Size]、 [File Date]  ファ イルを表示するモードで、 これらのオプ
シ ョ ンをオンにする と、 各ファ イルのサイズ、 日付が別々のカラムに
表示されます。

[Code Metrics:]    選択したコード  メ ト リ ッ ク  カラムを表示します。 右
のド ロ ップダウン リ ス ト から、 カラムに表示するコード  メ ト リ ッ ク値
を選択します。

[Symbol Type Filter…]  プロジェク ト  ウ ィンド ウに表示されるシンボル 
リ ス トに表示するシンボルのタイプを選択します。

[Automatically arrange when resizing]    オンの場合、 ウ ィ ンド ウのサイ
ズを変更する と、 プロジェク ト  ウ ィ ンド ウはカラムのサイズを自動的
に変更します。 オフの場合、 カラムの幅を変更した場合を除いて、 カ
ラムの幅は固定です。

[Directory View 
Options]

[Stack list vertically]  オンの場合、 ファ イル ブラウザ ビューで、 ディ
レク ト リ  リ ス ト をファ イル リ ス トの上に表示します。 オフの場合、 リ
ス ト を横に並べて表示します。 [Automatically arrange when resizing] オ
プシ ョ ンがオンの場合、 プロジェク ト  ウ ィ ンド ウの縦横比に応じて向
きが自動的に切り替えられます。

[Show file details in directory display]    File Directory ビューでのみ使用
されます。 オンの場合、 ファ イルのサイズのよ うな詳細な情報がファ
イル リ ス トに表示されます。

[Font…]、 [Text Color…]、 [Back Color…]  それぞれ、 フォン ト 、 テキス
トの色、 背景色を選択します。

Project Settings
[Project Settings] コマンドを使用して、 カレン ト  プロジェク ト を管理す
るさまざまなオプシ ョ ンを設定できます。 開いているプロジェク トが
ない場合、 [Project Settings] コマンドはデフォルトのオプシ ョ ンを設定
します。 次回以降作成される新規プロジェク トでは、 このオプシ ョ ン
が使用されます。
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設定は、 プロジェク ト  ディ レク ト リのプロジェク ト  データ  ファ イル
に保存されます。 これらの設定は、 設定ファ イルに依存しません。

[Configuration] 
オプション

プロジェク ト を開く と きに使用する設定を指定します。 設定には、
キー バインドのよ う な、 ユーザーがカスタマイズした項目のほとんど
が保存されます。

[Project has its own configuration file]  プロジェク トは、 プロジェク ト  
ディ レク ト リに保存された独自の設定ファイルを使用します。 プロ
ジェク ト設定ファ イルの名前は、 < プロジェク ト名 >.CF3 です。

[Shares global configuration file]  プロジェク トは、 他のプロジェク ト と
グローバル設定ファ イルを共有します。 グローバル設定ファ イルは、
Source Insight プログラム ディ レク ト リに保存されます。 名前は 
Global.cf3 です。

[Conditional 
Parsing]  

条件付きコンパイル値の設定を制御します。

[Conditions…]  カレン ト  プロジェク トのみに固有な定義済みの条件を
編集します。 これらの条件はカレン ト  プロジェク トが開かれている場
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合にのみ ( プロジェク トに属しているファ イルに対してのみ ) 有効で
す。 [Edit Condition] コマンドを使用して条件を編集するこ と もできま
す。

ソース ディレク

ト リ

[Project Source Directory]  ソース  ファ イルのメ インの場所のパスを指
定します。 このディ レク ト リは、 プロジェク トの 「ホーム」 ディ レク
ト リです。 Source Insight がファ イル名を表示する と き、 ファ イルはこ
のディ レク ト リへの相対パスで表示されます。 このテキス ト  ボッ クス
を空白にした場合、 Source Insight はメ イン プロジェク ト  ファ イル ( 拡
張子 .PR) が作成されたプロジェク ト  データ  ディ レク ト リ を使用しま
す。

プロジェク ト  ソー
ス ディレク ト リ

は、 ソース ファイ
ルのホーム ディレ

ク ト リです。

プロジェク ト  データ  ファ イルをソース  ファ イルと別のディ レク ト リ
に保存する場合は、 異なるプロジェク ト  ソース  ディ レク ト リ を指定し
ます。 プロジェク ト  データ  ファ イルは .PR ファ イルで指定された場所
に格納されますが、 ソース  ファ イルは別の場所に保存できます。 たと
えば、 ワークステーシ ョ ン上にローカルに格納されるプロジェク ト を
作成して、 プロジェク トに リモート  ネッ ト ワーク  ド ラ イブからファ イ
ルを追加できます。 ソース  ファ イルへのネッ ト ワーク  ド ラ イブ パス
をプロジェク ト  ソース  ディ レク ト リ と して指定した場合、 ファ イル名
に追加のパス情報は含まれません。

この機能は、 プロジェク ト  データ  ファ イルをソース  ファ イルと同じ
ディ レク ト リに作成できない場合に便利です。 プロジェク ト  マネー
ジャによっては、 ソース  コードの共有ポイン トへの読み取り専用アク
セスを許可し、 Source Insight ファ イルの保存を許可しないこ とがあ り
ます。

プロジェク ト  ソース  ディ レク ト リ設定は、 プロジェク ト を作成した
後、 いつでも  [Project Settings] ダイアログ ボッ クスで変更できます。

プロジェク ト  ソース  ディ レク ト リ  パスは相対フォーマッ トで格納さ
れます。 パスは .PR ファ イルを含むディ レク ト リへの相対パスです。
相対パスを使用するこ とによ り、 あるマシン上で作成されたプロジェ
ク ト を、 論理ド ライブを混同するこ とな く、 別のマシンから リモート
に開く こ とができます。 プロジェク ト  ディ レク ト リ  ツ リー全体を新し
い場所にコピーするこ と もできます。

一部のカスタム  コマンド文字列メ タ文字の置換も、 このパス設定に
よって影響を受けます。 %j ( プロジェク ト  ソース  ディ レク ト リ ) およ
び %v ( プロジェク ト  ソース  ディ レク ト リのボ リ ューム文字 ) は、 .PR 
ファ イルを含む場所ではなく、 このパス値を参照します。

シンボル データ

ベース オプショ

ン

これらのオプシ ョ ンは、 プロジェク トのシンボル データベースに格納
される内容に影響を与えます。 プロジェク トにファ イルを追加する前
に、 これらのオプシ ョ ンを選択して ください。 プロジェク ト を構築し
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た後にこれらのオプシ ョ ンを変更した場合、 プロジェク ト を再構築す
る必要があ り ます。 Source Insight を使用して再構築します。

[Store function-local symbols in the database]  関数の本体内部で宣言さ
れたローカル変数をシンボル データベースに格納します。 データベー
スのサイズは大き くな り ますが、 ファ イルを開く と変数の構文フォー
マッ トが直ちに表示されます。

[Quick browsing for member names]  オンの場合、 構造体またはク ラス
名を入力するだけで名前の部分一致が実行されます。 しかし、 シンボ
ル インデッ クスのサイズと メモ リの使用量は 2 倍以上増加します。 オ
ブジェク ト指向言語を主に使用している場合、 このオプシ ョ ンを推奨
します。 ク ラス名を入力するこ とな く、 メ ンバ関数と変数を検索でき
ます。

[Quick browsing for symbol syllables]  オンの場合、 シンボルの 1 つま
たは 2 つのシラブルを入力するだけで名前の部分一致が実行されます。
しかし、 シンボル インデッ クスのサイズと メモ リの使用量は 4 倍以上
増加します。 シラブル インデッ クスを使用する と、 シンボル名の最初
の文字がわからない場合でも、 シラブル マッチングを使用してシンボ
ルを素早く検索できます。

このオプシ ョ ンは、 プロジェク ト  シンボル パス経由でのみ参照する外
部コモン  プロジェク トには推奨しません。 この場合、 シラブル イン
デッ クスを使用する利点はなく、 使用するスペースが増加するだけで
す。

プロジェク トが非常に大き く、 システムの RAM が少ない ( ディ スクの
スワップ領域のサイズが小さい ) 場合、 このオプシ ョ ンは推奨しませ
ん。

インデックスのパフォーマンス

上記の条件に当てはまる場合を除いて、 シラブル マッチングを有効に
するこ とを推奨しました。 パフォーマンスに影響を受けている と感じ
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る場合、 インデッ クスが大きすぎるために、 以下のよ うな現象が起き
ています。

• 大規模なプロジェク トのビルドまたはリ ビルド中にディ スク  ス
ラ ッシングが発生します。

• プロジェク ト を開く または閉じるのに時間がかかり ます。

• 個々のファ イルの同期処理が遅くな り ます。

• [Browse Project Symbols] ダイアログ ボッ クス  (F7) の表示に時間

がかかり ます。 最初に使用する と きの多少の遅延は正常です。

• プロジェク トに数百万のインデッ クス  エン ト リが含まれます。

この制限は、 RAM の量に依存します。

• ハード  ド ラ イブのアクセス  ランプが点灯したままになり ます。

またはディ スクがフラ ッシュされている間システムが休止しま
す。

大規模なプロジェク ト  (200,000 シンボル以上 ) でシステムが遅い場合、
[Quick browsing for symbol syllables] をオフにして ください。 [Project] > 
[Rebuild Project] を選択してダイアログ ボッ クスの下部に表示される情
報を確認するこ とでデータベースのサイズが予測できます。 情報を確
認したら、 [Cancel] ボタンをク リ ッ ク してダイアログ ボッ クスを閉じ
て ください。 インデッ クス  エン ト リの数が百万を超える と、 システム
は遅くな り ます。 ただし、 メモ リ  256MB の Pentium III ク ラスのマシン
でも、 このサイズのプロジェク ト を問題なく処理できます。

マシンにメモ リ を追加する と、 パフォーマンスが向上します。
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Project Report
カレン ト  プロジェク トのファ イルとシンボルのリ ス ト を含む出力レ
ポート  ファ イル (< プロジェク ト >.RPT) を生成します。

[Files]  対応する情報を含めるには、 これらのチェッ ク  ボッ クスをオン
にします。

[Include Symbols]  オンの場合、 シンボルが各ファイルの下にリ ス ト さ
れます。 オフの場合、 プロジェク ト  レポートにシンボル情報はリ ス ト
されません。

[Line Numbers]  オンの場合、 シンボルが定義された行番号がシンボル
名順にリ ス ト されます。

[Sort by]  [Occurrence] が選択された場合、 シンボルは行番号順にリ ス
ト されます。 [Name] が選択された場合、 シンボルはシンボル名順にリ
ス ト されます。

[Symbol Types…]  含めるシンボルのタイプを指定します。

Project Window コマンド

プロジェク ト  ウ ィンド ウは、 カレン ト  プロジェク トのファ イルのリ ス
ト を表示するフローティング / 結合可能なウ ィンド ウです。 プロジェ
ク ト  ウ ィ ンド ウのエン ト リ をダブル N リ ッ クする と、 ファ イルが開き
ます。 エクスプローラまたはファ イル マネージャからファ イルをプロ
ジェク ト  ウ ィンド ウにド ラ ッグする と、 ファ イルがプロジェク トに追
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加されます。 プロジェク ト  ウ ィンド ウの下部には、 プロジェク トに関
連する他のコマンド用のツールバーがあ り ます。

プロジェク ト  ウ ィンド ウは、 [Project Window] コマンドを実行して、
オンとオフを切り替えるこ とができます。 プロジェク ト  ウ ィンド ウに
フォーカスを移すには、 [Activate Project Window] コマンドを実行しま
す。 このコマンドは、 非表示のプロジェク ト  ウ ィ ンド ウがある と、
ウ ィ ンド ウを表示します。

プロジェク トが開かれている場合、 [Open] コマンドを実行する とプロ
ジェク ト  ウ ィンド ウが表示されます。

コンテキス ト  ウ ィンド ウが開かれている場合、 プロジェク ト  ウ ィンド
ウで選択されているファ イルの内容が表示されます。

Rebuild Project
プロジェク ト  データベース  ファ イルを リ ビルド します。

大規模な変更の後にすべてのファ イルを再解析する場合、 またはプロ
ジェク ト  データが正し くないと思われる場合は、 プロジェク ト を リ ビ
ルド します。

プロジェク ト を閉じないで Source Insight が異常終了した場合、 プロ
ジェク トは壊れるこ とがあ り ます。

[Rebuild Project] ダイアログ ボッ クスは、 プロジェク トに関するいくつ
かの統計も リ ス ト します。 シンボル データベース  レコード、 シンボル 
インデッ クス  エン ト リ、 およびファ イルの数が表示されます。 この情
報は、 [Project Report] コマンドを実行した場合にも出力されます。

プロジェク ト を リ ビルドする メ ソ ッ ドは 3 つあ り ます。 最後のメ ソ ッ
ドを推奨します。

[Re-Parse all source files]  プロジェク トのすべてのファイルを単純にス
キャンして再解析し、 シンボル データベースを更新します。 最も遅い
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メ ソ ッ ドです。 しかし、 操作をキャンセルする と、 シンボル データ
ベースは多少日付が古くな り ますが、 完全なままです。 キャンセルし
ても、 正常に編集を続行できます。 再解析はバッ クグラウンドで続行
されます。 シンボル データベースは、 少なく と も リ ビルド  プロセスを
開始したと き と同程度に最新になり ます。

[Fix database file corruption, if any]  データベースをスキャンし、 デー
タベースが正当で自己矛盾がない状態であるこ とを保証します。 しか
し、 最近プロジェク トにファ イルを追加した場合やプロジェク トから
ファ イルを削除した場合、 リ ビルドが完了した後、 一部のファイルま
たはシンボルが見つからないこ とがあ り ます。 高速なメ ソ ッ ドです。
プロジェク トが壊れている と思われる場合、 このコマンドを使用して
ください。 通常、 Source Insight はプロジェク ト を開く と きにプロジェ
ク トが適切に閉じられたかど うか検出できます。 プロジェク トが壊れ
ているこ とを検出する と、 Source Insight はプロジェク ト を リ ビルドす
るかど うか確認します。 Source Insight が、 壊れたプロジェク ト を故意
に開く こ とはあ り ません。

[Re-Create the whole project from scratch] ( 推奨 )  プロジェク ト を リ ビ
ルドする最も安全なメ ソ ッ ドです。 このメ ソ ッ ドを使用するこ とを推
奨します。 プロジェク トに関するすべてのシンボル情報を削除し、 す
べてのソース  ファ イルを再スキャンして、 シンボル データベースを最
初から再生成します。 [Fix database file corruption, if any] メ ソ ッ ド よ り
時間がかかり ます。 途中でキャンセルする と、 シンボル データベース
の一部のみ再生成されます。 この場合、 スキャンしていないシンボル
の情報はわかり ません。 バッ クグラウンド同期によ り解析は完了しま
す。 または、 [Project] > [Synchronize Files] コマンドを使用してプロセ
スを完了します。

Record New Default Properties 
( シンボル ウ ィンド ウの右ク リ ッ ク  メニュー )
ウ ィ ンド ウの現在の設定を新規ウ ィンド ウのデフォルト設定にします。

シンボル ウ ィンド ウの場合、 ウ ィンド ウの幅、 シンボルのソート、 シ
ンボルのタイプのフ ィルタ リ ングが記録され、 以降に作成される新規
ウ ィンド ウのデフォルト値と して使用されます。

Redo
[Undo] コマンドの効果を逆にします。 ファ イルを編集する と、 Source 
Insight は各ファ イルに加えた変更のリ ス ト を作成します。 [Undo] コマ
ンドはリ ス ト を戻し、 [Redo] コマンドはリ ス ト を進めます。

[Redo All] コマンドを使用してすべての [Undo] アクシ ョ ンを逆にする
こ と もできます。

Source Insight は、 開いている各ファ イルについて、 [Undo]/[Redo] の履
歴を保存します。
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Redo All
すべての [Undo] アクシ ョ ンの影響を逆にします。 ファ イルは、 最後に
変更された状態にな り ます。 [Redo] できな くなるまで [Redo] コマンド
を繰り返し実行するこ と と等価です。

Redraw Screen
Source Insight の画面全体を再表示します。

Reform Paragraph
段落内のすべての行が、 現在のドキュ メン ト  タイプの余白の幅に収ま
る範囲で、 できるだけ多く表示されるよ うに、 選択しているテキス ト
の段落を再フォーマッ ト します。

選択範囲が指定されていない場合、 挿入ポイン ト を含む一連の段落が
再フォーマッ ト されます。 複数の段落が選択されている場合、 選択範
囲のすべての段落が再フォーマッ ト されます。

段落の最初の行がインデン ト されている場合、 各段落の後の以降も同
じよ うにインデン ト されます。

テキス トの段落は、 黒線で囲まれた行のグループである と見なされま
す。

余白の幅は、 カレン ト  ファ イルのドキュ メン ト  タイプの [Document 
Options] コマンドで指定できます。

たとえば、 [Reform Paragraph] を実行する前の段落が以下の場合 :
The quick brown
fox jumped 
over the
lazy dog, 
and other 
mysterious sentences.

[Reform Paragraph] を実行した後、 行が余白に収まる範囲で、 できるだ
け多く表示されるよ うに、 次のよ うに再フォーマッ ト されます。

The quick brown fox jumped over the lazy dog, and other 
mysterious sentences.

Refresh Relation Window
リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウの内容を再計算して更新します。

通常、 リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウは選択範囲に基づいて自動的に更新さ
れます。

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウを自動的に更新しない場合、 [Lock Relation 
Window] コマンドを使用してロ ッ クするか、 [Relation Window 
Properties] コマンドを使用して 「Automatic Symbol Tracking」 を
「None」 に設定します。 その場合でも、 [Refresh Relation Window] コマ
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ンドを使用して リ レーシ ョ ン  ウ ィンド ウの内容を手動で計算できま
す。

Relation Graph Properties
プロジェク ト  ウ ィンド ウのグラフ  プロパティを表示します。 グラフ  
プロパティは、 リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウが ( アウ ト ラ イン モードでは
なく ) グラフ  モードの場合に適用されます。

[Back Color…]  グラフ  ウ ィ ンド ウの背景色を選択します。

[Graph Layout]  グラフのレイアウ ト  モードを選択します。 上から下、
または左から右のいずれかを選択できます。

[Spacing]  ノード間グラフの間隔の割合をパーセン トで入力します。
値が大き くなる と、 ノードの間隔は広くな り ます。

[Nodes] オプショ

ン

グラフのノード要素の概観を制御します。

[Type]  ノードの影を選択します。

[Font…]  各ノードの内部で使用するフォン ト を選択します。

[Border Color…]、 [Text Color…]、 [Node Color…]   ノードの罫線、 テキ
ス トおよびノードに使用する色を選択します。

[Drop Shadow]  各ノードにド ロ ップ シャ ド ウを挿入します。
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[Connection 
Lines] オプション

ノードを接続する線を制御します。

[Type]  ノードを接続する線のスタイルを選択します。

• [Direct]  ノード間を直線で接続します。

• [Orthogona]l  ノード間を直交線で接続します。

• [Splined]  ノード間を曲線で接続します。

[Line Color…]  接続線に使用する色を選択します。

[Thick Line]  接続線を太く します。

[Arrows]  接続線を矢印付きにします。 [Spacing] の値が小さい場合、 内
部ノード空間が不足するため矢印は省略されます。

[Unique backward line color]  逆の向きの線を別の色にします。 色を選
択するには、 [Backward Line Color] ボタンを使用します。

[Backward Line Color…]  逆の向きの線に使用する色を選択します。

Relation Window
リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウの表示を切り替えます。 すべてのリ レーシ ョ
ン  ウ ィンド ウの表示が切り替わり ます。

Relation Window Properties
[Relation Window Properties] コマンドは、 リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウ  
ツールバーまたは、 シ ョート カッ ト  メニューからアクセスできます。
このダイアログ ボッ クスから、 表示する リ レーシ ョ ンシップ、 および
ウ ィンド ウの表示方法を制御できます。
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[Relation Window Properties] ダイアログ ボックス

[Font…]、 [Text Color…]、 [Back Color…]  それぞれ、 リ レーシ ョ ン ウ ィ
ンド ウのフォン ト、 テキス トの色、 背景色を選択します。 アウ ト ラ イ
ン  ビューにのみ適用されます。

[Graph…]  [Relation Graph Properties] ダイアログ ボッ クスを開きます。
このダイアログ ボッ クスから、 リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウのグラフ  
ビューのオプシ ョ ンを調整できます。

[Automatic 
Symbol Tracking]

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウの追跡オプシ ョ ンを制御するには、 [Tracking 
Options] ボタンをク リ ッ ク します。 カーソル位置のシンボル、 または
選択範囲の囲まれた関数やデータ構造を追跡できます。

[Automatic 
Expansion 
Options]

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウが自動的に展開するレベルを指定します。 リ
レーシ ョ ン ウ ィ ンド ウでノードを右ク リ ッ ク して [Expand Special] を
選択し、 個別の設定よ り も優先させるこ とができます。

[Levels]  ルート  ノード以下で展開するレベルの数です。
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[Expand duplicate branches]  既に展開されている場合でも、 重複する
子の分岐を展開します。 オフの場合、 重複する子は折り畳まれた状態
で挿入されます。

[View 
Relationship] グ
ループ

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウが異なるタイプのシンボルを追跡する と きに
使用する リ レーシ ョ ンシップ展開ルールを指定します。

[View Relationship]  表示される リ レーシ ョ ンシップはシンボルのタイ
プによって決ま り ます。 異なるシンボル タイプに表示する リ レーシ ョ
ンシップを指定できます。 たとえば、 「Calls」 では関数のリ レーシ ョ
ンシップ、 「Inheritance」 ではク ラスの リ レーシ ョ ンシップを表示する
よ うに指定できます。 つま り、 関数を選択する と、 リ レーシ ョ ン  ウ ィ
ンド ウはコール ツ リーを表示し、 ク ラス名を選択する と、 リ レーシ ョ
ン  ウ ィンド ウはク ラス継承階層を表示します。 276 ページの 「リ レー
シ ョ ンシップのルール」 も参照して ください。

[Group multiple references into one item]  オンの場合、 リ レーシ ョ ン  
ウ ィ ンド ウで リ レーシ ョ ンシップの 「参照」 タイプを表示する と きに、
同じオブジェク ト内部からの重複する参照を抑制します。 たとえば、
関数 B が関数 A の内部から  3 回呼び出されている場合、 関数 A からの
最初の参照のみリ ス ト されます。 オフの場合、 3 つの参照がすべて、 3 
つのノード と して リ ス ト されます。

オフの場合、 よ り多くの参照情報が提供されます。 グラフ  ビューで
は、 複数の参照が単一グラフ  ノードの内部に表示され、 オブジェク ト
間で参照がどのよ うに集中しているか簡単に確認できます。

[Call Graph Filtering…]  [Call Graph Filter] ダイアログ ボッ クスを表示し
ます。 このダイアログ ボッ クスで、 コール ツ リー計算に関係するシン
ボルを制御できます。 277 ページの 「[Call Graph Filter]」 も参照して く
ださい。

[Symbol Types…]  [Symbol Type Filter] ダイアログ ボッ クスを表示しま
す。 リ レーシ ョ ン ウ ィ ンド ウから特定のタイプのシンボルをフ ィルタ
して出力します。 278 ページの 「[Symbol Type Filter]」 も参照して くだ
さい。

[Columns] グルー

プ

アウ ト ラ イン リ ス ト  ビューに表示するカラムを指定します。 リ レー
シ ョ ン ウ ィンド ウは、 任意のカラム  ヘッダーをク リ ッ ク してソートで
きます。

[Show file names]  ファ イル名カラムを表示します。

[Show line numbers]  行番号カラムを表示します。 ほとんどの場合、 シ
ンボルは行番号で参照されます。

[Show code metrics]  選択したコード  メ ト リ ッ ク  カラムを表示します。
1 つのコード  メ ト リ ッ ク  カラムのみ表示できます。
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リレーシ ョ ンシップのルール

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウに表示される リ レーシ ョ ンシップはシンボル
のタイプによって決ま り ます。 異なるシンボル タイプに表示する リ
レーシ ョ ンシップを指定できます。 たとえば、 「Calls」 では関数のリ
レーシ ョ ンシップ、 「Inheritance」 ではク ラスの リ レーシ ョ ンシップを
表示するよ うに指定できます。 つま り、 関数を選択する と、 リ レー
シ ョ ン ウ ィンド ウはコール ツ リーを表示し、 ク ラス名を選択する と、
リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウはク ラス継承階層を表示します。

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウがシンボルを拡張して新規レベルを表示する
場合、 拡張で表される リ レーシ ョ ンシップは拡張するシンボルのタイ
プに基づきます。 これは、 各リ レーシ ョ ン  ウ ィンド ウが複数のリ レー
シ ョ ンシップを潜在的に表示できるこ とを意味します。 たとえば、 ク
ラスは、 構成される メンバ関数を表示します。 各メンバ関数は、 その
参照を表示します。

「Type of」 リレーシ ョ ンシップ

「Type of」 とい う名前の変数リ レーシ ョ ンシップがあ り ます。 「Type 
of」 リ レーシ ョ ンシップは、 変数のタイプを生成します。 次に、 タイ
プのリ レーシ ョ ンシップ ルールが適用されます。 これは、 間接リ レー
シ ョ ンシップの種類です。

たとえば、 変数リ レーシ ョ ンシップを 「Type of」、 タ イプ リ レーシ ョ
ンシップを 「References」 に設定します。 特定の構造体またはク ラス  
タイプの変数を選択する と、 リ レーシ ョ ン  ウ ィンド ウは変数のタイプ
をデコード し、 「References」 リ レーシ ョ ンシップ ルールを適用して、
変数のタイプへの参照を表示します。
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[Call Graph Filter]
[Call Graph Filter] ダイアログ ボッ クスで、 コール ツ リー計算に関係す
るシンボルを制御できます。

[Exclusions]  コール ツ リーのフ ィルタされるシンボルを制御します。

[Exclude Symbols…]  [Exclude Call Graph Symbols] リ ス ト を表示します。
固有のシンボルをこの リ ス トに追加できます。 シンボルが除外リ ス ト
に含まれる場合、 Source Insight はコール グラフ表示でシンボルを展開
しません。

[Exclude C Macros]  オンの場合、 コール グラフで C 関数形式のマクロ
が省略されます。 オフの場合、 コール グラフで関数形式のマクロが実
関数のよ うに展開されます。

[Code Metric Filter]  シンボルをフ ィルタするコード  メ ト リ ッ ク基準を
指定します。 有効な場合、 シンボルは、 シンボルのコード  メ ト リ ッ ク
値が許容可能な範囲内にある場合にのみコール グラフに含まれます。

[Code Metric Filter] ド ロ ップダウン リ ス トから、 基準と して使用する
コード  メ ト リ ッ クを選択します。 このオプシ ョ ンを使用しない場合
は、 「None」 を選択します。

[Minimum value]  このコード  メ ト リ ッ ク値以上のシンボルが含まれま
す。

[Maximum value]  このコード  メ ト リ ッ ク値以下のシンボルが含まれま
す。 値が -1 に設定された場合、 最大値はあ り ません。
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[Symbol Type Filter]
[Symbol Type Filter] ダイアログ ボッ クスは、 操作またはリ スティング
をフ ィルタするために使用されるシンボル タイプを指定する と きに表
示されます。

[Symbol Tracking Options]
リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウで追跡する表示オプシ ョ ンを設定します。
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[Automatic 
Symbol Tracking]

ソース  ファ イルでカーソルを移動する と、 リ レーシ ョ ン  ウ ィ ンド ウ
で、 カーソルの下、 またはカーソルの周りにあるシンボルが自動的に
追跡されます。 リ レーシ ョ ン  ウ ィンド ウで追跡する項目を指定しま
す。

[Off]  自動シンボル追跡を無効にします。

[Track selected symbol] (i.e. under cursor)  入力カーソルの下にあるシ
ンボルの定義を調べます。

[Track the enclosing function or class]  入力カーソルを含む関数または
ク ラスの定義を表示します。 関数を編集する と きに リ レーシ ョ ン  ウ ィ
ンド ウで関数の定義とパラ メータを確認するのに便利です。

[Activate 
Tracking] グルー

プ

自動追跡が行われる条件を指定します。

[Inside of comments]  カーソルがコ メン トの内部にある と きにシンボル
を調べます。

[Inside of string constants]  カーソルが引用文字列定数の内部にある と
きにシンボルを調べます。

[Inside all file types]  カーソルが ( ソース  コード  ファ イルだけでな く ) 
任意のファ イルの内部にある と きにシンボルを調べます。

Reload File
カレン ト  ファ イルをディ スクから リ ロード します。 保存後に行った変
更はすべて失われます。 保存しないでファイルを閉じ、 再度ファイル
を開くのと同じです。 変更履歴と操作履歴も失われます。

Reload Modified Files
開いている各ファ イルのタイムスタンプを確認して、 エディ タの外部
で変更されたファ イルを リ ロード します。 この処理は、 [Preferences: 
Files] ダイアログ ボッ クスで [Sharing...] オプシ ョ ンをオンにして開か
れたファイルにのみ適用されます。

[Preferences: Files] ダイアログ ボッ クスでオプシ ョ ンを選択して、 こ
の処理をバッ クグラウンドで自動的に実行できます。
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Remove File
1 つ以上のソース  ファ イルをカレン ト  プロジェク トから削除します。
実際のファ イルはディ スクから削除されない点に注意してください。
ファ イルはプロジェク トから削除されるだけです。

[File Name]  プロジェク トから削除するファ イルの名前です。 ワイルド
カードを追加して Enter を押すと、 ファ イル リ ス トがワイルドカード
拡張されます。

ファイル リス ト   現在の作業ディ レク ト リにあるすべてのプロジェク ト  
ファ イルのリ ス ト を表示します。 この リ ス ト  ボッ クスからファ イルを
選択する と、 そのファ イル名が [File Name] テキス ト  ボッ クスにロード
されます。

[Remove]  選択しているファ イルをプロジェク トから削除します。 [File 
Name] テキス ト  ボッ クスにワイルドカード文字が含まれている場合、
該当するファ イルが [File] リ ス ト  ボッ クスに表示されます。 ダイアロ
グ ボッ クスは開いたままです。
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[Select All]  [File] リ ス ト  ボッ クスに含まれているすべてのファ イルを
選択します。

[Remove Dir]  選択しているディ レク ト リの内容をプロジェク トから削
除します。 .

[Show Dirs/Show Files]  リ ス ト  ボッ クスに表示する内容 ( ファ イル名ま
たはサブディ レク ト リ名 ) を切り替えます。 

[Browse]  Windows の [ ファ イルを開く ] ダイアログ ボッ クスを表示し
ます。

[Add]  [Add File] ダイアログ ボッ クスを表示します。

Remove Project
既存のプロジェク ト を削除します。 プロジェク トが削除される と、
Source Insight で作成されたすべてのプロジェク ト  データが削除されま
す。 ソース  ファ イルは削除されません。

[Project Name]  選択するプロジェク トの名前、 または名前の一部を入
力します。

プロジェク ト  リス ト   マシンで開かれたまたは作成されたすべてのプロ
ジェク トが リ ス ト されます。 こ こで削除するプロジェク ト を選択しま
す。
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大規模なプロジェク ト を作成してソース  ファ イルを追加するプロセス
は時間がかかるため、 Source Insight はプロジェク ト を削除するかど う
か確認します。

[Remove Project] コマンドをキャンセルするには、 [ いいえ ] をク リ ッ
ク します。 プロジェク トは削除されません。 削除するよ うに選択した
プロジェク トが以前開かれていた場合、 こ こで閉じられます。

プロジェク ト を削除するには、 [ はい ] をク リ ッ ク します。

Remote Options
[Remote Options] ダイアログ ボッ クスでは、 Source Insight をターミナ
ル サーバーまたはリモート  デスク ト ップ セッシ ョ ンで実行する と き
のオプシ ョ ンを設定できます。 ターミナル サーバー セッシ ョ ンで、
Source Insight はリモート  マシン上で実行されますが、 デスク ト ップは
ローカル マシン上に表示されます。

このダイアログ ボッ クスで行った設定は、 ターミナル サーバーまたは
リモート  デスク ト ップ セッシ ョ ンで実行した場合にのみ適用されま
す。
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[Remote Session Options]  これらのチェッ ク  ボッ クスは、 リモート接
続が高速でない場合に、 表示が遅くなる動作を無効にします。

[Font Scaling]  プログラム全体のテキス トの表示比率を設定します。
ソース  コード と リ ス ト を含むほとんどのテキス トは、 この比率で表示
されます。

Rename
カレン ト  ファ イルの名前を変更します。 ディ スク上にファ イルを保存
する必要はあ り ません。 ファ イルがカレン ト  プロジェク トの一部であ
る場合、 プロジェク トは新しい名前を反映するよ うに修正されます。
このコマンドを使用してファ イルを新しいディ レク ト リに移動するこ
と もできますが、 ファ イルを異なる ド ラ イブに移動するこ とはできま
せん。

[Rename] コマンドを実行してもファ イルは保存されません。

Renumber
カレン ト  ファ イルまたは現在の選択範囲で見つかった数を振り直しま
す。 [Renumber] コマンドを使用したと きに選択範囲が拡張されていた
場合、 選択範囲のみ処理されます。 現在の選択範囲が挿入ポイン トの
場合、 ファ イル全体が処理されます。 また、 カラムを選択している場
合にも処理されます。

[Radix]  [Renumber] コマンドで生成する番号の基数を指定します。

[Auto]  Source Insight によって決定された基数を使用します。

[Decimal]  基数 10 を使用します。

[Hex]  基数 16 を使用します。

[Octal]  基数 8 を使用します。

[Numbers]  ファ イルで見つかった数に対して実行するアクシ ョ ンを指
定します。基数 10、 8、 または 16 で、 [Start at] および [Offset] テキス ト  
ボッ クスに値を設定できます。
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[Auto]  最初に見つかった数の値から、 昇順に数を振り直します。

[Start at]  この値から、 昇順に数を振り直します。

[Offset]  この値を加えて数を振り直します。

基数の決定 Source Insight は、 以下のよ うに番号の基数を決定します。

• 数が 0x で開始する場合、 16 進数である と仮定します。

• 数が 0 と数字で開始する場合、 8 進数である と仮定します。

• その他の場合、 数は 10 進数である と仮定します。

Repeat Typing
入力した最後の文字を繰り返します。 たとえば、 何かを選択して abc 
と入力した後 [Repeat Typing] コマンドを実行する と、 別の abc が自動
的に挿入されます。

Replace
指定されたパターンで検索し、 新規パターンに置換します。 置換でき
るのはカレン ト  ファ イルのみです。 置換の範囲は、 ファ イル全体また
は現在の選択範囲のみです。

[Old]  置換する古いパターンを入力します。 正規表現を使用できます。

[New]  古いパターンと置換する新規パターンを入力します。

[Replace]  置換を開始します。

[Files...]  複数のファイルで置換を実行できる、 [Replace Files] コマンド
に変更します。
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[Options] グルー

プ

[Case Sensitive]  オンの場合、 Source Insight は大文字と小文字を区別し
て検索します。

[Use Regular Expressions]  オンの場合、 [Old] および [New] パターンは
正規表現である と見なされます。

[Wrap Around]  オンの場合、 ファ イルの最後に達したと きにファ イル
の先頭から検索を続行します。 この動作は一度だけ行われます。 オフ
の場合、 検索はファ イルの最後に達したと きに停止します。

[One Occurrence/Line]  オンの場合、 各行の最初の古いパターンのみ置
換されます。 オフの場合、 各行のすべての古いパターンが置換されま
す。

[Whole Words Only]  オンの場合、 Source Insight は完全に一致する単語
のみを検索します。 オフの場合、 Source Insight は入力されたテキス ト
が単語の一部になっている場合も一致と見なします。

[Preserve Old Case]  オンの場合、 Source Insight は置換後のテキス トの
大文字と小文字をオ リジナル テキス トに合わせます。 オフの場合、
[New] テキス ト  ボッ クスに入力されたとおりに ( 大文字と小文字を変
更しないで ) テキス ト を置換します。 このオプシ ョ ンは、 [Case 
Sensitive] がオフの場合に便利です。

大文字と小文字を区別しないで検索し、 置換後のテキス トの大文字と
小文字をオリジナル テキス トに合わせるこ とができます。 たとえば、
「abc」 と 「ABC」 をそれぞれ、 「xyz」 と 「XYZ」 に置換するには、 以
下のよ うにします。 [Old] テキス ト  ボッ クスに 「abc」、 [New] テキス ト  
ボッ クスに 「xyz」 と入力します。 [Case Sensitive] をオフにして、
[Preserve Old Case] をオンにします。

[Confirm Replacements]  オンの場合、 Source Insight は置換前に確認し
ます。

[Search] グループ 検索範囲を指定します。

[Selection]  現在選択されているテキス トのみを検索します。 この
チェッ ク  ボッ クスは、 [Replace] コマンドが起動されたと きに現在の選
択範囲が拡張されている場合は自動的にオンにな り ます。

[Whole File]  最初の行から最後の行まで、 ファ イル全体を検索します。
このチェッ ク  ボッ クスは、 [Replace] コマンドが起動されたと きに現在
の選択範囲が挿入ポイン トだった場合は自動的にオンになり ます。

このグループで何もチェッ ク されていない場合、 現在の選択範囲から
ファ イルの最後まで検索します。
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Replace Files
複数のファ イルで指定されたパターンを検索し、 新規パターンに置換
します。

[Replace]  置換を開始します。

[Select All]  ファ イル リ ス トに リ ス ト されているすべてのファイルを選
択します。

[Show Dirs/Show Files]  リ ス ト  ボッ クスに表示する内容 ( ファ イル名ま
たはサブディ レク ト リ名 ) を切り替えます。 

[Old]  置換する古いパターンを入力します。 正規表現を使用できます。

New  古いパターンと置換する新規パターンを入力します。

[File Name]  検索するファイルの名前です。 ワイルドカードを追加して 
[Replace] ボタンをク リ ッ クする と  ( または Enter を押すと )、 Source 
Insight はワイルドカード拡張の結果をファ イル リ ス トに表示します。
[Project Wide] オプシ ョ ンがオンの場合、 カレン ト  プロジェク トに含ま
れるファ イルのリ ス ト全体で拡張されます。 オフの場合、 カレン ト  
ディ レク ト リで拡張されます。
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[Project Wide] オプシ ョ ンがオンの場合、 Source Insight は [File Name] テ
キス ト  ボッ クスのファ イル名のプロジェク ト  シンボルを検索します。
これらのファ イルのディ レク ト リ を指定する必要はあ り ません。

ファイル リス ト   [Project Wide] オプシ ョ ンがオンの場合、 カレン ト  プロ
ジェク トに含まれるすべてのファ イルが表示されます。

[Project Wide] オプシ ョ ンがオフの場合、 現在の作業ディ レク ト リに含
まれるすべてのファ イルが表示されます。 現在の作業ディ レク ト リの
パスがファ イル リ ス トの上に表示されます。 Source Insight は、 カレン
ト  ディ レク ト リにある既知のドキュ メン ト  タイプのファ イルのみを表
示します。 ドキュ メン ト  タイプは、 [Document Options] コマンドを使
用して指定します。

[Options] グルー

プ

[Project Wide]  オンの場合、 ファ イル リ ス トにプロジェク トのすべて
のファイルが表示されます。 オフの場合、 現在の作業ディ レク ト リの
ファ イルのみが表示されます。

[Include Subdirectories]  オンの場合、 選択されているディ レク ト リは
再帰的に検索されます。 このオプシ ョ ンと  [Project Wide] オプシ ョ ンは
同時にオンにできません。

ディレク ト リのセッ ト を再帰的に検索するには :
1. [Project Wide] チェッ ク  ボッ クスをオフにします。

2. [Include Subdirectories] チェッ ク  ボッ クスをオンにします。

3. ファ イル リ ス トで 1 つ以上のディ レク ト リ を選択 µ ます。

[File Name] テキス ト  ボッ クスにワイルドカードを入力して、 検索を特
定のファイル拡張子または名前に制限できます。

[Case Sensitive]  オンの場合、 Source Insight は大文字と小文字を区別し
て検索します。

[Use Regular Expressions]  オンの場合、 [Old] および [New] パターンは
正規表現である と見なされます。

[One Occurrence/Line]  オンの場合、 各行の最初の古いパターンのみ置
換されます。 オフの場合、 各行のすべての古いパターンが置換されま
す。

[Whole Words Only]  オンの場合、 Source Insight は完全に一致する単語
のみを検索します。 オフの場合、 Source Insight は入力されたテキス ト
が単語の一部になっている場合も一致と見なします。

[Skip Inactive Code]  オンの場合、 条件付きコンパイルでアクティブな
コードのみを検索します。 Source Insight がアクティブな条件を判断で
きるよ うに、 最初に [Preferences: Languages] ダイアログ ボッ クスで条
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件を指定する必要があ り ます。 条件付きコンパイルは、 一部の言語で
のみ利用できます。

[Skip Comments]  オンの場合、 コ メン ト を検索しません。

[Search Only Comments]  オンの場合、 コ メン トのみを検索します。
[Skip Comments] オプシ ョ ンと同時に指定できません。 これらのコ メン
ト  オプシ ョ ンをオンにした場合、 検索は多少遅くな り ます。

[Preserve Old Case]  オンの場合、 Source Insight は置換後のテキス トの
大文字と小文字をオ リジナル テキス トに合わせます。 オフの場合、
[New] テキス ト  ボッ クスに入力されたとおりに ( 大文字と小文字を変
更しないで ) テキス ト を置換します。 このオプシ ョ ンは、 [Case 
Sensitive] がオフの場合に便利です。

大文字と小文字を区別しないで検索し、 置換後のテキス トの大文字と
小文字をオ リジナル テキス トに合わせるこ とができます。 たとえば、
「abc」 と 「ABC」 をそれぞれ、 「xyz」 と 「XYZ」 に置換するには、 以
下のよ うにします。 [Old] テキス ト  ボッ クスに 「abc」、 [New] テキス ト  
ボッ クスに 「xyz」 と入力します。 [Case Sensitive] をオフにして、
[Preserve Old Case] をオンにします。

[Confirm Each Replacement]  オンの場合、 Source Insight は置換前に確
認します。

[Confirm Each File]  オンの場合、 Source Insight はファ イルを変更する
前に確認します。

[Include Read-Only Files (keep buffers open)]  オンの場合、 読み取り専
用ファイルに対しても置換が行われます。 Source Insight は、 置換中に
ファ イルを保存しません。 ユーザーがファイルを保存するこ とはでき
ます。 オフの場合、 読み取り専用ファ イルはスキップされます。 この
オプシ ョ ンは、 [Preferences: Files] の [Allow editing read-only file buffers] 
オプシ ョ ンとは独立して動作する点に注意してください。

[Preferences: Files] の [Save over read-only files without prompting] オプ
シ ョ ンがオンの場合、 Source Insight は置換中に読み取り専用ファ イル
を自動的に保存します。

Restore File 
カレン ト  ファ イルの内容を、 最初に開かれた状態に戻します。

ファ イルを保存した場合でも、 ファ イルを最初に開いた後に行ったす
べての変更が元に戻されます。 ディ スクに保存されているファ イルの
内容は変更されません。 ファ イル バッファの内容のみが元に戻されま
す。

ファ イルに対して行ったすべての保存が元に戻されるため、 このコマ
ンドは注意して使用して ください。
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[Undo] コマンドを使用して [Restore File] 操作を元に戻すこ とができま
す。

Restore Lines
編集行のブロ ッ クをオ リジナルの状態に戻します。 行はファ イルを最
初に開いた状態に戻されます。

ファ イルを保存した場合でも、 ファ イルを最初に開いた後に行ったす
べての変更が元に戻されます。 ディ スクに保存されているファ イルの
内容は変更されません。 ファ イル バッファの内容のみが元に戻されま
す。

[Restore Line] コマンドは元に戻すこ とができます。 このコマンドは、
パワフルなアウ トオブオーダーの ( Undo ( 元に戻す ) 機能を提供しま
す。

変更した行の左余白を右ク リ ッ クするこ とで、 [Restore Lines] コマンド
に素早くアクセスできます。 行改訂マークをオンにして、 変更された
行を確認できます。 ([Preferences: Display] コマンドを参照 )

Save
カレン ト  ファ イルをディ スクに保存します。 ファ イルはカレン ト名で
保存されます。 保存の前に、 カレン ト  ファ イルに行ったすべての変更
は、 編集していた未保存のバージ ョ ンにのみ表示されます。 ディ スク
上のファイルは、 [Save]、 [Save As]、 または [Save All] コマンドを使用
してファ イルを保存するまで変更されません。

ファ イルは、 変更したファ イルを閉じる と きに 「Save changes to file?」
メ ッセージで 「はい」 を選択した場合にも保存されます。

ファ イルが新規で保存されていない場合、 またはファ イルが読み取り
専用の場合、 [Save] コマンドを実行する と代わりに [Save As] コマンド

余白の改訂マークは、 元
に戻す行を示します。
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が実行されます。 [Save As] コマンドでは、 保存するファ イルの名前を
指定できます。

Save A Copy
カレン ト  ファ イルを新しいファ イルに保存します。 カレン ト  ファ イル
は上書きまたは変更されません。 新し く保存されたファイルは、 別の
ファ イル バッファ と同じよ うに開かれたままです。 ファ イルを重複す
る便利な方法です。

Save All
開かれていて、 最後に保存された後に変更されたすべてのファイルを
保存します。

[Save Modified Files] ダイアログ ボックス

保存が必要なすべてのファ イルが、 [Save Modified Files] ダイアログ 
ボッ クスに表示されます。 保存するファ イルを選択して、 [OK] をク
リ ッ ク します。 このダイアログ ボッ クスは、 保存が必要なファイルが
ある と きに [Close All] コマンドを使用したと き、 または Source Insight 
を終了したと きにも表示されます。
290 Source Insight ユーザー マニュアル



第 5 章 Save All Quietly
確認しないで保存

[Save Modified Files] ダイアログ ボッ クスを表示しないで、 すべての
ファ イルを保存するには、 [Preferences: Files] ダイアログ ボッ クスで 
[Save All operation saves without prompts] オプシ ョ ンをオンにします。

別のプログラムに切り替えたときに保存

別のプログラムに切り替えたと きに、 変更したファ イルを自動的に保
存するには、 [Preferences: Files] ダイアログ ボッ クスで [Save all files 
when Source Insight program is deactivate] オプシ ョ ンをオンにします。

ファイルごとの確認

ファ イルごとに 「はい、 いいえ、 キャ塔 Z ル」 メ ッセージを使用して
保存を確認するには、 [Preferences: Files] ダイアログ ボッ クスで [Save 
All operation will query on each file separately] オプシ ョ ンをオンにしま
す。

変更され、 保存が必要なファイルごとに、 以下のダイアログ ボッ クス
が表示されます。

[ はい ]  ファ イルを保存します。

[ いいえ ]  ファ イルを保存しません。

キャンセル  [Save All] コマンドをキャンセルします。

Save All Quietly
開かれていて、 最後に保存された後に変更されたすべてのファイルを
保存します。 Source Insight は各ファ イルを保存するかど うか確認しま
せん。 ファ イルは自動的に保存されます。

Save As
カレン ト  ファ イルを指定した名前でディ スクに保存します。
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新規ファイルのカレン ト  プロジェク トへの追加

保存するファイルがプロジェク ト を開いた後に保存されていない場合、
Source Insight はファイルをカレン ト  プロジェク トに追加するかど うか
確認します。

[ はい ]  ファ イルをカレン ト  プロジェク トに追加します。

[ いいえ ]  ファ イルをカレン ト  プロジェク トに追加しません。 ファ イル
は保存されます。

Save Configuration
現在の設定を指定した設定ファ イルに保存します。 現在の設定全体、
または設定の一部のみを保存できます。

設定の一部を含む設定ファ イルがロード される と、 そのファ イルに含
まれる設定のみが影響を受けます。 たとえば、 キーボード設定のみを
設定ファイルに保存して、 ファ イル名を 「MyKeyboard」 に変更しま
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す。 「MyKeyboard」 がロード される と、 キーボードの設定のみが影響
を受けます。

[All Configuration Settings]  オンの場合、 設定ファ イルのすべての部分
が保存されます。 [Individual Settings] グループで定義された部分のみを
保存するには、 このチェッ ク  ボッ クスをオフにします。

[Individual Settings]  [All Configuration Settings] チェッ ク  ボッ クスをオ
フにする と、 保存する設定の部分を選択できます。 たとえば、 画面の
色や画面のサイズなどの表示設定のみを保存して、 他の設定を変更し
ないよ うにできます。

このグループには、 設定の各項目用のチェッ ク  ボッ クスが含まれま
す。 こ こで保存する項目をチェッ ク します。

[Save]  [Save] ダイアログ ボッ クスを表示します。 このダイアログ ボッ
クスを使用して、 保存する設定ファイルを選択します。

複数の設定の保存

複数の設定を保存できます。 Source Insight で設定を行った後、 [Save 
Configuration] コマンドを使用して、 それぞれの設定を異なるファ イル
に保存します。 設定を変更するには、 [Load Configuration] コマンドを
使用して設定ファ イルの名前を指定します。 設定ファ イルが開かれる
と、 現在の設定が置換されます。
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メモ : 設定ファイルをロードする と、 有効な現在の設定ファイルに自動的に
保存されます。 デフォルトでは、 Source Insight プログラム ディ レク

ト リの Global.cf3 に保存されます。設定を残しておくには、 Global.cf3 
のバッ クアップを作成して ください。

239 ページの 「Load Configuration」 も参照して ください。

Save Selection
現在選択しているテキス ト をファ イルに保存します。 ファ イルは開か
れた状態にな り ます。 新規ファ イル、 または既存のファイルを指定で
きます。 Source Insight で既に開いているファ イルも指定できます。
ファ イルが既に開かれている場合、 Source Insight は新規テキス トで
ファ イルを置換するか、 新規テキス ト をファ イルに追加するか確認し
ます。

Save Workspace
カレン ト  ワークスペースを指定したワークスペース  ファ イルに保存し
ます。

カレン ト  ワークスペースは Source Insight を終了する と きに自動的に保
存され、 次回 Source Insight を実行する と きに リ ロード されます。

複数のワークスペースでの作業

個々のファ イルではなく ファ イルのセッ ト を使用して作業している場
合、 ファ イルの各セッ ト を異なるワークスペース  ファ イルに保存でき
ます。 別のセッ トのファ イルを変更する場合、 [Open] コマンドを使用
して開く ワークスペース  ファ イルの名前を指定します。 ワークスペー
ス  ファ イルが開かれる と、 現在のワークスペースが置換されます。 つ
ま り、 すべてのファ イルが閉じられ、 新しいワークスペースのファ イ
ルが開かれます。

Scroll Half Page Down
アクティブなウ ィンド ウを画面の半分下にスク ロールします。

Scroll Half Page Up
アクティブなウ ィンド ウを画面の半分上にスク ロールします。

Scroll Left
アクティブなウ ィンド ウを  1 タブ サイズ左にスクロールします。
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Scroll Line Down
カレン ト  ウ ィンド ウをファ イルで 1 行下にスク ロールします。

Scroll Line Up
カレン ト  ウ ィンド ウをファ イルで 1 行上にスク ロールします。

Scroll Right
アクティブなウ ィンド ウを  1 タブ サイズ右にスクロールします。

SDK Help
現在の選択範囲の単語に関する  Windows SDK ( ソフ ト ウェア開発キッ
ト ) ヘルプを表示します。 たとえば、 プログラムで 「TextOut」 を選択
して [SDK Help] コマンドを実行する と、 TextOut 関数のヘルプ ウ ィン
ド ウが開きます。

このコマンドを使用するには、 マシンに Windows SDK ヘルプ ファ イ
ルがインス トールされている必要があ り ます。

WinHelp 3.1 以降の任意のヘルプ ファ イルも使用できます。 この場合、
SDK ヘルプ ファ イルである必要はあ り ません。 Source Insight から異な
るヘルプ ファ イルの内容を検索する場合に便利です。

Search
指定したパターンでカレン ト  ファ イルまたは選択範囲を検索します。

[Find]  検索するパターンを入力します。

[Search]  検索を開始します。

[Cancel]  コマンドをキャンセルします。
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[Whole File]  ファ イル全体を検索して、 検索結果を検索結果ウ ィンド
ウに表示します。

[Files...]  検索するファ イルを指定する  [Search Files] ダイアログ ボッ ク
スを開きます。

[Case Sensitive]  大文字と小文字を区別して検索します。

[Use Regular Expressions]  検索パターンは正規表現である と見なされ
ます。 113 ページの 「正規表現」 も参照して ください。

[Wrap Around]  オンの場合、 ファ イルの最後に達したと きにファ イル
の先頭から検索を続行します。 この動作は一度だけ行われます。 オフ
の場合、 検索はファ イルの最後に達したと きに停止します。

[Select When Found]  オンの場合、 Source Insight は一致したと きにその
文字を選択します。 オフの場合、 Source Insight は一致したテキス トの
最初の文字の前に挿入ポイン ト を移動します。

[Whole Words Only]  オンの場合、 Source Insight は完全に一致する単語
のみを検索します。 オフの場合、 Source Insight は入力されたテキス ト
が単語の一部になっている場合も一致と見なします。

[Search] グループ 検索方向と検索範囲を指定します。

[Forward]  現在の選択範囲から順方向に検索します。 [Selection] または 
[Whole File] がオンの場合、 検索は常に順方向に行われます。

[Backward]  現在の選択範囲から逆方向に検索します。

[Selection]  選択範囲のみ、 順方向に検索します。

[Whole File]  ファ イル全体を、 順方向に検索します。

[Selection] と  [Whole File] の両方がオフの場合、 現在の選択範囲から順
方向または逆方向にファ イル全体を検索します。

Search Backward
以前検索したパターンでカレン ト  ファ イルを逆方向に検索します。 検
索パターンは、 [Search] コマンドを使用して追加します。 検索は現在
の挿入ポイン トから行われます。

Search Backward for Selection
現在の選択範囲にある最初の単語の前の候補を検索します。 このコマ
ンドを使用するには、 検索する単語内に挿入ポイン ト を移動してから、
コマンドを起動します。 Source Insight はその単語の前の候補を検索し
ます。
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Search Files
複数ファイルで検索を行います。 新しい検索結果出力ウ ィンド ウが作
成されます。 Source Insight は、 ファ イルで一致する行を見つける と、
検索結果にエン ト リ を追加します。 検索結果ファイルの各行には、 別
のファイルの一致するテキス トの場所を リ ンク したソース  リ ンクが含
まれます。

[Search]  選択しているファ イル、 または [File Name] テキス ト  ボッ ク
スに表示されているファ イルで検索を開始します。

[Select All]  ファ イル リ ス トに リ ス ト されているすべてのファイルを選
択します。

[Browse]  Windows の [ ファ イルを開く ] ダイアログ ボッ クスを表示し
ます。 このダイアログ ボッ クスでファ イルを選択する と、 [File Name] 
テキス ト  ボッ クスにファ イルがフル パスで表示されます。

[Find]  検索するパターンを入力します。 正規表現を使用できます。

[File Name]  検索するファイルの名前です。 ワイルドカードを追加して 
[Search] ボタンをク リ ッ クする と、 Source Insight はワイルドカード拡
張の結果をファイル リ ス トに表示します。 [Project Wide] オプシ ョ ンが
オンの場合、 カレン ト  プロジェク トに含まれるファ イルのリ ス ト全体
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で拡張されます。 オフの場合、 カレン ト  ディ レク ト リで拡張されま
す。

[Project Wide] オプシ ョ ンがオンの場合、 Source Insight は [File Name] テ
キス ト  ボッ クスのファ イル名のプロジェク ト  シンボルを検索します。
これらのファ イルのディ レク ト リ を指定する必要はあ り ません。

ファイル リス ト   [Project Wide] オプシ ョ ンがオンの場合、 カレン ト  プロ
ジェク トに含まれるすべてのファ イルが表示されます。

[Project Wide] オプシ ョ ンがオフの場合、 現在の作業ディ レク ト リに含
まれるすべてのファ イルが表示されます。 現在の作業ディ レク ト リの
パスがファ イル リ ス トの上に表示されます。 Source Insight は、 カレン
ト  ディ レク ト リにある既知のドキュ メン ト  タイプのファ イルのみを表
示します。 ドキュ メン ト  タイプは、 [Document Options] コマンドを使
用して指定します。

[Show Dirs/Show Files]  リ ス ト  ボッ クスに表示する内容 ( ファ イル名ま
たはサブディ レク ト リ名 ) を切り替えます。 

[Options] グルー

プ

[Project Wide]  オンの場合、 ファ イル リ ス トにプロジェク トのすべて
のファイルが表示されます。 オフの場合、 現在の作業ディ レク ト リの
ファ イルのみが表示されます。

[Include Subdirectories]  オンの場合、 選択されているディ レク ト リは
再帰的に検索されます。 このオプシ ョ ンと  [Project Wide] オプシ ョ ンは
同時にオンにできません。

ディレク ト リのセッ ト を再帰的に検索するには :
1. [Project Wide] チェッ ク  ボッ クスをオフにします。

2. [Include Subdirectories] チェッ ク  ボッ クスをオンにします。

3. ファ イル リ ス トで 1 つ以上のディ レク ト リ を選択します。

[File Name] テキス ト  ボッ クスにワイルドカードを入力して、 検索を特
定のファイル拡張子または名前に制限できます。

[Case Sensitive]  オンの場合、 Source Insight は大文字と小文字を区別し
て検索します。

[Use Regular Expressions]  オンの場合、 検索パターンは正規表現であ
る と見なされます。  113 ページの 「正規表現」 も参照して ください。

[Find Non-Matching]  オンの場合、 Source Insight はパターンが一致しな
いすべての行を検索します。

[Whole Words Only]  オンの場合、 Source Insight は完全に一致する単語
のみを検索します。 オフの場合、 Source Insight は入力されたテキス ト
が単語の一部になっている場合も一致と見なします。
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[Skip Inactive Code]  オンの場合、 条件付きコンパイルでアクティブな
コードのみを検索します。 Source Insight がアクティブな条件を判断で
きるよ うに、 最初に [Preferences: Languages] ダイアログ ボッ クスで条
件を指定する必要があ り ます。 条件付きコンパイルは、 一部の言語で
のみ利用できます。

[Skip Comments]  オンの場合、 コ メン ト を検索しません。

[Search Only Comments]  オンの場合、 コ メン トのみを検索します。
[Skip Comments] オプシ ョ ンと同時に指定できません。 これらのコ メン
ト  オプシ ョ ンをオンにした場合、 検索は多少遅くな り ます。

[Search Results] 検索が完了した後、 検索結果に表示する項目を指定します。

[List File Names]  オンの場合、 パターンが見つかったファ イルの名前
を検索結果に表示します。 このオプシ ョ ンがオンで、 [List Line 
Numbers] と  [List Line Text] の両方がオフの場合、 ファ イル名はパター
ンがファイルで見つかったと きに一度だけ検索結果に追加されます。
つま り、 ファ イルごとに 1 つの一致のみ検索結果に表示されます。

[List Line Numbers]  パターンが見つかったファイルの行番号を検索結
果に表示します。

[List Line Text]  パターンが見つかった行のソース  テキス ト を検索結果
に表示します。

[Include Source Links]  オンの場合、 検索結果に追加される各行にソー
ス  リ ンクが作成されます。 ソース  リ ンクを使用する と、 検索結果の行
とパターンが見つかった行の間でジャンプできます。 ソース  リ ンクは
編集中に自動的に調整され、 リ ンク内容が維持されます。

オフの場合、 テキス トのみ検索結果に追加されます。 ソース  リ ンクが
多くなる と メモ リの使用量が増加するため、 非常に多くの一致がある
と考えられる場合、 このオプシ ョ ンをオフにして ください。

[Normalize File Names]  オンの場合、 ファ イル名は正規化されて検索結
果に表示されます。 オフの場合、 ファ イル名はフル パスで表示されま
す。 71 ページの 「ファ イル名の正規化」 も参照して ください。

ファイルのセッ ト を検索するには

[File Name] テキス ト  ボッ クスにワイルドカードを入力して [Search] ボ
タンをク リ ッ クする と、 ワイルドカード  リ ス トが拡張され、 ファ イル 
リ ス トのすべてのファイルが自動的に選択されます。 [Project Wide] 
チェッ ク  ボッ クスがオンの場合、 ワイルドカードはプロジェク トのす
べてのファ イルに拡張されます。

このため、 たとえば、 プロジェク トのすべての .h ファ イルを検索する
場合、 [File Name] テキス ト  ボッ クスに *.h と入力し、 Enter を押して 
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[Search] ボタンをク リ ッ ク し、 [Search] ボタンを再度ク リ ッ ク してファ
イル リ ス トのすべてのファイルを検索します。 [Project Wide] オプシ ョ
ンがオンの場合、 ディ レク ト リに関係な く、 Source Insight はプロジェ
ク トに含まれるすべての .h ファ イルを表示します。

286 ページの 「Replace Files」 も参照して ください。

Search Forward
以前検索したパターンでカレン ト  ファ イルを順方向に検索します。 検
索パターンは、 [Search] コマンドまたは [Search Forward for Selection] を
使用して追加します。 検索は現在の挿入ポイン トから行われます。

Search Forward for Selection
現在の選択範囲にある最初の単語の次の候補を検索します。 このコマ
ンドを使用するには、 検索する単語内に挿入ポイン ト を移動してから、
コマンドを起動します。 Source Insight はその単語の次の候補を検索し
ます。

Search List
このコマンドは、 リ ス ト を右ク リ ッ クする と表示されます。 文字列ま
たは正規表現でファ イルを検索できます。

ヒン ト : リ ス トで入力フォーカスがオンになったら、 F4 を押すと次の候補を

検索できます。

[String to find in the list]  検索する文字列パターンを入力します。

[Start at Beginning]  オンの場合、 リ ス トの最初の項目から検索を開始
します。 オフの場合、 リ ス トで選択している項目の後から検索を開始
します。

[Match Case]  オンの場合、 大文字と小文字を区別して検索します。

[Regular Expressions]  オンの場合、 検索文字列を正規表現と して解釈
します。 113 ページの 「正規表現」 も参照して ください。
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Search Project
すべてのプロジェク ト  ファ イルでテキス ト またはキーワードを検索し
ます。 このコマンドは、 [Lookup References] コマンドに似ています。
唯一の違いは、 それぞれのダイアログ ボッ クスに独自の継続状態があ
るこ とです。 244 ページの 「Lookup References」 も参照して ください。

Searching Options
[Search] コマンドのオプシ ョ ンを指定します。

[Search Results] テキス ト を検索結果ウ ィンド ウに追加する方法を制御します。

[Ask before replacing old Search Results]  オンの場合、 既存の検索結果
を置換または追加するか、 新しい検索結果ファ イルを作成するか確認
する メ ッセージが表示されます。

[Always replace old Search Results]  オンの場合、 既存の検索結果が新
しい結果に置換されます。

[Always append to old Search Results]  オンの場合、 新しい検索結果が
現在の検索結果の最後に新しい検索セッ ト と して追加されます。

[Automatically jump to first result]    オンの場合、 検索が完了する と、
Source Insight は最初に一致した結果にジャンプします。 オフの場合、
検索結果ウ ィンド ウで最初に一致した結果が選択されます。

[Automatically load selection into Find pattern]    オンの場合、 カーソル
位置の単語が [Search] ダイアログ ボッ クスの [Find] テキス ト  ボッ クス
に自動的にロード されます。 オフの場合、 検索パターンは変更されま
せん。
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[Reselect original lines after Replace operation]    オンの場合、 置換操作
が完了した後、 オ リジナルの選択範囲が再度選択されます。

Select All
カレン ト  ファ イルのすべてのテキス ト を選択します。

Select Block 
現在の選択範囲を囲んでいる最小の C ブロ ッ クを選択します。 [Select 
Block] コマンドを使用するたび、 次に大きな C ブロ ッ クが選択されま
す。

Select Char Left
現在の選択範囲を 1 文字左に拡張します。

Select Char Right
現在の選択範囲を 1 文字右に拡張します。

Select Function or Symbol
囲まれている関数のよ うな、 囲まれているシンボル全体を選択します。
このコマンドは、 左の余白でマウスをダブルク リ ッ ク して起動するこ
と もできます。

Select Line
カレン ト行をすべて選択します。

Select Line Down
現在の選択範囲を 1 行下に拡張します。

Select Line Up
現在の選択範囲を 1 行上に拡張します。

Select Match
対応する括弧まで選択します。 たとえば、 挿入ポイン トが開き括弧の
直前にある場合、 対応する閉じ括弧まで選択します。

Select Next Window
アクティブなウ ィンド ウ  フォーカスを次のウ ィンド ウに変更します。
このコマンドは、 すべての開いているウ ィンド ウのフォーカスを順に
変更します。
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このコマンドが使用されたと きにアクティブ ウ ィ ンド ウが最大化され
ていた場合、 次のウ ィンド ウも最大化して表示されます。

Select Paragraph
囲まれている段落全体を選択します。 テキス トの段落は、 黒線で囲ま
れた行のグループである と見なされます。

Select Sentence
文全体 ( 次のピ リオドまで ) を選択します。

Select Symbol
囲まれているシンボル全体を選択します。 たとえば、 現在の選択範囲
が関数の内部である場合、 [Select Symbol] コマンドを実行する と、 関
数に先行する行を含め、 前のシンボルまで、 関数全体が選択されます。

Select To
マウスを使用して新しいポイン ト まで既存の選択範囲を拡張します。

このコマンドを使用するには、 Shift キーを押したままで、 マウスをク
リ ッ ク します。 指した場所まで選択範囲が拡張されます。 選択範囲内
の位置を指した場合、 選択範囲はその場所まで縮小されます。

Select To End Of File
挿入ポイン トからファ イルの最後まで選択範囲を拡張します。

Select To Top Of File
挿入ポイン トからファ イルの先頭まで選択範囲を拡張します。

Select Word
挿入ポイン トの単語全体を選択します。

マウスを使用してこのコマンドを実行するには :
Ctrl キーを押したままで、 単語をポイン ト してク リ ッ ク します。

単語全体が選択されます。 この状態でマウスをド ラ ッグする と、 選択
範囲を拡張できます。

Select Word Left
挿入ポイン トから現在の単語の先頭まで選択範囲を拡張します。

Select Word Right
挿入ポイン トから現在の単語の最後まで選択範囲を拡張します。
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Selection History
現在開いているファ イルで最近選択した位置のリ ス ト を表示します。
選択履歴は、 カレン ト  ワークスペースの一部です。

[Position]  すべての選択履歴の位置のリ ス ト を表示します。 リ ス トの
各項目に、 ファ イルと行番号が表示されます。 位置がシンボルの内部
である場合、 シンボルも表示されます。 たとえば、 関数の内部を選択
していた場合、 関数名も表示されます。

[Go To]  選択している位置にジャンプします。

Setup Common Projects
ビルドするコモン プロジェク トの種類を指定します。

このコマンドは、 最初に Source Insight をインス トールした後、 自動的
に実行されます。 また、 [Preferences: Symbol Lookups] ダイアログ ボッ
クスから直接このコマンドを実行するこ と もできます。

コモン プロジェク ト とは

ほとんどの Source Insight ユーザーは、 C/C++ ランタイム ライブラ リや
標準 Java パッケージのよ うな標準ライブラ リ を利用します。 Source 
Insight で標準ライブラ リにシンボル補完などのシンボル機能を提供す
るには、 それらのライブラ リ用に別々のプロジェク ト を設定する必要
があ り ます。 カレン ト  プロジェク トにシンボルが見つからない場合、
Source Insight はコモン プロジェク ト を検索するためソート しなおしま
す。

[Setup Common Projects] コマンドは、 これらのライブラ リ用のプロ
ジェク ト をビルドする作業を支援します。 ビルドするプロジェク トは
プロジェク ト  シンボル パスに追加されるので、 Source Insight は独自の
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プロジェク ト内から これらのライブラ リにシンボル補完などのシンボ
ル機能を提供できます。

[Setup Common Projects] ダイアログ ボックス

それぞれのコモン プロジェク トについて、 対応するファ イルを保存す
るディ レク ト リ を指定します。 ディ スクにライブラ リのソース  コード
をインス トールした場合、 Source Insight で、 プロジェク トの基本と し
てそのソース  コードを使用できます。 たとえば、 C ランタイム  ライブ
ラ リの関数 strtok への呼び出しをク リ ッ クする と、 Source Insight は 
strtok のソース  コードを表示します。

こ こで作成されるコモン  プロジェク トはそれぞれ、 プロジェク ト  シン
ボル パスに追加されます。 パスは [Preferences: Symbol Lookups] ダイア
ログ ボッ クスで編集できます。

メモ : このダイアログ ボッ クスで リ ビルドするプロジェク ト を選択する と、

既存のプロジェク トは置換されます。 C/C++ ランタイムや Windows 
ヘッダー プロジェク トのよ う な大規模なプロジェク トのビルドには

時間がかかり ます。

[Standard C/C++ and Windows Headers]  このプロジェク トには、 標準 
Windows、 C、 C++ インクルード  ファ イルと ソース  コードが含まれま
す。 Source Insight は、 レジス ト リ を参照してプロジェク ト を格納する
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場所を表示します。 この場所は変更できます。 [Browse] ボタンをク
リ ッ ク して、 ソース  ファ イルを含むフォルダを指定します。

[Standard MFC Files]  このプロジェク トには、 MFC (Microsoft 
Foundation Classes) インクルード  ファ イルと ソース  コードが含まれま
す。 [Browse] ボタンをク リ ッ ク して、 ソース  ファ イルを含むフォルダ
を指定します。

[Standard Java Libraries]  このプロジェク トには、 java.lang のよ うな標
準 Java パッケージ用の Java 開発キッ ト  ソース  コードが含まれます。
Source Insight は、 レジス ト リ を参照してプロジェク ト を格納する場所
を表示します。 この場所は変更できます。 [Browse] ボタンをク リ ッ ク
して、 ソース  ファ イルを含むフォルダを指定します。

[.Net Framework]  このプロジェク トは、 C# のシンボル自動補完に使用
します。 C# を使用していない場合、 このプロジェク ト を選択する必要
はあ り ません。 Source Insight がディ レク ト リ を作成するため、 このプ
ロジェク トのディ レク ト リ を指定する必要はあ り ません。

[Continue]  [Continue] ボタンをク リ ッ クする と、 選択したコモン  プロ
ジェク トが作成されます。 選択したプロジェク トについて、 Source 
Insight はプロジェク トに追加するファ イルを確認します。 [Add and 
Remove Project Files] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

Setup HTML Help
[HTML Help] コマンドで使用する  HTML ヘルプ ファ イルを指定しま
す。 Microsoft® MSDN® または Microsoft® Developer Studio® ツールを
インス トールしている場合、 開発ツールのメ イン  ヘルプ ファ イルであ
るコンパイル済み HTML ヘルプの 「コレクシ ョ ン」 を選択できます。
このファ イルの拡張子は .col です。 これで、 Source Insight の内部から  
Windows 開発 API の HTML ヘルプを起動できるよ うにな り ます。

Setup WinHelp File
[SDK Help] コマンドで使用する  WinHelp ヘルプ ファ イルを指定しま
す。 Windows の [ ファ イルを開く ] ダイアログ ボッ クスで使用する  
.HLP ファ イルを選択して ください。

Show Clipboard
ク リ ップボードの内容を表示するウ ィンド ウを開きます。 ク リ ップ
ボードの内容は編集または選択できません。
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Show File Status
カレン ト  ファ イルのサイズ ( 行数とバイ ト数 ) をステータス  バーに表
示します。 最後に保存された後に変更されている場合、 および読み取
り専用の場合、 それらの情報も表示します。

Simple Tab
通常のタブを挿入します。 Smart Tab モード よ り も優先されます。
Smart Tab オプシ ョ ンを有効にしている場合に便利です。 Smart Tab 
モードでは、 通常の Tab キーの動作が変更されます。 このため、 Smart 
Tab の結果が想定した結果と異なるこ とがあ り ます。 このコマンドを
使用するこ とで、 特殊な効果のない、 通常のタブを挿入できます。

Smart End of Line
カーソルをカレン ト行の最後などに移動します。 動作は次のよ うにな
り ます。

カーソルが行の途中にある場合、 行の最後の空白でない文字の後に
カーソルを移動します。    
カーソルが行の最後の空白でない文字の後にある場合、 行の最後に
カーソルを移動します。    
カーソルが行の最後にある場合、 ファ イルの最後にカーソルを移動し
ます。

Smart Beginning of Line
カーソルをカレン ト行の先頭などに移動します。 動作は次のよ うにな
り ます。

• カーソルが行の途中にある場合、 行の最初の空白でない文字の

前にカーソルを移動します。

• カーソルが行の最初の空白でない文字の前にある場合、 行の先

頭にカーソルを移動します。

• カーソルが行の先頭にある場合、 ファ イルの先頭にカーソルを

移動します。

Smart Rename
シンボル名を変更します。 [Smart Reference Matching] オプシ ョ ンがオ
ンの場合、 Smart Rename は正しいスコープ コンテキス トに含まれるシ
ンボル名のみ変更します。 すべてのプロジェク ト  ファ イルのシンボル
名を変更できます。 関数のローカル変数、 ク ラス、 構造体メンバ、 お
よび関数の名前の変更に使用できます。
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Smart Rename は
大文字と小文字を
区別します。

Smart Rename は、 特別な形式のグローバル検索と置換です。 Source 
Insight は、 高速化のためにシンボル データベース  インデッ クスを使用
します。

[Old Name]  名前を変更する識別子の名前を入力します。 カーソル位置
の単語がこのテキス ト  ボッ クスに自動的にロード されます。 Source 
Insight はローカル スコープ コンテキス トに基づいて名前を変更するシ
ンボルを決定するため、 カーソルの位置は重要です。

このテキス ト  ボッ クスには任意の文字列を入力できますが、 名前の変
更操作は単一の単語文字列用に最適化されています。 また、 このテキ
ス ト  ボッ クスに文字列を入力した場合、 Source Insight は、 初期カーソ
ル位置に基づいて名前を変更するシンボルを再確立する必要があ り ま
す。

メンバ変数、 またはローカル変数の名前を変更する場合、 [Old Name] 
テキス ト  ボッ クスにはコンテナ シンボルを含む、 シンボルの完全な名
前が表示されます。 たとえば、 「DocDraw.paintStruc」 と表示されてい
る場合、 「DocDraw」 が関数名で 「paintStruc」 がローカル変数です。 あ
る意味では、 「paintStruc」 は 「DocDraw」 関数のメンバです。

[New Name]  変更後の名前を入力します。 メンバの場合、 新しいメン
バ名のみを入力し、 シンボル コンテナ修飾語は省略してください。

[Output Search Results]  オンの場合、 検索結果が検索結果ウ ィンド ウ
に表示されます。 名前を変更した記録です。 検索結果ウ ィンド ウには、
[New Name] 文字列で置換された前のテキス トが表示されます。

[Confirm Each Replacement]  オンの場合、 Source Insight は置換前に確
認します。
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[Confirm Each File]  オンの場合、 Source Insight はファ イルを変更する
前に確認します。

[Smart Reference Matching]  オンの場合、 Source Insight は、 言語情報と
カーソル スコープ コンテキス ト を使用して、 名前を変更するシンボル
を決定し、 厳格な参照のみの名前を変更しているこ とを確認します。

[Skip Inactive Code]  オンの場合、 条件付きコンパイルでアクティブな
コードのみを検索します。 Source Insight がアクティブな条件を判断で
きるよ うに、 最初に [Preferences: Languages] ダイアログ ボッ クスで条
件を指定する必要があ り ます。 条件付きコンパイルは、 一部の言語で
のみ利用できます。

[Skip Comments]  オンの場合、 コ メン ト内のシンボル参照の名前は変
更されません。

[Include Read-Only Files (keep buffers open)]  オンの場合、 読み取り専
用ファイルに対しても置換が行われます。 Source Insight は、 置換中に
ファ イルを保存しません。 ユーザーがファイルを保存するこ とはでき
ます。 オフの場合、 読み取り専用ファ イルはスキップされます。 この
オプシ ョ ンは、 [Preferences: Files] の [Allow editing read-only file buffers] 
オプシ ョ ンとは独立して動作する点に注意してください。

[Preferences: Files] の [Save over read-only files without prompting] オプ
シ ョ ンがオンの場合、 Source Insight は名前変更中に読み取り専用ファ
イルを自動的に保存します。

Smart Tab
[Smart Tab] コマンドがソース  コードで使用される と、 Source Insight は
選択範囲を次の 「フ ィールド」 に移動します。 フ ィールドは現在のコ
ンテキス トに応じて決ま り ます。 Smart Tab を使用する と、 特に新しい
関数呼び出しを入力している と きに、 カーソルを簡単に移動できます。

([Preferences: Typing] で ) [Smart Tab] オプシ ョ ンがオンの場合、 Tab 
キーを押すと  [Smart Tab] コマンドが実行されます。 [Simple Rab] コマ
ンドはタブを挿入するコマンドで、 Smart Tab よ り も優先されます。 こ
のため、 [Smart Tab] オプシ ョ ンがオンの場合にタブを挿入するには、
[Simple Tab] コマンドを使用します。

Smart Tab の例

以下の 3 つの例では、 初期の選択範囲の状態をステップ 1、 Smart Tab 
を使用した後の選択範囲をステップ 2 以降で示しています。 現在の挿
入ポイン トは ^、 テキス トの選択範囲はこのよ うに下線付きで表示し
ています。
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例 1:
1. Beg^inPaint(hwnd, pps);  
2. BeginPaint(hwnd, pps);  

例 2:
1. BeginPaint^(hwnd, pps);  
2. BeginPaint(hwnd, pps);  
3. BeginPaint(hwnd, pps);  
4. BeginPaint(hwnd, pps^);  
5. BeginPaint(hwnd, pps)^;  

例 3:
1. ResetAbc(^)
2. ResetAbc()^

Smart Tab は、 行の先頭と最後、 または関数呼び出しがない行で使用し
た場合は通常のタブのよ うに動作します。

Smart Tab は、 関数呼び出しの自動補完を使用している場合も問題なく
動作します。 ポップアップ自動補完ウ ィンド ウから関数呼び出しを挿
入する と、 関数のパラ メータのタイプと名前が挿入され、 最初のパラ
メータが選択されます。 最初のパラ メータ上で入力を開始するだけで
かまいません。 Smart Tab を使用する と、 次のパラ メータが選択されま
す。

Sort Symbol Window
カレン ト  ファ イル ウ ィンド ウのシンボル ウ ィ ンド ウをソート します。
以下の項目でソートできます。

• 名前

• 行番号 ( デフォルト )

• タイプ + 名前

Sort Symbols By Line
シンボル ウ ィンド ウに リ ス ト されているシンボル エン ト リ を行番号で
ソート します。 ファ イルの各シンボルが行番号順にリ ス ト されます。

デフォルトでは、 シンボル ウ ィンド ウは行番号でソート されます。

この方法ですべてのシンボル ウ ィンド ウをデフォルトでソートするに
は、 シンボル ウ ィンド ウを右ク リ ッ ク して、 右ク リ ッ ク  シ ョート カッ
ト  メニューで [Record New Default Properties] コマンドを実行します。

Sort Symbols by Name
シンボル ウ ィンド ウに リ ス ト されているシンボル エン ト リ をシンボル
名でアルファベッ ト順にソート します。

デフォルトでは、 シンボル ウ ィンド ウは行番号でソート されます。
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この方法ですべてのシンボル ウ ィンド ウをデフォルトでソートするに
は、 シンボル ウ ィンド ウを右ク リ ッ ク して、 右ク リ ッ ク  シ ョート カッ
ト  メニューで [Record New Default Properties] コマンドを実行します。

Sort Symbols By Type
シンボル ウ ィンド ウに リ ス ト されているシンボル エン ト リ をシンボル 
タイプでソート します。 たとえば、 すべての構造体、 すべての関数、
その他のよ うに リ ス ト されます。

デフォルトでは、 シンボル ウ ィンド ウは行番号でソート されます。

この方法ですべてのシンボル ウ ィンド ウをデフォルトでソートするに
は、 シンボル ウ ィンド ウを右ク リ ッ ク して、 右ク リ ッ ク  シ ョート カッ
ト  メニューで [Record New Default Properties] コマンドを実行します。

Source Dynamics on the Web
Web ブラウザで Source Dynamics の Web サイ ト を開きます。

Start Recording
コマンド  レコーダをオンにします。 実行したコマンド も記録されま
す。 コマンド  レコーダを使用する と、 1 つの一連のコマンドを記録で
きます。 記録したコマンドを再生するには、 [Play Recording] コマンド
を使用します。

記録を停止するには、 [Stop Recording] コマンドを使用します。 [Play 
Recording] コマンドを使用して再生を開始した場合も記録は停止され
ます。

記録は一度に 1 つのみ利用できます。 記録はワークスペースに保存さ
れます。

Stop Recording
コマンド  レコーダをオフにします。 レコーダを開始するには、 [Start 
Recording] コマンドを使用します。 コマンド  レコーダを使用する と、 1 
つの一連のコマンドを記録できます。 記録したコマンドを再生するに
は、 [Play Recording] コマンドを使用します。

Style Properties
表示スタイルのフォーマッ ト  プロパティを設定します。 スタイルの詳
細は、 101 ページの 「構文フォーマッ ト と スタイル」 を参照して くだ
さい。
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フォーマッ ト  プロパティ

スタイルのプロパ
ティは親スタイル
と組み合わされま
す。

スタイルにはそれぞれ、 多くのフォーマッ ト  プロパティが含まれてい
ます。 スタイルは階層に存在するため、 各フォーマッ ト  プロパティは
親スタイルのプロパティ と組み合わされて最終的なプロパティが生成
されます。

たとえば、 bold が 「ON」 の場合、 bold フォーマッ トが追加されます。
bold が 「OFF」 の場合、 bold フォーマッ トが親スタイルのプロパティ
から削除されます。

このダイアログ ボッ クスの多くのフォーマッ ト  コン ト ロールは、 以下
のいずれかの値にな り ます。

• ON – プロパティが親スタイルのフォーマッ トに追加されます。

• OFF – プロパティが親スタイルのフォーマッ トから削除されま

す。

• 数字 – 親スタイルのプロパティがこの値に置換されます。

• = (イコール) - 親スタイルのプロパティ と同じ値が継承されます。

[Style Properties] ダイアログ ボックス

[Style Name] リス ト   すべての構文フォーマッ ト  スタイルのリ ス トで
す。 この リ ス トでスタイルを選択する と、 そのプロパティが右のコン
ト ロールにロード されます。 また、 サンプル ボッ クスにスタイルのサ
ンプルが表示されます。
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[Parent Style]  スタイル階層の親スタイルです。 カレン ト  スタイルは
フォーマッ ト を親スタイルから継承します。

[Add Style…]  新規ユーザー定義スタイルを追加します。

[Delete Style]  ユーザー定義スタイルを削除します。 標準のビルト イン 
スタイルは削除できません。

[Load…]  設定ファ イルから新規スタイル シート をロード します。

[Save…]  現在のスタイル シート設定を新規設定ファ イルに保存しま
す。 このファ イルにはスタイル プロパティのみ含まれます。 設定ファ
イルに保存できる他の要素は含まれません。 この設定ファイルをロー
ドする と、 スタイル プロパティのみ変更されます。

[Reset…]  すべてのスタイルを初期設定に戻します。 Source Insight をイ
ンス トールした後に行った変更はすべて失われます。

[Font] オプション [Font Name]  現在選択しているフォン ト を示します。

[Size]  フォン ト  サイズをポイン トで選択します。 フォン ト  サイズを相
対的に親スタイルのフォン ト  サイズの比率で指定するには、 [Scale] プ
ロパティを使用します。

[Scale]  フォン ト  サイズを親スタイルのフォン ト  サイズの比率で指定
します。 たとえば、 50% に指定する と、 フォン ト  サイズは親スタイル
のフォン ト  サイズの半分になり ます。

[Bold]  カレン ト  スタイルの太字プロパティを選択します。

[Italic]  カレン ト  スタイルの斜体プロパティを選択します。

[Underline]  カレン ト  スタイルの下線プロパティを選択します。

[All Caps]  カレン ト  スタイルのすべて大文字プロパティを選択します。

[Strike-Thru]  カレン ト  スタイルの取り消し線プロパティを選択しま
す。

[Colors] オプショ

ン

[Foreground]  カレン ト  スタイルの前景色を選択します。

[Background]  カレン ト  スタイルの背景色を選択します。

[Shadow]  カレン ト  スタイルのド ロ ップシャ ド ウの色を選択します。

[Inverse]  カレン ト  スタイルの反転プロパティを選択します。 反転と
は、 前景色と背景色を逆にするこ とです。
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[Spacing] オプ

ション

[Above Line]  行の上に追加する垂直間隔の比率を選択します。

[Below Line]  行の下に追加する垂直間隔の比率を選択します。

[Expanded]  文字に追加する水平間隔の比率を選択します。

[Fixed White Space]  このオプシ ョ ンは、 プロポーシ ョナル フォン ト を
選択している場合にのみ適用されます。 Courier New のよ うな固定ピッ
チのフォン ト を選択している場合は影響を受けません。 オンの場合、
Source Insight はスペース と タブに固定の幅を使用します。 スペース と
タブは固定ピッチのフォン ト を使用した場合と同じ方法で表示されま
す。 プロポーシ ョナル フォン ト を使用している場合、 このオプシ ョ ン
をオンにする とプログラムがよ り見やすくな り ます。 190 ページの
「[Character Spacing Options] ダイアログ ボッ クス」 も参照して くださ
い。

[Print together with next line]  オンの場合、 Source Insight は印刷時にテ
キス ト を次の行と分離しないで同じページに印刷します。

Symbol Info
カーソル位置のシンボルの定義を示すポップアップ ウ ィ ンド ウを表示
します。 識別子の定義を素早く確認できます。

シンボル名、 タイプ、 場所  シンボルの名前、 タイプ、 場所がウ ィンド ウ
の上部に表示されます。

ソース ファイル  シンボルが定義されているソース  ファ イルの名前と行
番号がシンボル名の下に表示されます。 シンボルのサイズがわかって
いる場合、 シンボルのサイズが行数で表示されます。
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テキスト  ウィンドウ  シンボルが定義されているソース  ファ イルの内容
が表示されます。 ウ ィンド ウはスク ロールできます。

[Close]  ウ ィ ンド ウを閉じます。

[Jump]  ウ ィンド ウを閉じて、 シンボル定義に直接ジャンプします。

[References]  シンボルへのプロジェク ト全体の参照を検索します。

[Open file in a window]  ファ イルをウ ィンド ウで開きます。 ファ イルが
既に開かれている場合、 このボタンは無効になり ます。

Symbol Lookup Options
Source Insight がシンボル定義を参照する方法を設定します。
[Preferences] ダイアログ ボッ クスの [Symbol Lookups] タブを表示しま
す。
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[Parse locally before lookup]  Source Insight は、 カレン ト  ファ イルのシ
ンボル情報がシンボルを参照する前に最新であるこ とを保証します。
このオプシ ョ ンは、 編集時に作用します。 文字を入力するたび、
Source Insight はそのファイルのシンボル データが 「古く」 なる と見な
します。 このオプシ ョ ンがオンの場合、 ファ イルは入力後に解析され
ます。 このオプシ ョ ンがオフの場合、 Source Insight は古い可能性のあ
るシンボル データをカレン ト  ファ イルに使用します。 このオプシ ョ ン
をオンにする と、 シンボル参照はよ り正確になり ますが、 速度は遅く
な り ます。 また、 自動補完ウ ィンド ウも遅くな り ます。 ほとんどの場
合、 このオプシ ョ ンをオフにしていてもシンボル参照は問題なく動作
します。

[Find symbols across different language types]  オンの場合、 Source 
Insight は、 ソース言語に関係なく、 すべての言語のシンボル定義を検
索します。 オフの場合 ( デフォルト )、 同じ言語で定義されているシン
ボルのみを検索します。

[Search project symbol path if symbol not found]  カレン ト  プロジェク
ト 、 または開いているファ イルでシンボルが見つからない場合、
Source Insight はプロジェク ト  シンボル パスにリ ス ト されているプロ
ジェク ト を検索します。 シンボル パスを検索した後、 シンボル パスの
すべてのプロジェク ト を検索します。

[Search symbol path, even if symbol is found in current project]  このオ
プシ ョ ンがオンの場合、 シンボルが開いているファ イルやカレン ト  プ
ロジェク トで既に見つかっている場合でも、 Source Insight がシンボル
を参照するたびに、 シンボル パスのすべてのプロジェク トが検索され
ます。 多くの同じシンボル名を含むプロジェク トの代替バージ ョ ンで
作業している場合に便利です。 カレン ト  プロジェク トの特定のシンボ
ルを検索する と、 シンボル パスの他のプロジェク トで一致する項目も
表示されます。

オフの場合、 Source Insight は、 シンボルが開いているファ イルやカレ
ン ト  プロジェク トで見つからなかった場合にのみシンボル パスを検索
します。

[Use .Net Framework symbols with C#]  オンの場合、 Source Insight は 
.NET Framework のシンボル情報にアクセスして C# ファ イルのシンボ
ルを自動補完します。 この場合、 特別なプロジェク ト  NetFramework が
使用されます。 オフの場合、 NetFramework プロジェク トは使用されま
せん。

メモ : プロジェク ト  シンボル パスに NetFramework プロジェク ト を追加する

必要はあ り ません。 Source Insight は、 NetFramework プロジェク ト を

自動的に検索します。

[Project symbol path]  プロジェク ト  シンボル パスは、 Source Insight が
シンボルの検索に使用するプロジェク トの リ ス トです。 プロジェク ト  
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シンボル パスを使用する と、 小さな自己完結型のプロジェク トが作成
できますが、 他のプロジェク トのシンボルを検索するこ と もできます。

リ ス トの各項目はプロジェク トのフル パス名です。 プロジェク ト  パス
はセ ミ コロンで区切り ます。 プロジェク ト  ファ イルのあるディ レク ト
リに加えて、 プロジェク ト  ファ イルの名前をインクルードするこ とを
忘れないでください。

例 :
c:\include\include;c:\windev\include\include

プロジェク ト  シンボル パスは、 カレン ト  プロジェク ト外部のシンボ
ルの定義を検索するためにのみ使用されます。 シンボルの参照の検索
や複数プロジェク トの検索には使用されません。

[Add to Project Path…]  既存のプロジェク ト  シンボル パスに追加する
プロジェク ト を選択します。

[Create Common Projects…]  [Create Common Projects] ダイアログ ボッ
クスを開きます。 このダイアログ ボッ クスで、 プロジェク ト  シンボル 
パス経由で参照する外部コモン プロジェク ト を作成できます。

Symbol Window コマンド

カレン ト  ファ イル ウ ィンド ウのシンボル ウ ィ ンド ウを開きます / 閉じ
ます。 シンボル ウ ィンド ウは、 グローバルな範囲で通常表示される、
ファ イルに定義されているシンボルのリ ス トです。 シンボル ウ ィンド
ウは、 [Sort Symbol Window] コマンドを使用してソートできます。

シンボル ウ ィンド ウは、 ファ イルのドキュ メン ト  タイプに解析した言
語が含まれている場合にのみ利用できます。
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Symbol Window Properties
ソース  ウ ィンド ウの左に表示されているシンボル ウ ィ ンド ウのプロパ
ティを表示します。

[Show class members]  オンの場合、 シンボル ウ ィ ンド ウにク ラスのメ
ンバ コンテンツが表示されます。 オフの場合、 ク ラス名のみ表示され
ます。

[Show structure members]  オンの場合、 シンボル ウ ィンド ウに構造体
フ ィールド  メ ンバが表示されます。 オフの場合、 構造体の名前のみ表
示されます。

[Show enum constants]  オンの場合、 シンボル ウ ィンド ウに enum 定数
が表示されます。 オフの場合、 enum タイプの名前のみ表示されます。

[Show local definitions]  オンの場合、 各関数のシンボル ウ ィンド ウに
関数ローカル宣言も表示されます。

[Apply Now]  このダイアログ ボッ クスで行った変更をシンボル ウ ィ ン
ド ウに適用します。

[Symbol Types…]  [Symbol Type] ダイアログ ボッ クスを開きます。 この
ダイアログ ボッ クスで、 シンボル ウ ィンド ウから異なるタイプのシン
ボルをフ ィルタして出力できます。

[Font…]  シンボル ウ ィンド ウの表示に使用するフォン ト を選択しま
す。

[Text Color…]  シンボル ウ ィンド ウのテキス トの色を選択します。

[Back Color…]  シンボル ウ ィ ンド ウの背景色を選択します。
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Sync File Windows
カレン ト  ファ イルを表示するすべてのウ ィンド ウをカレン ト  ウ ィンド
ウ と同じ場所にスク ロールします。

Synchronize Files
カレン ト  プロジェク ト とプロジェク トのすべてのソース  ファ イルを同
期します。 プロジェク トの各ファ イルをスキャンし、 Source Insight が
最後にファ イルを開いた後に変更されたファイルのシンボル データ
ベースを更新します。 存在しな くなったプロジェク トの一部である
ファ イルはプロジェク トから削除されます。

[Preferences: General] ダイアログ ボッ クスの [Background project 
synchronization] オプシ ョ ンをオンにして、 編集中にバッ クグラウンド
でファ イルを同期するこ と もできます。

[Add new files automatically]  オンの場合、 ファ イルをすべて同期させ
る前に、 Source Insight は、 プロジェク トのソース  ディ レク ト リ とサブ
ディ レク ト リに、 新規ファ イルを再帰的に追加します。 しかし、 ス
キャンされるのは既にプロジェク ト  ファ イルに含まれているディ レク
ト リのみです。 プロジェク トのソース  ディ レク ト リの派生ディ レク ト
リでないディ レク ト リはスキャンされません。 プロジェク ト  ディ レク
ト リに新規ファイルを追加した後、 [Synchronize Files] を実行する と、
Source Insight プロジェク トにそれらの新規ファイルが自動的に追加さ
れます。

[Force all files to be re-parsed]  オンの場合、 Source Insight はタイムス
タンプを無視し、 プロジェク トのすべてのファ イルを日付が古いファ
イルと見なして、  すべてのファ イルのシンボル データベースを更新し
ます。 Source Insight のプロジェク ト  データ  ファ イルを完全にリ ビルド
する、 簡単で比較的高速な方法です。

オフの場合、 プロジェク トで日付の古いファイルのみ更新されます。

[Synchronize the current source file only]  現在アクティブなソース  ファ
イルのみ、 シンボル データベースと同期されます。 カレン ト  ソース  
ファ イルで知られていたすべてのシンボル データベース情報を置換す
る効果があ り ます。
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[Suppress warning messages]  オンの場合、 Source Insight は、 ファ イル
を開けない / 読み取れない、 などの警告メ ッセージを表示しません。

Syntax Decorations
ソース  ファ イル表示の構文修飾オプシ ョ ンを指定します。
[Preferences] ダイアログ ボッ クスの [Syntax Decorations] タブを表示し
ます。

Source Insight では、 一般的な演算子とシンボル文字を置換できます。
[Syntax Decorations] コマンドを使用する と、 使用される装飾を制御で
きます。

シンボル装飾やシンボル置換を行っても ソース  ファ イルのテキス トは
変更されません。 画面の表示が特別なシンボルを使用するよ うに変更
されるだけです。 このため、 コードを編集または検索する場合は、 演
算子を入力する必要があ り ます。

320 ページの 「Syntax Decorations」 も参照して ください。
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[Display 
Substitutions]

特別なシンボルに置換される演算子を制御します。

[User operator substitutions listed below]  以下の演算子置換のグループ
全体を有効または無効にします。

[Pointer field reference uses right arrow]  -> ポインタ演算子を → のよ う
な実際の矢印に置換します。

[Not Equal]  != 不等号演算子を  ≠ に置換します。

[Equal]  == 等号演算子を = に置換します。

[Less Than or Equal]  <= 演算子を  ≤ に置換します。

[Greater Than or Equal]  >= 演算子を  ≥ に置換します。

[Assignment uses left arrow]  = 代入演算子を  ← に置換します。

[Division]  / 除算演算子を  ÷ に置換します。

[Logical AND]  && 論理積を  ∩ に置換します。

[Logical OR]  || 論理和を  ∪ に置換します。

[Scale nested parentheses]  入れ子の括弧で、 外部レベルを内部レベル
よ り大き く表示します。 一致する括弧が見やすくな り ます。

[Auto 
Annotations] 

Source Insight では、 特定の注釈をソース  コード表示に自動的に追加で
きます。 以下のオプシ ョ ンで注釈の表示を制御します。

[Show arrows at goto statements]  goto ステート メン トのラベル名の隣
に、 上または下矢印シンボルを表示します。 矢印は、 ラ x ルが goto ス
テート メン ト行の上にあるか下にあるかを示します。

[Annotate closing braces with end-comments]  閉じ中括弧の後に終了コ
メン ト注釈を表示します。 終了コ メン トには、 ブロ ッ クの開始の説明
が含まれます。 例 :

[Annotate closing braces only for long blocks]  ( 括弧を含めて ) 19 行以
上のブロ ッ クのみ終了コ メン ト注釈を表示します。
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Syntax Formatting
ソース  ファ イル表示の構文フォーマッ ト  オプシ ョ ンを指定します。
[Preferences] ダイアログ ボッ クスの [Syntax Formatting] タブを表示しま
す。

Source Insight は、 言語パーサーが収集した情報を使用してソース  コー
ドの書式を設定します。 識別子は、 太字や斜体のよ うな効果に加えて、
異なるフォン トやフォン ト  サイズで表示できます。

フォーマッ トは 「スタイル」 を使用して適用されます。 スタイルは
フォーマッ ト  プロパティのセッ トです。 たとえば、 スタイルで太字 + 
斜体を指定します。 各スタイルのフォーマッ ト  プロパティを編集する
には、 [Style Properties] コマンドを使用します。

[Styles…]  スタイル プロパティを編集します。

[Doc Types…]  ドキュ メン ト  タイプを編集します。
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Basic オプシ ョ ン

以下の Basic オプシ ョ ンがあ り ます。

[Use Syntax Formatting]  オンの場合、 Source Insight は構文フォーマッ
ト を使用してソース  コードを表示します。 オフの場合、 ソース  コード
は色やフォン ト を変更しないで表示されます。

[Use only color formatting]  フォン ト  サイズの変更、 太字や斜体のよ う
な色以外のすべてのフォーマッ ト  プロパティは表示されません。 色の
変更のみ表示されます。 Source Insight の以前のバージ ョ ンでテキス ト
を表示していた方法と同じです。

[Use no color formatting (monochrome)]  オンの場合、 Source Insight は
すべての色の変更を表示しません。 テキス トは白黒および灰色で表示
されます。

[Apply Styles for Language Elements]
Source Insight は、 語彙と文脈の意味に基づいて トークンを表示するよ
うにスタイルを適用します。 このグループの各オプシ ョ ンを使用する
と、 よ り精巧なフォーマッ トが可能になり ます。

[Symbol declarations]  シンボルの宣言を、 適切な 「Declare…」 スタイ
ルでフォーマッ ト します。 たとえば、 関数名を宣言する と、 「Declare 
Function」 スタイルでフォーマッ ト されます。

[Function local symbol declarations]  ローカル関数スコープ変数と他の
シンボルの宣言を、 適切な 「Declare…」 スタ イルでフォーマッ ト しま
す。 ローカル変数と関数パラ メータも含まれます。

[References to function-local symbols]  ローカル関数スコープ変数とシ
ンボルへの参照を、 適切な 「Ref to…」 スタ イルでフォーマッ ト しま
す。 たとえば、 ローカル変数への参照 ( 使用 ) は、 「Ref to Local」 スタ
イルでフォーマッ ト されます。

[References to non-function-local symbols]  ク ラス  スコープやグローバ
ル スコープのよ うな、 関数スコープの外部で宣言されたシンボルへの
参照を、 適切な 「Ref to…」 スタイルでフォーマッ ト します。 このオプ
シ ョ ンをオンにする と、 多くの作業が行われるため、 表示は遅くな り
ます。 参照情報はキャ ッシュされるため、 コードの一部が処理される
と、 その後の表示は速くな り ます。

[References to members]  構造体と ク ラス  メ ンバへの参照を、 「Ref to 
Member」 スタイルでフォーマッ ト します。 メンバ参照の正確さは、
[Qualify references to members] オプシ ョ ンで制御できます。

[Special comment styles]  Source Insight は、 特別な //1-4 コ メ ン ト見出
し トークンで制御される特別なコ メン ト  スタイルと コ メン トの配置を
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サポート しています。 このオプシ ョ ンがオンの場合、 Source Insight は、
これらの特別なコ メン トに適切なコ メン ト  スタイルを適用します。

コ メン ト見出し

コ メン ト見出しスタイルは、 1 から  4 の数字で始まるコ メン トです。
例 :

//1 This is heading one.
//2 This is heading two.

コ メン ト  スタイルが使用される と、 コ メン トの先頭の //x が非表示に
なり、 見出しスタイル フォーマッ トが行の残りに適用されます。

[Inactive conditional code blocks]  非アクティブ条件付きコード  ブロ ッ
クのコードを、 「Inactive Code」 スタイルでフォーマッ ト します。 非ア
クティブ コード  ブロ ッ ク とは、 非アクティブな #ifdef、 #if、 #elif、 ま
たは #else 分岐に含まれているコードのこ とです。条件の状態は、 [Edit 
Condition] コマンドを使用して制御できます。

[Symbol Reference Lookups]
潜在的な参照に遭遇する と、 Source Insight はシンボルがどこで宣言さ
れているか確認します。 このグループのオプシ ョ ンは、 Source Insight 
がプロジェク トで宣言されたシンボルへの参照をどのよ うに解決する
か制御します。

[Search in the Project Symbol Path]  Source Insight は、 カレン ト  プロ
ジェク トだけでなく、 プロジェク ト  シンボル パスにあるすべてのプロ
ジェク トでも宣言を検索します。

[Qualify references to members]  オンの場合、 Source Insight はメンバ宣
言を 「Ref to Member」 スタイルでフォーマッ トする前に、 そのメンバ
宣言が存在するかど うか確認します。

オフの場合、 Source Insight は、 構文的にメンバ参照と思われる トーク
ンを 「Ref to Member」 スタイルでフォーマッ ト します。 メ ンバが実際
に存在する という保証はあ り ません。 例 :

PtrFoo->somemember  //  looks like a member reference
FooThing.somemember //  looks like a member reference

[Qualify references to functions]  オンの場合、 Source Insight は関数宣言
を 「Ref to Function」 スタ イルでフォーマッ トする前に、 その関数宣言
が存在するかど うか確認します。
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オフの場合、 Source Insight は、 構文的に関数呼び出し と思われる トー
クンを 「Ref to Function」 スタイルでフォーマッ ト します。 関数が実際
に存在する という保証はあ り ません。 例 :

SomeFunction(x) // looks like a function reference

Tile Horizontal
すべてのウ ィンド ウを重ならないよ うに整列します。 ウ ィ ンド ウは横
長になるよ うに ( 上下に並べて ) 表示されます。 複数のファ イルを上
下に並べて表示する際に便利です。

Tile One Window
カレン ト  ウ ィンド ウ以外のウ ィンド ウを最小化します。 カレン ト  ウ ィ
ンド ウは Source Insight ウ ィ ンド ウのワークスペース領域でほぼ最大化
されます。

Tile Two Windows
2 つのウ ィンド ウを分割して表示します。 最初のウ ィンド ウにカレン
ト  ウ ィンド ウが含まれます。 別のウ ィンド ウには、 以前のカレン ト  
ウ ィ ンド ウ  ( 最後に表示したウ ィンド ウ ) が含まれます。 このコマン
ドは、 2 つ以上のウ ィンド ウを開いている場合にのみ使用できます。

Tile Vertical
すべてのウ ィンド ウを重ならないよ うに整列します。 ウ ィ ンド ウは縦
長になるよ うに ( 左右に並べて ) 表示されます。 複数のファ イルを左
右に並べて表示する際に便利です。

[Toggle Extend Mode] 
拡張モードのオン、 オフを切り替えます。 拡張モードがオンの場合、
[Cursor Up]、 [Cursor Down]、 [Top of Window]、 および [Go To Line] のよ
うな移動コマンドを使用する と、 現在の選択範囲が新しい場所に拡張
されます。 拡張モードがオフの場合、 移動コマンドを使用する と、 挿
入ポイン トが指定された場所に移動します。

Toggle Insert Mode
挿入モード と上書きモードを切り替えます。 挿入モードでは、 入力し
た文字は挿入ポイン トの前に挿入されます。 上書きモードでは、 入力
した文字は挿入ポイン トの文字と置換されます。

Top of File
挿入ポイン ト をカレン ト  ファ イルの最初の行の行頭に移動します。
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Top of Window
挿入ポイン ト をアクティブなウ ィンド ウに表示されている最初の行の
行頭に移動します。

Touch All Files in Relation
このコマンドは、 リ レーシ ョ ン  ウ ィ ンド ウの右ク リ ッ ク  メニューから
選択できます。 リ レーシ ョ ン  ウ ィンド ウに現在表示されているすべて
のファイルをタ ッチ ( ファ イルの更新日時タイムスタンプを更新 ) し
ます。

リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウに表示されているシンボルを含むすべての
ファ イルを再コンパイルする場合に役立ちます。 リ レーシ ョ ン  ウ ィン
ド ウに参照が表示されている場合に特に便利です。
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Typing Options
入力と編集オプシ ョ ンを指定します。 [Preferences] ダイアログ ボッ ク
スの [Typing] タブを表示します。

[Highlight matching parentheses while typing]  オンの場合、 閉じ括弧や
閉じ中括弧を入力する と きに対応する括弧または中括弧がハイライ ト
表示されます。 新しいソース  コードを入力する と きに対応する括弧や
中括弧を確認するのに便利です。

    

[Keep cursor in window when paging up and down]  オンの場合、 ウ ィン
ド ウをスク ロールした場合でも挿入ポイン トのカーソルをアクティブ
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なウ ィンド ウ内に表示します。 オフの場合、 スク ロールに関係なく、
挿入ポイン トの位置は変更されません。

[Use block cursor shape]  オンの場合、 挿入ポイン トのカーソルは I 
ビームではなくブロ ッ クで表示されます。

[Use Smart Tab for field selections]  オンの場合、 Tab キーを押したと き
に [Smart Tab] コマンドを起動します。 Smart Tab を参照して ください。

[Typing tab indents line, regardless of selection]  オンの場合、 Tab キー
を押すと行全体がインデン ト されます。 [Back Tab] コマンドは逆にイ
ンデン ト します。 オフの場合、 Tab キーを押すと タブ ス ト ップが挿入
されます。

[Typing tab replaces current selection]  オンの場合、 Tab キーを押すと
現在の選択範囲が置換されます。 たとえば、 単語を選択している場合、
タブを入力する と、 その単語がタブに置換されます。 オフの場合、 タ
ブは選択範囲の左に挿入されます。 1 行または複数行が選択されてい
る場合、 Tab キーを押すと行全体がインデン ト されます。

[Indent commands affect #-preprocessor statements]  オンの場合、
[Indent Right] および [Indent Left] コマンドを実行する と、 #ifdef のよ う
な C プリプロセッサ ステート メン トで開始する行がインデン ト または
アウ トデン ト されます。 オフの場合、 コマンドを実行しても これらの
行では効果があ り ません。

[Use intelligent paste]  拡張貼り付けを有効にします。 テキス ト を貼り
付ける と きの動作は、 状況に応じて次のよ うに変更されます。

• 挿入ポイン トが行末以外にある場合、 カレン ト行の上に行全体

が挿入されます。 挿入ポイン トが行末にある場合、 カレン ト行
の下に新しい行が挿入されます。

• 挿入されたテキス トは、 他の行と一致するよ うに自動的にイン

デン ト されます。 拡張貼り付けは、 [Paste]、 [Paste Line]、 [Drag 
Line Up/Down] コマンド、 ク リ ップ ウ ィンド ウ、およびド ラ ッグ 
アンド  ド ロ ップで使用できます。

[Document Options] ダイアログ ボッ クスで、 ドキュ メン ト  タイプごと
に拡張貼り付けを有効にするこ と もできます。 194 ページの
「Document Options」 も参照して ください。

[Always select pasted text after pasting whole lines]  オンの場合、 行全
体を貼り付けた後、 貼り付けたテキス ト を選択します。

[After pasting, select:]  貼り付けコマンドを使用した後、 貼り付けたテ
キス トのどの部分を選択するか指定します。

[Auto 
Completion]

自動補完機能の動作をカスタマイズします。
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文字の入力を開始する と、 自動補完ウ ィンド ウが表示されます。 この
機能の目的は、 入力する可能性のある識別子のリ ス ト を提供するこ と
で、 入力する文字数を減らすこ とです。 補完ウ ィンド ウに表示される
シンボルは、 カーソルの位置、 参照している変数のタイプのよ うに、
コンテキス トに依存します。

[Use automatic symbol completion window]  自動補完ウ ィンド ウを有効
にします。 このオプシ ョ ンがオフの場合でも、 [Complete Symbol] コマ
ンドを手動で起動するこ とで自動補完機能を使用できます。

[Use detailed completion window]  自動補完ウ ィンド ウに、 パラ メータ  
リ ス トのよ う な関数に関する詳細を表示します。

[Insert parameters for functions]  関数の名前に加えて、 関数のパラ メー
タ  リ ス ト を挿入します。 リ ス トの挿入は、 挿入ポイン トの右にパラ
メータの括弧付き リ ス トが存在しない場合にのみ行われます。

[Insert spaces between parameters]  スペース文字が関数パラ メータの
間に挿入されます。 オフの場合、 パラ メータはスペースなしで挿入さ
れます。

[Insert space after function name]  スペース文字が関数名と開き括弧の
前に挿入されます。

[Use completion window inside comments]  コ メン トの入力中に自動補
完機能を有効にします。 このオプシ ョ ンがオフの場合でも、 [Complete 
Symbol] コマンドを手動で起動するこ とで自動補完機能を使用できま
す。

[Use case-sensitive matching]  シンボルの大文字と小文字を区別して自
動補完ウ ィンド ウに リ ス ト します。 このオプシ ョ ンがオフの場合、 入
力したシンボルは大文字と小文字を区別しないでリ ス ト されます。 し
かし、 Source Insight は入力した内容と一致する項目を選択しよ う と し
ます。

[Tab key selects item]  オンの場合、自動補完ウ ィンド ウの表示中に Tab 
キーを押すと、 リ ス トで選択している項目が挿入されます。 このオプ
シ ョ ンがオフの場合、 Tab キーを押すと タブが挿入されます。 どんな
場合でも、 Enter キーを押すと、 選択している項目が挿入されます。

[Browsing in 
Lists]

シンボル リ ス トおよびファイル リ ス ト で入力している と きの自動補完
の動作をカスタマイズします。

[Match syllables while typing]  デフォルトでシラブル マッチングを有効
にします。 このオプシ ョ ンがオフの場合でも、 スペース文字を最初に
入力した後、 入力を続けるこ とで、 シラブル マッチングを使用できま
す。

[Match members while typing]  ク ラス と構造体メンバが入力に従って一
致されます。 フル シンボル名は、 シンボルの最上位のコンテナで始ま
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るパスのよ うなものです。 たとえば、 ク ラス  メ ンバの名前は、
MyClass.member のよ うにな り ます。 このオプシ ョ ンがオンの場合、
「member」 のみ入力できます。 オフの場合、 完全なシンボル名のみ一
致されます。 このオプシ ョ ンをオフにしている場合でも、 次のよ うに
先頭にド ッ ト  (.) を入力するこ とで、 この機能を使用できます。

.member

Undo
カレン ト  ファ イルで最後に行ったコマンドの動作を元に戻します。 た
とえば、 テキス ト を入力して [Undo] を実行する と、 入力したテキス ト
が削除されます。 逆に、 テキス ト を削除して [Undo] を実行する と、 削
除したテキス トが元に戻されます。

ファ イルを編集する と、 Source Insight は各ファイルに加えた変更のリ
ス ト を作成します。 [Undo] コマンドはリ ス ト を戻し、 [Redo] コマンド
はリ ス ト を進めます。

操作履歴は、 開いている各ファ イルについて別々に保存されます。

カーソルの移動を元に戻す

カーソルの移動を
元に戻すには、
[Go Back] コマン

ドを使用します。

[Undo] コマンドは、 他のいくつかのエディ タ と同様に、 カーソルの移
動を元に戻しません。 Source Insight で、 カーソルの移動の履歴を利用
する最適な方法は、 [Go Back] および [Go Forward] コマンドを使用する
こ とです。

すべての変更を元に戻す

[Undo] コマンドを連続して使用する と、 すべての変更を元に戻すこ と
ができます。 また、 [Undo All] コマンドを使用する と、 カレン ト  ファ
イルを最後に開いた後に行ったすべての変更を元に戻すこ とができま
す。

操作履歴

ファ イルを開いている限り、 ファ イルを保存した後、 操作履歴が管理
されます。 操作履歴は、 ファ イルを閉じたと き、 または [Checkpoint] 
コマンドを使用して最終保存を行う と破棄されます。 [Options > 
Preferences: Files] ダイアログ ボッ クスを使用して、 ファ イル保存後の
操作を元に戻せるかど うか制御できます。

ファ イルを保存した後、 いくつかの操作を元に戻すこ とは可能です。
この場合、 ディ スクに保存されたファ イルは、 カレン ト  バッファ よ り
も多くの操作が行われた状態にな り ます。 この違いが問題となるこ と
があ り ます。 この問題を防ぐため、 Source Insight では、 ロード された
バッファがディ スク上のファイルと異なる場合、 ファ イル名がアスタ
リ スク付きで表示されます。 ファ イルが保存された時点よ り も前の状
態に戻そう とする と、 Source Insight は確認メ ッセージを表示します。
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行を元に戻す

行を元に戻すには、 [Restore Lines] コマンドを使用します。 このコマン
ドは、 選択している行の内容を最初にファイルを開いたと きの状態に
戻します。 さ らに、 [Restore Lines] コマンドは [Undo] コマンドを元に
戻すこ と もできます。 [Undo] と  [Restore Lines] コマンドを組み合わせ
て使用する と非常に便利です。

Undo All
カレン ト  ファ イルを最後に開いた後に行ったすべての変更を元に戻し
ます。 [Undo]、 [Redo]、 [Redo All] コマンド も参照して ください。

Vertical Scroll Bar
カレン ト  ウ ィンド ウの垂直スク ロール バーの表示を切り替えます。

すべてのウ ィンド ウの垂直スクロール バーの表示を設定するには、
[Preferences: Display] ダイアログ ボッ クスの [Vertical scroll bars for each 
new window] オプシ ョ ンを使用します。

View Relation Outline
リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウのツ リー データをアウ ト ラ イン形式で表示し
ます。 59 ページの 「リ レーシ ョ ン  ウ ィンド ウ」 も参照して ください。

View Relation Window Horizontal Graph
リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウのツ リー データを横のツ リー グラフ  ビュー
で ( 左から右に ) 表示します。 59 ページの 「リ レーシ ョ ン ウ ィ ンド
ウ」 も参照して ください。

View Relation Window Vertical Graph
リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウのツ リー データを縦のツ リー グラフ  ビュー
で ( 上から下に ) 表示します。 59 ページの 「リ レーシ ョ ン ウ ィ ンド
ウ」 も参照して ください。
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Window List
開いているソース  ウ ィ ンド ウ とファ イル バッファの リ ス ト を管理しま
す。 ウ ィンド ウに表示されていないファ イル バッファ も リ ス ト しま
す。

Window リス ト   開いているソース  ウ ィンド ウ と、 表示されずに 「バッ
クグラウンドで」 開かれているものを含むファ イル バッファの リ ス ト
です。 ウ ィ ンド ウ  リ ス トは、 名前順または最近使用した順にソートで
きます。 リ ス ト をソートするには、 リ ス トの上部にある見出しタイ ト
ルをク リ ッ ク します。

[Activate]  選択しているウ ィンド ウを表示します。

[Close Window]  選択しているウ ィンド ウを閉じます。

[Save]  選択しているファ イルを保存します。

[Save As]  選択している各ファイルについて、 [Save As] コマンドを実
行します。

[Minimize]  選択しているウ ィンド ウを最小化します。

[Restore]  選択しているウ ィンド ウを元に戻します。

[Tile Horiz]  選択しているウ ィンド ウを上下に並べて表示します。

[Tile Vert]  選択しているウ ィ ンド ウを左右に並べて表示します。
332 Source Insight ユーザー マニュアル



第 5 章 Word Left
Word Left
挿入ポイン ト を  1 単語左に移動します。

Word Right
挿入ポイン ト を  1 単語右に移動します。

Zoom Window
カレン ト  ウ ィンド ウが最大化されていない場合、 ウ ィンド ウを最大化
します。 カレン ト  ウ ィ ンド ウが既に最大化されている場合、 ウ ィンド
ウを最大化する前のサイズに戻します。
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第 6 章 マクロ言語ガイド
この章では、 Source Insight のマクロ言語について説明します。 Source 
Insight のマクロ言語の構文は C 言語に似ています。 この章は、 プログ
ラ ミ ングの基本概念について理解しているこ とを前提にしています。

マクロ言語の概要

Source Insight では、 コマンド  スク リプ トの記述、 特殊なフォーマッ ト  
テキス トの挿入、 および編集操作の自動化に便利な C 言語に似たマク
ロ言語が用意されています。

マク ロは拡張子 .EM のテキス ト  ファ イルに保存されます。 このファ イ
ルは、 プロジェク ト 、 プロジェク ト  シンボル パスにあるプロジェク
ト 、 またはベース  プロジェク トに追加されます。 プロジェク トにマク
ロ  ファ イルが追加される と、 ファ イル内のマクロ関数は、 [Key 
Assignments] ダイアログ ボッ クスまたは [Menu Assignments] ダイアロ
グ ボッ クスでユーザーレベル コマンド と して利用できるよ うにな り ま
す。
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基本的な構文規則

Source Insight のマクロ言語では大文字と小文字は区別されません。 他
のほとんどの言語と同様に、 空白は無視されます。 セ ミ コロンは必要
なく、 無視されます。 変数名は、 数字ではなく、 文字で始める必要が
あ り ます。

マクロ関数

マクロ関数は、 C 関数に似たフォーマッ トで宣言されます。 空白は無
視されます。 関数名と変数名は大文字と小文字が区別されません。

マクロの形式 :
macro my_macro()
{

/* comments */
..statements..   // comments

}

マクロ関数はパラ メータを持つこ とができます。 また、 他のマクロを
呼び出すこ と もできます。 「return n」 ( こ こで n はリ ターン値 ) を使用
して、 マクロから値を返すこ とができます。 例 :

macro add2(n)
{

return n + 2
}

マクロの範囲と参照

すべてのマクロ関
数は 「グローバ
ル」 です。

開いているファ イルで宣言されているマク ロ、 プロジェク トに保存さ
れているマク ロ、 プロジェク ト  シンボル パスにあるプロジェク トのマ
クロなど、 すべてのマクロが同じグローバル スコープにあ り ます。 つ
ま り、 マク ロの前方参照を行う こ とができます。 マクロを呼び出す前
に宣言する必要はあ り ません。

Source Insight は、 シンボル参照エンジンを使用して、 マク ロの実行時
およびユーザーによるマク ロ  コマンドの呼び出し時に、 マク ロ名への
参照を解決します。 そのため、 シンボル参照規則は、 マクロ名のバイ
ンディングに適用されます。 シンボル参照についての詳細は、 「Source 
Insight の概念」 の章の 「シンボルおよびプロジェク トについて」 を参
照して ください。

また、 さまざまなシンボル参照手法を使用して、 編集中にマクロ関数
を検索するこ と もできます。 ( 「Source Insight の概要」 の章の 「プロ
ジェク ト  シンボル パスの検索」 を参照して ください。 ) たとえば、
[Browse Project Symbols] ダイアログ ボッ クスでマクロ名を入力して、
その定義にジャンプします。
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マクロの実行

マクロは、 キース ト ロークを入力するか、 またはメニュー項目を選択
し、 直接マクロ  コマンドを呼び出して実行します。 また、 [Run Macro] 
コマンドを使用して、 現在のカーソル位置で macro ステート メン ト を
実行するこ と もできます。

コマンド と してのマクロ

ユーザーレベル コ
マンドは、 パラ
メータがないマク
ロ関数です。

Source Insight は、 パラ メータがないマクロ関数をユーザーレベル コマ
ンド と見なします。 マクロ  コマンドは、 [Key Assignments] ダイアログ 
ボッ クスおよび [Menu Assignments] ダイアログ ボッ クスのコマンド  リ
ス トに表示されます。 こ こで、 メニューやキーマップにマクロ  コマン
ドを割り当てるこ とができます。 また、 これらのダイアログ ボッ クス
から直接コマンドを実行するこ と もできます。 マクロ関数にパラ メー
タがある場合は、 コマンド と してコマンド  リ ス トに表示されません。
また、 キース ト ロークを割り当てた り、 メニューに割り当てるこ と も
できません。

ヒン ト : ユーザーレベル マクロ  コマンド編集のシ ョート カッ トは、 コマンド

を選択しながら、 [Ctrl] キーを押したままの状態にします。 そのコマ

ンドのマクロ関数ソース  コードが表示されます。

マク ロ  ファ イルで新規マクロ関数を作成する場合、 [Menu 
Assignments] および [Key Assignments] ダイアログのコマンド  リ ス トで
マクロ  コマンドを表示する前に、 マク ロ  ファ イルを保存して、 Source 
Insight がマクロ  ファ イルとプロジェク ト  データベース  ファ イルを同
期できるよ うにする必要があ り ます。

マクロは、 ベース  プロジェク ト またはプロジェク ト  シンボル パスの
プロジェク トに保存するこ と もできます。 マクロ名を解決する と き、
Source Insight はこれらのプロジェク ト を検索します。

メモ : Source Insight のマクロ  ファ イル ( 拡張子 .EM) に保存されていない限

り、 Source Insight はマクロ関数をユーザーレベル コマンド  リ ス トに

追加しません。

インライン マクロ ステート メン トの実行

ソース ファイルの

コメン トでマクロ 
ステート メン ト を
実行できます。

[Run Macro] コマンドは、 カーソルのある行からマク ロ  ステート メン
トの実行を開始します。 このコマンドを使用する と、 任意のファイル
のオープン コード  マクロ  ステート メン ト を実行できます。 これは、
マクロ  コードのテス ト とデバッグを行う と きに便利です。

インライン マクロ  ステート メン トの実行は、 プログラム  コ メン ト内
にある小さなユーティ リ テ ィ  マクロ  スク リプ トの実行にも便利です。
最後に必ず Stop ステート メン ト を使用して ください。 これを行わない
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と、 マク ロ  インタープリ タはコ メン トの最後に達した後も実行し続け
よ う と します。

たとえば、 C ファ イルのコ メン ト内にある次のインライン  マクロは、
識別子 ucmMax への参照を検索し、 識別子 ucmMax を参照しているす
べてのファ イルを再コンパイルします。  このインライン マクロを実行
するには、 最初の行にカーソルを配置し、 [Run Macro] コマンドを呼び
出します。

#define ucmMax120

/* Macro: touch all ucmMax references:

// to run, place cursor on next line and invoke “Run Macro” 
hbuf = NewBuf("TouchRefs") // create output buffer
if (hbuf == 0)

stop
SearchForRefs(hbuf, "ucmMax", TRUE)
SetCurrentBuf(hbuf) // put search results in a window
SetBufDirty(hbuf, FALSE); // don’t bother asking to save
Stop  
*/

ステート メン ト

マクロは、 個々のステート メン トで構成されます。 2 つ以上のステー
ト メン トのグループが中括弧 { } で囲まれています。

ステート メン トは以下のいずれかです。

• if ステート メン トや while ステート メン ト など、 マクロ言語の

ステート メン ト要素。 これらのステート メン トについては、 後
で説明します。

• ユーザー定義マクロ関数の呼び出し。 マク ロ関数は、 マクロ  
ソース  ファ イルで定義し、 保存します。

• GetCurrentBuf など、 内部マクロ関数への呼び出し。 Source 
Insight では、 多くのビルト イン関数が用意されています。 ビル
ト イン関数については、 後のセクシ ョ ンで説明します。

• Line_Up or Copy など、 Source Insight のユーザー コマンドの呼び

出し。 マクロ言語では、 Source Insight のすべてのユーザーレベ
ル コマンドを使用できます。 ユーザー コマンドを呼び出すに
は、 コマンド名だけ ( パラ メータなし ) を使用します。 括弧は使
用しません。 コマンド名にスペースが含まれている場合、 ス
ペースを下線 (_) に置換してください。 たとえば、 [Select All] コ
マンドを呼び出すには、 次のよ うなステート メン ト を使用しま
す : Select_All。

関数名と変数名は大文字と小文字が区別されません。
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ステート メン ト構文は、 C または Java と同じです。 ただし、 セ ミ コロ
ンは必要なく、 無視されます。 C または Java に慣れている場合、 同じ
要領で記述するこ とができます。

いくつかのステート メン トの例を示します。

hbuf = OpenBuf(“file.c”)// call internal function 
SaveBufAs(hbuf, “filenew.c”)// call internal function 
Select_All// call user-level command “Select All”
Copy // call user-level command “Copy”
Line_Up // call user-level command “Line Up”
x = add2(n)// call user-defined macro function add2.

stop ステート メン ト を使用して実行を停止できます。

マクロからダイアログ ボッ クスのある  Source Insight コマンドを実行す
る と、 ダイアログ ボッ クスが表示されます。

基本的なマクロ言語ステート メン ト を次の表に要約します。

変数

変数に値を割り当てて定義します。 変数を宣言する必要はあ り ません。
しかし、 var ステート メン ト を使用して、 変数を明示的に宣言するこ と
もできます。

変数名は大文字と小文字が区別されません。 変数名は、 数字ではなく、
文字または下線 (_) で始める必要があ り ます。

変数には型があり
ません。

すべての変数は文字列です。 C のよ うな型はなく、 変数を宣言する必
要はあ り ません。 そのため、 簡単に変数を使用するこ とができます。
変換やキャス トは必要あ り ません。 さ らに、 文字列のメモ リ管理も不
要です。

表 6.1: マクロ ステート メン ト

ステート メン ト 説明

break while ループを終了します。

if (cond)… else 条件をテス ト します。

continue while ループの先頭から続行しま

す。

return n 関数から  n を リ ターンします。

stop マクロの実行を停止します。

while (cond) cond が true の間ループします。
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変数の宣言

var ステート メン トは 1 つのローカル変数を宣言します。

var variable_name

変数を宣言する必要はあ り ませんが、 変数の宣言にはいくつかの利点
があ り ます。

• 変数への参照の構文フォーマッ トが有効になる。

• 変数が空の文字列 (nil) に初期化される。 そのため、 初期化せず

に使用しても、 リ テラル値と区別するこ とができます。

例 :
macro SomeFunction()
{ 
    var localx

    // "localx" is displayed with "Ref to Local" style 
    localx = 0  
}

ローカル変数は、 その変数が定義されている関数の外部からはアクセ
スできません。

変数の初期化

変数は、 値を割り当てるだけで初期化されます。 空の文字列に初期化
する と便利です。 この場合、 特別な定数 nil を使用します。

例 :
S = nil // s is set to the empty string
S = "" // same thing

グローバル変数

global ステート メン トは、 グローバル変数の宣言に使用します。 例 :
macro SomeFunction()
{

global last_count
...

}

var ステート メン トで宣言された変数や割り当てによって作成された変
数は、 そのステート メン トが含まれている関数のローカル変数です。
global ステート メン トは、 ローカルではなく、 グローバル スコープの
変数を宣言します。 つま り、 複数の関数からアクセスするこ とができ
ます。
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global ステート メン トの変数は、 グローバル スコープ変数テーブルに
追加されます。 グローバル変数は、 「nil」 に初期化されます。 この例
では、 グローバルなカウンタ変数の宣言方法と使用方法を紹介します。

macro SomeFunction()
{

global last_count

// this initializes it the first time through
if last_count == nil last_count = 0
...

}

グローバル変数の
値は、 Source 
Insight のセッシ ョ
ンの開始から終了
まで保持されま
す。

グローバル変数は、 Source Insight のセッシ ョ ンが有効な限り、 有効で
す。 つま り、 マク ロ関数やイベン ト関数の呼び出し間の情報を保持す
るこ とができます。 Source Insight を終了する と、 グローバル変数は破
棄されます。

global ステート メン トに到達する と  global ステート メン トが実行され
ます。 global ステート メン トはステート メン トの実行パスになければ
なり ません。 global ステート メン トは関数内に配置してください。

グローバル変数は、 カウンタの追加および他の継続状態に便利です。
すべてのハンドルは、 マク ロの終了時に破棄されるため、 ハンドルは
保持できません。 たとえば、 次のコードは使用できません。

global hbuf
hbuf = OpenBuf("abc.txt")

上記の例では、 マク ロが終了する と、 hbuf 変数には正し くないハンド
ルが保持されます。

変数名の拡張

識別子が定義されている変数名の場合、 識別子はそれらの文字列値に
拡張されます。 そ うでない場合、 そのまま使用されます。 また、 二重
引用符で囲まれている場合も、 そのまま使用されます。 例 :

s = abc  // same as s = "abc" if abc is not defined

.. または ..
abc = Hello
s = abc  // same as s = "Hello" (if Hello is not defined!)
s = "abc"    // s equals "abc"

誤って変数の値と して変数名を使用しないよ うに、 var ステート メ ン ト
を使用して変数の宣言を行ってください。
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文字列内の変数の拡張

@ 文字を使用して、 変数を別の文字列に挿入するこ とができます。 リ
テラル文字列内に @ 文字で囲まれた変数名がある場合、 Source Insight 
は @variable@ をその変数の値に置換します。

例 :
S = “Hey, @username@, don’t break the build again!”

この例は、 文字列内の @username@ を変数 username の値に置換しま
す。

\@ または @@ を使用して、 @ 文字をエスケープできます。 例 :
S = “Mail info@@company.com for information.”

変数の演算

変数は文字列と して表されますが、 演算を行う こ とができます。 例 :
s = "1"
x = s + 2   // x now contains the string "3"
y = 2 * x + 5// x now contains "11"

演算の前に、 変数
は数値に変換され
ます。

変数を数値と して使用するために、 何もする必要はあ り ません。 変数
がどのよ うに保存されているのかを考慮する必要もあ り ません。 しか
し、 変数に数値と して評価されない文字列が含まれている場合は、 注
意が必要です。 この場合、 エラーが生成されます。 例 :

s = "hello"
x = s + 1// error

IsNumber 関数を呼び出して、 文字列が数値がど うかを確認できます。

if (IsNumber(x))
x = x / 4 // okay to do arithmetic

浮動小数点数はサポート されていません。

文字列のインデックス

変数のインデック
スを作成すると、
1 文字の新規文字

列が作成されま
す。

変数のインデッ クスを文字配列と して作成できます。 インデッ クスは
ゼロベースです。 例 :

s = "abc"
x = s[0]    // x now contains the string "a"

変数のインデッ クスを作成する と、 1 文字の新規文字列が作成されま
す。
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最後の文字の次のインデッ クスは、 空の文字列です。 これは、 C の 0 
終端文字列に似ています。 \0 文字の代わりに空の文字列が使用されま
す。

s = "abc"
length = strlen(s)
ch = s[length] // ch now contains the empty string
if (ch == "")

msg "End of string."

レコード変数

レコード変数は構
造体に似ていま
す。

C のデータ構造はサポート されていませんが、 集合型レコード変数は
サポート されています。 レコード変数は、 実際には 「name=value」 の
リ ス ト です。 レコード変数の使用方法は、 C の構造体と同じです。

レコード変数は、 複数の値を返すのに便利なため、 いくつかの内部マ
クロ関数によって返されます。

レコード  フ ィールドは、 ド ッ ト  (.) 演算子を使用して 
<recordvar>.<fieldname> 形式で参照されます。

たとえば、 次の例は シンボル参照レコード変数からファ イル内のシン
ボルの場所を読み取り ます。

Filename = slr.file // get file field of slr
LineNumber = slr.lnFirst  // get lnFirst field of slr

これに似た方法で、 レコード変数に値を割り当てます。

userinfo.name = myname; // set “name” field of userinfo

nil を割り当てて、 空のレコードを初期化します。

userinfo = nil// make a new empty record
userinfo.name = “Jeff”// begin adding fields

レコード変数の保存

レコード変数は、
長い文字列です。

文字列と して保存されます。 各フ ィールドは、 「fieldname=value」 と し
てセ ミ コロンで区切って保存されます。

例 :
name=”Joe Smith”;age=”34”;experience=”guru”
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レコード変数の文字列を一から作成する場合、 次のよ うに文字列を二
重引用符で囲み、 文字列内の各二重引用符には \" を使用してエスケー
プします (C と同じです )。

rec = “name=\”Joe Smith\”;age=\”34\”;experience=\”guru\””

ただし、 フ ィールドごとに割り当てたほうが簡単です。 例 :
Rec = nil  // initializes as an empty string
Rec.name = “Joe Smith”
Rec.age = “34”
Rec.experience = “guru”

フ ィールドに特定の順序はあ り ません。 事前に宣言され、 レコード変
数に関連付けらている構造体はあ り ません。 そのため、 値を割り当て
るだけで、 新規フ ィールを追加できます。

例 :
Location = GetSymbolLocation(symname)
Location.myOwnField = xyz// append a field when you feel like 

it!

配列手法

ファイル バッファ

を配列として使用
できます。

Source Insight のマクロ言語は、 配列変数をサポート していません。 し
かし、 ファ イル バッファを動的配列と して使用するこ とができます。
バッファ内のそれぞれの行は、 配列要素を表します。 また、 レコード
変数を各行に保存してレコード配列とするこ と もできます。

バッファ関数については、 後のセクシ ョ ンで説明します。 バッファの
作成と破棄を行う  NewBuf および CloseBuf や、バッファ  ラ イン関数の 
GetBufLine、 PutBufLine、 InsBufLine、 AppendBufLine、 DelBufLine、
GetBufLineCount など、 いくつかの便利な関数があ り ます。 また、
NewWnd は、 ウ ィンド ウに配列バッファを配置し、 配列の内容を表示
するこ とができます。
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次の例は、 レコードの配列バッファを作成します。

hbuf = NewBuf()
rec = “name=\”Joe Smith\”;age=\”34\”;experience=\”guru\””
AppendBufLine(hbuf, rec)
rec = “name=\”Mary X"\”;age=\”31\”;experience=\”intern\””
AppendBufLine(hbuf, rec)
// hbuf now has 2 records in it
…
rec = GetBufLine(hbuf, 0) // retrieve 0th element
CloseBuf(hbuf)

特別な定数

マクロを実行中に、 いくつかの定数値が定義されます。 他のすべての
識別子と同様に、 定数名は大文字と小文字が区別されません。

演算子

ほとんどのバイナリ演算子は C と同じです。 演算子の優先順位も  C と
同じです。 括弧を使用して、 式をグループ化するこ と もできます。

表 6.2: ランタイム定数

定数 値

True "1"

False "0"

Nil "" – 空の文字列。

hNil "0" – 無効なハンドル値。

invalid "-1" – 無効なインデッ クス値。

表 6.3: 演算子

演算子 意味

+ および - 加算および減算

* および / 乗算および除算   

! 否定または "Not"。 たとえば、 !True は False と同

じです。

++i および 
i++

前置および後置インク リ メン ト

--i および 
i--

前置および後置デク リ メン ト
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変数には非数値が格納されているこ とがあるため、 関係演算子は次の
よ うに処理されます。

条件およびループ : if-else と  while 

Source Insight のマクロ言語は、 if ステート メン トおよび while ステート
メン ト をサポート しています。

|| 論理和演算

&& 論理積演算

!= 論理不等価演算

== 論理等価演算

< よ り小さい

> よ り大きい

<= 以下

>= 以上

# 文字列連結

"@var@" 変数式。 文字列内の変数を拡張するために、 引用
符で囲まれた文字列内で使用されます。

表 6.4: 文字列の関係演算子

演算子 意味

== 文字列は同じです ( 大文字と小文字が区別されま

す )。

!= 文字列は同じではあ り ません ( 大文字と小文字が

区別されます )。   

<
>
<=
>=

文字列は数値に置換されてから比較されます。 空
の文字列または非数値の文字列は、 ランタイム エ
ラーになり ます。

表 6.3: 演算子

演算子 意味
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if ステート メン ト

if ステート メン トは、 条件をテス ト し、 条件に基づいて 1 つまたは複
数のステート メン ト を実行するのに使用します。 if ステート メン トの
構文は次のとおりです。

if (condition)
statement // condition is true

上記の例では、 条件が true の場合、 ステート メン トが実行されます。
{} を使用して 2 つ以上のステート メン ト をグループ化するこ と もでき
ます。 例 :

if (condition)
{
statement1
statement2
}

if ステート メン トに else 節を追加するこ とができます。

if (condition)
statement1 // condition is true

else
statement2 // condition is false

while ステート メン ト

while ステート メン トは、 条件が true である間、 ループします。 while 
ステート メン トの構文は次のとおりです。

while (condition)
statement // keeps executing statement until condition is 

false

上記の例では、 条件が true である限り、 while ブロ ッ ク内のステート メ
ン トが実行されます。 条件は、 毎回ループの最初にテス ト されます。
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{} を使用して 2 つ以上のステート メン ト をグループ化するこ と もでき
ます。 例 :

while (condition)
{
statement1
statement2
}

break と  continue
break ステート メン トは while ループを終了するのに使用します。 複数
の while ループが入れ子されている場合、 break ステート メン トは最内
ループを終了します。

while (condition)
{
if (should_exit)

break // exit the while loop
…
}

continue ステート メン トは、 ループの先頭 ( 条件式の評価 ) に移動しま
す。

while (condition)
{
if (skip_rest_loop)

continue // continue at the top of the while loop
…
}

条件の評価

Source Insight は、 毎回条件式全体を評価します。 これは、 C の条件式
の評価方法とは異なる重要な点です。 C では式の一部だけが評価され
るこ とがあ り ます。 次の条件式について考えてみまし ょ う。

if (hbuf != hNil && GetBufLineCount(hbuf) > x)

hbuf が hNil の場合、 Source Insight ではこの条件式はエラーになり ま
す。 C では、 hbuf != hNil を評価した後に評価は終了されます。 Source 
Insight では式全体が評価されます。 この場合、 hNil がバッファ  ハンド
ルと して GetBufLineCount へ渡されるためエラーにな り ます。
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Source Insight では、 このステート メン トは次のよ うに記述する必要が
あ り ます。

if (hbuf != hNil)
if (GetBufLineCount(hbuf) > x)

命名規則

このマク ロ言語ガイ ドの変数名と関数パラ メータ名には、 次の命名規
則が使用されています。

表 6.5: 識別子の命名規則

名前 意味

s および sz 文字列

ch 単一文字。 文字列に複数の文字がある場合、 最
初の 1 文字のみ使用されます。

ich 文字列内または行内の文字へのゼロベースのイ
ンデッ クス

ichFirst 文字範囲内の最初のインデッ クス

ichLast 文字範囲内の最後のインデッ クス  ( 包括的 )

ichLim 限界インデッ クス  - 範囲内の最後のインデッ クス

の次

cch 文字数

fThing 「f」 はフラグまたは論理値を示します。 fThing は
「Thing」 が True であるこ とを意味します。

TRUE 非ゼロ値。 例 : 「1」

FALSE ゼロ値。 例 : 「0」

ln ゼロベースの行番号

lnFirst 範囲内の最初の行番号

lnLast 範囲内の最後の行番号 ( 包括的 )

lnLim 限界 - 範囲内の最後の行番号の次

hbuf ファ イル バッファへのハンドル

hwnd ウ ィンド ウへのハンドル

hprj プロジェク トへのハンドル

hsyml シンボル リ ス トへのハンドル

その他の名前 一般的な文字列変数
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標準のレコード構造

レコード構造は C のデータ構造に似ています。 レコード変数は、 実際
には 「name=value」 の リ ス ト です。 レコード変数の使用方法は、 C の
構造体と同じです。

レコード変数は、 複数の値を返すのに便利なため、 いくつかの内部マ
クロ関数によって返されます。

このセクシ ョ ンでは、 Source Insight の内部マクロ関数で使用されるレ
コード構造について説明します。

Bookmark レコード

ブッ クマーク とは、 ファ イル バッファの位置です。 Bookmark レコー
ドには次のフ ィールドがあ り ます。

Bufprop レコード

Bufprop レコードには、 ファ イル バッファのプロパティが格納されて
います。 Bufprop レコードは、 GetBufProps によって返されます。
Bufprop には次のフ ィールドがあ り ます。

フ ィールド 説明

Name ブッ クマーク名。

File ブッ クマークの位置のファイル名。

ln 行番号の位置。

ich 行にある文字インデッ クス。

フ ィールド 説明

Name バッファ名 ( 例 : ファ イル名 )

fNew 保存されていない新規バッファの場合は True。

fDirty バッファを保存または開いた後に編集した場合は 
True。

fReadOnly バッファが読み取り専用の場合は True。

fClip バッファがク リ ップ ウ ィンド ウに表示されるク

リ ップの場合は True。

fMacro バッファがマクロ  ファ イルの場合は True。

fRunningMacro バッファが現在実行中のマクロ  ファ イルの場合は 
True。

fCaptureResults バッファにカスタム コマンド出力が格納されてい

る場合は True。
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DIM レコード

DIM レコードは、 水平および垂直のピクセル サイズを指定します。

Link レコード  
Link レコードは、 ソース  リ ンクによって指定されるファ イル内の場所
を指定します。 Link レコードには次のフ ィールドがあ り ます。

ProgEnvInfo レコード

ProgEnvInfo レコードには、 Source Insight の実行環境の情報が格納され
ています。

fSearchResults バッファに検索結果が格納されている場合は 
True。

fProtected バッファが内部使用のために保護および予約され
ている場合は True。

lnCount バッファの行数。

Language バッファのプログラ ミ ング言語。 ファ イルのド
キュ メン ト  タイプによ り決定されます。

DocumentType バッファのドキュ メン ト  タイプ。

フ ィールド 説明

Cxp X ピクセル数 ( 水平サイズ )

Cyp Y ピクセル数 ( 垂直サイズ )

フ ィール
ド

説明

File ファ イル名

ln 行番号 - ファ イルが変更されない限り有効です。 ファ イ

ルに行が挿入されたり、 ファ イルから行が削除される
と、 行番号は無効になり ます。 GetSourceLink を再度呼

び出し、 更新された行番号を取得できます。

フ ィールド 説明

ProgramDir Source Insight のプログラム ディ レク ト リ 。 プ

ログラム ファ イルが保存されている場所で

す。

TempDir テンポラ リ  ファ イル ディ レク ト リ 。

フ ィールド 説明
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ProgInfo レコード

ProgInfo レコードは、 実行中の Source Insight のバージ ョ ンを指定しま
す。 次のフ ィールドがあ り ます。

BackupDir バッ クアップ ディ レク ト リ 。 保存したファイ

ルのバッ クアップが格納されている場所です。

ClipDir ク リ ップが保存されているディ レク ト リ 。

ProjectDirectoryFile プロジェク ト  ディ レク ト リ  ファ イルの名前。

プロジェク ト  ディ レク ト リ  ファ イルには、 開

かれたすべてのプロジェク トの リ ス トが含ま
れています。

ConfigurationFile 現在アクティブな設定ファイルの名前。

ShellCommand コマンド  シェルの名前。 コマンド  シェルは、

実行中のオペレーティング システムのバー

ジ ョ ンに依存します。

UserName 登録されているユーザー名。

UserOrganization 登録されているユーザーの組織名。

SerialNumber 登録されているシ リ アル番号。

フ ィールド 説明

ProgramName プログラムの名前 ( 例 : 「Source Insight」 )

versionMajor メジャー バージ ョ ン番号。 バージ ョ ン番号が 
1.02.0003 の場合、 1 がメジャー バージ ョ ンで

す。

versionMinor マイナー バージ ョ ン番号。 バージ ョ ン番号が 
1.02.0003 の場合、 2 がマイナー バージ ョ ンで

す。

versionBuild バージ ョ ンのビルド番号。 バージ ョ ン番号が 
1.02.0003 の場合、 3 がビルド番号です。

CopyrightMsg Source Dynamics の著作権情報。

fTrialVersion プログラムが評価版の場合は True。

fBetaVersion プログラムがベータ版の場合は True。

ExeFileName 実行ファイルの名前。

cchLineMax ソース  ファ イル行で許可されている最大文字

数。

cchPathMax パス名でサポート されている最大文字数。

フ ィールド 説明
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Rect レコード

Rect レコードは、 矩形の座標を指定します。 Rect レコードには次の
フ ィールドがあ り ます。

Selection レコード  
Selection レコードは、 ウ ィンド ウ内のテキス ト選択の状態を指定しま
す。 Selection レコードには次のフ ィールドがあ り ます。

cchSymbolMax シンボルのフル ネームで許可されている最大

文字数。

cchCmdMax コマンド、 カスタム コマンド、 またはマクロ  
コマンドの名前で許可されている最大文字数。

cchBookmarkMax ブッ クマークの名前で許可されている最大文
字数。

cchInputMax ダイアログ ボッ クスのテキス ト入力フ ィール

ドで許可されてい最大文字数。

cchMacroStringMax マクロ文字列変数で許可されている最大文字
数。

lnMax ソース  ファ イルでサポート されている最大行

数。

integerMax サポート されている最大整数値。

integerMin サポート されている最小整数値 ( 負の数 )。

フ ィールド 説明

Left 矩形の左座標のピクセル。

Top 矩形の上座標のピクセル。

Right 矩形の右座標のピクセル。

Bottom 矩形の下座標のピクセル。

フ ィールド 説明

lnFirst 最初の行番号

ichFirst lnFirst 行の最初の文字のインデッ クス

lnLast 最後の行番号

ichLim lnLast 行の最後の文字の限界インデッ クス  ( 最後の

次 )

フ ィールド 説明
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Symbol レコード

Symbol レコードはシンボル宣言です。 シンボルの場所と種類を指定し
ます。 プロジェク ト内または開いているファ イル バッファ内にあるシ
ンボルを一意に指定するのに使用します。

Symbol レコードは、 いくつかの関数によって返されます。 また、 いく
つかの関数への入力と して使用されます。 Symbol レコードには次の
フ ィールドがあ り ます。

fExtended 複数の文字を含めるよ うに選択が拡張されている場
合は TRUE。 選択が単純な挿入ポイン トの場合は 
FALSE。
これは、 次の式と同じです。
(sel.fRect || sel.lnFirst != sel.lnLast || sel.ichFirst != 
sel.ichLim)

fRect 選択が矩形 ( ブロ ッ ク形式 ) の場合は TRUE。
選択が文字列の線形範囲の場合は FALSE。

次のフ ィールドは、 fRect が TRUE の場合のみ適用されます。

xLeft ウ ィンド ウ座標における矩形の左のピクセルの位
置。

xRight ウ ィンド ウ座標における矩形の右のピクセルの位
置。

フ ィールド 説明

Symbol シンボルのフル ネーム。 シンボル名は、 実際にはパ

スです。 各シンボル名は、 ド ッ ト  (.) 文字で区切られ

たパスのコンポーネン トに分類されます。 たとえ
ば、 「myclass.member1」 とい うシンボル名では、  
「member1」 は 「myclass」 に含まれています。

Type シンボルの種類 ( 例 : 「関数」、 「ク ラス」 など )

Project シンボルが見つかったプロジェク トのフル パス。

File シンボルが見つかったファイルのフル パス。

lnFirst シンボル宣言の最初の行番号

lnLim シンボル宣言の限界行番号

lnName 宣言内のシンボル名が記述されている行番号

ichName 宣言内の lnName 行にあるシンボル名の文字イン

デッ クス。

Instance File 内のシンボルのインスタンス番号パス。 たとえ

ば、 シンボルの最初の記述はインスタンス  0、 2 番目

はインスタンス  1、 という よ うになり ます。

フ ィールド 説明
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SYSTIME レコード

SYSTIME レコードはシステム時間を指定します。 GetSysTime 関数に
よって返されます。

内部マクロ関数

Source Insight では、 多くの内部マクロ関数が用意されています。 これ
らは、 文字列、 ファ イル バッファ、 ウ ィンド ウ、 プロジェク ト 、 およ
びシンボル情報を操作するための関数です。

内部マクロ関数の呼び出し構文は、 ユーザー定義マクロ関数の呼び出
し と同じです。 例 :

hbuf = GetCurrentBuf()   // call GetCurrentBuf function

文字列関数

文字列関数は、 文字列の操作のために提供されています。 C とは異な
り、 文字列のメモ リ管理や文字列を格納するためのバッファの宣言は
必要あ り ません。

AsciiFromChar (ch)

指定された文字 ch の ASCII 値を返します。 ch が複数の文字を含む文
字列の場合、 最初の文字のみテス ト されます。

フ ィールド 説明

time  文字列形式の時刻。

date  文字列形式の曜日、 日、 月、 年。

Year  現在の年。

Month  現在の月 ( 数値 )。 1 月は 1 です。

DayOfWeek  曜日 ( 数値 )。 日曜日は 0、 月曜日は 1 という よ う

にな り ます。

Day  日

Hour  現在の時間。

Minute  現在の分。

Second  現在の秒。

Milliseconds  現在のミ リ秒。
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cat (a, b)

文字列 a と  b を連結して返します。

CharFromAscii (ascii_code)

ascii_code の ASCII コードに対応する単一文字を含む文字列を返しま
す。

islower (ch)

指定された文字 ch が小文字の場合、 TRUE を返します。 ch が複数の文
字を含む文字列の場合、 最初の文字のみテス ト されます。

IsNumber (s)

文字列 s が数字列の場合、 TRUE を返します。 非数字列を演算式で使
用する と、 ランタイム  エラーにな り ます。

isupper (ch)

指定された文字 ch が大文字の場合、 TRUE を返します。 ch が複数の文
字を含む文字列の場合、 最初の文字のみテス ト されます。

strlen (s)

文字長を返します。

strmid (s, ichFirst, ichLim)

ichFirst から  ichLim までの範囲 (ichLim は含まれない ) の s の中間文字
列を返します。 つま り、 s[ichFirst] から  s[ichLim - 1] までです。 ichFirst 
と  ichLim が同じ場合、 空の文字列範囲が指定されます。

strtrunc (s, cch)

文字列 s を  cch 文字に切り捨てたものを返します。

tolower (s)

指定された文字列を小文字に変換したものを返します。

toupper (s)

指定された文字列を大文字に変換したものを返します。
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ユーザー入力および出力関数

ユーザー入力および出力関数は、 ユーザーからの入力の取得、 または
メ ッセージ ウ ィ ンド ウへの出力の表示を行います。

Ask (prompt_string)

メ ッセージ ボッ クス  ウ ィンド ウに文字列 prompt_string を表示します。
Ask メ ッセージ ボッ クスには、 [OK] ボタンと  [Cancel] ボタンがあ り ま
す。 [Cancel] ボタンをク リ ッ クする と、 マク ロが停止します。

AssignKeyToCmd(key_value, cmd_name) 

cmd_name によって指定されたコマンドに key_value を割り当てます。
以降、 key_value を押すと コマンドが呼び出されます。

key_value は、 GetKey および KeyFromChar によって返されるキーボー
ドのキーの数値です。 CharFromKey を使用して、 key_value を文字に変
換できます。

cmd_name は、 コマンド名の文字列です。

例 :
key = GetKey();
AssignKeyToCmd(key, “Open Project”);

Beep ()

ビープ音を 1 回鳴らします。

CharFromKey (key_code)

指定されたキー コードに関連付けられている文字を返します。
key_code が標準文字のキー コードでない場合、 0 を返します。

key_code は、 GetKey および KeyFromChar によって返されるキーボー
ドのキーの数値です。 CharFromKey を使用して、 key_code を文字に変
換できます。

CmdFromKey(key_value) 

現在 key_value に割り当てられている  Source Insight コマンド名の文字
列を返します。 これは、 key_value を押したと きに呼び出されるコマン
ドの名前です。

key_value は、 GetKey および KeyFromChar によって返されるキーボー
ドのキーの数値です。

CharFromKey を使用して、 key_value を文字に変換できます。
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例 :
key = GetKey();
cmd_name = CmdFromKey(key);
msg(“That key will invoke the @cmd@ command.”);

EndMsg ()

StartMsg によって開始されたメ ッセージ ボッ クスを閉じます。

FuncFromKey (key_code)

ファンクシ ョ ン  キー コードから、 ファンクシ ョ ン キーの数字 (F1 - 
F12 に対応する  1 - 12) を返します。 key_code がファンクシ ョ ン キー 
コードでない場合、 0 を返します。

key_code は、 GetKey および KeyFromChar によって返されるキーボー
ドのキーの数値です。 CharFromKey を使用して、 key_code を文字に変
換できます。

GetChar ()

キーが押されるのを待機し、 単一文字を返します。

GetKey ()

キーが押されるのを待機し、 キー コードを返します。 キー コードは、
Source Insight が各キーに関連付けている特別な数値です。
CharFromKey を使用して、 文字にキー コードを割り当てるこ とができ
ます。

GetSysTime(fLocalTime) 

日時を表す文字列が格納されている  SYSTIME レコードを返します。
355 ページの 「SYSTIME レコード」 も参照して ください。

fLocalTime が非ゼロの場合、 ローカルの時間が返されます。 そ うでな
い場合、 システム時間 (UTC 形式 ) が返されます。

IsAltKeyDown (key_code)

key_code に対して [ALT] キーが押されている場合、 TRUE を返します。
key codes には、 [CTRL] キーおよび [ALT] キーの状態が含まれていま
す。

key_code は、 GetKey および KeyFromChar によって返されるキーボー
ドのキーの数値です。 CharFromKey を使用して、 key_code を文字に変
換できます。
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IsCtrlKeyDown (key_code)

key_code に対して [CTRL] キーが押されている場合、 TRUE を返しま
す。 key codes には、 [CTRL] キーおよび [ALT] キーの状態が含まれて
います。

key_code は、 GetKey および KeyFromChar によって返されるキーボー
ドのキーの数値です。 CharFromKey を使用して、 key_code を文字に変
換できます。

IsFuncKey (key_code)

key_code がファンクシ ョ ン キーの場合、 TRUE を返します。 そ うでな
い場合、 FALSE を返します。

key_code は、 GetKey および KeyFromChar によって返されるキーボー
ドのキーの数値です。 CharFromKey を使用して、 key_code を文字に変
換できます。

KeyFromChar(char, fCtrl, fShift, fAlt)

指定された文字と修飾子のキーの状態で、 キー値を返します。 キー値
は、 GetKey によって返されるキーボードのキーの数値です。
CharFromKey を使用して、 キー値を文字に変換できます。

入力 :

char - キース ト ロークの文字部分。 大文字と小文字は区別され

ません。

fCtrl - [CTRL] キーが含まれる場合は非ゼロ。

fShift - [Shift] キーが含まれる場合は非ゼロ。

fAlt - [ALT] キーが含まれる場合は非ゼロ。

char パラ メータはいくつかの特殊な値を保持するこ とができます。

表 6.6: 「char」 パラ メータ値と意味

Char 値 意味

a-z アルファベッ ト文字

Fx ファンクシ ョ ン キーの数字 x ( 例 : F10)

Nx テンキーボードの文字 x (例 : "+" キーの場合 
N+)
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キーの割り当て例 :
// assign Ctrl+C to Page Down command:
key = KeyFromChar(“c”, 1, 0, 0);  // Ctrl+C 
AssignKeyToCmd(key, “Page Down”);

// assign F9 to Close Project command:
key = KeyFromChar(“F9”, 0, 0, 1);  // Alt+F9 
AssignKeyToCmd(key, “Close Project”);

入力関数例 :
// input a keypress and decode it
key = GetKey()
if (IsFuncKey(key))

Msg cat("Function key = ", FuncFromKey(key))
if (IsAltKeyDown(key))

Msg "Alt key down"
if (IsCtrlKeyDown(key))

Msg "Ctrl key down"
ch = CharFromKey(key)
if (Ascii(ch) == 13)

Msg "You pressed Enter!"
else if (toupper(ch) == 'S')

Search_Files
...

Msg (s)

文字 s を表示する メ ッセージ ウ ィンド ウを表示します。 メ ッセージ 
ボッ クスには、 [Cancel] ボタンがあ り、 マク ロを停止するこ とができ
ます。

StartMsg (s)

文字 s を表示する メ ッセージ ウ ィンド ウを表示します。 メ ッセージ 
ボッ クスには、 [Cancel] ボタンがあ り、 マク ロを停止するこ とができ
ます。 メ ッセージ ウ ィ ンド ウは返った後でも表示されたままです。

Up、 Down、 Left、
Right

矢印キー

Page Up、 Page Down
Insert、 Delete
Home、 End、
Tab、 Enter

その他の特殊キー

表 6.6: 「char」 パラ メータ値と意味

Char 値 意味
360 Source Insight ユーザー マニュアル



第 6 章 バッファ  リス ト関数
バッファ  リス ト関数

バッファ  リ ス トは、 ファ イル バッファ  ハンドルの集ま りです。 Source 
Insight アプリ ケーシ ョ ンには、 バッファ  リ ス トは 1 つしかあ り ませ
ん。 この リ ス トには、 開いているすべてのソース  ファ イルのファ イル 
バッファ  ハンドルが含まれます。 バッファ  リ ス ト関数を使用して、 す
べてのバッファを列挙できます。

BufListCount ()

この関数は、 バッファ  リ ス トのバッファ数を返します。 BufListItem を
使用して、 特定のインデッ クス位置のバッファ  ハンドルにアクセスす
るこ とができます。

BufListItem (index)

この関数は、 指定されたインデッ クスのバッファ  ハンドルを返しま
す。 バッファ  リ ス トのサイズは、 BufListCount によって返されます。
インデッ クス値は、 ゼロから  BufListCount で返される値よ り も  1 つ 少
ない数までの値です。

次の例は、 開いているバッファ  ハンドルを列挙します。

cbuf = BufListCount()
ibuf = 0
while (ibuf < cbuf)

{
hbuf = BufListItem(ibuf)
// … do something with buffer hbuf 
ibuf = ibuf + 1
}

ファイル バッファ関数

ファ イル バッファ関数は、 ファ イル バッファ とファ イル バッファ内
のテキス トの作成と操作に使用されます。 ファ イル バッファ とは、
ロード されたテキス ト  ファ イルのイ メージです。 ファ イル バッファ
は、 ユーザーによ り編集され、 その後、 [Save] コマンドでディ スクに
保存されます。

ファ イル バッファ関数の多くは、 バッファ  ハンドル (hbuf) を使用しま
す。 これらのハンドルは、 ファ イル バッファを開く ものです。 hbuf 
は、 通常小さな整数値です。 hbuf 値が hNil ( ゼロ ) の場合はエラーを
示します。
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AppendBufLine (hbuf, s)

ファ イル バッファ  hbuf に新しいテキス ト行 s を追加します。

ClearBuf (hbuf)

バッファ  hbuf を空にして、 行が含まれないよ うにします。

CloseBuf (hbuf)

ファ イル バッファを閉じます。 hbuf はバッファ  ハンドルです。

CopyBufLine (hbuf, ln)

ファ イル バッファ  hbuf から  ln 行をク リ ップボードにコピーします。

DelBufLine (hbuf, ln)

ファ イル バッファ  hbuf から  ln 行を削除します。

GetBufHandle (filename)

filename とい う名前の開いているファ イル バッファのハンドルを返し
ます。 この関数は、 開いているすべてのファ イル バッファを検索し、
指定された filename パラ メータに一致するものを検出します。
GetBufHandle は、 指定されたファ イル名のバッファが見つからない場
合、 hNil を返します。

GetBufLine (hbuf, ln)

指定されたファイル バッファ  hbuf の ln 行のテキス ト を返します。

GetBufLineCount (hbuf)

ファ イル バッファのテキス ト行数を返します。 hbuf はファイル バッ
ファ  ハンドルです。

GetBufLineLength (hbuf, ln)

指定されたファイル バッファ  hbuf の ln 行の文字数を返します。

GetBufLnCur (hbuf)

ファ イル バッファ  hbuf 内でユーザーによ り選択された現在の行数を返
します。 指定されたファ イル バッファがソース  ファ イル ウ ィンド ウ
に表示されていない場合は、 マク ロ  エラーが生成されます。
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GetBufName (hbuf)

ファ イル バッファに関連付けられているファ イル名を返します。 hbuf 
はファイル バッファ  ハンドルです。

GetBufProps (hbuf)

Bufprop レコードを返します。 このレコードには、 指定されたバッ
ファのプロパティが含まれています。 350 ページの 「Bufprop レコー
ド」 も参照して ください。

GetBufSelText (hbuf)

ファ イル バッファ  hbuf で選択されている文字を文字列と して返しま
す。 1 つのテキス ト行の最大文字列を返します。 選択された単語のテ
キス ト を取得するのに役立ちます。 指定されたファイル バッファが
ソース  ファ イル ウ ィ ンド ウに表示されていない場合は、 マクロ  エ
ラーが生成されます。

GetCurrentBuf ()

現在のバッファへのハンドルを返します。 現在のバッファは、 最前面
のソース  ファ イル ウ ィンド ウに表示されているファ イル バッファで
す。 現在のバッファがない場合 ( 例 : 開いているソース  ファ イル ウ ィ
ンド ウがない )、 hNil を返します。

InsBufLine (hbuf, ln, s)

ファ イル バッファ  hbuf の行番号 ln に新しいテキス ト行 s を挿入しま
す。

IsBufDirty (hbuf)

バッファがダーティな場合は、 True を返します。 ダーティなバッファ
とは、 開かれた後や保存されて後で、 編集されたバッファのこ とです。
ダーティ  バッファには、 保存されていない変更が含まれています。

IsBufRW (hbuf)

指定されたバッファが読み取り / 書き込み可能な場合は、 True を返し
ます。 この関数は、 バッファが読み取り専用の場合、 False を返しま
す。

MakeBufClip (hbuf, fClip)

fClip が True の場合、 ファ イル バッファ  hbuf は Clip バッファにな り ま
す。 以降、 バッファは通常のク リ ップと して、 ク リ ップ ウ ィンド ウに
表示されます。
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fClip が False の場合、 バッファは通常の、 非ク リ ップ ファ イル バッ
ファにな り ます。

ク リ ップ バッファは、 Source Insight が存在する場合は、 Source Insight 
プログラム ディ レク ト リの Clips サブディ レク ト リに自動的に保存さ
れます。

NewBuf (name)

新しい空のファイル バッファを作成し、 ファ イル バッファ  (hbuf) にハ
ンドルを返します。 新しいバッファの名前は、 name パラ メータで指定
されます。 NewBuf は、 エラーのためにバッファが作成できなかった
場合、 hNil を返します。

OpenBuf (filename)

filename とい う名前のファイルをファ イル バッファに開き、 ファ イル 
バッファにハンドルを返します。 OpenBuf は、 ファ イルを開く こ とが
できなかった場合に hNil を返します。

OpenMiscFile (filename)

filename とい う名前のファイルを開きます。 開かれたファ イルの種類
に応じて、 動作は異なり ます。 たとえば、 .CF3 拡張子のファ イルが開
かれた場合は、 新しい設定ファ イルをロード します。 プロジェク ト  
ファ イル (.PR 拡張子 ) が開かれた場合は、 プロジェク ト を開きます。
OpenMiscFile は、 成功した場合は TRUE を失敗した場合は FALSE を返
します。

PasteBufLine (hbuf, ln)

ク リ ップボードの内容をファイル バッファ  hbuf の ln 行の直前にコ
ピーします。

PrintBuf (hbuf, fUseDialogBox)

指定されたファイル バッファをプリ ンタに出力します。     
fUseDialogBox が True の場合は、 [Print] ダイアログ ボッ クスが最初に
表示されます。 そ うでない場合は、 ユーザーが操作しなくてもデフォ
ルトのプ リ ンタに出力されます。

PutBufLine (hbuf, ln, s)

ファ イル バッファ  hbuf の行番号 ln のテキス ト行を文字列 s に置換し
ます。
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RenameBuf (hbuf, szNewName)

指定されたバッファの名前を  szNewName に変更します。 ディ スク上
のファイルの名前も変更されます。 バッファが開いているプロジェク
トのメンバの場合、 プロジェク ト内でファイル名が変更されます。

SaveBuf (hbuf)

ファ イル バッファをディ スクに保存します。 hbuf はバッファ  ハンドル
です。

SaveBufAs (hbuf, filename)

ファ イル バッファを異なるファ イル名で保存します。 hbuf はバッファ  
ハンドルです。 filename は、 新しいファイルの名前です。

SetBufDirty (hbuf, fDirty)

指定されたバッファのダーティ状態を  fDirty に設定します。 ダーティ
なバッファ とは、 開かれた後や保存されて後で、 編集されたバッファ
のこ とです。 ダーティ  バッファには、 保存されていない変更が含まれ
ています。

ユーザーがダーティなバッファを閉じる際、 Source Insight はファ イル
を保存しよ う と します。 この関数を使用して、 バッファのダーティ状
態を解除し、 保存を確認する メ ッセージが表示されないよ うにできま
す。

SetBufIns (hbuf, ln, ich)

カーソル位置の挿入ポイン ト をファ イル バッファ  hbuf の文字インデッ
クス  ich にある行番号 ln に設定します。 指定されたファイル バッファ
がソース  ファ イル ウ ィンド ウに表示されていない場合は、 マクロ  エ
ラーが生成されます。

SetBufSelText (hbuf, s)

ファ イル バッファ  hbuf で現在選択されている文字を文字列 s に置換し
ます。 選択した単語のテキス ト を置換するのに役立ちます。 指定され
たファイル バッファがソース  ファ イル ウ ィンド ウに表示されていな
い場合は、 マク ロ  エラーが生成されます。
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これは、 バッファに新しいテキス ト を挿入する最も簡単な方法です。
たとえば、 このコードは 「new text」 を現在の挿入位置にある現在の
バッファに挿入します。

hbuf = GetCurrentBuf()
SetBufSelText(hbuf, "new text")

SetCurrentBuf (hbuf)

アクティブなファ イル バッファをハンドルが hbuf のバッファに設定し
ます。 現在のバッファは、 最前面のソース  ファ イル ウ ィンド ウに表示
されているファ イル バッファです。

環境関数とプロセス関数

環境関数とプロセス関数で、 レジス ト リ と環境値の取得と設定が行え
ます。 また、 内部コマンド と外部コマンドを実行するこ とができます。

GetEnv (env_name)

env_name で指定された環境変数の値を返します。 環境変数がない場合
は、 空の文字列を返します。

GetReg (reg_key_name)

reg_key_name という名前のレジス ト リ  キーに関連付けられた値を返し
ます。 キー値は、 HKEY_CURRENT_USER/Software/Source Dynamics/
Source Insight/2.0 キー パス配下に格納されます。 キーが存在しない場
合は、 空の文字列が返されます。

IsCmdEnabled (cmd_name)

cmd_name で指定されたコマンドが現在有効な場合は、 TRUE を返しま
す。 プログラムの状態によ り  Source Insight がコマンドを実行できない
場合は、 コマンドは有効にな り ません。 たとえば、 [Save] コマンドは、
開いているソース  ファ イル ウ ィンド ウがない場合は、 有効になり ませ
ん。

PutEnv (env_name, value)

env_name という名前の環境変数を  value に設定します。

RunCmd (cmd_name)

cmd_name で指定されたコマンドを実行します。 これによ り、 [Custom 
Commands] コマンドで定義されたカスタム  コマンドなどの特殊なコマ
ンドを実行するこ とができます。
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RunCmdLine (sCmdLine, sWorkingDirectory, fWait)

sCmdLine で指定されたコマンド行文字列を起動します。 成功した場合
は非ゼロを、 エラーの場合はゼロを返します。

sWorkingDirectory が Nil でない場合、 作業ディ レク ト リが使用されま
す。 sWorkingDirectory が Nil の場合、 現在のプロジェク トのホーム 
ディ レク ト リが使用されます。

fWait が非ゼロの場合、 プロセスが終了するまで関数は値を返しませ
ん。 そ うでない場合は、 すぐに値を返します。 プロセスが別のウ ィン
ド ウ  アプ リ ケーシ ョ ンの場合は、 fWait の状態に関わらず、 すぐに値
を返します。

SetReg (reg_key_name, value)

reg_key_name という名前のレジス ト リ  キーに関連付けられている値を
設定します。 キー値は、 HKEY_CURRENT_USER/Software/Source 
Dynamics/Source Insight/2.0 キー パス下に格納されます。 キーが存在し
ない場合は、 作成されます。

SetReg 関数と  GetReg 関数は、 セッシ ョ ン間の独自の Source Insight 関
連情報を格納する方法を提供します。

ShellExecute (sVerb, sFile, sExtraParams, sWorkingDirectory, windowstate) 

指定されたファイルで "ShellExecute" 関数を実行します。 これによ り、
Windows シェルに指定ファイルでの操作を実行するよ うに指示するこ
とができます。

ShellExecute を使用する場合、 特定の種類のファイルを処理するために
登録されているアプ リ ケーシ ョ ンを知っておく必要はあ り ません。 技
術的なバッ クグラウンド情報については、 Windows シェル API ドキュ
メン トで 「ShellExecute」 関数を参照して ください。
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ShellExecute パラメータ

sVerb 値
sVerb パラ メータは、 Shell Execute による動作を指定する単一の単語の
文字列です。

表 6.7:ShellExecute パラメータ

パラ メータ  意味

sVerb 実行する動作を指定する単一の単語。 値の例につ
いては下の表を参照して ください。

sFile filespec パラ メータには有効なパスを指定します。

スペースを含むパス名は二重引用符で囲んでくだ
さい。 実行ファイルの名前も指定できます。

sExtraParams オプシ ョ ン パラ メータ :  最終的に実行されるアプ

リ ケーシ ョ ンに渡すパラ メータ  を指定します。

フォーマッ トは起動する  verb、 および実行するア

プリ ケーシ ョ ンによって決定されます。

sWorkingDir コマンド実行時の作業ディ レク ト リ 。 空の場合
は、 プロジェク トのホーム ディ レク ト リが使用さ

れます。

windowstate 開く ウ ィンド ウのサイズと状態を指定する整数。
有効な値は 1 = 標準、 2 = 最小化、 3 = 最大化です。

表 6.8:sVerb パラメータの値

sVerb 値 意味

edit ファ イルのエディ タを開きます。

explore 指定されたファイルを探索します。

open 指定されたファイルを開きます。 実行形式ファイ
ルまたはドキュ メン ト  ファ イルを指定できます。

フォルダも指定できます。

print 指定されたドキュ メン ト  ファ イルを印刷します。

filespec がドキュ メン ト  ファ イルでない場合、 関

数は動作しません。

properties ファ イルやファイルのプロパティを表示します。

find [ スタート ] - [ 検索 ] - [ ファ イルやフォルダ ] を起

動します。

"" ( 空の文字列
) 

このパラ メータを ShellExecute に送り ます。
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例 :

Web サイ ト をブラウズする  
ShellExecute("open", "http://www.somedomain.com", "", 1)

ドキュ メン ト  ファ イルを開く

ShellExecute("open", "somefile.doc", "", 1)

Windows のドキュ メン ト  ファ イル フォルダを表示する  
ShellExecute("explore", "C :\Documents and Settings", "", 1)

Internet Explorer を起動する  
ShellExecute("", "iexplore", "", 1)

Internet Explorer でファ イルを表示する  
ShellExecute("", "iexplore somefile.htm", "", 1)

カレン ト  プロジェク ト  フォルダのファイルを検索する  
ShellExecute("find",  filespec, "", 1)

ウィンドウ リス ト関数

ウ ィ ンド ウ  リ ス ト とは、 ソース  ファ イル ウ ィ ンド ウ  ハンドルの集ま
りです。 Source Insight アプリ ケーシ ョ ンには、 ウ ィンド ウ  リ ス トは 1 
つしかあ り ません。 この リ ス トには、 すべてのソース  ウ ィンド ウ  ハン
ドルが含まれます。 ウ ィ ンド ウ  リ ス ト を使用して、 すべてのソース  
ファ イル ウ ィンド ウを列挙します。

WndListCount ()

この関数は、 ウ ィ ンド ウ  リ ス トのウ ィンド ウ数を返します。
WndListItem を使用して、 リ ス トの特定のインデッ クスのウ ィンド ウ  
ハンドルにアクセスするこ とができます。

WndListItem (index)

この関数は、 指定されたインデッ クスのウ ィンド ウ  ハンドルを返しま
す。 ウ ィンド ウ  リ ス トのサイズは、 WndListCount によって返されま
す。 インデッ クス値は、 ゼロから  WndListCount で返される値よ り も  1 
つ少ない数までの値です。
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次の例は、 開いているウ ィンド ウ  ハンドルを列挙します。

cwnd = WndListCount()
iwnd = 0
while (iwnd < cwnd)

{
hwnd = WndListItem(iwnd)
// … do something with window hwnd 
iwnd = iwnd + 1
}

ウィンドウ関数

ウ ィ ンド ウ関数で、 ソース  ファ イル ウ ィ ンド ウの操作を行う こ とがで
きます。 ファ イル バッファがソース  ウ ィ ンド ウに表示されます。
hwnd は、 通常小さな整数値です。 hNil の hwnd は、 エラーを表示しま
す。

ウィンドウ関数
は、 特殊なマクロ
レベルの hwnd パ
ラメータを使用し
ます。

関数は、 ウ ィンド ウ  ハンドル (hwnd) パラ メータを使用します。 これ
らは、 ソース  ファ イル ウ ィ ンド ウを開くマク ロレベルのハンドルで
す。 hwnd マクロは Microsoft Windows API のウ ィンド ウ  ハンドル 
HWND と概念的には似ていますが、 厳密には同じではあ り ません。

各ソース  ウ ィンド ウには、 選択された文字を説明する選択範囲があ り
ます。 詳細は、 373 ページの 「GetWndSel (hwnd)」 を参照して くださ
い。

hwnd パラメータ

は、 システム レベ
ル ウィンドウも表

現することができ
ます。

一部の関数では、 ウ ィンド ウ  ハンドル (hwnd) は、 アプ リ ケーシ ョ ン 
ウ ィ ンド ウなどのシステム レベル ウ ィンド ウへのハンドルも表現する
こ とができます。 システム レベル ウ ィンド ウには、 ファ イル バッ
ファや選択範囲は含まれません。 GetApplicationWnd 関数は、 Source 
Insight アプリ ケーシ ョ ン  ウ ィンド ウにハンドルを返します。

CloseWnd (hwnd)

ウ ィ ンド ウ  hwnd を閉じます。 ウ ィンド ウを閉じても、 ウ ィ ンド ウに
表示されているファ イル バッファは閉じられません。

GetApplicationWnd ()

Source Insight アプ リ ケーシ ョ ン  ウ ィンド ウへのウ ィンド ウ  ハンドルを
返します。

メモ : これは、 システム レベル ウ ィンド ウ  ハンドルとは同じではなく、  
Source Insight のマクロレベル ハンドル 値です。
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返されたハンドルは、 GetWndDim や IsWndMax など、 ファ イル バッ
ファや選択範囲を想定しない関数に渡すこ とができます。

GetCurrentWnd ()

アクティブな最前面のソース  ファ イル ウ ィンド ウのハンドルを返す
か、 ウ ィンド ウが開いていない場合は hNil を返します。

GetNextWnd (hwnd)

hwnd の後にある  Z 順序での次のウ ィンド ウのウ ィンド ウ  ハンドルを
返します。 通常は、 アクティブだった前のウ ィンド ウです。
GetNextWnd は、 ほかのウ ィンド ウが開いていない場合は hNil を返し
ます。

たとえば、 hwnd が最前面のウ ィンド ウの場合、 GetNextWnd (hwnd) は
その下の次のウ ィンド ウを返します。 SetCurrentWnd を使用して、 最前
面のアクティブなウ ィンド ウを設定している場合は、 後続の 
GetNextWnd への呼び出しが影響を受けるこ とに注意して ください。

GetWndBuf (hwnd)

hwnd ウ ィンド ウに表示されているファ イル バッファのハンドルを返
します。

GetWndClientRect (hwnd)

Rect レコードを返します。 指定されたウ ィンド ウのク ラ イアン ト領域
を示す矩形が含まれています。 座標は、 ウ ィ ンド ウのローカルの座標
系で示されます。 ク ラ イアン ト領域の矩形には、 ウ ィンド ウのフレー
ムやその他の非ク ライアン ト領域は含まれません。 353 ページの
「Rect レコード」 も参照して ください。

GetWndDim (hwnd)

DIM レコードを返します。 指定された hwnd ウ ィ ンド ウのピクセル サ
イズを説明します。 351 ページの 「DIM レコード」 も参照して くださ
い。

返される横サイズは、 ウ ィンド ウのテキス ト領域のみの幅です。 左余
白やソース  ウ ィ ンド ウ付属のシンボル ウ ィンド ウは含まれません。

GetWndHandle (hbuf)

hbuf によって指定されたファ イル バッファを表示する最前面ウ ィンド
ウのウ ィンド ウ  ハンドルを返します。 GetWndHandle は、 ファ イル 
バッファがウ ィンド ウにない場合は hNil を返します。

ファ イル バッファは、 複数のウ ィンド ウに表示されるこ と もあるた
め、 GetWndHandle は前面から背面へすべてのウ ィンド ウを検索しま
Source Insight ユーザー マニュアル 371



マクロ言語ガイド 第 6 章
す。 そのため、 指定されたファ イル バッファがアクティブなウ ィンド
ウの現在のバッファの場合は、 そのウ ィンド ウのハンドルが常に返さ
れます。

GetWndHorizScroll (hwnd)

hwnd ウ ィンド ウの水平スクロールの状態を返します。 水平スクロール
の状態は、 スク ロールのピクセル数です。

GetWndLineCount (hwnd)

hwnd ウ ィンド ウの垂直サイズを行で返します。 これは、 ウ ィ ンド ウで
潜在的に表示可能な最大行数です。 ファ イル バッファがウ ィンド ウ全
体を占めていない場合でも、 GetWndLineCount は最大行数を返します。

GetWndLineWidth (hwnd, ln, cch)

指定されたウ ィンド ウで指定されたテキス ト行の幅を返します。

入力 :

この関数で指定されたウ ィンド ウの文字幅を測定するこ とができます。
それぞれのウ ィンド ウで使用されているフォン トは、 ファ イルのド
キュ メン トの種類で決定されるため、 テキス ト幅はウ ィンド ウによっ
て異な り ます。 構文フォーマッ ト もテキス ト幅に影響します。

この関数は、 特定の文字を表示するためにウ ィンド ウを  スク ロールす
る  ScrollWndHoriz と と もに使用できます。

例

行 100 の行全体の幅を測定するには :
dim = GetWndLineWidth(hwnd, 100, -1)
Msg ("Line 100 is " # dim.cxp # " pixels wide.")

パラメータ 説明

hwnd ウ ィンド ウ

ln 測定されるテキス ト を含む行番号。 ln が範囲外

の場合は、 –1 が返されます。

cch 行で測定される文字数。 cch が –1 に設定されて

いる場合は、 行全体の長さが測定されます。
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行 200 の最初の 3 文字の幅を測定するには :
Dim = GetWndLineWidth(hwnd, 200, 3)

GetWndParent (hwnd) 

ウ ィ ンド ウの親ウ ィンド ウへのハンドルを返します。 親がない場合は 
hNil を返します。

GetWndRect (hwnd)

指定されたウ ィンド ウの画面の矩形座標を含む Rect レコードを返しま
す。 矩形には、 ウ ィンド ウ  フレームと非ク ライアン ト領域が含まれま
す。 353 ページの 「Rect レコード」 も参照して ください。

GetWndSel (hwnd)

hwnd によって指定されたウ ィンド ウの選択の状態を返します。 選択の
状態は、 Selection レコードに返されます。 353 ページの 「Selection レ
コード」 も参照して ください。

GetWndSelIchFirst (hwnd)

hwnd ウ ィンド ウの選択範囲にある最初の文字のインデッ クスを返しま
す。

GetWndSelIchLim (hwnd)

hwnd ウ ィンド ウの選択範囲にある最後の文字の 1 つ後のインデッ クス
を返します。

GetWndSelLnFirst (hwnd)

hwnd ウ ィンド ウの選択範囲の最初の行番号を返します。

GetWndSelLnLast (hwnd)

hwnd ウ ィンド ウの選択範囲の最後の行番号を返します。

GetWndVertScroll (hwnd)

hwnd ウ ィンド ウの垂直スクロールの状態を返します。 垂直スクロール
の状態とは、 ウ ィ ンド ウの上部に表示される行番号です。

IchFromXpos (hwnd, ln, xp)

指定されたウ ィンド ウの行番号 (ln) にあるピクセルの x 位置 (xp) の文
字インデッ クスを返します。 文字インデッ クスは、 指定された行のゼ
ロベースの文字のインデッ クスです。 この関数が呼ばれた時点で行が
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実際に表示されている必要はあ り ません。 376 ページの 「XposFromIch 
(hwnd, ln, ich)」 も参照して ください。

入力 :

メモ : XposFromIch 関数を使用して、 逆マッピングを実行するこ とができま

す。

IsWndMax (hwnd)

hwnd ウ ィンド ウが現在最大化されている場合は、 TRUE を返します。

IsWndMin (hwnd)

hwnd ウ ィンド ウが現在最小化されている場合は、 TRUE を返します。

IsWndRestored (hwnd)

hwnd ウ ィンド ウが現在最大化も最小化も されていない場合は、 TRUE 
を返します。

MaximizeWnd (hwnd)

hwnd によって指定されたウ ィンド ウを最大化 ( または 「拡大」 ) しま
す。

MinimizeWnd (hwnd)

hwnd によって指定されたウ ィンド ウを最小化 ( または 「アイコン化」
) します。

NewWnd (hbuf)

新規ウ ィンド ウを作成し、 ウ ィンド ウに hbuf ファ イル バッファを表示
します。 NewWnd はウ ィンド ウ  ハンドルを返すか、 またはエラーの場
合は hNil を返します。

パラメータ 説明

hwnd ウ ィンド ウ

ln 測定されるテキス ト を含む行番号。 ln が範囲外

の場合は、 –1 が返されます。

xp ウ ィンド ウ全体の左端に対して相対的な x 位置。

xp が行の幅を超える場合は、 行の文字総数が返

されます。
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ScrollWndHoriz (hwnd, pixel_count)

hwnd ウ ィンド ウを  pixel_count で指定された分だけ水平にスクロール
します。

pixel_count が 0 よ り も少ない場合は、 行の逆方向にスク ロールします (
画面の内容は、 右にスクロールします )。
pixel_count が 0 よ り も大きい場合は、 行方向にスクロールします ( 画
面の内容は、 左にスク ロールします )。

ScrollWndToLine (hwnd, ln)

hwnd ウ ィンド ウをスク ロールして、 行番号 ln をウ ィンド ウ上部に表
示します。

ScrollWndVert (hwnd, line_count)

hwnd ウ ィンド ウを  line_count で指定された分だけ垂直にスク ロールし
ます。

line_count が 0 よ り も少ない場合は、 ファ イルの逆方向にスクロールし
ます ( 画面の内容は下にスク ロールします )。
line_count が 0 よ り も少ない場合は、ファ イル方向にスクロールします 
( 画面の内容は上にスク ロールします )。

SetCurrentWnd (hwnd)

最前面のアクティブ ウ ィンド ウを設定します。 hwnd はウ ィンド ウ  ハ
ンドルをアクティブにします。

SetWndRect (hwnd, left, top, right, bottom) 

指定されたウ ィンド ウの新しい位置を設定します。 深度 (Z-order) には
影響しません。 指定された座標は、 ウ ィンド ウの親ウ ィンド ウのロー
カルのピクセル座標系です。 ウ ィンド ウがアプ リ ケーシ ョ ン  ウ ィンド
ウの場合は、 座標系はグローバル画面のピクセル座標系です。

SetWndSel (hwnd, selection_record)

hwnd で指定されたウ ィンド ウの選択範囲の状態を  selection_record で指
定された Selectn レコードに設定します。 373 ページの 「GetWndSel 
(hwnd)」 も参照して ください。 353 ページの 「Selection レコード」 を
参照して ください。

ToggleWndMax (hwnd)

最大化サイズと リ ス ト ア サイズの hwnd ウ ィ ンド ウを切り替えます。
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XposFromIch (hwnd, ln, ich)

指定されたウ ィンド ウの行番号 (ln) にある文字位置 (ich) のピクセルの 
x 位置番号を返します。 x 位置はウ ィンド ウ全体の左端に対して相対的
です。  この関数が呼ばれた時点で行が実際に表示されている必要はあ
り ません。  373 ページの 「IchFromXpos (hwnd, ln, xp)」 も参照して くだ
さい。

入力 :

メモ : IchFromXpos 関数を使用して、 逆マッピングを実行するこ とができま

す。

Bookmark 関数

すべてのブッ クマークは、 単一のブッ クマーク  リ ス トに保持されま
す。 ブッ クマーク関数を使用して、 すべてのブッ クマークを列挙し、
ブッ クマークの追加と削除を行う こ とができます。 ブッ クマーク  リ ス
トは、 ワークスペース  ファ イルに保持されます。

BookmarksAdd (name, filename, ln, ich)

新しいブッ クマークを追加します。 新しいブッ クマーク名は name で
指定されます。   ブッ クマーク位置は、 filename ファ イルの行番号 ln、
文字インデッ クス  ich です。

成功した場合は True、 エラーの場合は False を返します。

BookmarksCount ()

この関数は、 ブッ クマーク  リ ス トのブッ クマーク数を返します。
BookmarksItem を使用して、 リ ス トの特定のインデッ クスのブッ ク
マークにアクセスするこ とができます。

BookmarksDelete (name)

name とい う名前のブッ ク名を削除します。

パラメータ 説明

hwnd ウ ィンド ウ

ln 測定されるテキス ト を含む行番号。 ln が範囲外

の場合は、 –1 が返されます。

ich 指定された行のゼロベースの文字のインデッ ク
スである文字インデッ クス。 ich が行の文字数を

超える場合は、 行末の x 位置が返されます。
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BookmarksItem (index)

この関数は、 指定されたインデッ クスのブッ クマークを返します。
ブッ クマーク  リ ス トのサイズは BookmarksCount によって返されます。
インデッ クス値は、 ゼロから  BookmarksCount で返される値よ り も  1 つ
少ない数までの値です。

この例では、 すべてのブッ クマークを列挙します。

cmark = BookmarksCount()
imark = 0
while (imark < cmark)

{
bookmark = BookmarksItem(imark)
// … do something with bookmark 
imark = imark + 1
}

350 ページの 「Bookmark レコード」 も参照して ください。

BookmarksLookupLine (filename, ln)

指定された位置のブッ クマークを検索します。 ファ イルは filename で、
行番号は ln です。

Bookmark レコードを返すか、 またはブッ クマークが見つからない場合
は nil を返します。 350 ページの 「Bookmark レコード」 も参照して く
ださい。

BookmarksLookupName (name)

name とい う名前のブッ クマークを検索します。

Bookmark レコードを返すか、 またはブッ クマークが見つからない場合
は nil を返します。  350 ページの 「Bookmark レコード」 も参照して く
ださい。

シンボル リス ト関数

シンボル リ ス トはゼロベースでインデッ クスされた Symbol レコード
の集ま りです。 354 ページの 「Symbol レコード」 も参照して くださ
い。

一部のシンボル アクセス関数はシンボル リ ス ト  ハンドルを返します。

シンボル リ ス トは、 割り当て リ ソースです。 アクセスが終了したら  
SymListFree で解放する必要があ り ます。 Source Insight はマクロ終了時
に自動で動的に割り当てられた リ ソースをク リーン  アップします。 た
だし、 使用されていないハンド ラを解放せずに多くのハンド ラを割り
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当てた場合には、 Source Insight でリ ソースを使い果たしてしま う可能
性があ り ます。

SymListCount ()

この関数は、 シンボル リ ス トのシンボル数を返します。 SymListItem 
を使用して、 リ ス トの特定のインデッ クスのシンボル レコードにアク
セスするこ とができます。 354 ページの 「Symbol レコード」 も参照し
て ください。

SymListFree (hsyml)

この関数は、 指定されたシンボル リ ス トの割り当てを解除します。

SymListInsert (hsyml, isym, symbolNew)

この関数は、 シンボル レコードをシンボル リ ス ト  hsyml に挿入しま
す。 シンボルは、 isymBefore の直前に挿入されます。 isymBefore が –1 
の場合、 シンボルはリ ス トの最後に追加されます。 シンボル レコード
は symbolNew に提供されます。 354 ページの 「Symbol レコード」 も参
照して ください。

SymListItem (hsyml, isym)

この関数は、 シンボル リ ス ト  hsyml のゼロベースのインデッ クス  isym 
の Symbol レコードを返します。 シンボル リ ス トのサイズは 
SymListCount によって返されます。 354 ページの 「Symbol レコード」
も参照して ください。

インデッ クス値は、 ゼロから  SymListCount で返される値よ り も  1 つ少
ない数までの値です。

この例では、 シンボル リ ス トのすべてのシンボルを列挙します。

csym = SymListCount(hsyml)
isym = 0
while (isym < csym)

{
symbol = SymListItem(isym)
// … do something with symbol 
Msg ("symbol name = " # symbol.name)
isym = isym + 1
}

SymListNew ()

新規の空のシンボル リ ス ト を割り当てます。 新規のシンボル リ ス ト  
ハンドルを返すか、 またはエラーの場合は hNil を返します。 シンボル 
リ ス ト での作業が終了したら、 SymListFree を呼び出す必要があ り ま
す。
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SymListRemove (hsyml, isym)

シンボル リ ス ト  hsyml から要素を削除します。 isym にあるシンボル要
素は削除されます。

シンボル関数

シンボル関数で、 Source Insight のシンボル検索エンジンにアクセスす
るこ とができます。 Source Insight は、 プロジェク トのシンボル情報を
シンボル データベースで管理します。 これらのシンボル関数はシンボ
ル データベースと  Source Insight のビルト イン言語パーサを活用して
ソース  ファ イル中のシンボルを特定します。

Source Insight によるシンボル情報の管理方法および検索規則について
の説明は、 「プロジェク ト 」 の章の 「シンボルおよびプロジェク ト 」 の
セクシ ョ ンを参照して ください。

Symbol レコード

Symbol レコードはシンボル宣言です。 シンボルの場所と種類を指定し
ます。 プロジェク ト内または開いているファ イル バッファ内にあるシ
ンボルを一意に指定するのに使用します。

Symbol レコードは、 いくつかの関数によって返されます。 また、 いく
つかの関数への入力と して使用されます。 354 ページの 「Symbol レ
コード」 も参照して ください。

GetBufSymCount(hbuf)

hbuf バッファで宣言されているシンボル数を返します。 シンボルが何
も宣言されていない場合やファ イルの処理を続けられない場合、 また
はファイルのドキュ メン トの種類が言語パーサを指定していない場合
は、 ゼロを返します。

GetBufSymLocation(hbuf, isym)

hbuf バッファの isym によってインデッ クスされたシンボルの Symbol 
レコードを返します。 パースされたそれぞれのファイル バッファは定
義されているシンボルのインデッ クスを管理します。 インデッ クスは
シンボル名で格納されます。 Symbol インデッ クス値は、 ゼロから  
GetBufSymCount で返される数から  1 を引いた数までの値です。 この関
数は、 シンボル インデッ クス  (isym) をシンボルの Symbol レコードに
マップします。

354 ページの 「Symbol レコード」 も参照して ください。
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GetBufSymName(hbuf, isym)

hbuf バッファの isym によってインデッ クスされたシンボルの名前を返
します。 パースされたそれぞれのファ イル バッファは定義されている
シンボルのインデッ クスを管理します。 インデッ クスはシンボル名で
格納されます。 Symbol インデッ クス値は、 ゼロから  GetBufSymCount 
で返される数から  1 を引いた数までの値です。 この関数は、 シンボル 
インデッ クス  (isym) をシンボル名にマップします。

この例は、 すべてのファ イル バッファ  シンボルを繰り返します。

isymMax = GetBufSymCount (hbuf)
isym = 0
while (isym < isymMax)

{
symname = GetBufSymName (hbuf, isym)
...
isym = isym + 1
}

GetCurSymbol ()

現在の選択範囲があるシンボルの名前を返します。 現在の選択範囲は
アクティブなウ ィンド ウの選択範囲 ( またはカーソル位置 ) です。
GetCurSymbol は、 シンボルが見つからない場合は空の文字列を返しま
す。

GetSymbolLine (symbol_name)

symbol_name という名前のシンボルの行番号を返します。   複数のシン
ボルが同じ名前で定義されている場合にユーザーは適切なものを選択
するこ とができます。

GetSymbolLocation (symbol_name)

symbol_name で指定されているシンボル名の場所を返します。 場所は 
Symbol レコードに返されます。 シンボルが見つからない場合は空の文
字列を返します。 354 ページの 「Symbol レコード」 も参照して くださ
い。

この関数は、 検索処理を  Source Insight が Jump To Definition コマンドを
使用したと きにシンボルを検索するのと同じ方法で実行します。 シン
ボルが現在のプロジェク トや開いているファ イルで見つからない場合、
すべてのプロジェク ト  シンボル パスにあるすべてのプロジェク ト も検
索されます。 複数の宣言が symbol_name に対して見つかった場合は、
ユーザーに複数の定義リ ス トが呈示されます。

GetSymbolLocationEx を呼び出して、 検索処理をよ り強力に制御でき、
また、 同じシンボル名で複数の定義を持つシンボルを特定できます。
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この例では、 シンボルの定義を検索し、 ソース  ファ イルと行番号を表
示します。

symbol = Ask("What symbol do you want to locate?")
loc = GetSymbolLocation(symbol)
if (loc == "")

Msg (symbol # " was not found")
else

Msg (symbol # " was found in " # loc.file # 
" at line " # loc.lnFirst)

ファイル名の特定

GetSymbolLocation では、 ファ イル名を検索するこ と もできます。 単純
なファイル名を  symbol_name パラ メータ と して指定するこ とによ り、
GetSymbolLocation はプロジェク ト またはプロジェク ト  シンボル パス
のファイルを検索し、 完全修飾パスを  location.file フ ィールドのファ イ
ルに返します。 これは、 単純なファイル名をフル パスに拡張するのに
役立ちます。

例 :
loc = GetSymbolLocation("simple.c")
fullfilename = loc.file
// fullfilename could be something like "d:\proj\simple.c"

GetSymbolLocationEx (symbol_name, output_buffer, fMatchCase, LocateFiles, 
fLocateSymbols)

symbol_name で指定されたシンボルに対するすべての宣言を見つけま
す。 各宣言の位置は、 Symbol レコード と しての output_buffer バッファ
に行と して追加されます。   fMatchCase の場合は、 シンボル名の大文字
小文字が完全に一致しなければなり ません。 fLocateFiles の場合は、 プ
ロジェク ト またはプロジェク トのシンボル パスのファイル名が特定さ
れます。 ファ イルの拡張子を指定する必要はあ り ません。
fLocateSymbols の場合、 シンボル定義が特定されます。 fLocateFiles も  
fLocateSymbols も  True に設定されます。

354 ページの 「Symbol レコード」 も参照して ください。

レコード変数を文字列と し表現できるため、 Symbol レコードはバッ
ファのテキス ト行と して記述されるこ とがあ り ます。 Symbol レコード
を出力バッファから読み取るには、 GetBufLine 関数を使用して、 行テ
キス ト全体を返します。 この場合は、 Symbol レコードです。 Symbol 
レコードの説明は GetSymbolLocation を参照して ください。

GetSymbolLocationEx は一致した宣言の数を返すか、 または何も見つか
らない場合はゼロを返します。

GetSymbolLocation 関数とは異な り、 この関数は symbol_name と一致す
る複数の宣言を見つけます。 この関数を使用して、 出力バッファの各
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行をスキャンするこ とによ り、 それぞれの場所を列挙するこ とができ
ます。

この例では、 シンボルを検索し、 見つかったそれぞれの宣言を列挙し
ます。

symbol = Ask("What symbol do you want to locate?")
hbuf = NewBuf("output")
count = GetSymbolLocationEx(symbol, hbuf, 1, 1, 1)
ln = 0
while (ln < count)

{
loc = GetBufLine(hbuf, ln)
msg (loc.file # " at line " # loc.lnFirst)
ln = ln + 1
}

CloseBuf(hbuf)

ファイル名の特定

GetSymbolLocationEx では、 ファ イル名を検索するこ と もできます。 単
純なファイル名を symbol_name パラ メータ と して指定するこ とによ
り、 GetSymbolLocationEx はプロジェク ト またはプロジェク ト  シンボ
ル パスのファイルを検索し、 完全修飾パスを  location.file フ ィールドの
ファ イルに返します。 GetSymbolLocation の例を参照して ください。

fLocateFiles が TRUE で、 シンボル名が拡張子なしで指定されている場
合、 GetSymbolLocationEx は、 拡張子に関わらずこの基本名を持つファ
イルを特定します。 たとえば、 symbol_name に 「dlg」 を指定した場
合、 GetSymbolLocationEx は 「dlg.c」 ( ファ イル ) と 「dlg.h」 ( 別のファ
イル ) を返します。 さ らに、 fLocateSymbols も  TRUE に設定されてい
る場合は、 「DLG」 ( データ型 ) も返されます。

GetSymbolFromCursor (hbuf, ln, ich)

指定されたカーソル位置にあるシンボル名の Symbol レコードを返し
ます。 hbuf はバッファ  ハンドルです。 ln は行番号です。 ich は、 行上
のゼロベースの文字インデッ クスです。

ジャンプする代わりに、 Symbol レコードを返すこ とを除き、 Jump To 
Definition コマンド同じよ うに動作します。 354 ページの 「Symbol レ
コード」 も参照して ください。

GetSymbolLocationFromLn (hbuf, ln)

hbuf バッファ内の行番号 In にあるシンボルの Symbol レコードを返し
ます。 ln にあるシンボルは、 宣言に指定された行番号 ln が含まれてい
るシンボルです。 354 ページの 「Symbol レコード」 も参照して くださ
い。
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JumpToLocation (symbol_record)

symbol_record で指定された場所にジャンプします。 Symbol レコード
のファ イルが開き、 カーソルをそこで定義されているシンボルに移動
します。 これは、 Jump To Definition コマンド と同じよ うに動作します。

Symbol レコードは GetSymbolLocation 関数によって返されます。 354 
ページの 「Symbol レコード」 も参照して ください。

JumpToSymbolDef (symbol_name)

symbol_name という名前のシンボルの定義にジャンプします。 ファ イ
ルが開き、 カーソルがそこで定義されているシンボルに移動します。
これは、 Jump To Definition コマンド と同じよ うに動作します。

SymbolChildren (symbol)

指定されたシンボルの子を含む新しいシンボル リ ス ト  ハンドルを返し
ます。 シンボルの子は、 シンボルのボディ内で宣言されたシンボルで
す。 たとえば、 ク ラスの子はク ラス  メ ンバです。

symbol には Symbol レコードが含まれます。 354 ページの 「Symbol レ
コード」 も参照して ください。

SymListFree を呼び出して SymbolChildren によって返されたシンボル 
リ ス ト  ハンドルを解放します。

Symbol List 関数を使用して、 この関数によって返されたシンボル リ ス
トにアクセスできます。
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例

この例では、 シンボルの定義とその子を表示します。

symbolname = Ask("What symbol do you want to locate?")
symbol = GetSymbolLocation(symbolname)
if (symbol == nil)

Msg (symbolname # " was not found")
else

{
hsyml = SymbolChildren(symbol)
cchild = SymListCount(hsyml)
ichild = 0
while (ichild < cchild)

{
childsym = SymListItem(hsyml, ichild)
Msg (childsym.symbol # " was found in " 

# childsym.file # " at line " # childsym.lnFirst)
ichild = ichild + 1
}

SymListFree(hsyml)
}

SymbolContainerName (symbol)

シンボル名のコンテナ コンポーネン ト を返します。

symbol には Symbol レコードが含まれます。  354 ページの 「Symbol レ
コード」 も参照して ください。

各シンボル名は、 ド ッ ト  (.) 文字で区切られたパスのコンポーネン トに
分類されます。 たとえば、 「myclass.member1」 とい う シンボル名では、  
「member1」 は 「myclass」 に含まれています。

SymbolDeclaredType (symbol)

symbol で指定された宣言の種類の Symbol レコードを返します。

symbol には Symbol レコードが含まれます。  354 ページの 「Symbol レ
コード」 も参照して ください。

SymbolLeafName (symbol)

「 リーフ」 を返すか、 またはシンボル名の右端のコンポーネン ト を返し
ます。

symbol には Symbol レコードが含まれます。  354 ページの 「Symbol レ
コード」 も参照して ください。

各シンボル名は、 ド ッ ト  (.) 文字で区切られたパスのコンポーネン トに
分類されます。 たとえば、 「myclass.member1」 とい う シンボル名では、  
「member1」 は 「myclass」 に含まれています。
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SymbolParent (symbol)

指定されたシンボルの親の Symbol レコードを返します。 シンボルの
親は、 そのシンボルを含むシンボルです。

symbol には Symbol レコードが含まれます。  354 ページの 「Symbol レ
コード」 も参照して ください。

SymbolRootContainer (symbol)

ルート またはシンボル名の最も右側のコンポーネン ト を返します。

symbol には Symbol レコードが含まれます。  354 ページの 「Symbol レ
コード」 も参照して ください。

各シンボル名は、 ド ッ ト  (.) 文字で区切られたパスのコンポーネン トに
分類されます。 たとえば、 「myclass.member1」 とい う シンボル名では、  
「member1」 は 「myclass」 に含まれています。

SymbolStructureType (symbol)

指定されたシンボルの構造タイプの Symbol レコードを返します。 構
造タイプは、 シンボルの struct タイプまたはク ラス  タイプで、 typedefs 
によって間接的に参照される可能性があ り ます。

symbol には Symbol レコードが含まれます。  354 ページの 「Symbol レ
コード」 も参照して ください。

関数の検索

関数は単語やパターンへの参照を検索します。

GetSourceLink (hbufSource, lnSource)

Link レコードのソース  リ ンク先を返します。 ソース  バッファは 
hbufSource でソース行番号は lnSource です。 指定された行にソース  リ
ンクが含まれていない場合は、 空の文字列が返されます。 351 ページ
の 「Link レコード」 も参照して ください。

リ ンク先は、 ある行番号のあるファ イルの場所をポイン ト します。 こ
のソース  リ ンク情報は、 2 つの任意の場所にリ ンク します。 たとえば、
検索結果バッファには、 検索パターンに一致するそれぞれの行のソー
ス  リ ンクが含まれています。

LoadSearchPattern(pattern, fMatchCase, fRegExp, fWholeWordsOnly)

[Search] コマンド、 [Search Forward] コマンド、 [Search Backward] コマ
ンドで使用された検索パターンをロード します。
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検索パターン文字列は pattern で指定されます。

fMatchCase の場合、 検索では大文字と小文字が区別されます。

fRegExpr の場合、 パターンには正規表現が含まれます。 それ以外の場
合は、 パターンは単純な文字列です。

fWholeWordsOnly の場合は、 完全に一致する単語だけが検索されます。

ReplaceInBuf(hbuf, oldPattern, newPattern, lnStart, lnLim, fMatchCase, fRegExp, 
fWholeWordsOnly, fConfirm)

指定されたバッファで検索処理と置換処理を実行します。

検索パターン文字列は、 oldPattern で指定されます。

置換パターン文字列は、 newPattern で指定されます。

行範囲は、 lnSart から  lnLim で指定されます。 置換処理は、 lnStart up 
から  lnLim - 1 までの行で行われます。

fMatchCase の場合、 検索では大文字と小文字が区別されます。

fRegExpr の場合、 パターンには正規表現が含まれます。 それ以外の場
合は、 パターンは単純な文字列です。

fWholeWordsOnly の場合は、 完全に一致する単語だけが検索されます。

fConfirm の場合、 置換を行う前に確認されます。

SearchForRefs (hbuf, word, fTouchFiles)

プロジェク ト全体で単語中に含まれる単語文字列への参照を検索しま
す。 word を含むそれぞれの行がバッファ  hbuf に追加されます。
fTouchFiles が TRUE の場合、 word を含む各ファイルでは、 最終更新時
のタイム  スタンプが現在の時間に設定されます。

この関数は、 [Lookup References] コマンドに似ています。 word には複
数の単語を含めるこ とができますが、 この関数は単一単語の方がよ り
高速に動作します。
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この例では、 新規の検索ファイルを作成し、 参照を検索します。

macro LookupRefs (symbol)
{

hbuf = NewBuf("Results") // create output buffer
if (hbuf == 0)

stop
SearchForRefs(hbuf, symbol, 0)
SetCurrentBuf(hbuf) // put buffer in a window

}

SearchInBuf (hbuf, pattern, lnStart, ichStart, fMatchCase, fRegExp, 
fWholeWordsOnly)

hbuf バッファのパターンを検索します。 検索は行番号 lnStart と文字イ
ンデッ クス  ichFirst で開始します。 SearchInBuf は、 一致テキス トの橋
渡しをする  Sel レコードを返します。 何も見つからない場合は、 空の
文字列が返されます。 Sel レコードの説明は GetWndSel を参照して く
ださい。

fMatchCase の場合、 検索では大文字と小文字が区別されます。

fRegExpr の場合、 パターンには正規表現が含まれます。 それ以外の場
合は、 パターンは単純な文字列です。

fWholeWordsOnly の場合は、 完全に一致する単語だけが検索されます。

SetSourceLink (hbufSource, lnSource, target_file, lnTarget)

新規のソース  リ ンクを作成します。 リ ンク  ソース  バッファは 
hbufSource です。 リ ンク  ソースの行番号は lnSource です。 リ ンク  ター
ゲッ ト  ファ イルは target_file でパス文字列で指定されます。 リ ンク  
ターゲッ トの行番号は lnTarget です。

成功した場合は True、 そ うでない場合は False を返します。 Target_file 
は必ずしも存在する必要はあ り ません。 target_file が存在しないために
処理が失敗するこ とはあ り ません。 また、 target_file が開いている必要
もあ り ません。

一貫した結果を得るため、 target_file にはファ イルの完全修飾パス名を
含めます。 ただし、 この関数に簡単なファイル スペッ クを渡して、 現
在のプロジェク ト とプロジェク ト  シンボル パスに含まれているファ イ
ルに基づいて target_file が拡張されます。

ソース  バッファが閉じるか、 またはソース行が削除される と ソース  リ
ンクは破棄されます。
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プロジェク ト関数

プロジェク ト関数では、 プロジェク ト を開いたり閉じた り、 またはプ
ロジェク ト情報を入手するこ とが可能です。

AddConditionVariable(hprj, szName, szValue) 

コードの解析中に #if などの条件文を評価するのに使用される条件付
き解析変数を追加します。

Hprj はプロジェク トへのハンドルです。 hprj が hNil の場合、 新しい変
数がグローバル条件リ ス トに追加されます。

変数名は szName で指定され、 値は szValue で指定されます。

グローバル リ ス ト とプロジェク ト固有リ ス トの 2 つの条件リ ス トがあ
り ます。 プロジェク ト を開く と、 2 つのリ ス トがマージされ、 グロー
バル リ ス トのエン ト リは、 プロジェク ト固有のリ ス トで上書きされま
す。

388 ページ の 「DeleteConditionVariable」 も参照して ください。 86 ペー
ジの 「条件付き解析」 も参照して ください。

AddFileToProj(hprj, filename)

指定された filename を hprj プロジェク トに追加します。

CloseProj (hprj)

hprj プロジェク ト を終了します。

DeleteConditionVariable(hprj, szName) 

コードの解析中に #if などの条件文を評価するのに使用される条件付
き解析変数を削除します。

Hprj はプロジェク トへのハンドルです。 hprj が hNil の場合、 変数がグ
ローバル条件リ ス トから削除されます。

変数名は、 szName で指定されます。

グローバル リ ス ト とプロジェク ト固有リ ス トの 2 つの条件リ ス トがあ
り ます。 プロジェク ト を開く と、 2 つのリ ス トがマージされ、 グロー
バル リ ス トのエン ト リは、 プロジェク ト固有のリ ス トで上書きされま
す。

388 ページ の 「AddConditionVariable」 も参照して ください。  86 ページ
の 「条件付き解析」 も参照して ください。
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DeleteProj (proj_name)

proj_name で指定されているプロジェク ト を削除します。 そのプロジェ
ク トが現在開いている場合は、 最初にプロジェク ト を閉じるかど うか
を確認する メ ッセージが表示されます。 ユーザーがプロジェク ト を閉
じない場合は、 プロジェク トは削除されません。

EmptyProj ()

プロジェク トからすべてのファ イルを削除するこ とによ り、 プロジェ
ク ト を空にします。 実際のファ イル自体には影響はあ り ません。 成功
した場合は True、 エラーの場合は False を返します。

GetCurrentProj ()

現在開いているプロジェク トのハンドル (hprj) を返します。 Source 
Insight では、 ユーザーは一度に 1 つのプロジェク ト を開く こ とができ
ますが、 マク ロ言語からは複数のプロジェク ト を開く こ とができます。

GetProjDir (hprj)

hprj プロジェク トのソース  ディ レク ト リ  パスを返します。

GetProjFileCount (hprj)

hprj プロジェク トに追加されたファ イル数を返します。

GetProjFileName (hprj, ifile)

hprj プロジェク トのインデッ クス  ファ イルに関連付けられているプロ
ジェク ト  ファ イルの名前を返します。

各プロジェク トには、 ファ イル名でソート されたプロジェク ト  ファ イ
ルのインデッ クスがあ り ます。 GetProjFileName は、 インデッ クスを
ファ イル名にマップします。 ファ イル インデッ クス値は、 ゼロから  
GetProjFileCount で返される数までの値です。

次の例は、 すべてのプロジェク ト  ファ イルを統合します。

ifileMax = GetProjFileCount (hprj)
ifile = 0
while (ifile < ifileMax)

{
filename = GetProjFileName (hprj, ifile)
..
ifile = ifile + 1
}

GetProjName (hprj)

hprj プロジェク トの名前を返します。 名前には、 プロジェク ト  ファ イ
ルのフルパスが含まれています。
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GetProjSymCount (hprj)

hprj プロジェク トのシンボル数を返します。

GetProjSymLocation (hprj, isym)

hprj プロジェク トのインデッ クス  isym に関連付けられたシンボルの 
Symbol レコードにあるシンボルの位置情報を返します。 354 ページの
「Symbol レコード」 も参照して ください。

各プロジェク トには、 シンボル名でソート されたシンボルのインデッ
クスがあ り ます。 GetProjSymLocation はインデッ クスをシンボルの 
Symbol レコードにマップします。 シンボル インデッ クス値は、 ゼロ
から  GetProjSymCount で返される数までの値です。

JumpToLocation を呼び出して、 GetProjSymLocation によ り返される  
Symbol レコードに移動するこ とができます。

Symbol レコードについての詳細は、 GetSymbolLocation を参照して く
ださい。

GetProjSymName (hprj, isym)

プロジェク トのインデッ クス  isym に関連付けられているシンボルの名
前を返します。

各プロジェク トには、 シンボル名でソート されたシンボルのインデッ
クスがあ り ます。 GetProjSymName は、 インデッ クスをシンボル名に
マップします。 Symbol インデッ クス値は、 ゼロから  GetProjSymCount 
で返される数から  1 を引いた数までの値です。

この例は、 すべてのプロジェク ト  シンボルを統合します。

isymMax = GetProjSymCount (hprj)
isym = 0
while (isym < isymMax)

{
symname = GetProjSymName (hprj, isym)
..
isym = isym + 1
}

NewProj (proj_name)

新規プロジェク ト を作成し、 プロジェク ト  ハンドル (hprj) を返します。
またはエラーの場合は、 hNil を返します。

OpenProj (proj_name)

proj_name という名前のプロジェク ト を開き、 プロジェク ト  ハンドル 
(hprj) を返します。 またはエラーの場合は hNil を返します。
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RemoveFileFromProj(hprj, filename)

hprj プロジェク トから指定された filename を削除します。 ディ スク上
のファイルは変更されたり、 削除されません。

SyncProj (hprj)

hprj プロジェク ト を同期します。 プロジェク トのすべてのファイルが、
外部の変更に対してチェッ ク され、 変更されたファイルに対して 
Source Insight のシンボル データベースがインク リ メ ンタルに更新され
ます。

SyncProjEx(hprj, fAddNewFiles, fForceAll, fSupressWarnings)

hprj プロジェク ト を同期します。 プロジェク トのすべてのファイルが、
外部の変更に対してチェッ ク され、 変更されたファイルに対して 
Source Insight のシンボル データベースがインク リ メ ンタルに更新され
ます。

fAddNewFiles が True の場合は、 新しいファイルが自動でプロジェク ト
に追加されます。 [Document Options] コマンドで定義されている ドキュ
メン ト  タイプに一致するファ イル名のみが追加されます。

fForceAll の場合、 プロジェク トにある各ファ イルはタイム スタンプに
関わらず、 再同期されます。

fSuppressWarnings の場合、 ファ イルを開く際にエラーが発生しても  
Source Insight は警告メ ッセージを発行しません。

その他のマクロ関数

これらの関数は、 ほかのカテゴ リーには属しませんが、 役立つ関数で
す。

DumpMacroState (hbufOutput)

この関数は、 hbufOutput バッファに実行中のマクロの現在の状態を説
明するテキス ト を追加します。 マク ロの状態は、 すべての変数の値、
実行スタ ッ クから成り ます。 この関数は、 マクロをデバッグする際に
役立ちます。

GetProgramEnvironmentInfo ()

Source Insight が実行されている環境についての情報が含まれている
ProgEnvInfo レコードを返します。 351 ページの 「ProgEnvInfo レコー
ド」 も参照して ください。
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GetProgramInfo ()

Source Insight の情報が含まれている  ProgInfo 構造体を返します。 352 
ページの 「ProgInfo レコード」 も参照して ください。

マクロについてのその他の情報

デバッグ

Source Insight にはマクロのデバッガーは含まれていません。 しかし、
マクロは解釈されるため、 "Msg" 関数をコード中の重要なポイン トで
使用して、 文字列と変数値を出力し、 簡単に何が行われているかを知
るこ とができます。 360 ページの 「Msg (s)」 も参照して ください。

現在のカーソル位置でマクロ文の実行を開始するには、 [Run Macro] を
使用します。 実行を開始する行に挿入ポイン ト を配置し、 [Run Macro] 
コマンドを実行するだけです。

DumpMacroState 関数を使用して、 実行マクロの実行スタ ッ ク と変数状
態をダンプするこ とができます。 391 ページの 「DumpMacroState 
(hbufOutput)」 も参照して ください。

持続性

グローバル変数は、 実行間で保持されますが、 セッシ ョ ン間では保持
されません。 ローカル変数は、 実行間でもセッシ ョ ン間でも保持され
ません。 ただし、 ファ イルに値を格納するか、 またはレジス ト リ  キー
の書き込み / 読み取り を行う こ とによ り値を保持するこ とができます。

非自己書き換えマクロ

実行中にマクロが自身を書き換えないよ うにして ください。 Source 
Insight は、 マク ロが実行中のマクロを含むファイルを編集しよ う とす
る と異常終了します。

サンプル マクロ

マクロ  ファ イルは Source Insight の 「utils.em」 に含まれています。 こ
のファ イルには、 いくつかの役立つ関数が含まれていて、 サンプルと
して参考にできます。
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イベン ト  ハンドラ

イベン ト  ハンド ラは、 特定のイベン トが発生する と呼び出される、
Source Insight のマクロ言語で記述された関数です。 詳細は、 395 ペー
ジの第 7 章 「マクロ  イベン ト  ハンド ラ」 を参照して ください。
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第 7 章 マクロ イベント  ハンドラ
この章では、 Source Insight のマクロ言語で記述されたイベン ト  ハンド
ラ関数について説明します。 イベン ト  ハンド ラは、 特定のイベン トが
発生する と呼び出される関数です。 この章は、 マクロ言語の規則と構
文について理解しているこ とを前提にしています。

マクロ イベン ト  ハンド ラ

イベン ト  ハンド ラは、 特定のイベン トが発生する と呼び出される、
Source Insight のマクロ言語で記述された関数です。 'macro' キーワード
を使用して関数を定義する代わりに、 'event' キーワードを使用します。
例 :

event FileOpen(sFile)
{
}

イベン ト  ハンド ラ関数は値を返しません。 イベン ト  ハンド ラ関数を使
用してイベン ト を終了させたり、 プログラムに値を返すこ とはできま
せん。 イベン ト関数パラ メータは 正確に入力してください。
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イベン ト  ハンド ラ名

イベン ト  ハンド ラの名前と関数パラ メータは事前に定義されていま
す。 イベン ト  ハンド ラの関数名とパラ メータは正確に記述してくださ
い。

Source Insight でサポート されているイベン トは次のとおりです。

アプリケーシ ョ ン イベン ト
event AppStart()
event AppShutdown()
event AppCommand(sCommand)

ドキュ メン ト  イベン ト
event DocumentNew(sFile)
event DocumentOpen(sFile)
event DocumentClose(sFile)
event DocumentSave(sFile)
event DocumentSaveComplete(sFile)
event DocumentChanged(sFile)
event DocumentSelectionChanged(sFile)

プロジェク ト  イベン ト
event ProjectOpen(sProject)
event ProjectClose(sProject)

ステータス バー イベン ト
event StatusbarUpdate(sMessage)

イベン ト  ハンドラの使用

イベン ト  ハンド ラにはさまざまな用途があ り ます。 次にいくつかの例
を示します。

• アクティビティのモニタ と記録。 たとえば、 ログ ファ イルに動

作を記録し、 後でその情報を使用してプロジェク トの編集され
た部分を解析できます。

• Source Insight 内の動作と他のプログラムやファイルの同期。

• Source Insight の動作の変更。

• ファ イル保存前の後処理。

• 新しいファ イルの前処理。
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イベン ト  ハンドラの Source Insight への追加

イベン ト  ハンド ラは、 マク ロ  ソース  ファ イルに保存されます。 つま
り、 拡張子は .em です。 同じファ イルにイベン ト関数とマクロ関数を
記述するこ とができます。 イベン ト  ハンド ラを記述したら、 カレン ト  
プロジェク トに追加します。 プロジェク トに関係なく イベン ト を処理
する場合は、 ベース  プロジェク トに追加します。 Source Insight は指定
されたイベン ト  ハンド ラが見つからない場合、 無視します。 Source 
Insight はプロジェ ト、 プロジェク ト  シンボル パス、 およびベース  プ
ロジェク ト を検索します。

イベン ト  ハンドラ  
ファイルをプロ
ジェク トに追加し
ます。

.em ファ イルは、 必ずプロジェク トに追加して ください。 追加しない
と、 Source Insight はファイル内のイベン ト  ハンド ラを呼び出しませ
ん。 これは、 イベン ト  ハンド ラが記述されている  .em ファ イルを開い
た際に、 誤ってイベン ト  ハンド ラが実行されないよ うにするためで
す。

イベン ト  ハンドラの有効化

[Preferences] でイ

ベン ト  ハンドラを
有効にして くださ
い。

イベン ト  ハンド ラは使用する前に有効にしなければなり ません。 セ
キュ リ ティ上の理由から、 デフォルトでは無効にされています。 イベ
ン ト  ハンド ラを有効にするには、 [Options] > [Preferences] を選択して 
[General] タブをク リ ッ ク します。 次に、 [Enable event handlers] チェッ
ク  ボッ クスをオンにします。 いったんイベン ト  ハンド ラを有効にする
と、 設定が保存されるため、 再度有効にする必要はあ り ません。

また、 メニューに割り当てた り、 キース ト ロークを割り当てるこ とが
できる  [Enable Event Handlers] ユーザーレベル コマンド もあ り ます。

メモ : セキュ リティ上の理由から、 [Enable Event Handlers] コマンドをマク

ロから実行するこ とはできません。

イベン ト  ハンドラ  ファイルの編集

Source Insight は、 変更され、 保存されていないファ イルのイベン ト  ハ
ンド ラを無視します。 そのため、 イベン ト  ハンド ラ  ソース  ファ イル
を編集している場合、 編集中のイベン ト  ハンド ラは実行されません。
編集が完了したら、 ファ イルを保存して ください。 ファ イルを保存す
る と、 Source Insight はイベン ト  ハンド ラを実行するよ うにな り ます。

イベン ト  ハンドラのエラー

1 つのイベン ト  ハンド ラで構文エラーまたはランタイム  エラーが発生
する と、 すべてのイベン ト  ハンド ラが残りの Source Insight のセッシ ョ
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ンで無効にされ、 マクロ  エラー メ ッセージが表示されます。 再度イベ
ン ト  ハンド ラを有効にするには、 Source Insight を再起動します。

同期イベン ト と  非同期イベン ト

一部のイベン ト  ハンド ラは、 イベン トが発生する とすぐに呼び出され
ます。 これらは 「同期」 イベン ト と呼ばれます。 たとえば、
DocumentNew は ユーザーが新規ドキュ メン ト を作成する とすぐに呼び
出されます。

しかし、 一部のイベン ト  ハンド ラは、 イベン トが発生した後 ( 通常、
短いアイ ドル時間の後 ) に呼び出されます。 これらは 「非同期」 イベ
ン ト と呼ばれます。 これらのイベン ト  ハンド ラは、 イベン ト発生と同
時にユーザーによって記述されたマクロを呼び出した場合、 Source 
Insight が不安定になるため、 非同期になっています。

その他のヒン ト

イベン ト  ハンド ラは、 1 つのファイルにすべてを保存するか、 または
「event-something.em」 のよ う な名前のいくつかのファ イルに保存して
ください。 これによ り、 これらのファ イルをプロジェク トから削除し、
効率的にイベン ト  ハンド ラを無効にするこ とができます。

グローバル変数は、 カウンタの追加、 およびイベン ト間の状態の管理
に便利です。

アプリケーシ ョ ン イベン ト

アプ リ ケーシ ョ ン イベン トは、 Source Insight アプ リ ケーシ ョ ン全体に
適用されます。

event AppStart()

Source Insight アプリ ケーシ ョ ンをロード し、 初期化した後に呼び出さ
れます。 カレン ト  プロジェク ト と ワークスペース  セッシ ョ ンは既に
ロード されています。

event AppShutdown()

Source Insight アプリ ケーシ ョ ンを終了する直前に呼び出されます。

event AppCommand(sCommand)

指定されたユーザーレベル コマンドを実行した直後に呼び出されま
す。
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ドキュ メン ト  イベン ト

ドキュ メン ト  イベン トは、 ファ イル バッファを開いた時、 閉じた時、
保存した時、 および変更した時に適用されます。

event DocumentNew(sFile)

指定されたファイル バッファが作成された直後に呼び出されます。

event DocumentOpen(sFile)

ファ イル バッファが開かれた直後に呼び出されます。

event DocumentClose(sFile)

ファ イル バッファが閉じられた直後に呼び出されます。

event DocumentSave(sFile)

ファ イル バッファが保存される直前に呼び出されます。 保存される直
前にファイル バッファを編集できます。 保存された後に編集する場合
は、 DocumentSaveComplete イベン ト を使用します。

event DocumentSaveComplete(sFile)

ファ イル バッファが保存された直後に呼び出されます。 保存される前
に編集する場合は、 DocumentSave イベン ト を使用します。

event DocumentChanged(sFile)

ファ イル バッファがユーザーによって編集された場合に呼び出されま
す。 このイベン トは非同期で処理されます。 つま り、 ユーザーが入力
している時に呼び出されるわけではあ り ません。 一定時間後に呼び出
されます。 この関数を使用して、 このイベン ト  ハンド ラ内のファ イル
を編集できます。 非同期で呼び出されるため、 sFile ファ イルは開かれ
ていない可能性があるこ とに注意して ください。

event DocumentSelectionChanged(sFile)

ユーザーがカレン ト ファ イルでテキス ト を選択した場合やカーソルを
移動した場合に呼び出されます。 このイベン トは非同期で処理されま
す。 つま り、 ユーザーがカーソルを移動している時に呼び出されるわ
けではあ り ません。 一定時間後に呼び出されます。 非同期で呼び出さ
れるため、 sFile ファ イルは開かれていない可能性があるこ とに注意し
て ください。
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プロジェク ト  イベン ト

プロジェク ト  イベン トは、 Source Insight プロジェク ト を開いた時、 ま
たは閉じた時に適用されます。

event ProjectOpen(sProject)

プロジェク トが開かれた後に呼び出されます。

event ProjectClose(sProject)

プロジェク トが閉じられる前に呼び出されます。

ステータス バー イベン ト

ステータス  バー イベン トは、 ステータス  バー テキス トが変更された
時に発生します。

event StatusbarUpdate(sMessage)

ステータス  バーの内容が変更された場合に呼び出されます。 このイベ
ン トは非同期で処理されます。 つま り、 ステータス  バーを変更してい
る時に呼び出されるわけではあ り ません。 一定時間後に呼び出されま
す。 この関数を使用して、 このイベン ト  ハンド ラ内のファ イルを編集
できます。
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第 8 章付録 : 以前のバージョンから
のアップグレード
この付録では、 Source Insight バージ ョ ン 2.0、 2.1、 3.0、 および 3.1 か
らのアップグレードについて説明します。

バージ ョ ン 3.1 またはバージ ョ ン 3.0 からのアップグレード

バージ ョ ン 3.0 または 3.1 からアップグレードする場合は、 このセク
シ ョ ンをお読みください。 また、 この章を読むと、 Source Insight バー
ジ ョ ン  3.5 について詳し く知るこ と もできます。 バージ ョ ン  3.5 には、
重要な変更が含まれています。

ユーザーごとのデータ  フォルダ 
ユーザーごとの
データは、 My 
Documents\Sourc
e Insight フォルダ
に保存されます。

バージ ョ ン 3.5 では、 ユーザーごとのデータの場所が変更されていま
す。 ユーザーごとのデータは、 My Documents フォルダの Source Insight 
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サブフォルダ内に保存されます。 Source Insight フォルダ内には、 次の
サブフォルダがあ り ます。

• Projects フォルダ - プロジェク ト  データ  ファ イルのデフォルトの

場所です。 デフォルトでは、 各プロジェク トは Projects フォルダ
内の別々のサブフォルダに保存されます。

• Settings フォルダ - 設定ファ イルのためのフォルダです。 以前の

設定ファイルは、 こ こにコピーされます、

• Backup フォルダ - ファ イルを保存する際に作成されるバッ ク

アップ ソース  ファ イルのためのフォルダです。

• Projects\NetFramework フォルダ - NetFramework プロジェク トの

ためのフォルダです ( インス トールされている場合 )。 このプロ
ジェク トには、 Source Insight が使用する  .Net Framework ク ラス  
ラ イブラ リ  シンボルが格納されています。

• Projects\Base フォルダ - ベース  プロジェク トのためのフォルダで

す。 ユーザーごとに別々のベース  プロジェク トがあ り ます。

My Documents 以下にユーザー データを保存するこ とで、 データの安
全性と機密性が確保され、 データへの書き込み権が保証されます。

ユーザーごとのプロジェク ト  リス ト

[Open Project] コマンドで表示されるよ うに、 ユーザーごとに別々のプ
ロジェク ト  リ ス トがあ り ます。 プロジェク ト  リ ス ト  ファ イルは、
ユーザーの Projects フォルダに保存されています。 [Open Project] ダイ
アログ ボッ クスで [Browse] ボタンをク リ ッ ク し、 リ ス トにないプロ
ジェク ト を検索するこ と もできます。 アクセス権がある限り、 プロ
ジェク ト を開く こ とができます。 開いたプロジェク トは、 プロジェク
ト  リ ス トに追加されます。

プロジェク ト  ファイルの保存

各プロジェク トのプロジェク ト設定は、 次の 2 つのフォルダを指定し
ます。

• プロジェク ト  データ  ディレク ト リ  - Source Insight がプロジェク ト  
データ  ファ イルを保管する場所です。 たとえば、 .pr ファ イルは
こ こに格納されます。 デフォルトでは、 新規プロジェク ト を作
成する場合、 Source Insight は Projects フォルダにプロジェク ト  
データ  ディ レク ト リ を作成します。

• プロジェク ト  ソース ディレク ト リ  - プロジェク ト  ソース  ファ イル

が位置する メ インの場所です 。 以前のバージ ョ ンの Source 
Insight では、 プロジェク ト  ルート  ディ レク ト リ と呼ばれていま
した。
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これら  2 つの別のフォルダを使用するこ とで、 Source Insight のデータ
をソース  ファ イルと別の場所に格納できます。 さ らに、 Source Insight 
のプロジェク ト  ファ イルは、 常に個々のユーザー データ  エリ アに保
存されるため、 同じマシンの他のユーザーからアクセスできません。
両方のフォルダで同じ場所を使用するこ とは可能です。

プロジェク ト  ソース  ディ レク ト リの場所を編集するには、 [Project 
Settings] コマンドを使用します。

カスタム コマンド  ディ レク ト リの置換

カスタム  コマンドでは、 次のメ タ文字がこれらのディ レク ト リに置換
されます。

• %j - プロジェク ト  ソース  ディ レク ト リ

• %J - プロジェク ト  データ  ディ レク ト リ

.NET Framework のサポート

.NET Framework ク ラス  ラ イブラ リ  シンボルは Source Insight が作成し
た NetFramework プロジェク トに格納されます。 Source Insight は、
ユーザーのプロジェク ト  フォルダの NetFramework フォルダにプロ
ジェク ト を保存します。

Source Insight は、 .NET Framework ク ラス  ラ イブラ リのシンボルを宣言
する 「ソース  ファ イル」 のセッ ト も インス トールします。 これらの
ソースは、 Source Insight プログラム フォルダの NetFramework フォル
ダに保存されます。 マシンごとに 1 つのコピーがあ り ます。 これらの
「ソース  ファ イル」 は C# 構文のマシン生成ファイルです。 しかし、 こ
れらのソース  ファ イルは厳密な C# 互換ではあ り ません。 ファ イルの
内容は、 Source Insight の新しいバージ ョ ンでは変更されるこ とがあ り
ます。

Source Insight で NetFramework プロジェク ト を作成するには、 [Setup 
Common Projects] コマンドを使用するか、 [Preferences: Symbol 
Lookups] ダイアログ ボッ クスで [Create Common Projects] ボタンをク
リ ッ ク します。

バージ ョ ン 2 からのアップグレード

バージ ョ ン 2.0 または 2.1 からアップグレードする場合は、 このセク
シ ョ ンをお読みください。
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バージ ョ ン 3 のインストール

マシンにバージ ョ ン 2.x をインス トールしている場合、バージ ョ ン  2.x. 
と異なるディ レク ト リにバージ ョ ン  3.5 をインス トールして ください。

以前のプロジェク ト を開く

Source Insight 3.5 は、 バージ ョ ン 2.x で作成されたプロジェク ト  ファ イ
ルを読み取るこ とができますが、 バージ ョ ン  3.5 の形式に変換する必
要があ り ます。 Source Insight バージ ョ ン  2.x を続けて使用する場合は、
バージ ョ ン 3.5 用にプロジェク ト を作成し直すこ とをお勧めします。

以前のプロジェク トの検索

バージ ョ ン 3.5 をバージ ョ ン 2.x と異なるディ レク ト リにインス トール
する場合、 バージ ョ ン  3.5 に以前のプロジェク トの記録はあ り ません。
ただし、 以前のプロジェク ト を開く こ とは可能です。

バージ ョ ン 2.x のプロジェク ト を開くには、 [Project] > [Open Project] コ
マンドを使用します。 ダイアログ ボッ クスで [Browse] ボタンをク リ ッ
ク し、 以前の .PR ファ イルを参照します。 以前の .PR ファ イルを選択
し、 [OK] をク リ ッ ク してから  [Open] をク リ ッ ク します。 Source Insight 
は、 プロジェク ト をバージ ョ ン 3.5 の形式に変換します。

以前のカスタマイズのロード

設定ファイルは、 カスタマイズを保存するために使用されます。 バー
ジ ョ ン 3.5 では、 設定ファ イルのフォーマッ トが変更されていますが、
Source Insight は 2.x 形式のファ イルも読み取るこ とができます。 また、
ファ イルの拡張子も  .CF から  .CF3 に変更されています。

以前の設定ファイルをロードするには、 [Options] > [Load Configuration] 
コマンドを使用します。 [Load] ボタンをク リ ッ ク し、 Source Insight 
バージ ョ ン 2.x のインス トール ディ レク ト リ を参照します。 拡張子が 
.CF のファイルが表示されます。 バージ ョ ン  2.x のメ イン グローバル
設定ファイルは global.cf です。 このファ イルを選択し、 [OK] をク リ ッ
ク します。 以前の設定ファ イルがロード され、 自動的に新しいグロー
バル設定ファイル global.cf3 に保存されます。
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バージ ョ ン 3 とバージ ョ ン 2 の併用

たとえば、 バージ ョ ン  3.5 と  2.x を同じマシンで使用できます。 それぞ
れ別のレジス ト リ設定を使用するため、 併用しても問題あ り ません。
しかし、 下記のガイ ド ラ インに従ってください。

• マシンにバージ ョ ン 2.x をインス トールしている場合、 バージ ョ

ン  2.x. と違うディ レク ト リにバージ ョ ン 3.5 をインス トールして
ください。

• バージ ョ ン 2.x とバージ ョ ン 3.5 のインスタンスを同時に実行し

ないでください。

• プロジェク ト  ファ イルは互換性があ り ますが、 バージ ョ ン  3.5 
用に別のプロジェク ト を作成するこ とをお勧めします。

• バージ ョ ン 2.x のプロジェク ト を開くには、 [Open Project] ダイア

ログ ボッ クスで [Browse] ボタンをク リ ッ ク し、 以前の .PR ファ
イルを指定する必要があ り ます。 新しいディ レク ト リにバー
ジ ョ ン 3.5 をインス トールした場合、 バージ ョ ン  3.5 のディ レク
ト リに以前のプロジェク トは含まれません。

• [Options] > [Load Configuration] コマンドで以前の設定ファ イルを

開く こ とができます。 2.x のディ レク ト リで以前の *.CF ファ イ
ルを選択して ください。 新しい設定ファ イルの拡張子は .CF3 に
変更されているこ とに注意して ください。

バージ ョ ン 3 の新機能

Source Insight は、 バージ ョ ン 2.x から大幅に変更されています。 主な
変更点を次に要約します。
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言語機能の改良

バージ ョ ン 3.0 では、 構文解析やシンボル参照など、 言語固有の機能
が大幅に変更されています。 いくつかの変更点を次に示します。

• ク ラス と構造体のメンバを追跡し、 コンパイルせずに動的にク

ラス継承を解読する状況依存シンボル参照エンジン。 バージ ョ
ン  2.1 では、 フ ィールド  メ ンバや継承は追跡できませんでした。

• C++ と  Java の入れ子のク ラス と構造体のサポート。

• C++ のク ラス  テンプレート と関数テンプレートのサポート。

• C++ の名前空間のサポート。

• 補完された C 構造体とユニオン ( つま り、 インラ イン構造 ) のサ

ポート。

• C++ のテンプレート  ク ラス とテンプレート関数のサポート。

• 匿名の構造体とユニオンのサポート。

• Source Insight のパーサーのアップス ト リームでソース  コード  
トークンを置換するため、 さまざまなキーワードやプリプロ
セッサを処理するこ とができるユーザー定義可能な トークン置
換マクロ。

• #ifdef 分岐の有効 / 無効をマークするためのユーザー定義可能な

コンパイル時定数。

• コード  メ ト リ クス。

• 新しいビルト イン言語の解析と表示のサポート。

• Perl および PerlScript

• Visual Basic および VBScript

• JavaScript および JScript

• 埋め込みスク リプ ト を含む HTML、 ASP、 および JSP
• C#

• ユーザー定義のカスタム言語のサポート。
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参照機能と解析機能の改良

Source Insight は、 プログラムのシンボル情報へのアクセスに優れてい
ます。

• 作業中、 動的にコール ツ リー、 ク ラス  ツ リー、 および参照ツ

リーを更新して表示する新しいリ レーシ ョ ン ウ ィ ンド ウ。

• よ り優れたファイル リ ス ト機能とシンボル リ ス ト機能を備えた

プロジェク ト  ウ ィンド ウ。

• シンボル シラブル インデッ クス。 シンボル名の部分文字列がイ

ンデッ クス付けされているため、 シンボル名の最初の部分が分
からな くても、 名前の一部を入力するだけで済みます。

• 非常に大規模なプロジェク トにも迅速に対応するよ うに最適化

されたシンボル データベース。

• [Smart Reference Matching] オプシ ョ ンを使用し、 適切なシンボル

への参照のみを表示するよ うに改良された [Lookup References] 
コマンド。 コ メン トや非アクティブ コードをスキップ / 認識す
るこ と もできます。

• キーワード検索機能を備えた新しい [Search Project] コマンド。

インターネッ ト検索に似ており、 プロジェク ト内の単語を検索
します。
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編集機能と表示機能の改良

バージ ョ ン 3.0 では、 編集機能と表示機能が大幅に変更されています。

• ユーザー定義スタイルのリ ッチ テキス ト書式にも対応し、 大幅

に改良された表示機能を提供する構文フォーマッ ト。 Source 
Insight は、 プロジェク トの単語情報に基づいてスタイルを自動
的に適用します。 構文フォーマッ トには次のものが含まれます。

• 関数、 ク ラス、 変数などの宣言スタイル。

• いくつかのリ ッチ 「コ メン ト 」 スタイル。

• ローカル、 パラ メータ、 グローバル、 マク ロ、 関数など、 異な

るタイプのシンボルへの参照スタイル。

• 自動注釈と特殊な構文修飾。

• シンボル名入力時の自動補完 。

• インク リ メ ンタル検索。

• すべての適切なコンテキス トのシンボル名を変更する新しい状

況依存 [Smart Rename] コマンド。 ローカル変数の名前を素早く
変更できます。

• ファ イル保存時の操作履歴と変更履歴の保存、 および 2 段階の

改訂マークの表示。

• 行番号の表示。

• 改ページとページ番号の表示。

• 右余白の表示。

• ユーザー定義の [Work] メニュー。

• 保存操作中のファ イル制御の改良。

• その他の UI の改良。 次のものが含まれます。

• ウ ィ ンド ウの結合の改善。

• すべてのウ ィンド ウ用のカスタマイズ可能なフォン ト と色。

• ダイアログ ボッ クスの位置の記録。

• 複数選択リ ス ト 。

• ツールバーの改良。
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新しいコマンド

新しいコマンドのリスト

Source Insight バージ ョ ン 2.x からバージ ョ ン 3.5 で新し く追加されたコ
マンドを次の表に要約します。

表 8.1: バージョ ン 2.x 以降新し く追加されたコマンド

コマンド 説明

Activate Relation Window リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウを開いて選択します。

Add and Remove Project Files カレン ト  プロジェク トのファ イルを追加 / 削除します。 以前の 
[Add Files] コマンド と  [Remove Files] コマンドの代わりです。

Advanced Options さまざまな内部キャッシュを有効 / 無効にします。 ト ラブル

シューティング用に提供されています。

Build Project カスタム ツール コマンド : プロジェク ト をビルド します。

Check In カスタム ソース管理 : カレン ト  ファ イルをチェッ ク インしま

す。

Check Out カスタム ソース管理 : カレン ト  ファ イルをチェッ クアウ ト しま

す。

Checkpoint カレン ト  ファ イルをディ スクに保存し、 変更履歴を消去しま

す。

Checkpoint All 開いているすべてのファイルをディ スクに保存して、 変更履歴
を消去します。

Clean Build カスタム ツール コマンド : プロジェク ト全体をビルド します。

Clear Highlights すべてのソース  ウ ィンド ウで単語のハイライ ト表示をク リ アし

ます。 ハイライ ト表示を行うには、 [Highlight Word] コマンドを

使用します。

Color Options ユーザ インターフェイス項目の色を指定します。

Compile File カスタム ツール コマンド : カレン ト  ファ イルをコンパイルしま

す。

Drag Line Down 選択されているテキス ト を  1 行下に移動します。

Drag Line Down More 選択されているテキス ト を数行下に移動します。

Drag Line Up 選択されているテキス ト を  1 行上に移動します。

Drag Line Up More 選択されているテキス ト を数行上に移動します。

Edit Condition 選択されている解析条件の値を編集します。

Expand Special ツ リー リ ス ト内で使用 : 選択された項目を指定されたツ リー レ
ベルまで展開します。

General Options 全般的な設定を指定します。
Source Insight ユーザー マニュアル 409



付録 : 以前のバージョ ンからのアップグレード 第 8 章
Go To Next Change/Go To 
Previous Change 

カーソルを次 / 前の変更したブロ ッ クに移動します。 つま り、

次 / 前の変更マークに移動します。

Highlight Word すべてのソース  ウ ィンド ウでカーソル位置の単語のハイライ ト

表示を切り替えます。 紙面で蛍光ペンを使用するのに似ていま
す。

HTML Help HTML ヘルプ ファ イルで現在選択している単語をキーワード検

索します。

Incremental Search 入力に従って、 パターンをインク リ メンタルに検索します。

Incremental Search Backward 入力に従って、 パターンを逆方向にインク リ メンタルに検索し
ます。

Insert ASCII ASCII 値で文字を挿入します。

Jump To Base Type 選択されているシンボルのベース構造タイプにジャンプします。

Jump To Caller 選択されている関数を呼び出す関数にジャンプします。

Jump To Prototype 選択されている関数の関数プロ ト タイプにジャンプします。

Keyword List 現在の言語の構文フォーマッ トに使用されるキーワード  リ ス ト

を編集します。

Language Properties カスタム言語プロパティを編集します。

Line Numbers 行番号の表示を切り替えます。

Lock Relation Window リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウのロ ッ クを切り替えます。 ロ ッ ク して

もコンテンツは変更されません。

Lowercase 選択されているテキス ト を小文字に変換します。

New Relation Window 新規リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウを作成します。 リ レーシ ョ ン  ウ ィ

ンド ウはいくつでも作成できます。 各ウ ィンド ウに、 独自のオ
プシ ョ ンを設定できます。

Next Relation Window View リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウのアウ ト ラ イン  ビューとグラフビュー

を交互に表示します。

Preferences 各種ユーザー オプシ ョ ンを指定します。 このダイアログ ボッ ク

スにはプロパティ  シートが 1 つあ り、 いくつかのタブに、 表示、

ファ イル、 構文フォーマッ ト など、 さまざまなオプシ ョ ンが含
まれています。

Project Document Types プロジェク ト  ウ ィンド ウでドキュ メン ト  タイプごとにプロジェ

ク ト  ファ イルを表示します。

Project File Browser プロジェク ト  ウ ィンド ウでファ イル ブラウザを表示します。

Project File List プロジェク ト  ウ ィンド ウに、 すべてのプロジェク ト  ファ イルを

表示します。

Project Symbol Classes プロジェク ト  ウ ィンド ウに、 ク ラスごとにプロジェク ト  シンボ

ルを表示します。

表 8.1: バージョ ン 2.x 以降新し く追加されたコマンド

コマンド 説明
410 Source Insight ユーザー マニュアル



第 8 章 新しいコマンド
Project Symbol List プロジェク ト  ウ ィンド ウに、 すべてのプロジェク ト  シンボルを

表示します。

Project Window Properties プロジェク ト  ウ ィンド ウのプロパティを表示します。

Recent Files サブメニューに最近開いたファイルの名前が含まれています。

Refresh Relation Window 現在選択されているシンボルのリ レーシ ョ ンでリ レーシ ョ ン  
ウ ィンド ウを更新します。

Relation Graph Properties リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウの Graph プロパティを表示します。

Relation Window リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウのオンとオフを切り替えます。

Relation Window Properties リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウのプロパティを表示します。

Reload File ディ スクからカレン ト  ファ イルを リ ロード します。 保存した後

の変更はすべて消去されます。

Run Project カスタム ツール コマンド : プロジェク トの実行ファイルを実行

します。

Save A Copy カレン ト  ファ イルを新しいファイルに保存します。 カレン ト  
ファ イルは上書きまたは変更されません。

Search Project すべてのプロジェク ト  ファ イルでテキス ト またはキーワードを

検索します。

Searching Options… 検索結果を制御するオプシ ョ ンを指定します。

Setup Common Projects… コモン外部プロジェク ト を作成します。

Setup HTML Help ディ スク上の HTML Help ファ イルを検索します。

Show Relations 選択されているシンボルの情報を表示するよ うに リ レーシ ョ ン  
ウ ィンド ウを更新します。

Simple Tab タブを挿入します。 Smart Tab モードは無効になり ます。

Smart Beginning of Line 状況依存の Beginning of Line コマンド。

Smart End of Line 状況依存の End of Line コマンド。

Smart Tab command さまざまな位置で使用され、 カーソルを次の 「フ ィールド」 に
移動します。 フ ィールドは、 「カレン ト  コンテキス ト内の位置」

と して定義されます。

Source Dynamics on the Web インターネッ ト  ブラウザで Source Dynamics の Web サイ ト を表

示します。

Special Edit サブメニューに特殊な編集コマンドが含まれています。

Style Properties 表示スタイルのフォーマッ ト  プロパティを設定します。

Symbol Lookup Options シンボル定義の検索オプシ ョ ンを設定します。

Symbol Window Properties 各ソース  ウ ィンド ウの左側にシンボル ウ ィンド ウのプロパティ

を表示します。

表 8.1: バージョ ン 2.x 以降新し く追加されたコマンド

コマンド 説明
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以前のバージ ョ ンとのファイル形式の互換性

バージ ョ ン 3.5 は、 バージ ョ ン  2.x のプロジェク ト  ファ イルと他のい
くつかのファイルを開く こ とができますが、 すべての情報がコピーさ

Sync File to Source Control 
Project

カスタム ソース管理 : 選択されているファイルの最新版を取得

します。

Sync to Source Control Project カスタム ソース管理 : すべてのプロジェク ト  ファ イルの最新版

を取得します。

構文フォーマッ ト  ソース  ファ イルを表示するための構文フォーマッ ト  オプシ ョ ン

を指定します。

Toggle Case 選択されているテキス トの大文字 / 小文字を切り替えます。

Touch All Files in Relation リ レーシ ョ ン ウ ィンド ウで参照されているすべてのファイルの

タイムスタンプを更新します。

Typing Options 入力オプシ ョ ンと編集オプシ ョ ンを指定します。

Undo Check Out カスタム ソース管理 : カレン ト  ファ イルのチェッ クアウ ト を元

に戻します。

Uppercase 選択されているテキス ト を大文字に変換します。

Window List ソース  ウ ィンド ウの リ ス ト を管理します。

表 8.1: バージョ ン 2.x 以降新し く追加されたコマンド

コマンド 説明
412 Source Insight ユーザー マニュアル



第 8 章 新しいコマンド
れるわけではあ り ません。 また、 一部のインデッ クスを作成し直す必
要があ り ます。

バージョ ン 2.x の
ファイル

バージ ョ ン 3.5 での対応

プロジェク ト  ファ イ

ル – *.PR
バージ ョ ン 3.5 は、 プロジェク ト ファ イルを開き、

バージ ョ ン 3.5 の形式に変換します。 シンボル デー

タベースのインデッ クスを作成し直す必要があるた
め、 時間がかかるこ とがあ り ます。 完了する と、 シ
ンボルの検索を行う こ とができます。 ただし、 バッ
クグランド または [Project] > [Synchronize Files] コマ

ンドを使用して、 後でプロジェク ト全体を解析し直
す必要があ り ます。 この変換によ り、 ソース  ファ

イルを一から追加し直す必要がないという利点が得
られます。
バージ ョ ン 2.1 は、 バージ ョ ン 3.5 形式のプロジェ

ク ト を開く こ とができますが、 2.1 形式にダウンコ

ンバート し、 再度シンボル データベースのイン

デッ クスを作成し直す必要があ り ます。
v 2.x と  v 3.5 の間で頻繁に切り替える場合は、 それ

ぞれの形式のプロジェク ト  ファ イルを管理するこ

とをお勧めします。
v 3.5 のプロジェク トの方が関連ファイルが多く、

一部の拡張子が変更されているこ とに注意してくだ
さい。 各プロジェク トには次のファイル拡張子が含
まれています : .PR、 .PS、 .PO、 .PFI、 .PRI、 .IMB、
.IMD、 .IAB、 .IAD

設定ファイル - *.CF バージ ョ ン 3.5 は、 バージ ョ ン 2.x の設定ファイル

を開く こ とができますが、 バージ ョ ン 3.5 のファイ

ル形式には下位互換性があ り ません。 v 2.x と  v 3.5 
を併用できるよ うに、 デフォルトの拡張子が .CF か
ら  .CF3 へ変更されています。 v 3.5 をインス トール

してから、 [Options] > [Load Configuration] コマンド

を使用して、 .CF ファ イル ( 通常は、 Global.CF と呼

ばれ、 v 2.x のプログラム ディ レク ト リにある ) を
検索できます。
v 2.x の設定ファイルに保存されている表示オプ

シ ョ ンは変換されませんが、 キー割り当てやメ
ニュー割り当てなど、 他のカスタマイズは変換され
ます。 
v 2.x では、 終了時に確認ダイアログが表示されま

したが、 v 3.5 では、 設定の変更が自動的に保存さ

れるこ とに注意してください。
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ワークスペース  ファ

イル - *.WK
バージ ョ ン 3.5 は、 バージ ョ ン 2.x のワークスペー

ス  ファ イルを読み取るこ とができません。 以前の 
2.x のセッシ ョ ンは、 v 3.5 で開く際にリ ス ト アされ

ます。

リ カバリ  ファ イル - 
*.RCV

バージ ョ ン 3.5 は、 バージ ョ ン 2.x のリ カバリ  ファ

イルを読み取るこ とができません。 ク ラ ッシュした
バージ ョ ン 2.x のセッシ ョ ンを修復する場合、 最初

にバージ ョ ン 2.x でリ カバリ を実行する必要があ り

ます。

プロジェク ト  リ ス ト  
ファ イル – 
Projects.DB

バージ ョ ン 2.x と重複しないよ うに、 プロジェク ト  
リ ス ト  ファ イル名が Projects.DB3 に変更されていま

す。

sihook プログラム コ
ンポーネン ト

sihook.exe プログラムは変更されています。 また、

重複しないよ うに sihook3.exe に名前が変更されて

います。

バージョ ン 2.x の
ファイル

バージ ョ ン 3.5 での対応
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第 9 章 License Agreement
SOURCE DYNAMICS 

SOURCE INSIGHT VERSION 3.x END-USER LICENSE AGREEMENT

IMPORTANT-READ CAREFULLY: This Source Insight End-User License Agreement ("EULA") is a legal 
agreement between you (either an individual or a single entity) and Source Dynamics, Inc. for the Source 
Dynamics SOFTWARE identified above, which includes the User Manual, any associated SOFTWARE 
components, any media, any printed materials other than the User Manual, and any "online" or electronic 
documentation ("SOFTWARE").By installing, copying, or otherwise using the SOFTWARE, you agree to be 
bound by the terms of this EULA.If you do not agree to the terms of this EULA, do not install or use the 
SOFTWARE.If the SOFTWARE was mailed to you, return the media envelope, UNOPENED, along with the 
rest of the package to the location where you obtained it within 30 days from purchase.

1.The SOFTWARE is licensed, not sold.

2.GRANT OF LICENSE.

(a)Evaluation Copy.You may use the SOFTWARE without charge on an evaluation basis for thirty (30) days 
from the day that you install the SOFTWARE.You must pay the license fee and register your copy to continue 
to use the SOFTWARE after the thirty (30) days.If you continue to use the SOFTWARE after the thirty (30) 
days without paying the license fee you will be using the SOFTWARE on an unlicensed basis.   

(b)Redistribution of Evaluation Copy.If you are using SOFTWARE on an evaluation basis you may make 
copies of the evaluation SOFTWARE as you wish; give exact copies of the original evaluation SOFTWARE to 
anyone; and distribute the evaluation SOFTWARE in its unmodified form via electronic means (Internet, 
BBS's, Shareware distribution libraries, CD-ROMs, etc.).You may not charge any fee for the copy or use of the 
evaluation SOFTWARE itself, but you may charge a distribution fee that is reasonably related to any cost you 
incur distributing the evaluation SOFTWARE (e.g. packaging).You must not represent in any way that you are 
selling the SOFTWARE itself.Your distribution of the evaluation SOFTWARE will not entitle you to any 
compensation from Source Dynamics.You must distribute a copy of this EULA with any copy of the 
SOFTWARE and anyone to whom you distribute the SOFTWARE is subject to this EULA.

(c)Registered Copy.After you have purchased the license for SOFTWARE, and have received the serial 
number enabling the registered copy, you are licensed to copy the SOFTWARE only into the memory of the 
number of computers corresponding to the number of licenses purchased.The primary user of the computer on 
which each licensed copy of the SOFTWARE is installed may make a second copy for his or her exclusive use 
on a portable computer.Under no other circumstances may the SOFTWARE be operated at the same time on 
more than the number of computers for which you have paid a separate license fee.You may not duplicate the 
SOFTWARE in whole or in part, except that you may make one copy of the SOFTWARE for backup or 
archival purposes.You may terminate this license at any time by destroying the original and all copies of the 
SOFTWARE in whatever form.You may permanently transfer all of your rights under this EULA provided 
you transfer all copies of the SOFTWARE (including copies of all prior versions if the SOFTWARE is an 
upgrade) and retain none, and the recipient agrees to the terms of this EULA.

3.RESTRICTIONS.You may not reverse engineer, de-compile, or disassemble the SOFTWARE, except and 
only to the extent that such activity is expressly permitted by applicable law notwithstanding this 
limitation.You may not rent, lease, or lend the SOFTWARE.You may permanently transfer all of your rights 
under this EULA, provided the recipient agrees to the terms of this EULA.You may not publish or publicly 
distribute any serial numbers, access codes, unlock-codes, passwords, or other end-user-specific registration 
information that would allow a third party to activate the SOFTWARE without a valid license.
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4.SUPPORT SERVICES.Source Dynamics may provide you with support services related to the 
SOFTWARE.Use of Support Services is governed by the Source Dynamics polices and programs described in 
the user manual, in online documentation, and/or other Source Dynamics-provided materials, as they may be 
modified from time to time.Any supplemental SOFTWARE code provided to you as part of the Support 
Services shall be considered part of the SOFTWARE and subject to the terms and conditions of this EULA.

5.TERMINATION.Without prejudice to any other rights, Source Dynamics may terminate this EULA if you 
fail to comply with the terms and conditions of this EULA.In such event, you must destroy all copies of the 
SOFTWARE.

6.COPYRIGHT.The SOFTWARE is protected by United States copyright law and international treaty 
provisions.You acknowledge that no title to the intellectual property in the SOFTWARE is transferred to 
you.You further acknowledge that title and full ownership rights to the SOFTWARE will remain the exclusive 
property of Source Dynamics and you will not acquire any rights to the SOFTWARE except as expressly set 
forth in this license.You agree that any copies of the SOFTWARE will contain the same proprietary notices 
which appear on and in the SOFTWARE.

7.EXPORT RESTRICTIONS.You agree that you will not export or re-export the SOFTWARE to any country, 
person, entity, or end user subject to U.S.A.export restrictions.Restricted countries currently include, but are 
not necessarily limited to Cuba, Iran, Iraq, Libya, North Korea, Sudan, and Syria.You warrant and represent 
that neither the U.S.A.Bureau of Export Administration nor any other federal agency has suspended, revoked 
or denied your export privileges.

8.LIMITED WARRANTY.Source Dynamics, Inc. warrants that the Software will perform substantially in 
accordance with the accompanying written materials for a period of 90 days from the date of your receipt of 
the Software.Any implied warranties on the Software are limited to 90 days.Some states do not allow 
limitations on duration of an implied warranty, so the above limitation may not apply to you.SOURCE 
DYNAMICS, INC.  DISCLAIMS ALL OTHER WARRANTIES, EITHER EXPRESS OR IMPLIED, 
INCLUDING BUT NOT LIMITED TO IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS 
FOR A PARTICULAR PURPOSE, AND NON-INFRINGEMENT, WITH RESPECT TO THE SOFTWARE 
AND THE ACCOMPANYING WRITTEN MATERIALS.This limited warranty gives you specific legal 
rights.You may have others, which vary from state to state.

9.LIMITATION OF LIABILITY.IN NO EVENT SHALL SOURCE DYNAMICS OR ITS SUPPLIERS BE 
LIABLE TO YOU FOR ANY CONSEQUENTIAL, SPECIAL, INCIDENTAL, OR INDIRECT DAMAGES 
OF ANY KIND ARISING OUT OF THE DELIVERY, PERFORMANCE, OR USE OF THE SOFTWARE, 
EVEN IF SOURCE DYNAMICS HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.IN 
ANY EVENT, SOURCE DYNAMICS'S LIABILITY FOR ANY CLAIM, WHETHER IN CONTRACT, 
TORT, OR ANY OTHER THEORY OF LIABILITY WILL NOT EXCEED THE GREATER OF U.S.$1.00 
OR LICENSE FEE PAID BY YOU.

10.U.S.GOVERNMENT RESTRICTED RIGHTS.The SOFTWARE is provided with RESTRICTED 
RIGHTS.Use, duplication, or disclosure by the Government is subject to restrictions as set forth in 
subparagraph ©(1)(ii) of The Rights in Technical Data and Computer SOFTWARE clause of DFARS 252.227-
7013 or subparagraphs ©(i) and (2) of the Commercial Computer SOFTWARE-Restricted Rights at 48 CFR 
52.227-19, as applicable.Manufacturer is Source Dynamics, Inc., 22525 SE 64th Place, Suite 260, Issaquah, 
WA 98027, USA.

11.MISCELLANEOUS.If you acquired the SOFTWARE in the United States, this EULA is governed by the 
laws of the state of Washington.If you acquired the SOFTWARE outside of the United States, then local laws 
may apply.

If you have any questions concerning this EULA or wish to contact Source Dynamics for any reason, please 
write: Source Dynamics, Inc., 22524 SE 64th Place, Suite 260, Issaquah, WA 98027, USA; or call (425) 557-
3630; or send electronic mail to support@sourceinsight.com.
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